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科目名 基礎教養ゼミ（教養基礎） LAB001 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

町田修三、根岸恵子、小泉英明、武藤洋一 
 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 充実して実り多い大学生活を送るには、どうしたらいいのだろうか？大学で失敗しないためには、初年時に

学生生活の送り方を修得しておくことが極めて大切である。本講義では大学生活のキーとなる、学習方法や

レポート執筆等にかかる「学習スキル」、コミュニケーション能力をはじめとした「ソーシャルスキル」、読み書

きや数的能力などの「アカデミックスキル」。学生にとって必要なこうしたスキルをしっかりと身につけていくこ

とを、講義の目標としている。受講学生には、積極的に講義に参加する受講態度が求められる。 
到達目標 1.大学での学習生活を確立する。 

2.基礎学力を確認し、自己学習の方向性をつかむ。 
3.社会人に必要とされる言葉使い・文章表現を習得する。 
4.総合適性検査（SPI）を意識し、対応するための基礎力を養成する。 
5.キャリアデザインの構築を図るために、社会常識・マナー等を学び、自ら考え、自ら問える力を養う。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 参加度50%、提出物50%で総合的に評価する。総合評価60％を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

提出物・レポート・小テストを返却し、解説をする。基礎力テストや実力テスト後に解説や結果を知らせる。 

使用教材 資料、プリント 

1 
講義内容 大学で何を学ぶか（意義と目的） 
該当する到達目標 

1 
予習 事前にシラバスを読み、目標を確認し、大学生活をプランニングする。 1時間 
復習 講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法等を確認する。 1時間 

2 
講義内容 書くためのスキル（ノート,レポート・論文の書き方） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事前配布した資料に目を通しておく。 1時間 
復習 ノートテ―キング、レポートの書き方をマスターする。 1時間 

3 
講義内容 基礎力テスト（計算/言葉） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 言語・作文・計算や数式など基礎力を確認しておく。 1時間 
復習 今までの学習を振り返り、復習する。 1時間 

4 
講義内容 解くためのワークⅠ（計算） 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 計算方法や文章題の復習をしておく。 1時間 
復習 配布した問題の残りを解く。 1時間 

5 
講義内容 考えるためのワークⅠ（言葉の多様性①ＧＷ） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事前配布した教材に目を通しておく。 1時間 
復習 添削を受けた作文を書き直す。 1時間 

6 
講義内容 コミュニケーションスキルⅠ（アクティブラーニングGW） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事前配布した資料に目を通しておく。 1時間 
復習 レポートを書く。 1時間 

7 講義内容 考えるためのワークⅡ（言葉の多様性②） 
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該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事前配布した教材に目を通しておく。 1時間 
復習 添削を受けた作文を書き直す。 1時間 

8 
講義内容 解くためのワークⅡ（数的処理①） 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 前回の問題を解いておく。 1時間 
復習 配布した問題の残りを解く。 1時間 

9 
講義内容 キャリアデザイン 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 自らの人生設計について考えておく。 1時間 
復習 レポート書き方を確認しておく。 1時間 

10 
講義内容 考えるためのスキルⅠ(新聞を読み説く) 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事前配布した教材に目を通しておく。 1時間 
復習 添削を受けた作文を書き直す。 1時間 

11 
講義内容 解くためのワークⅢ（数的処理②） 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 前回の問題を解いておく。 1時間 
復習 配布した問題の残りを解く。 1時間 

12 
講義内容 考えるためのワークⅢ（自己紹介・他者紹介） 
該当する到達目標 

1,2,3,5 
予習 事前配布した教材に目を通しておく。 1時間 
復習 添削を受けた作文を書き直す。 1時間 

13 
講義内容 コミュニケーションスキルⅡ（プレゼンテーションGW） 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 事前配布した資料に目を通しておく。 1時間 
復習 興味あるトピックについて発表できるようにする。 1時間 

14 
講義内容 実力テスト 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今まで学習した内容を復習しておく。 2時間 
復習 試験の内容を振り返り、学習する。 1時間 

15 
講義内容 考えるためのスキルⅡ(社会を正しく理解する) 
該当する到達目標 

1,2,3,5 
予習 これまでの講義内容を振り返り、どう活用するかを考えておく。 1時間 
復習 大学生活を有意義に過ごすための方策を考える。 1時間 

備

考 

オフィスアワー：学習支援センター（2号館2階）は月~金（数的処理）、言語関係・レポート等は、木曜3時限より質問

を受け付ける。 
メールアドレス町田「machida@takasaki-.u.ac.jp」 
研究室：1号館6階603 
予習復習については、試験前の学習で補完すること 

 
  

mailto:machida@takasaki-.u.ac.jp
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科目名 日本語表現法（教養基礎） LAB002 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

武藤 洋一 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 日本人の極端な日本語能力低下が問題視されている中で、「書きことば」における表現力を向上させるため

に、まず自分の「考え」をまとめ「書く」に至るプロセスを理解する。次に日本語の基礎知識の把握と生じやす

い表現上のミスを具体的に認識し、「考え」をいかに「文章化」するかを修得する。同時に他者の「考え」を発

言や文面から把握、その内容に対する自分の意見を構築、交換、指摘する機会を設け、学士力向上を図る。 
到達目標 1.自分の「考え」をまとめ、意思表示できる。 

2.日本語の基礎知識を表現・文法・語彙の三側面から確認し、理解できる。 
3.日本語表現の基本的ミスを確認し、理解できる。 
4.文章の組み立て方を理解し、習得できる。 
5.日本語表現的に正確な文章が書けるようにする。 

学位授与方針

との対応 

✓  豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験(80%)・授業参加度(20%)によって、総合的に評価する。評価方法の基準については、講義時に通

達する。 
課題に対する

フィードバック 

提出した文章の欠点・修正点を謙虚に捉え、新たな文章作成の場に生かし、文章力向上に挑戦する。 

使用教材 『文章表現テクニック』（教育弘報研究所） 

1 
講義内容 「考え」をまとめるための 5段階 
該当する到達目標 

1,4 
予習 テキストの該当箇所を読み、自分なりの５段階法を考察しておく。 １時間 
復習 実際に５段階法で文章を書き、文章構成の手法を振り返ってみる。 １時間 

2 
講義内容 日本語表現の基礎知識Ⅰ 「公的」と「私的」 
該当する到達目標 

1,5 
予習 「公的」「私的」の違いを把握し、教科書のテスト１を解いておく。 １時間 
復習 作文と小論文の違いをノートにまとめ、理解してみる。 １時間 

3 
講義内容 日本語表現の基礎知識Ⅱ 慣用句 
該当する到達目標 

2,3,5 
予習 テキストの該当部分を読み、テスト２を解いておく。 １時間 
復習 「慣用句」についての理解を深めてみる。 １時間 

4 
講義内容 日本語表現の基礎知識Ⅲ ことわざ・故事成語 
該当する到達目標 

2,3,5 
予習 テキストの該当部分を読み、テスト３を解いておく。 １時間 
復習 「慣用句」～「故事成語」についてノートにまとめ、自分でも調べてみる。 １時間 

5 
講義内容 日本語表現の基礎知識Ⅳ 四字熟語 
該当する到達目標 

2,3,5 
予習 テキストの該当部分を読み、テスト４を解いておく。 １時間 
復習 「四字熟語」の見識を深めるために、日常的に使われている熟語を調べてみる。 １時間 

6 
講義内容 日本語表現の基礎知識Ⅴ 比喩法 
該当する到達目標 

2,3,5 
予習 比喩法の違いを把握しておく。 １時間 
復習 比喩法を正確に識別できるか、試してみる。 １時間 

7 講義内容 表現のミスⅠ 主述関係 
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該当する到達目標 

2,3,5 
予習 主述関係のミスによる例文を考えておく。 １時間 
復習 主述関係が正確に伝わる文章の条件を、ノートにまとめてみる。 １時間 

8 
講義内容 日本語表現のミスⅡ 修飾語・被修飾語 
該当する到達目標 

2,3,5 
予習 修飾語・被修飾語についての基本的知識を「文の成分」から学んでおく。 １時間 
復習 修飾関係の乱れを生じさせない条件を、例文を用いてノートにまとめてみる。 １時間 

9 
講義内容 日本語表現のミスⅢ 重複表現 
該当する到達目標 

2,3,5 
予習 重複表現の例を調べておく。 １時間 
復習 重複表現を故意に使用した駄洒落文を作ってみる。 １時間 

10 
講義内容 日本語表現のミスⅣ 副詞の誤用 
該当する到達目標 

2,3,5 
予習 陳述の副詞の誤用例を調べておく。 １時間 
復習 社会の流れによって変わる「誤用」の要因を考えてみる。 １時間 

11 
講義内容 日本語表現のミスⅤ 日本語表現の誤用 
該当する到達目標 

2,3,5 
予習 日常的に使われている誤用を調べておく。 １時間 
復習 オリジナルの誤用を作り出してみる。 １時間 

12 
講義内容 文章の組み立て方Ⅰ 起承転結 
該当する到達目標 

1,4,5 
予習 「起承転結」の意味を調べておく。 １時間 
復習 「起承転結」を使用して４００字程度の小論文を書いてみる。 １時間 

13 
講義内容 文章の組み立て方Ⅱ 5WIH 
該当する到達目標 

1,4,5 
予習 テキストを基に、5WIHの基本知識を習得しておく １時間 
復習 5W1Hに従いながら文章構成を考え、100字以内の文章を作ってみる。 １時間 

14 
講義内容 文章の組み立て方Ⅲ キーワード・キーセンテンス 
該当する到達目標 

1,4,5 
予習 新聞の社説を利用し、キーワード・キーセンテンスを見つけておく。 １時間 
復習 キーワード・キーセンテンスを選択する際の必要事項をノートにまとめてみる。 １時間 

15 
講義内容 文章の組み立て方Ⅳ 字数制限 
該当する到達目標 

1,4,5 
予習 前回の授業で配布された課題文の要旨を字数制限に従いまとめておく。 １時間 
復習 800字の文章を 200 字に、200字の文章を 400字に変える訓練をしてみる。 １時間 

備

考 

オフィスアワーは前後期・木３、４時限目。場所は２号館２階の学習支援センター。受講には履修登録が必要。予

習、復習に必要な最低限の時間を表示しておく。最終的に単位修得に必要な時間との差異は、各自で補完するこ

と。※１単位を修得には、演習時間30時間（実質90分×15回）＋自習時間（15時間）が必要。 
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科目名 日本国憲法（教養基礎） LAB003 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 洋行 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 憲法の基本理念と日本国憲法に関する基礎的知識を習得することを第一義的な学習目標とする。第二に、

社会人として要求される価値規範意識を、憲法学習を通して醸成することを目標とする。終局的に、身近な生

活関係の中から人々の権利の保護や社会への参加の問題を探り出し、憲法上の課題の理解を深めることを

目標とする。 
到達目標 1.日本国憲法を貫いている思考や仕組みと日本国憲法の歴史的背景を理解することができる。 

2.憲法が解決すべき紛争について、その歴史的、社会的背景を認識することができる。 
3.市民相互間の法的関係や公的部門のそれに対する機能の関連性を考察することができる。 
4.政治の世界で起きている出来事について、具体的な憲法規定と結びつけることができる。 
5.主要な学説について、その対立の背景と主張のねらいを認識することができる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
      基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
      学際的な視点から取り組む力 
      応用・実践する能力 
      専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 ・平常の授業に対する姿勢(20%)、中間テスト(20%)、期末の定期試験(60%) 
・中間テストは、概ね 3回の知識テスト、定期試験は知識と思考力のテスト 

課題に対する

フィードバック 

重要テーマについてのレポートに対してコメントを配布する(テーマについては適宜指示) 

使用教材 テーマ別レジュメ、概要・事例資料(テキスト：有斐閣新書『注釈憲法』) 
＊テーマによってはＤＶＤの視聴あり。 

1 
講義内容 憲法とは何か？－憲法学習の意義と憲法の本質－ 
該当する到達目標 

1 
予習 高校時の社会の教科書「政治部門」の箇所を読んでおく。 ２時間 
復習 予備知識アンケート 0.5時間 

2 
講義内容 国家・国民・政府－憲法を構成する基本要素の内容－ 
該当する到達目標 

1 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

3 
講義内容 日本国憲法の制定過程 
該当する到達目標 

1,4 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

4 
講義内容 日本国憲法の基本構造と特色 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

5 
講義内容 国民主権と天皇制 
該当する到達目標 

1,2,4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

6 
講義内容 平和主義と９条解釈の変遷 
該当する到達目標 

1,2,4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 
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7 
講義内容 基本的人権の沿革と観念 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

8 
講義内容 基本的人権規定の適用問題(範囲と限界) 
該当する到達目標 

2,3,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

9 
講義内容 個人主義・自由主義・平等主義 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

10 
講義内容 日本国憲法上の諸権利の性格(消極的権利と積極的権利) 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

11 
講義内容 国会の地位と選挙の構造と機能 
該当する到達目標 

4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

12 
講義内容 行政権の意義と内閣の組織・権限の特徴 
該当する到達目標 

4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

13 
講義内容 司法権の意義と裁判のルール 
該当する到達目標 

4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

14 
講義内容 権力分立と地方自治・分権 
該当する到達目標 

1,4 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

15 
講義内容 憲法改正と憲法保障 
該当する到達目標 

1,2,4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣読み込み １時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

備

考 

講義内容はできうるかぎり予定通り進行させるが、期間内に国内的あるいは国際的に大きな政治の動きがあった

場合には、その話題を飛び入り的に割り込ませることはある。日々の社会や政治の動きに興味をもって様々なニュ

ースソースに接し、自分なりに考えておくことを期待する。予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
出講日の放課後等において、質問及び学習相談を受ける。 
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科目名 法学（教養基礎） LAB004 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 洋行 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 法の存在意義を人生の節目で生じる法律問題を通して理解することを基幹的目標とする。生活上生じる法律

問題や法的処理事項の背景にある法社会学的意味を考える。法律関係は権利義務の変動の関係であるの

で、それぞれ権利義務とその変動要因にどのような種類があるかを知ることを目指す。法律関係の基本的シ

ステムを習得することによって、社会的生活者に要求される法規範意識を身につける。 
到達目標 1.法の存在意義や社会的機能の全体的な姿を理解することができる。 

2.法制度の社会学的意義を理解することができる。 
3.契約関係のシステムの意義と特色を理解することができる 
4.家族関係の法律的処理の方法を理解することができる。 
5.法的紛争処理の限界を知り円滑な生活関係を維持する手法を考察することができる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 ・平常の授業に対する姿勢(20％)、中間テスト(20％)、期末の定期試験(60％) 
・中間テストは、概ね 3回の知識テスト、定期試験は知識と思考力のテストを実施する。 

課題に対する

フィードバック 

重要テーマについてのレポートに対してコメントを配布する(テーマについては適宜指示) 

使用教材 テーマ別レジュメ、概要･事例資料(テキストに代替するプリント)  *テーマによってはＤＶＤの視聴あり。 

1 
講義内容 法の意義と機能 
該当する到達目標 

1,5 
予習 高校時の社会の教科書｢法分野｣の箇所を読んでおくこと 2時間 
復習 予備知識アンケート 0.5時間 

2 
講義内容 成人と法－人の年齢と能力の法的意味 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

3 
講義内容 就職と法－採用の法的意味と選別の法的問題 
該当する到達目標 

2,3,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

4 
講義内容 労働と法－労働契約の内容と労働条件の保護 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

5 
講義内容 結婚と法－婚姻の要件と夫婦の法律関係 
該当する到達目標 

2,4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

6 
講義内容 親子と法その 1－出生をめぐる法律問題と親子関係の形成 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

7 講義内容 親子と法その 2－親権関係と扶養関係 
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該当する到達目標 

2,4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

8 
講義内容 教育と法－義務教育の意義と就学過程の法律問題 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

 講義内容 社会活動と法－団体の法律関係と団体生活の法律問題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

10 
講義内容 社会負担と法－租税等の国民負担と公共生活上の法律問題 
該当する到達目標 

2,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

11 
講義内容 国際化と法－出入国管理の法律関係と渉外事件の処理 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

12 
講義内容 財産関係と法－取引の法律関係と契約締結上の法律問題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

13 
講義内容 犯罪と法－犯罪・刑罰の法的意味と科罰手続の法律問題 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

14 
講義内容 争い事と法－紛争の法的処理方法と裁判の仕組み 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

15 
講義内容 老年期と法－介護・医療の法律問題と人の死の法的意味 
該当する到達目標 

1,2,4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回「概要・事例資料」読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

備

考 

講義内容はできうるかぎり予定通り進行させるが、期間内に大きな社会問題が発生した場合には、その話題あるい

は関連する事項を飛び入り的に割り込ませることはある。日々の社会の動きに興味をもって様々なニュースソース

に接し、自分なりにその背景や解決策を考えておくことを期待する。予習・復習については、試験前の学習で補完

すること。出講日の放課後等において、質問及び学習相談を受ける。 
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科目名 経済学（教養基礎） LAB005 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

町田 修三 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 経済に関する知識は一般社会や国際社会において極めて重要であるものの、多くの学生は十分な知識を持

っていない。選挙権が与えられても経済知識なしで投票に行くのは危険である。この講義では身近なトピック

を通して基礎的経済の知識を習得し、国内外の社会のメカニズムや流れを理解できるようになることを目的

とする。レベルとしては、新聞やテレビのニュースがしっかりと理解できるようになることを想定している。ま

た、医療分野を専攻する学生にとっては、医療の経済面からの考察も講義に取り入れるので参考にして理解

を深めてほしい。 
到達目標 1．日本の経済の現状を説明できる 

2．需要と供給、市場メカニズムについて理解を深め、概説できる 
3．景気やＧＤＰについて理解を深め、概説できる 
4．国の予算や税金制度について説明できる 
5．お金の流れや物価変動について説明できる 
6．経済政策について理解を深め、他者に説明できる 
7．為替レートの変動と貿易の実態について概説できる 
8．新聞やテレビのニュースが理解でき、他者に解説できる 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 学期末試験 80％、毎回の授業の最後に提出するコメントカード、その他の提出物（クイズ、小レポートなど）

20％ 
課題に対する

フィードバック 

コメントカードに記載された質問事項、疑問点等に関しては、次回の講義で回答する。クイズについても次回

の講義で解説する。小レポートにはコメントを付して返却する 
使用教材 必修テキストはない。推薦テキストは多数あるので、講義の中で必要に応じて紹介する。講義では毎回資

料、データを配布する 

1 
講義内容 イントロダクション（一部ＡＬ[アクティブラーニング]実施） 
該当する到達目標 

8 
予習 シラバスを熟読し、講義の概要や目標を理解しておく 1時間 
復習 ニュースに触れる習慣（新聞、テレビ、ネット）を開始する 1時間 

2 
講義内容 日本経済の流れ（世界との比較のなかで） 
該当する到達目標 

1,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

3 
講義内容 経済政策の２大潮流―マーケット orケインズ（一部ＡＬ実施） 
該当する到達目標 

1,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

4 
講義内容 需要と供給（需要曲線の意味） 
該当する到達目標 

2,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

5 
講義内容 市場メカニズムと価格（どうして水よりもダイヤモンドのほうが高いんだろう？） 
該当する到達目標 予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
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2,8 復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

6 
講義内容 価格の変動（どうして缶コーヒーやペットボトルのお茶は、どれも同じ値段なんだろう？） 
該当する到達目標 

2,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

7 
講義内容 国民所得Ⅰ（国の経済力はどう測るんだろう？ＧＤＰって何？） 
該当する到達目標 

1,3,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

8 
講義内容 国民所得Ⅱ（あなたが 1万円使うとＧＤＰはいくら増える？）（一部ＡＬ実施） 
該当する到達目標 

1,3,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

9 
講義内容 財政（日本の借金は大丈夫？消費税は何％に？） 
該当する到達目標 

1,4,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

10 
講義内容 景気と失業（不景気で学生の就職はどうなる？）（一部ＡＬ実施） 
該当する到達目標 

1,3,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

11 
講義内容 金融（日本銀行は何をするところ？）（一部ＡＬ実施） 
該当する到達目標 

1,5,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

12 
講義内容 経済政策のしくみ（アベノミクスは何をした？） 
該当する到達目標 

1,6,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

13 
講義内容 為替レートのメカニズム（円高、円安ってどうして起こるの？） 
該当する到達目標 

1,7,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

14 
講義内容 世界と日本（日本の貿易は黒字？赤字？）（一部ＡＬ実施） 
該当する到達目標 

1,7,8 
予習 あらかじめ配布した資料、データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の再理解と、新聞・テレビのニュースを自主学習 1.5時間 

15 
講義内容 まとめと確認のためのテスト 
該当する到達目標 

1~8 
予習 これまで学習した事項について目を通し、理解を深めておく 3時間 
復習 期末試験の出題意図、講義の理解度の再確認と今後の学習の方向性を考える 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日４限目、金曜日２限目     研究室：１号館６階６０３ 
メールアドレス：machida@takasaki-u.ac.jp 
ＡＬ（アクティブラーニング）は、クローズドクエスチョン、オープンクエスチョン、ペアワーク、グループワークなど 
予習・復習については、期末試験前の学習で補完すること 

 
  

mailto:machida@takasaki-u.ac.jp
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科目名 社会学（教養基礎） LAB006 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

安達 正嗣 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 社会学とは、中間集団（家族・地域・企業など）を媒介として、社会と個人との関係を追究する学問である。

社会学を学ぶことで、社会福祉分野に関わる者にとっては不可欠である現代社会の理解力を身につけること

ができる。 
到達目標 1.大学生として社会学の基本的な考え方を身につけることができる。 

2.社会学を通じて、豊かな人間性と倫理観を身につけることができる。 
3.日常の人間関係を理解することによって、コミュニケーション能力を身につけることができる。 
4.社会の仕組みを理解して、現代社会における自分自身の立ち位置を知ることができる。 
5.現代社会の社会問題を認識して、その解決を探る能力を身につけることができる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 小テスト（毎回、講義の開始時に前回の講義内容について数問のテストをおこなう。遅刻は厳禁。）50％、

学期末試験50％ 
課題に対する

フィードバック 

各受講生は、小テストで講義の理解度を把握し、次回の講義時に返却された答案に関する解説を通じて、復

習に役立て、現代社会と福祉を理解できるようになる。 
使用教材 社会福祉士養成講座編集委員会編『社会理論と社会システム』中央法規 

1 
講義内容 序章「社会学とは」（1～12頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 序章を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 序章の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと 1.5時間 

2 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第1章「現代社会の理解」第1節（14～31頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 第1章第1節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第1章第1節の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと。 1.5時間 

3 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第1章「現代社会の理解」第2節（32～44頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4, 
予習 第1章第2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第1章第2節の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと。 1.5時間 

4 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第1章「現代社会の理解」第3節（45～57頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 第1章第3節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第1章第3節の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと。 1.5時間 

5 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第1章「現代社会の理解」第4節（58～71頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 第1章第4節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第1章第4節の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと。 1.5時間 

6 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第1章「現代社会の理解」第5節（72～89頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 第1章第5節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第1章第5節の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと。 1.5時間 

7 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第2章「生活の理解」第1節（91～104頁）を解説する。 
該当する到達目標 予習 第2章第1節を読んでおくこと。 1.5時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

12 
 

1,2,3,4,5,6 復習 第2章第1節の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと。 1.5時間 

8 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第2章「生活の理解」第2節（105～119頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第2章第2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第2章第2節の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと。 1.5時間 

9 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第2章「生活の理解」第3節（120～136頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第2章第3節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第2章第3節の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと。 1.5時間 

10 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第3章「人と社会の関係」第1～2節（137～163頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第3章第1～2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第3章第1～2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

11 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第3章「人と社会の関係」第3節（164～175頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第3章第3節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第3章第3節の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと。 1.5時間 

12 
講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第3章「人と社会の関係」第4節（176～186頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第3節第4節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第3章第4節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

13 
講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第3章「人と社会の関係」第5節（187～198頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第3章第5節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第3章第5節の内容、提示された概念や考え方などを理解しておくこと。 1.5時間 

14 
講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第4章「社会問題の理解」第1～3節（199～238頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第4章第1～3節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第4章第1～3節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

15 
講義内容 講義全体を整理してまとめて解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書とノートを読み直して、講義全体の理解の確認をしておくこと。 3時間 
復習 全講義の内容と概念について、再確認をしておくこと。 3時間 

備

考 

注意：本講義は、社会福祉学科の学生のみが受講できる社会福祉士国家試験に対応した科目である。 
オフィスアワー：火曜日5限、水曜日3限 

 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

13 
 

 
科目名 生涯健康論（教養基礎） LAB007 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木 忠 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 生涯を幸せで豊かに過ごすための基本は健康である。日本人は世界有数の長寿を誇っているが、自立して

生活を送る健康寿命は、平均寿命より約10年も短い。本講義では、健康寿命の延伸のための生涯にわたる

健康増進法について理解し、人々の健康寿命延伸に健康支援チームの一員として参加できる基礎能力を身

に着けることを目的としている。 
到達目標 1.健康の定義と集団の健康評価指標を理解する。 

2.個体の健康を維持するため生体の調節機構について理解する。 
3.環境・生活習慣の変容と疾病発症の関連について理解する。 
4.健康寿命延伸にむけた取り組みについて理解する。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度（課題に対する回答等）およびレポート：60点、期末試験：40点で総合60点以上を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

レポートに対しコメントする。 

使用教材 テキストは使用せず、配布資料及び視聴覚資料を使用する。 
参考書として、厚生統計協会刊の「国民衛生の動向」を利用する 

1 

講義内容 健康の定義と健康評価指標 
WHO の提唱した健康の定義を知る｡集団の健康評価の指標として最もよく使われるのが平均寿命で

あるが､寿命には､<平均寿命>､<平均余命>､<健康寿命>､<最長寿命>などの呼び方があり､これから

重要なのは､健康寿命であることを理解する｡ 
該当する到達目標 

1 
予習 「国民衛生の動向」より健康評価諸指標の年代推移を把握する。 1.5時間 
復習 健康の定義と健康評価指標の理解を深める。 1.0時間 

2 

講義内容 健康を維持するための構造と働き 
健康を維持するための主たる生理機構は､<物質代謝>である｡物質代謝に関わる体の構造とその働き

について理解する｡ 
該当する到達目標 

2 
予習 人体構造・生理学の参考書で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 物質代謝を理解し関わる体の構造とその働きについて理解を深める。 1.0時間 

3 

講義内容 恒常性維持システムの役割と相互作用 
物質代謝に関連する構造がバランスよく正常に機能するように統括する恒常性維持(<ﾎﾒｵｽﾀｼｽ>)シ
ステムは､脳神経系､内分泌系及び免疫系で構成される｡その働きと相互作用について理解する｡ 

該当する到達目標 

2 
予習 人体構造・生理学の参考書で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 生体の恒常性(<ﾎﾒｵｽﾀｼｽ>)維持機構について理解する。 1.0時間 

4 

講義内容 食物と健康 
物質代謝のスタートは食物からの栄養摂取である｡食物には健康に欠かすことのできないエネルギー

源<栄養素>だけでなく、生体調節機能を有する成分が含まれることを理解し、食生活が健康維持に密

接に関連することを学習する。 
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該当する到達目標 

2,3,4 
予習 人体構造・生理学の参考書及び「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 食物の代謝過程を理解するとともに、食生活と健康との関連を学習する。 1.0時間 

5 

講義内容 運動と健康 
運動には､健康維持のための恒常性維持システムを正常に働かせるための運動と筋力を鍛えるため

の運動がある｡ここでは､恒常性維持のための運動とその役割及び自立生活を支え､健康寿命を延ば

すための筋力を鍛える運動について理解する｡ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 人体構造・生理学の参考書及び「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 健康維持における運動の生理学的意義と健康寿命延伸に向けた運動について

理解する｡ 
1.0時間 

6 

講義内容 ストレスと生活環境 
現代の社会・生活環境は個体にとって多くのストレスを生む。ストレスが､恒常性維持システムのバラン

スに悪影響を及ぼし､健康を害するメカニズムを理解し､ストレスを解消するための心のケアが健康維

持にいかに重要であるかを理解する｡ 
該当する到達目標 

2,3 
予習 人体構造・生理学の参考書及び「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 ストレスが､健康を害するメカニズムを理解し、その対策について理解する。 1.0時間 

7 

講義内容 喫煙による健康障害 
たばこが、発がん性だけでなく、血液循環障害や一酸化炭素中毒などの＜喫煙と健康障害＞のメカニ

ズムについて理解する。＜受動喫煙の影響＞についても考える 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 人体構造・生理学の参考書及び「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 喫煙とその健康障害及び健康障害の機序を理解する。 1.0時間 

8 

講義内容 21世紀における国民健康づくり運動(健康日本21) 
2000 年より､健康寿命の延伸を目指す健康づくり運動がスタートした｡①食物･栄養､②運動及び③心

の安静を<健康維持の 3 本柱>とし､これまでの早期発見･早期治療による二次予防及び確実な診断と

治療･ﾘﾊﾋﾞﾘによる三次予防に対して､病気の発生そのものを防ぐ一次予防を重視する<予防医学>のス

タートである｡ 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 21世紀における国民健康づくりと取り組みを理解する。 1.0時間 

9 

講義内容 特定健康診断の重要性及びﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ 
特定健康診断の結果の値を､発病予防のための健康管理の指標とできることを理解する｡さらに､<定
期健康診断>によって､疾患の早期発見あるいは疾患前状態を発見することで､二次予防にも繋がるこ

とを理解する｡また､<内臓脂肪症候群(ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ)>の怖さを理解し､その予防法について考え

る｡ 
該当する到達目標 

3,4 
予習 人体構造・生理学の参考書及び「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑの病態・対策を理解する。 1.0時間 

10 

講義内容 生活習慣病の危険因子としての糖尿病  
<糖尿病>には､I 型と II 型があり､ 第 12 回で学習する冠状動脈や脳動脈における血液循環障害発

生の危険因子となるのみならず､微小血管循環障害による腎障害､視力障害及び神経障害という<三大

合併症>を引き起こす｡人工透析が必要となる腎不全及び失明の原因の第 1 位は糖尿病である｡危険

因子としての糖尿病とその予防法について理解する｡ 
該当する到達目標 

3,4 
予習 人体構造・生理学の参考書及び「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 生活習慣病の危険因子としての糖尿病 を理解する。 1.0時間 

11 
講義内容 生活習慣病(心疾患･脳卒中)と発症を予防する生活習慣 

死亡原因の 2 位及び 3 位の<心疾患(狭心症･心筋梗塞症)>及び<脳卒中>は､<血液循環障害> によ

る｡これらの疾患の本態を知り､生活習慣との関係を理解し､その予防のための生活習慣を考える｡ 
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該当する到達目標 

3,4 
予習 人体構造・生理学の参考書及び「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 生活習慣病(心疾患･脳卒中)の病態と発症と生活習慣との関連を理解する。 1.0時間 

12 

講義内容 ロコモティブシンドローム 
脳卒中と運動器障害は介護の主要原因となっている。骨粗鬆症・サルコペニア・運動器不安定を特徴と

するロコモティブシンドローム対策が健康寿命の延伸に重要である。 
ロコモティブシンドロームの早期診断と予防の重要性について理解する。 

該当する到達目標 

3,4 
予習 人体構造・生理学の参考書及び「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 加齢に伴う運動器障害を理解し、早期診断と予防の重要性について理解する 1.0時間 

13 

講義内容 生活習慣病(がん)と発症を予防するための生活習慣 
日本人の死亡原因の 1 位はがん、2 位は心疾患、3 位は脳卒中であり、いずれも生活習慣に起因す

る。ここでは、がんという疾患を理解し、がんを発症する生活習慣＜(がん発症危険因子)＞を知る。ま

た、＜がん予防のための生活習慣＞及び早期発見・早期治療のための＜がん検診＞の重要性につ

いて理解する。 
該当する到達目標 

3,4 
予習 「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 生活習慣と発がんとの関係を理解し、がん対策基本計画などその対策について

学習する。 
1.0時間 

14 

講義内容 微生物感染症と感染･発症予防 
日本人の死亡原因の第4位は肺炎と呼ばれる微生物感染症である｡各種保健医療施設においては､入

所(入院)者の<院内感染症>発症予防は､最重要課題である｡輸血などの医療行為が微生物感染症の

発生要因<(医原性感染症)>となる場合があること､感染症発生の予防法について理解する｡ 
該当する到達目標 

3,4 
予習 人体構造・生理学の参考書及び「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 最近の感染症の動向を理解しその対策について学習する。 1.0時間 

15 

講義内容 地域における健康支援チーム構成員とその役割:まとめ 
これまでは､健康管理は個人が自分自身の責任で行うとされてきたが､地域における集団での支えあ

いに重点を置くとされた｡地域における健康支援には､本人､家族を中心に､医療専門職者､診療情報管

理士、管理栄養士､福祉専門職者､その他多数の職種者からなる<健康支援チームによるチーム医療>
が必要である｡どのような職種がどのような役割を果たしてチームを構成して健康を支えようとしている

のかを理解する｡ 
該当する到達目標 

4 
予習 「国民衛生の動向」で該当部分を学習する。 1.5時間 
復習 地域包括ケアシステムを理解し、地域における健康づくりチームの構成員として

の各人の役割を理解する。: 
1.0時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日12：30～13：30 15：30～16：30 研究室 4号館2階学部長室 
メールアドレス suzuki-t@takasaki-u.ac.jp 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること 

 
  

mailto:suzuki-t@takasaki-u.ac.jp
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科目名 生涯学習概論（教養基礎） LAB008 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

小西 尚之 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 我々の多くは「学校教育」を中心に「教育」を受けてきたが、人間が学ぶ場は学校だけではない。本授業で

は、「教育」ではなく「学習」の視点から、公民館・博物館・図書館等の社会教育施設における学習など、「生涯

学習」について学ぶ。授業の進め方としては、各テーマについての説明を聞くだけではなく、話し合い活動を

通じて課題に取り組むことによって理解を深めていく。 
到達目標 1.「生涯学習」や「生涯学習社会」の理念について理解している。 

2.社会教育施設等における学びの概要・特徴について理解している。 
3.他者と協力しながら課題に積極的に取り組むことができる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 小テストに約 70％、日常点（授業への参加、授業態度、課題への取り組み、討論、授業に対する貢献度等）

に約30％を配分して総合評価する。 
課題に対する

フィードバック 

試験前後に出題の意図等を説明する。 

使用教材 教科書： 『新しい時代の生涯学習〔第2版〕』関口礼子他著、有斐閣アルマ、2009年、2,000円（税別） 

1 
講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスや教科書のまえがきを読んでおく。 1.5時間 
復習 資料を読んで、授業の概要を確認し、生涯学習を学ぶ意味を理解する。 1.5時間 

2 
講義内容 今なぜ生涯学習がクローズアップされるのか 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書の第1章（1～16ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 人は発達段階に応じて何を学ぶか 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書の第2章（17～32ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 就職すると人はどのような学習をするのか 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書の第3章（33～54ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 情報からの学習（図書館） 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書の第4章（55～74ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 地域社会からみた生涯学習（公民館） 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書の第5章（75～98ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 「もの」からの学習（博物館） 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書の第6章（99～116ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 
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8 
講義内容 教育によらない強力な学習 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書の第7章（117～142ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 女性の生涯の変化は男女にどのような学習を求めるか 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書の第8章（143～170ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 人口の高齢化は学習をどう変えるか 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書の第9章（171～186ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 情報技術は学習をどう変えるか 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書の第10章（187～202ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 グローバル化は学習をどう変えるか 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書の第11章（203～218ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 学校・大学の開放と生涯学習 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書の第12章（219～234ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 生涯学習の方法 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書の第13章（235～250ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 生涯学習の重視は社会の仕組みを変える 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書の第14章（251～274ページ）を読んでおく。 1.5時間 
復習 教科書・資料を読んで、専門用語について理解する。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー： 火曜5限、金曜2限 
メールアドレス： konishi@takasaki-u.ac.jp 
研究室： 8号館4階409号室 
履修上の注意： 学校教育の最終段階である大学で学ぶ皆さんにとって、今後の人生で重要となる「生涯学習」につ

いて学ぶ意義は大きいと思います。ただし、少人数や全体での話し合い活動を重視するため、他者と協力しながら

積極的に「学ぼう」という意欲が無い人には不向きです。 
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科目名 生命と環境の科学（教養基礎） LAB009 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

奥 浩之 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 毎回、生命科学と環境科学の一つのトピックスについて、現状と問題・将来の課題など、高校までに学んだ知

識をもとに、わかりやすく順を追って説明してゆく。具体的な事項を取り上げることで、漠然とした生命と環境

についてのイメージを一新してもらうことを目的としている。生命分子の構造学習を行うので、各自で利用でき

るパソコンのあることが望ましい。（パソコンは持参する必要はなく、自宅で使用できればよい。） 
到達目標 1.地球環境について元素、物質循環、気候変動の観点から説明できる。 

2.生命を構成する分子（核酸、タンパク質）について、分子構造、反応機構、応用の観点から説明できる。 
3.私たちの生活に関連して、食品、バイオマス、医薬品や医療機器、のトピックスについて説明できる。 
4.グローバルな視点から、新しい感染症、ワクチン開発、などのトピックスについて説明できる。 
5.様々な文献や資料を参照し、レポート形式または要約・箇条書きの形式でまとめられるようになる。 

学位授与方針

との対応 ✓ 
豊かな人間性 

  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 レポート課題50％、授業参加度50％ 
課題に対する

フィードバック 

提出されたレポート課題に対しては、コメントを付けて返却または講義時間内に課題の解説を行うことで受講

学生へフィードバックする。 
使用教材 使用しない（講義にて用いるスライドを配布予定） 

1 

講義内容 生命と環境－地球における化学進化と生命における元素の役割 
該当する到達目標 

1,5 
予習 元素周期表（ http://stw.mext.go.jp/series.html ）を読んでみよう。 1時間 
復習 （１）人体を構成する元素の存在比 

（２）主要元素・微量-超微量元素の具体的な元素名 
（３）様々な元素の生体または医薬品における役割 

1.5時間 

2 

講義内容 生命と環境－地球における元素の循環 
該当する到達目標 

1,5 
予習 ヒトの活動による、水需要の増大、化石燃料の大量燃焼、窒素肥料の大量使用

と地球環境への影響について調べてみよう。 
1時間 

復習 （１）大気・土壌における物質循環 
（２）水循環、窒素循環、炭素循環、硫黄循環、リン循環の特徴 
（３）人類の活動による物質循環への影響 

1.5時間 

3 

講義内容 生命と環境－温室効果ガスによる地球温暖化 
該当する到達目標 

1,5 
予習 温室効果ガスとは？温室効果は何故起こるか？調べてみよう。 1時間 
復習 （１）地球上での物質循環は気候変動と密接に関連する 

  （大気を暖める要因と冷やす要因） 
  （物質循環の詳細な研究による、地球環境変化の予測） 
（２）IPCC第５次報告書（2014年）におけるＲＣＰシナリオ 
  （気候モデルによって予測された 21世紀末の世界の気温） 
  （世界全体のCO2累積排出量と気温上昇量は比例する） 

1.5時間 
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（３）国連気候変動枠組条約 
  （日本における温室効果ガス削減目標） 

4 

講義内容 生命と生体分子・・・DNA二重らせんとＸ線構造解析 
該当する到達目標 

2,5 
予習 ワトソンとクリックによるＤＮＡ二重らせんモデル 

（１）当時用いられた分子モデル（ロンドン・サイエンスミュージアム） 
http://www.sciencemuseum.org.uk/broughttolife/objects/display?id=6145 
（２）1953年の論文 
http://www.nature.com/nature/dna50/watsoncrick.pdf 
（３）ＤＮＡ構造について（英文なので、最初は図を見るのがよい） 
特にFigure 5を見て、3種類の二重らせん構造があることに注目しよう 
http://www.nature.com/scitable/topicpage/discovery-of-dna-structure-and-
function-watson-397 

1時間 

復習 （１）ＤＮＡの分子構造はＸ線回折法によって求められる 
（２）ブラッグの回折条件式 
（３）ＤＮＡ繊維写真のＸ型パターン 

1.5時間 

5 

講義内容 生命と生体分子・・・タンパク質の構造解析における２つの方法 
該当する到達目標 

2,5 
予習 （１）タンパク質を構成する 20種類のアミノ酸とは？ 

（２）アミノ酸の“光学活性“とは？ 
1時間 

復習 （１）アミノ酸20種類の分子構造 
（２）Ｘ線回折測定によるタンパク質の３次元構造解析 
（３）ＮＭＲ測定によるタンパク質の３次元構造解析 

1.5時間 

6 

講義内容 生命と生体分子・・・タンパク質の構造と機能 
該当する到達目標 

2,5 
予習 （１）膜タンパク質とは？ 

（２）アイスクリームの成分について。 
（３）低脂肪アイスクリームの成分がわかったら調べてみよう。 

1時間 

復習 （１）swiss-pdbによってカリウムチャンネルの分子構造を見てみよう 
（２）低脂肪アイスクリームにおける不凍タンパク質の機能について 

1.5時間 

7 

講義内容 生命と生体分子・・・さまざまなタンパク質 
該当する到達目標 

2,5 
予習 （１）70S リボソームにおけるタンパク質合成 

（２）電子伝達系におけるＡＴＰ合成 
（３）ビタミンＢ１２の役割 
（４）マメ科植物における根粒菌とは？ 

1時間 

復習 （１）70S リボソームと tRNAの分子構造（PDB ID: 4v4j）（PDB ID: 2tra） 
（２）Ｆ１-ATPase  プロトン濃度勾配によるＡＴＰ合成 
（３）カルモデュリンの分子構造変化（PDB ID: 3cln ）（PDB entry 2bbm） 

1.5時間 

8 

講義内容 生命と生体分子・・・酵素・タンパク質の反応機構 
該当する到達目標 

2,5 
予習 （１）セリンプロテアーゼによるタンパク質の加水分解機構 

（２）加水分解酵素の活性中心における触媒反応を行うアミノ酸残基について 
（３）光合成における二酸化炭素固定反応について 

1時間 

復習 （１）酵素の活性中心におけるさまざまな金属イオンとその役割について 
（２）光合成における RuBisCO（二酸化炭素と水とリブロース 1,5 ビスリン酸か

ら二分子の３-ホスホグリセリン酸を得る反応を触媒する）の反応機構につい

て。 

1.5時間 

9 講義内容 生命と生体分子・・・ヘム蛋白（Mb、Hb、Cyt c、CYP450） 
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該当する到達目標 

2,5 
予習 （１）ヘムタンパク質とは？ 

（２）ミオグロビンとヘモグロビンの違いは？ 
（３）CYP3A4とは？ 

1時間 

復習 （１）ミオグロビン (PDB ID, 1A6M) 
（２）チトクローム c (PDB ID, 2B4Z) 
（３）チトクロームP450 (PDB ID, 1W0E) 
（４）医薬品の代謝におけるCYP3A4の影響について 

1.5時間 

10 

講義内容 ヒトの活動と環境： 食品の安全確保（加工食品の成分） 
該当する到達目標 

3,5 
予習 （１）アクリルアミドの分子構造、用途、注意点 1時間 
復習 （１）行政（農水省）では加工食品の安全確保についてどのような活動をおこな

われているか？ 
1.5時間 

11 

講義内容 ヒトの活動と環境： バイオマスとバイオリファイナリー 
該当する到達目標 

3,5 
予習 （１）バイオマスとは？ 

（２）バイオエタノールとは？ 
1時間 

復習 （１）バイオリファイナリーとは？ 
（２）バイオガソリンの成分は？ 
（３）2種類のバイオプラスチックとは？ 

1.5時間 

12 

講義内容 ヒトの活動と環境： 外科手術用の接着剤 
該当する到達目標 

3,5 
予習 （１）ポリウレタンの分子構造とは？ 

（２）ポリウレタンはどのような原料から作られるか？ 
1時間 

復習 （１）ウレタンプレポリマーによる血管の吻合メカニズム 
（２）血管の吻合における瞬間接着剤の欠点は？ 
（３）血管の吻合におけるウレタンプレポリマーの優れている点は？ 

1.5時間 

13 
講義内容 生命と環境・・・インフルエンザワクチンの成分 
該当する到達目標 

4,5 
予習 （１）ワクチンによる予防免疫のしくみ 1時間 
復習 （１）様々なインフルエンザワクチンについて 1.5時間 

14 

講義内容 生命と環境・・・グローバル化と感染症（ジカ熱、デング熱など） 
該当する到達目標 

4,5 
予習 （１）蚊によって媒介される感染症とは？ 

（２）グローバル化におけるヒトの移動や経済活動の活発化について 
1時間 

復習 （１）グローバル化と感染症の拡大はどのように関係するか？ 
（２）ワクチンの開発例について 

1.5時間 

15 

講義内容 生命と環境 ・・・ 食べると甘い香りが発散するお菓子について 
該当する到達目標 

4,5 
予習 （１）ワインやコーヒーの香りを分析する装置について調べてみよう（ヘッドスペ

ース装置の付いたガスクロトグラフィー/質量分析計） 
（２）ヒトにおける薬物代謝のしくみ 

1時間 

復習 （１）ヒ卜の体の匂いに関与する成分はどのようにして分析されたか？ 
（２）お菓子を食べてから、体表面から香気成分が発散するまでの経路は？ 
（ヒトにおける薬物代謝から説明してみよう。） 

1.5時間 

備 

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 国際関係論 （教養基礎） LAB010 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

片桐庸夫 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 アメリカのトランプ大統領の誕生により増々混迷の度を増す今日の世界の基本構造について理解するこ

と。 
到達目標 1. 現代世界の理解 

2. 今日の世界の基本構造の理解 
3. 国家間の対立要因の理解 
4. 国家間の相互理解の理解 
5. 自由主義イデオロギーと社会主義的イデオロギーの理解 
6. 現代の戦争の理解 
7. 国家の安全保障の理解 
8. 核の下の平和の理解 
9. 国際秩序概念の理解 
10. 国際テロ、難民、民族や宗教対立発生要因の理解 
11. 第二次世界大戦後の米軍による日本占領の理解 
12. 日本の原型の形成の理解  
13. 戦後日本外交の理解 
14. 日本に突き付けられた国際貢献問題の理解 

学位授与方針と

の対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 講義中に行う 3回程度の試験(60%)と授業に臨む態度(20%)、授業参加度(20%)等により総合評価する。 
課題に対する 

フィードバック 

試験を行った場合には、翌週に採点結果を返却する。その際には、一人一人に論文やレポート用の分の

構成、文体、文の修正、誤字脱字等について指導をおこなう。 
使用教材 教科書を用いず、プリントを配布する。 

1 
講義内容 授業展開の方法、出席の取り方、試験の方法、成績評価の方法等についてガイダンスを行う。 
該当する到達目標 

 
予習 必要なし。 0時間 
復習 必要なし。 0時間 

2 
講義内容 今日の世界の混迷した状況やトランプ氏当選の背景等について概観する。 
該当する到達目標 

1,3,7,8,10 
予習 1週間分の新聞の 1,2面の記事に目を通しておくこと。 1時間 
復習 ノートテイキングした部分の加筆、整理と新聞記事の内容を付加すること。 1時間 

3 

講義内容 「冷戦の特異性」の意味と大規模な戦争後に起こりやすい戦勝同盟国間の対立を理解する。 
該当する到達目標 

1,2,3,9 
予習 プリントのウイーン会議の項を読んでおくこと。 1時間 
復習 細谷雄一『国際秩序』中公新書の p.115-120、p.282 を読み、内容をノートにまと

めること。 
1時間 

4 
講義内容 戦勝同盟国間の対立の典型的事例であるウイーン会議について理解する。 
該当する到達目標 

2,4,7 
予習 プリントのウイーン会議の項を読んでおくこと。 1時間 
復習 『国際秩序』のp.121-124を読み、内容をノートにまとめること。 1時間 
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5 
講義内容 国際コミュニケーションにとって大切な共通の価値観の意味について理解する。 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 プリントの共通の価値観の項を読んでおくこと。 1時間 
復習 『国際秩序』のp.128-130を読み、内容をノートにまとめること。 1時間 

6 
講義内容 ウイーン会議とは反対に共通の価値観の欠如していた米ソ間の体制間対立ついて理解する。 
該当する到達目標 

2,3,4,5,8 
予習 プリントの米ソ間の体制間対立の項を読んでおくこと。 1時間 
復習 『国際秩序』のp.230-241を読み、内容をノートにまとめること。 1時間 

7 
講義内容 米ソ間のイデオロギー対立について理解する。 
該当する到達目標 

3,5,7 
予習 プリントのイデオロギー対立の項を読んでおくこと。 1時間 
復習 『国際秩序』のp.237-241を読み、内容をノートにまとめること。 1時間 

8 
講義内容 米ソ両国間の安全保障観の相違と戦争の性格の変化について理解する。 
該当する到達目標 

6,7,8 
予習 プリントの安全保障観の相違と戦争の性格の変化の項を読んでおくこと。 1時間 
復習 戦争の性格の変化についてのＤＶＤを観て、同変化をノートにまとめること 1時間 

9 

講義内容 冷戦の定義、それに基づく形で冷戦の起源と終焉について理解する。 
該当する到達目標 

2,6,7,8 
予習 プリントの冷戦の定義と冷戦の起源と終焉についての項を読んでおくこと。 1時間 
復習 永井陽之助『冷戦の起源』中央公論社の p.6-10 を読み、内容をノートにまとめる

こと。 
1時間 

10 
講義内容 究極の兵器がもたらした核の下の平和について理解する。 
該当する到達目標 

1,6,7,8 
予習 プリントの核の下の平和についての項を読んでおくこと。 1時間 
復習 『国際政治』のp.253-255を読み、内容をノートにまとめること。 1時間 

11 
講義内容 冷戦の逆説である長い平和について理解する。 
該当する到達目標 

1,7,8,9 
予習 プリントのガディスの逆説についての項を読んでおくこと。 1時間 
復習 『国際政治』のp.22256-260を読み、内容をノートにまとめること。 1時間 

12 
講義内容 冷戦終焉と終焉後の世界の不安定性の理由について理解する。 
該当する到達目標 

2,7,9 
予習 プリントの国際秩序維持勢力と国際秩序の喪失の項を読んでおくこと。 1時間 
復習 『国際政治』p.281-285を読み、内容をノートにまとめること。 1時間 

13 

講義内容 冷戦後の初の戦争-湾岸戦争の意義、テロ・民族対立・宗教対立・難民発生の理由を理解する。 
該当する到達目標 

6,7,10 
予習 プリントの湾岸戦争、国際秩序なき時代についての項を読んでおくこと。 1時間 
復習 『文明の衝突と 21 世紀の日本』集英社新書の p.21-36 を読み、内容をノートにま

とめること。 
1時間 

14 

講義内容 終戦、米国の対日占領政策、天皇制存置、SF講和、日米安保について理解する。 
該当する到達目標 

7,11,12 
予習 プリントの終戦からSF講和に至る項を読んでおくこと。 1時間 
復習 小此木・赤木共編『冷戦期の国際政治』慶応大学出版会 p.288-306 を読み、内容

をノートにまとめること。 
1時間 

15 
講義内容 『「戦後」の克服』の意味、現代の日本外交の課題について理解する。 
該当する到達目標 

1,10,13 
予習 プリントの「戦後」の克服、国際貢献問題等の項を読んでおくこと。 1時間 
復習 講義中に配布する新聞の切抜き記事を読み、内容をノートにまとめること。 1時間 

備

考 

オフィスアワーは、 前期の木曜日、昼休み時間に設ける。場所は講師室。質問等があったら、来てほしい。 
予習復習時間については、各自試験前の学習等で補完すること。 
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科目名 体育理論（教養基礎） LAB011 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大家 千枝子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 現代社会における運動・スポーツの意義を理解し、生涯にわたり健康・体力づくりを実践するために必要な基

礎知識を学ぶ。自らの健康・体力の現状を把握し、健康・体力づくりに適した身体活動について、その効果や

実践方法を知り、実際の生活に活用する能力を養う。 
到達目標 1.現代社会における運動・スポーツの意義を理解し、具体的に述べることができる。 

2.自身の健康・体力の状況とともにわが国の健康・体力の現状を把握し、問題点をあげることができる。 
3.自主的・継続的に健康の保持増進を図るためのアイディアを探り、方法を創造することができる。 
4.教養を広げるための課題に積極的に取り組み、履修者同士でコミュニケーションをとることができる。 
5.人間が創造した運動（文化）の意味を考え、運動への認識を深めることができる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業への取り組み実践点30％、毎回のコメントシート 30％、レポート 40％ 
課題に対する

フィードバック 

自分以外の履修者による課題（体力テストの結果など）や感想、評価を知ることが学生相互の刺激になるた

め、C-learning を使って瞬時にフィードバックする。場合によっては、プリントアウトして配布、PPT で映写す

るなどの方法でフィードバックする。また授業期間中における紙媒体の提出課題は、適宜返却を予定してい

る。ただし最終課題は返却する予定はないので、開示を希望するものは本人が直接申し出ること。 
使用教材 プリント適宜配布。参考文献適宜紹介。 

1 
講義内容 ガイダンス、大学での学び・健康とは・上達の秘訣を考える 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 0.5時間 
復習 講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法などを確認する。 0.5時間 

2 
講義内容 からだのしくみ（器官・神経・骨格・筋肉） 
該当する到達目標 

1,5 
予習 配布された資料に目をとおす。 0.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 0.5時間 

3 
講義内容 からだのしくみ（筋収縮、筋力トレーニング） 
該当する到達目標 

1,5 
予習 配布された資料に目をとおす。 0.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 0.5時間 

4 
講義内容 A組：体力を知る（新体力テスト）・B組：図書館利用術（図書館コラボ企画） 
該当する到達目標 

2,4 
予習 体調を整えて授業に備える。配布された資料に目をとおす。 0.5時間 
復習 C-learningに測定結果と必要事項を入力する。 0.5時間 

5 
講義内容 A組：図書館利用術（図書館コラボ企画）・B組：体力を知る（新体力テスト） 
該当する到達目標 

2,4 
予習 体調を整えて授業に備える。配布された資料に目をとおす。 0.5時間 
復習 C-learningに測定結果と必要事項を入力する。 0.5時間 

6 
講義内容 体力を評価する（体力とは） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布された資料に目をとおす。課題を仕上げる。 0.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 0.5時間 

7 講義内容 運動・スポーツの実施状況、体力、体格（BMI）について 
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該当する到達目標 

1,2 
予習 配布された資料に目をとおす。 0.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 0.5時間 

8 
講義内容 体組成、体脂肪の測定方法、エネルギー消費量の算出方法、内臓脂肪について 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布された資料に目をとおす。フィットネスルームで体組成を測定しておく。 0.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 0.5時間 

9 
講義内容 アクティブガイド、運動の種類、継続するための仕組みづくり、問題解決のための作戦を立てる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 配布された資料に目をとおす。 0.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 0.5時間 

10 
講義内容 問題解決のための作戦づくり・グループワーク 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 問題解決のための作戦を仕上げる。 0.5時間 
復習 グループで決定した作戦内容をC-learningに回答する。 0.5時間 

11 
講義内容 学生主体授業・教養を広げるための活動 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 課題を必ず仕上げて、学生主体授業に備える。 0.5時間 
復習 出来上がったリストから本を選び、後期期間中に読む。 0.5時間 

12 
講義内容 食と運動と健康について考える（その１ 視聴覚教材使用） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 課題を仕上げて、C-learningに回答する。 0.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 0.5時間 

13 
講義内容 食と運動と健康について考える（その２） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布された資料に目をとおす。 0.5時間 
復習 課題を仕上げて、期日までに提出する。 0.5時間 

14 
講義内容 健康づくり運動の基礎知識 
該当する到達目標 

1,5 
予習 配布された資料に目をとおす。 0.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 0.5時間 

15 
講義内容 トレーニングの原理・原則、まとめ 
該当する到達目標 

1,5 
予習 配布された資料に目をとおす。最終課題を仕上げる。 0.5時間 
復習 目標達成度の確認。今後どのように運動・スポーツを取り入れるか検討する。 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー・・・火曜日12：00～14：30、1号館（健康福祉学部）、3階302研究室、3階エレベータ前にポスト有。 
受講上の注意・・・①積極的に C-learning を活用するため、スマホ所有やネット環境が整っていることが望ましい

（※整っていない場合は大学PC室などを利用してください）。 
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科目名 体育実技（教養基礎） LAB012 実技 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大家 千枝子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 さまざまな運動・スポーツの実践をとおして、体力の維持・向上をめざすとともに、運動・スポーツを楽しむ能

力を身につける。また、運動・スポーツに関わる基礎知識を学び、健康的な生活を送るための自己管理能力

を身につける。さらに、仲間や教員とのコミュニケーションを深める。 
到達目標 1.運動・スポーツの基礎知識、各スポーツ種目の歴史、ルール、マナーを理解し、説明することができる。 

2.授業の性質やグループ内の個人の役割を意識し、自らコミュニケーションをとって意欲的に活発に動ける。 
3.知識を実践に生かす健康保持増進のための自己管理能力を身につける。 
4.技術の高低や得意・不得意にとらわれず、運動・スポーツそのものを楽しむ能力を身につける。 
5.種目特性によって異なる身体感覚、健康・体力に興味・関心をもち、簡潔に記録できる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業ごとの取り組みの評価65％、テスト 15％、毎回のコメント記録20％ 
課題に対する

フィードバック 

毎回の授業後に授業記録カードの提出を求める。授業記録カードに付したコメントやスタンプは必ずチェック

すること。また最終日には、授業で学んだことの整理・確認テスト・目標到達度の確認（ルーブリックにて自己

評価）を行う。 
使用教材 プリント適宜配布。参考文献適宜紹介。 

1 
講義内容 ガイダンス、 
該当する到達目標 

1,3 
予習 シラバスを読んで講義目標などを理解する。要配慮の場合は事前に申し出る。 0.5時間 
復習 到達目標、学位記授与方針、成績評価方法などを確認する。 0.5時間 

2 
講義内容 筋トレ、ストレッチ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

3 
講義内容 バレーボール （特有の体さばきの理解と気づき） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。バレーボールのルールを事前に理解しておく。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

4 
講義内容 バレーボール （基本スキル習得とコミュニケーションスキルをあげる。ゲーム。） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。バレーボールのルールを事前に理解しておく。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

5 
講義内容 テニス （基本スキルの習得・フォアとバックのフォームづくり） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。テニスのルールを事前に理解しておく。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

6 
講義内容 テニス （基本スキルの習得・フォアハンドストロークとバックハンドストローク 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。テニスのルールを事前に理解しておく。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

7 
講義内容 テニス （ローカルルール採用のゲーム） 
該当する到達目標 予習 体調を整えて授業に備える。テニスのルールを事前に理解しておく。 0.5時間 
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1,2,3,4,5 復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

8 
講義内容 フットサル （基本スキルの習得とコミュニケーションスキルをあげる・ゲーム） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。フットサルのルールを事前に理解しておく。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

9 
講義内容 フットサル （基本スキルの習得とコミュニケーションスキルをあげる・ゲーム） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。冬の始まりで屋外の寒さに慣れる。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

10 
講義内容 バスケットボール （基本スキルの習得・ボールハンドリング・ドリブル・シュート） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。バスケットボールのルールを事前に理解しておく。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

11 
講義内容 バスケットボール （基本スキルの習得・パス・シュート・オフェンス・ディフェンス） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。バスケットボールのルールを事前に理解しておく。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

12 
講義内容 バスケットボール （基本スキルの習得とコミュニケーションスキルをあげる・ゲーム） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。バスケットボールのルールを事前に理解しておく。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

13 
講義内容 バドミントン （基本スキルの習得・簡易ゲーム） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。バドミントンのルールを事前に理解しておく。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

14 
講義内容 バドミントン（簡易ゲーム）とフィットネス活動（フィットネスルーム体験） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返る。体調を整えるように心がける。 0.5時間 

15 
講義内容 まとめ、授業で学んだことの整理・確認テスト・目標到達度の確認。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 これまで授業で学んだこと、自身の授業態度を振り返る。 0.5時間 
復習 目標達成度の確認。今後どのように運動・スポーツを継続できるか検討する。 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー・・・火曜日12:00～14:30、1号館（健康福祉学部）3階、302研究室、3階エレベータ前にポスト有。 
受講上の注意 
1 運動に適したスポーツウエア（ジャージ、T シャツなど）とシューズ（屋内外別）を着用すること（ジーンズや普段着

での受講は不可）。また怪我防止の観点から、時計、指輪ブレスレット、ネックレス、ピアスなどの貴金属類は身に

つけていないこと。 
2 原則として見学は認めません。また実技授業をすすめるうえで配慮を必要とする学生は初回のガイダンス当日ま

でに担当教員へ申し出ること。 
3貴重品の管理は各自で行うこと。 
4授業で使用する用具は大学側で用意しますが、テニス・バドミントンのラケットなど個人で所有している場合は、積

極的に持参してください。 
5天候により施設変更することがあります。教務課掲示板やポータルサイトで確認してください。 
6フットサルコートの人口芝がとれやすく、靴下やウエアに付着することがあります。 
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科目名 キャリア形成論（教養基礎） LAB013 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

小泉 英明 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 社会の仕組みはもとより、経済、雇用など私たちを取り巻く環境は目まぐるしく変わり、仕事の質や内容が大

きく変化しています。本講座では、大学生が社会（企業・組織）から求められている「能力」について理解を深

め、社会ですぐに役立つ人材となることを目指します。授業では SGD(スモール・グループ・ディスカッション)
を通じてお互いを高め合い、コミュニケーション能力・思考力・問題解決能力を醸成するとともに、様々なケー

ススタディによって社会・職場適応力を習得します。さらに、本学卒業後、社会人として適切なスタートを切る

ことができるよう、“自身”の強化プラン策定と目標管理を行いながら、将来のキャリア形成につながる基礎を

固めます。 
到達目標 1.社会の出来事を理解し、社会に通用する就業観、勤労観を学ぶ。 

2.自己の成長に向けて、自己を正しく理解するとともに、自己効力感を養う。 
3.社会人基礎力を理解し、社会適応力を身につける。 
4.読む・聞く・書く・話す力の基本を身につけ、コミュニケーション能力を高める。 
5.論理を組み合わせる手法を学び、論理的思考力を高める。 
6.アイデアの出し方を学び、創造的思考力を高める。 
7.気づく力を身につけ、問題発見能力を高める。 
8.問題解決のスキルと手法を学び、問題解決能力を高める。 
9.自己変革のために必要な自身の問題点を探る。 
10.自律型人材に向けての目標管理ができる。 
11.社会における人間関係を学び、社会適応力を高める 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 最終レポート 60％、授業後の提出課題30％、授業参加度・授業態度10％ 
それぞれの評価基準については初回授業で説明します。総合評価60％以上を合格とします。 

課題に対する

フィードバック 

授業後の提出課題については、随時コメントをつけてフィードバックします。 
最終レポートの後に、出題テーマの意図を掲示によって示します。 

使用教材 講義内容を随時プリントして配布します。 

1 
講義内容 ガイダンス／キャリア形成に必要なこと 
該当する到達目標 

1 
予習 新聞、テレビなどのニュースから、社会の出来事を理解して臨む 1時間 
復習 社会が求めていること、キャリア形成に必要なコアコンピタンスを理解する。 1時間 

2 
講義内容 先行きの予測が困難な時代／社会が求める人材 
該当する到達目標 

1,3 
予習 事前に配布する第2回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 キャリア形成に必要な「社会人基礎力」について理解を深める。 1時間 

3 
講義内容 自己の理解 
該当する到達目標 

2 
予習 事前に配布する第3回講義プリントを読む。自己理解シートに記入する。 1時間 
復習 自己理解と、自己効力感を理解する。自分のパーソナリティを確認する。 1時間 

4 講義内容 コミュニケーション力 
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該当する到達目標 

3,4 
予習 事前に配布する第4回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 コミュニケーション力チェックシートで、自身の力を客観的につかむ。 1時間 

5 
講義内容 実践コミュニケーション力 
該当する到達目標 

3,4 
予習 事前に配布する第5回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 ディスカッションを振り返り、自身のストロング・ウィークポイントを知る。 1時間 

6 
講義内容 気づく力 
該当する到達目標 

3,7 
予習 事前に配布する第6回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 事例研究課題に取り組む。 1時間 

7 
講義内容 考える力Ⅰ（ロジカルシンキング・クリティカルシンキング） 
該当する到達目標 

3,5 
予習 事前に配布する第7回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 事例研究のワークシートに取り組む。（課題→第9回のBSで使用） 1時間 

8 
講義内容 考える力Ⅱ（クリエイティブシンキング） 
該当する到達目標 

3,6,7,8 
予習 事前に配布する第8回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 クリエイティブシンキングを阻むものについて理解を深める。 1時間 

9 
講義内容 創造力を伸ばす（BS演習ほか） 
該当する到達目標 

3,6,7,8,9 
予習 事前に配布する第9回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 ブレーンストーミングをはじめ、創造力を伸ばす技法の理解を深める。 1時間 

10 
講義内容 問題解決能力Ⅰ（問題点を探る・WHYツリー） 
該当する到達目標 

3,7,8,9 
予習 事前に配布する第10回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 自身の問題の「問題点」をWHYツリーで探る。（課題→提出） 1時間 

11 
講義内容 働く意味／「仕事力」と「就業力」 
該当する到達目標 

1,3 
予習 事前に配布する第11回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 「仕事観」「就業観」を理解し、レポートを書く。（課題→提出） 1時間 

12 
講義内容 問題解決能力Ⅱ（問題解決の手法・HOWツリー／目標設定・キャリアマニフェスト） 
該当する到達目標 

3,8,9,10 
予習 事前に配布する第12回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 自身の課題を解決するため、目標設定と計画立案を行う。（課題→提出） 1時間 

13 
講義内容 社会における人間関係 
該当する到達目標 

3,11 
予習 事前に配布する第13回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 人との接し方と、よりよい人間関係を築く方法を理解する。 1時間 

14 
講義内容 自己の確立（内面のコントロール） 
該当する到達目標 

3,10 
予習 事前に配布する第14回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 将来のキャリア形成に向けて、自己を確立することの重要性を理解する。 1時間 

15 
講義内容 ストレスマネジメント 
該当する到達目標 

3,11 
予習 事前に配布する第15回講義プリントを読み、内容をつかんでおく。 1時間 
復習 ストレス対処法を理解し、ストレスに対する耐性力に高める。 1時間 

備

考 

オフィスアワー：木曜日（12～17時） 
事前に配布するプリントをもとに予習して授業に臨んでください。配布プリントはファイリングし、毎回持参してくださ

い。授業は積み上げ方式で進めていくので、授業後は必ず復習してください。新聞やテレビなどのニュースには常

に関心を持ち、社会の出来事を理解し授業に臨んでください。 
〔健康福祉学部の学生に求められる基本的な資質〕 
①人の役に立つという心構え 
②生活者本位の視点 
③コミュニケーション能力 
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④チームワーキングへの参画 
⑤自己研鑽 
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科目名 哲学（人間理解） LAH001 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大石 桂子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 「他者とどう関わっていけばよいか」「絶対に正しいことはあるのか」、「病気や“弱さ”にどう向き合うか」。普

段は漠然と理解しているように感じることに、改めて疑問を持ち考えるのが哲学である。本講義では身近な

題材をもとに医療・福祉・健康分野に関わる者として考えておきたいトピックを取り上げる。哲学者たちの議

論や、統計からみえる社会情勢などを手引きとして、論理的に考えていくための基礎力を身につける。 
到達目標 1. 人と人、人と社会の関係、平等性、自由と責任などについて、多様な視点から説明できる。 

2. 共生の意義や、弱者の排除が社会にもたらす影響を説明できる。 
3. 各テーマについて、自分の意見をもつことができる。 
4. 課題やグループワークを通して、自分の考えを他者に伝わりやすく表現できる。 
5. 自分と異なる他者の考えを受け止め、そこから新たな発見ができる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験（60％），講義中に作成する課題（40％）に、参加態度を加えて総合的に評価する。 
総合評価60％以上を合格とする。 

課題に対する

フィードバック 

提出された課題の内容にコメントを付けて、授業中に紹介する。 

使用教材 講義中にプリントを配布する。 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスの内容をよく読み、講義の目標や取り扱う内容を理解する。 1時間 
復習 「哲学」の目標、学ぶ意義について理解する。 1時間 

2 
講義内容 自分と他者（1）「人に認められたい」のは本能？――ヘーゲル 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 ヘーゲルのいう「承認への欲求」を理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 自分と他者（2）「本当の自分」とは何か――キルケゴール 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 キルケゴールの「大衆と実存」の違いを理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 自分と他者（3）人と人の関係性――ブーバー、サルトル 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 第2回から第4回までの内容を整理する。 1.5時間 

5 
講義内容 ディスカッション――これからの自分に大切なこと 
該当する到達目標 

1,3,4,5 
予習 第2回から第4回までの内容について、自分の考えをまとめる。 1時間 
復習 自分にとって大切なことを改めて熟考し、課題を仕上げる。 1.5時間 

6 
講義内容 平等と共生（1）誰もが信じられる正しさはあるか――ロールズ 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 「機会の平等」と「結果の平等」を理解する。 1.5時間 

7 講義内容 平等と共生（2）環境は人の心にどう影響するのか 
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該当する到達目標 

2,3,4 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 「無知のヴェール」について理解する。平等について課題を仕上げる。 2時間 

8 
講義内容 自由・正しい自己決定のために――カント 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 「自律」の意義について理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 心と身体（1）「私」を形づくるのは心か身体か――ニーチェ 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 身体がものの見方や価値観に影響する例を考える。 1.5時間 

10 
講義内容 心と身体（2）人間の中心は脳なのか 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 脳死の問題について理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 エンハンスメント（1）変化する「病」の定義 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 エンハンスメントや「医療化」について理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 エンハンスメント（2）「弱さ」を否定する社会――ハーバーマス、サンデル 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 弱さを排除した場合の社会的影響について理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 ディスカッション――医療技術と自己決定 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 個人の欲求でどこまで医療技術を利用してよいか、自分の考えをまとめる。 1.5時間 
復習 エンハンスメントについての自分の考えをまとめる。 1.5時間 

14 
講義内容 責任（1）責任の範囲はどこまで？――アリストテレスほか 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 責任が問われる基準について理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 責任（2）「何もしなかった」ことに責任はあるのか――ヤスパース 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 講義中にあげた事例について、自分の考えを課題にまとめる。 1.5時間 

備

考 

本講義では知識の修得だけでなく、みずから考えることを重視するので、課題など積極的に取り組んで下さい。 
オフィスアワー：水曜日の 2時限、金曜日の 2時限。質問はメールでも受け付けます。 
メールアドレス「oishi@takasaki-u.ac.jp」 
研究室：1号館6階601 
予習・復習については試験前の学習で補完すること。 

 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

32 
 

 
科目名 倫理学（人間理解） LAH002 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

出雲 春明 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 現代の医療をめぐる問題をとりあげ、それぞれのトピックを通じて、倫理学の諸理論、人々の多様な価値観

について学ぶ。 
到達目標 1.医療に関連する論理的諸問題について正確な知識を習得し、 

2.自分の考えを表現することができる。 
3.また、自分と対立する考えについても理解を深める。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業への参加とその態度（20％）、小テスト・期末レポート（80％）から評価する。 
課題に対する

フィードバック 

質問や意見は随時受け付ける。質問に関しては講義中説明の時間を設ける。同様に、有意義な意見に関し

ては講義中に紹介する。 
使用教材 講義中に資料を配布する。 

1 
講義内容 ガイダンス―生命倫理学について 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスを読み講義の目的を理解する。 1時間 
復習 生命倫理学の成立事情について、技術の発展と人間観の変化から理解する。 1.5時間 

2 
講義内容 不妊治療（1）人工授精 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 人工授精の特徴とそこで生じる倫理的問題について理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 不妊治療（2）体外受精、代理母 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 前回の資料を確認しておく。また、書籍、報道から関連情報を取得しておく。 1時間 
復習 人工授精、体外受精、代理母の特徴とその倫理的問題について理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 遺伝子操作（1）ヒトゲノム計画 
該当する到達目標 

1,2 
予習 書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 遺伝情報が現在社会においてどのように利用されようとしているか理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 遺伝子操作（2）遺伝子診断技術と優生思想 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 前回の資料を確認しておく。書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 実際の事件などを手がかりに優生思想について理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 人工妊娠中絶：パーソン論 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 人工妊娠中絶をめぐる現在の状況、議論について理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 遺伝子操作（3）クローン技術 
該当する到達目標 

1 
予習 書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 映画などで描かれるクローンと実際のクローンを比較して考えてみる。 1.5時間 

8 
講義内容 遺伝子操作（4）幹細胞研究と将来世代のための倫理 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 前回の資料を確認しておく。書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 ES細胞、iPS細胞について理解する。 1.5時間 
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9 
講義内容 終末期医療（1）告知をめぐる問題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 告知をめぐる状況と議論について理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 終末期医療（2）インフォームド・コンセント 
該当する到達目標 

1,2 
予習 書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 資料を読み、講義内容を理解し、自分なりの考えをまとめておく。 1.5時間 

11 
講義内容 終末期医療（3）安楽死とホスピスケア 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 安楽死の区分について理解し、自分の意見をまとめてみる。 1.5時間 

12 
講義内容 臓器移植（1）生体臓器移植 
該当する到達目標 

1,2 
予習 書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 生体臓器移植の特徴とその倫理的問題について理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 臓器移植（2）死後移植と臓器移植法改正 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 前回の資料を確認しておく。書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 改正臓器移植法について理解し、自分の意見をまとめてみる。 1.5時間 

14 
講義内容 エンハンスメント：薬剤の使用をめぐる問題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 書籍、報道などを通じて関連情報に触れておく。 1時間 
復習 ドーピングなどの薬剤による強化をめぐる問題について理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 総括―福祉に携わる者として 
該当する到達目標 

1,2 
予習 これまでの資料を見直し、自らの意見について確認しておく。 1時間 
復習 資料に提示されたケースをもとに自らがいかに行動すべきか考える。 1.5時間 

備

考 

なるべく平易な表現を用いて講義を行う。講義前にシラバスを確認し、当該テーマについて自分がどのようなイメー

ジを持っているのかについて、講義後はそれがどのように変わったのかについて確認しておくこと。配付された資

料に基づいて必ず復習しておくこと。予習・復習時間の不足分は各自で補完すること。講義中、一つの問題をめぐっ

て様々な、そしてしばしば対立する見解が示される。自分ならどの立場をとるか、対立する相手に対してどのように

反論するか、常に考えながら講義に臨んでほしい。 
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科目名 心理学（人間理解） LAH003 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

角野 善司 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 人間の心理的諸機能に関する理論・研究について学び、支援に必要な基礎的知識の習得を目指す。 

こころのしくみに関して心理的諸機能を概観し、心の発達や健康について理解したうえで、心理的支援の方

法と実際を学ぶ。 
到達目標 1.心理学理論による人の理解とその技法の基礎について説明できる。 

2.人の成長・発達と心理との関係について説明できる。 
3.日常生活と心の健康との関係について説明できる。 
4.心理的支援の方法と実際について説明できる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 毎回の宿題30％（復習課題15％、予習課題15％）、学期末テスト 70％（知識問題50％、論述問題20％）。

宿題の得点が一定水準に達しなければ、学期末テストの得点に関わらず、単位を付与しない。 
課題に対する

フィードバック 

毎回の授業開始時に、宿題の講評解説を行う。 

使用教材 精神保健福祉士・社会福祉士養成基礎セミナー「心理学－－心理学理論と心理的支援」へるす出版 

1 
講義内容 こころのしくみの理解（1）：心理学における主要な理論 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の前書き、シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

2 
講義内容 こころのしくみの理解（2）：心と脳／情動・情緒 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

3 
講義内容 こころのしくみの理解（3）：欲求・動機づけと行動 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

4 
講義内容 こころのしくみの理解（4）：感覚・知覚・認知 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

5 
講義内容 こころのしくみの理解（5）：学習・記憶・思考／知能・創造性 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

6 
講義内容 こころのしくみの理解（6）：人格・性格／自己概念・自己実現 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

7 
講義内容 こころのしくみの理解（7）：集団 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 
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8 
講義内容 こころのしくみの理解（8）：適応／人と環境 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

9 
講義内容 人の成長・発達と心理：発達の概念 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

10 
講義内容 日常生活と心の健康：ストレスとストレッサ 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

11 
講義内容 心理的支援の方法と実際（1）：心理検査の概要 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

12 
講義内容 心理的支援の方法と実際（2）：カウンセリングの概念と範囲 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

13 
講義内容 心理的支援の方法と実際（3）：カウンセリングとソーシャルワークとの関係 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

14 
講義内容 心理的支援の方法と実際（4）：心理療法の概要と実際 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

備

考 

・社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士国家試験受験資格の該当科目 
・専門展開科目「カウンセリング論」は、心理学を履修済みであることを前提として授業を進める。 
・宿題の提出は、C-learningによる。 
・オフィスアワー（後期）：月曜4限、火曜4限   研究室：8号館4階405室 
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科目名 文学と人間（人間理解） LAH004 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

斎藤 順二 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 現代人の基礎教養として、日本の名作文学を朗読ＣＤで味わうことで、文章表現による心のコミュニケーシ

ョンを図ることができる。 
到達目標 1.視聴覚教材を活用して「文学と人間」への洞察を深めることができる。 

2.歴史の諸相における人間と人間生活の理解に役立てることができる。 
学位授与方針 

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 まとめのレポートを 100点満点で採点し、それに授業参加度を加味して総合評価する。 
課題に対する 

フィードバック 

共通課題「授業で学んだ近代文学の名作の中から、人間と人間生活の理解に役立つと思われる 10 作品

を選び、それぞれ 80～90字で論評しなさい」を採点し、その結果を講評する。 
使用教材 小田切進『日本の名作』（中央公論新社）定価（本体720＋税） 

1 
講義内容 二葉亭四迷『浮雲』・森鴎外『舞姫』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

2 
講義内容 森鴎外『高瀬舟』・『雁』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

3 
講義内容 幸田露伴『五重塔』・樋口一葉『たけくらべ』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

4 
講義内容 尾崎紅葉『金色夜叉』・徳富蘆花『不如帰』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

5 
講義内容 泉鏡花『高野聖』・島崎藤村『破戒』『夜明け前』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

6 
講義内容 夏目漱石『坊っちゃん』『こころ』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

7 
講義内容 伊藤左千夫『野菊の墓』・田山花袋『田舎教師』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

8 
講義内容 芥川龍之介『羅生門』『鼻』『地獄変』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

9 講義内容 有島武郎『或る女』・武者小路実篤『友情』 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

37 
 

該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

10 
講義内容 川端康成『伊豆の踊子』・小林多喜二『蟹工船』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

11 
講義内容 林芙美子『放浪記』・尾崎士郎『人生劇場』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

12 
講義内容 谷崎潤一郎『春琴抄』『細雪』  
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

13 
講義内容 志賀直哉『暗夜行路』・太宰治『人間失格』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

14 
講義内容 壷井栄『二十四の瞳』・井上靖『天平の甍』 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書を通読し、作品理解へのアプローチとする。 1.5時間 
復習 作者について調べ、発展的な読書につなげる。 1.5時間 

15 
講義内容 学習の整理と展望（まとめのレポート） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 これまでに学んだ近代文学の名作の中から 10作品に絞り込む。 1.5時間 
復習 知的好奇心から問題意識を持ち、さらに読書の幅を広げる。 1.5時間 

備

考 

授業では、視聴覚教材を活用して作品の梗概を理解させ、人物相関図の板書とテキストの読解から、作品鑑賞

を深める。これをきっかけにして、さらに各自が近代文学に興味関心を抱いて原作を読み、発展させた読書につ

なげることが望ましい。 
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科目名 芸術論（人間理解） LAH005 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

石原 綱成 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 芸術を学ぶことで、豊かな人間性と教養を身につける。また、他文化の芸術を深く理解することは、これか

ら国際化が進む現代にあっては必須の教養となる。また、自国の芸術や文化を学ぶことで、多様な社会・

背景を理解し対応する能力が身につけることができる。また、これらの学問に真摯に取り組むことによっ

て、より豊かな人間性を涵養できる。 
到達目標 1.芸術に対してより専門的な知識をみにつけることができる。 

2.芸術を学ぶことで、豊かな人間性と教養を身につけることができる。 
3.自国の文化を深く理解することで、他国の文化を受け入れることができる。 
4.歴史・文化に精通することで、多様な社会・背景を理解し対応する能力が身につく 
5.学生として自律的・意欲的に学習する力を身に着けることができる 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験にて評価する。 
課題に対する

フィードバック 

講義形式をとるが、一方的な講義にならぬよう、受講生の意見、学習状況は逐一確かめる。 

使用教材 教科書は使用せず、逐次プリントを配布する。また、授業においてはパワーポイントを使用する。 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

 
予習 シラバスの内容を理解し授業の目標を理解する。 1.5時間 
復習 授業内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法を確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 芸術とは何かー芸術のイメージの調査ー 
該当する到達目標 

1,2 
予習 芸術における各自のイメージを箇条書きできるようにしておく。 1.5時間 
復習 配布したプリントをもとに芸術のジャンルを理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 芸術史概説 
該当する到達目標 

1,2 
予習 芸術史の流れを体系的に理解しておく。 1.5時間 
復習 芸術史の区分についてそれぞれの特色を理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 視覚芸術について 
該当する到達目標 

1,2 
予習 視覚芸術の特色を理解する。 1.5時間 
復習 視覚芸術と人間の「主体」との関係を理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 宗教と芸術－キリスト教美術の起源― 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 配布したプリントをもとに宗教美術の特色を理解する。 1.5時間 
復習 キリスト教の教理・教義を理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 宗教と芸術－ロマネスク美術ー 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布したプリントをもとにロマネスク建築の構造を理解する。 1.5時間 
復習 宗教美術の抽象性とはなにかを理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 宗教と芸術－ゴシック美術― 
該当する到達目標 予習 配布したプリントをもとにゴシック建築の構造を理解する。 1.5時間 
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1,2,5 復習 宗教美術の具象性とはなにかを理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 ルネサンス美術―古典古代の芸術― 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布したプリントをもとにギリシャ・ローマ神話を読んでおく。 1.5時間 
復習 神話の世界がいかに図像化されたかの経緯を理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 ルネサンス美術―遠近法の思想― 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布したプリントをもとに遠近法とは何かを理解する。。 1.5時間 
復習 遠近法と人間の「主体」への意識を考える。 1.5時間 

10 
講義内容 ルネサンス美術―イデア論をめぐって― 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布したプリントをもとにプラトンとアリストテレスの相違を理解する。 1.5時間 
復習 イデア論の違いが視覚芸術にいかに現れるかを理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 ルネサンス美術―図像解釈学と美術― 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布したプリントをもとにパノフスキーの学説を理解する。 1.5時間 
復習 パノフスキーの学説をもとに図像を解釈してみる。 1.5時間 

12 
講義内容 仏教美術史概説―仏像彫刻の様式― 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布したプリントをもとに仏教美術史を理解する。 1.5時間 
復習 各時代の仏像彫刻の特徴を理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 仏教美術―仏教の世界観と仏像― 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布したプリントをもとに仏教美術史を理解する。 1.5時間 
復習 日本人の宗教心を考える。 1.5時間 

14 
講義内容 精神史としての芸術ー心とかたちー 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 これまで配布したプリントをもとに精神と形象の関係を総合的に理解する。 1.5時間 
復習 精神史としての芸術史とは何か理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 総復習―芸術と人間ー 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 芸術と人間について総合的に考察する。 1.5時間 
復習 人間性とは何か、多様な社会・背景を理解しながら総合的に考察する。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜日の 3限、4限質問はメールで受け付ける。 
メールアドレス ishihara@takasaki-u.ac.jp 
研究室：8号館5階501 
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科目名 ボランティア・市民活動論（人間理解） LAH006 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 敏 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 ボランティア・市民活動は，自主的な貢献活動として身近な地域や福祉分野に限らず環境や情報，国際協力

まで幅広く取り組まれ，今日の社会に不可欠な存在となっている。この講義では，具体的なボランティア・市

民活動の考え方や実践方法を学び，学生が自ら実践することができる力を養成する。 
到達目標 1.ボランティア・市民活動の対象者のニーズを学び，ボランティア・市民活動の意義説明できる。 

2.ボランティア・市民活動の多くの実践例を学ぶことにより，活動の実際の展開を説明できる。 
3.ボランティア・市民活動支援センターを活用して，自身の関心に即した活動に参加する。 
4.参加したボランティア・市民活動の実践を振り返り，成果や課題，次のチャレンジについて考察できる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 成績評価 
①学期末に課すレポートによる評価（60％）なお，追再試は実施しない。 
②ボランティア実践から得た成果など学習内容の報告書による評価（25％） 
③授業のリアクションペーパーによる評価（15％） 
その他の評価 
①授業開講数の２／３以上を出席することにより，成績の評価対象とする。 
②忌引きや実習，就職活動などによる欠席は，届け出（要添付書類）を提出すれば出席扱いとする。なお，

15分以上の遅刻は欠席とみなす。 
③ボランティア実践の時間（１回当たり４時間☓５回＝２０時間相当）も本時の講義時間に含める。 

課題に対する

フィードバック 

リアクションペーパーの質問や意見については，授業のなかで取りあげるなど随時，学生にフィードバックす

る。 
使用教材 テキストは使用しない。レジュメ・関係資料は授業にて配布する。 

1 

講義内容 ガイダンス 
ボランティア・市民活動支援センター（VSC）の活用方法の説明，授業の進め方を確認する。 

該当する到達目標 

1,3 
予習 シラバスの内容をよく読んで，現時点でのボランティアの理解を把握する。 1時間 
復習 講義内容，学位授与方針，成績評価方法，VSC利用方法などを確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 ボランティアの力を活かす仕組み～ボランティアセンターの役割 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自分の地元市町村のボランティアセンターの組織や活動内容を調べる。 1時間 
復習 ボランティアセンターの活用方法を理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 子どもの明日と子育てをサポートするボランティア活動 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 児童を対象としたボランティア活動を調べる。 1時間 
復習 児童を対象としたボランティアの意義や活動上の注意事項などを理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 被災地に届け，災害支援ボランティア活動 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 我が国における災害ボランティア活動について調べる。 1時間 
復習 被災地におけるボランティア活動の内容や活動上の注意事項などを理解する。 1.5時間 

5 講義内容 人々はどのようにボランティアに取り組んできたか～欧米と日本の歴史 
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該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 世界の国々でボランティア活動がどのように取り組まれているか調べる。 1時間 
復習 欧米と日本のボランティア活動の歴史の違いや長所を理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 障害者スポーツ・レクリエーションをサポートするボランティア活動 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 障害者を対象としたスポーツやレクリエーションについて調べる。 1時間 
復習 障害者との接し方や支援の内容や方法を理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 ボランティアとＮＰＯ～学生でも創れるＮＰＯ法人 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 NPO法人の概要について調べる。 1時間 
復習 NPO法人の活動内容や設立の要件，ボランティアとの違いなどを理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 新しい支え合いの必要性～20年後のあなたへ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 地域における生活のしづらさや今後の課題などについて自分なりに考える。 1時間 
復習 地域において生ずる生活課題や住民同士の支援のあり方を理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 身近な動物とボランティアの良い関係 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 動物を対象としたボランティア活動について調べる。 1時間 
復習 動物に対するボランティア活動の実際や人間との共生について理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 小中高校の福祉教育・ボランティア学習はこれでいいか 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 小中高校で取り組まれている福祉実践について調べる。 1時間 
復習 小中高校における福祉教育のあり方や自身の関わり方について理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 地域ささえあいのボランティア ～ふれあい・いきいきサロン～ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 地域で取り組まれているふれあい･いきいきサロンについて調べる。 1時間 
復習 高齢者の介護予防や健康，子育て家庭を住民で支える活動について理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 国際貢献・多文化共生とボランティア活動 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 海外で活躍するボランティア活動について調べる。 1時間 
復習 国際貢献や多文化共生のボランティア活動のあり方を理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 分かちあう寄付の文化で花咲く貢献社会～赤い羽根共同募金 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 赤い羽根共同募金の概要や寄付の実際について調べる。 1時間 
復習 赤い羽根共同募金のあり方や寄付の文化とは何かを理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 行政に協力するボランティア ～民生委員・児童委員の活躍～ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 行政に協力するボランティアについて調べる。 1時間 
復習 民生委員･児童委員の活動を理解し，自分の地域の民生委員を確認する。 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ～ボランティア・市民活動から考える社会の現在と将来 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 さまざまなボランティア活動を振り返り，自身の関心を確認する。 1時間 
復習 ボランティア活動の講義と実際の実践活動を踏まえてボランティアを考察する。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：水曜日４時限・木曜日１時限で相談に応じます。研究室：１号館３階３１０研究室 
質問･意見はメールでも対応します。 
ボランティア・市民活動支援センター（VSC）も活用してください。９号館１階です。活動を始める前には必ず，ボラン

ティア活動保険に加入すること。そのほかボランティアの相談に応じます。 
直通TEL：027-352-1108，メールアドレス：vsc@takasaki-u.ac.jp 
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科目名 人権論（人間理解） LAH007 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 洋行 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 人権の観念について、他の観念－人道、倫理、文化規範、宗教的信念、条理原則等－との比較を通して分析

し、人間の本性(human nature)との関係を理解する。日本国憲法に規定する｢国民の権利｣の内容を知り、

その効力にどのような制約や限界があるかについて認識する。身近な生活体験から感得した権利侵害や不

条理の発生について、人権の観点から考察する姿勢を身につける。 
到達目標 1.人権について特にヨーロッパの歴史的発展を背景に人道等の他の価値観との比較で観念できる。 

2.人権の様々な観念から憲法の人権規定の適用関係を認識できる。 
3.個々の人権の性格を、内面的と外面的、精神的と経済的、消極的と積極的、等の区分で理解できる。 
4.人権の擁護がどのような考え方と仕組みによって行われるのかについて、憲法規定を通して認識できる。 
5.人権に関する主要な争点について裁判所、特に最高裁判所の考え方を整理できる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 ・平常の授業に対する姿勢(20％)、中間テスト(20％)、期末の定期試験(60％) 
・中間テストは、概ね 3回の知識テスト、定期試験は知識と思考力のテスト 

課題に対する

フィードバック 

重要テーマについてのレポートに対してコメントを配布する(テーマについては適宜指示) 

使用教材 テーマ別レジュメ、概要・事例資料(テキストに代替するプリント)  ＊テーマによってＤＶＤの視聴あり 

1 
講義内容 人権の観念と内容 
該当する到達目標 

1 
予習 前期の｢日本国憲法｣において履修した基本的人権の項目の教材を再チェック 2時間 
復習 予備知識アンケート 0.5時間 

2 
講義内容 人権の享有主体と人権規定の適用関係 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

3 
講義内容 人権の制約と限界 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

4 
講義内容 幸福追求権の意義と具体化 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

5 
講義内容 法の下の平等－平等権と平等原則－ 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

6 
講義内容 内心の自由と信教の自由 
該当する到達目標 

1,3,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

7 
講義内容 表現の自由の内容 
該当する到達目標 予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
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1,3,5 復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

8 
講義内容 表現の自由の事後抑制と事前抑制 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

9 
講義内容 経済活動の自由と財産権 
該当する到達目標 

3,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

10 
講義内容 人身の自由と刑事手続の保障 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

11 
講義内容 政治活動の自由と参政権 
該当する到達目標 

3,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

12 
講義内容 生存権の意義と福祉国家の諸権利 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

13 
講義内容 教育を受ける権利と学習権 
該当する到達目標 

3,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

14 
講義内容 勤労の権利と労働基本権 
該当する到達目標 

3,5 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

15 
講義内容 人権の国際化と今後の課題 
該当する到達目標 

1,4 
予習 配布レジュメの考察項目の趣旨理解と当回｢概要・事例資料｣の読み込み 1時間 
復習 レジュメの考察項目の内容チェックとノート編集 1.5時間 

備

考 

講義内容はできうるかぎり予定通り進行させるが、期間内に国内的にあるいは国際的に大きな人権をめぐる事象

があった場合には、その話題を飛び入り的に割り込ませることはある。日常の身の回りに起こる権利侵害や条理違

反に目を向け、人権擁護の観点から自分なりに考えておくことを期待する。 
出講日の放課後等において、質問及び学習相談を受ける。予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 人間関係論（人間理解） LAH008 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

宮内 洋 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標  「人間関係論」とはホーソン実験によって得られた発見をもとに、経営組織の諸状況が人間関係によって規

定され、その間の因果関係を体系化した理論である。当然のことながら、これらのことを講じるが、本科目が

全学部全学科共通教養科目であるということも鑑みて、人間関係の心理学的・社会学的側面についても焦点

を当てる。また、人間関係の発達的側面についても講じる。 
到達目標 1.人間関係論に関する基礎的な知識を有している。 

2.日常生活における人間関係に関する心理学的な基礎的知識を有している。 
3.日常生活における人間関係に関する社会学的な基礎的知識を有している。 
4.日常生活における人間関係に関する教育学的な基礎的知識を有している。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法  全講義終了後に実施される定期試験（85%）と、講義期間中に課せられる課題（10%）、講義に臨む態度・参

加する姿勢（5%）によって、総合的に判断する。 
課題に対する

フィードバック 

 講義終了時に感想シートを配付し、そこで書かれた質問等には次回に回答するように努める。 

使用教材 教科書は指定しない。必要に応じて、資料を配付する。また、より知りたい・学びたい人のために、参考文献や映画

やマンガ等の種々 の作品を、講義の中で適宜紹介する。 
参考書・参考資料等 
・宮内洋『体験と経験のフィールドワーク』 北大路書房 
・宮内洋・好井裕明 編著『〈当事者〉をめぐる社会学−調査での出会いを通して』北大路書房 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 なし 0時間 
復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

2 

講義内容 初対面の人間関係 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自らのこれまでの体験を想起し、それらを客観的に考察できるように準備しておく

こと。 
1時間 

復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

3 

講義内容 他者との距離 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自らのこれまでの体験を想起し、それらを客観的に考察できるように準備しておく

こと。 
1時間 

復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

4 

講義内容 表層的な人間関係 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自らのこれまでの体験を想起し、それらを客観的に考察できるように準備しておく

こと。 
1時間 

復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

5 
講義内容 人間関係の深まり 
該当する到達目標 予習 自らのこれまでの体験を想起し、それらを客観的に考察できるように準備しておく 1時間 
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1,2,3,4 こと。 
復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

6 

講義内容 青年期の人間関係 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 自らのこれまでの体験を想起し、それらを客観的に考察できるように準備しておく

こと。 
1時間 

復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

7 
講義内容 ２者間のジレンマ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 なし 0時間 
復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

8 
講義内容 社会的ジレンマ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 ジレンマについて客観的に考察できるように準備しておくこと。 1時間 
復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

9 
講義内容 「人間関係論」の成立 
該当する到達目標 

1 
予習 経営学について調べておく。 2時間 
復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

10 

講義内容 職場と人間関係 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自らのこれまでの体験を想起し、それらを客観的に考察できるように準備しておく

こと。 
1時間 

復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

11 

講義内容 恋愛関係論（１）：恋と愛の違い 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自らのこれまでの体験を想起し、それらを客観的に考察できるように準備しておく

こと。 
1時間 

復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

12 

講義内容 恋愛関係論（２）：恋愛の心理学 
該当する到達目標 

1,2 
予習 自らのこれまでの体験を想起し、それらを客観的に考察できるように準備しておく

こと。 
1時間 

復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

13 

講義内容 恋愛関係論（３）：現代日本社会における恋愛 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自らのこれまでの体験を想起し、それらを客観的に考察できるように準備しておく

こと。 
1時間 

復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

14 

講義内容 恐ろしい人間関係 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自らのこれまでの体験を想起し、それらを客観的に考察できるように準備しておく

こと。 
1時間 

復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 これまでの講義内容の理解を深めておく。 6時間 
復習 各自で復習をし、授業内容の正しい理解に努めること。 1時間 

備

考 

非常勤講師なのでオフィスオワーはありません。 
講義を妨害する者の受講は基本的に認めない。 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 ジェンダー論（人間理解） LAH009 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

前田 由美子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 人間の性とはどういう意味をもつのか。それによって形成されている秩序と、それゆえに起こるさまざまな葛

藤を真摯にみつめ、性を制度設計に組み込む社会の問題を解き明かす。その上で、それらをどのように解

決して行ったら良いのかを深く思索する。そうすることによってより豊かで包容力のある社会を創造する力を

備え、行動する人になり、新しい自分や社会を発見することになるであろう。 
到達目標 1.自分自身の内部にある「性」のとらえ方を見つめ直す。 

2.内面化している固定的な性のイメージや制度に対する固定観念に気づく。 
3.他者や社会への豊かなまなざしを持てる。  
4.豊かな社会創造への力を身につける。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 レポートを４日間それぞれに提出（１日につき２５％相当）。合計で評価する。 
総合評価６０％以上で合格とする。 

課題に対する

フィードバック 

レポートを返却し、コメント解説を行う。 

使用教材 授業用プリント、文献資料等を随時配布する。必要に応じてメディア教材を使用する。 

1 
講義内容 講義全体の説明 
該当する到達目標 

 
予習 性別についての自分の考え方を見つめておく。  １時間 
復習 講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価法などを確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 ジェンダーと言う概念 
該当する到達目標 

1 
予習 文献資料に目を通す。 １時間 
復習 ジェンダー概念について理解する。 1.5 時間 

3 
講義内容 生き物としての性とその多様性 
該当する到達目標 

1,2 
予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
復習 性の多様性を理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 セクシュアリティ・性的指向 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 文献資料を読んでおく。  １時間 
復習 セクシュアリティの多様性について理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 性役割と性規範 
該当する到達目標 

1,2 
予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
復習 身の回りの性役割や性規範について気づく。 1.5時間 

6 
講義内容 ジェンダー・アイデンティティ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
復習 ジェンダー・アイデンティティについて理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 性別と経済 
該当する到達目標 予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
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1,2,3 復習 経済と性別のつながりを理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 女性とこども 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
復習 女性と子どものつながりへの偏重を理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 男性と子ども 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
復習 男性と子どものつながりの困難を理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 労働と性別 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
復習 労働と性別のつながりの問題を理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 労働と性別とそれぞれの暮らし 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
復習 ワーク・ライフ・バランスを理解し、問題解決法を考える。 1.5時間 

12 
講義内容 男性のかかえる問題 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
復習 男性をとりまく問題を理解し、女性の問題との関連を考える。 1.5時間 

13 
講義内容 セクシュアル・ハラスメント 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
復習 問題の本質を理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 ドメスティック・バイオレンス 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 文献資料を読んでおく。 １時間 
復習 社会問題として理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 性別と社会の問題 
該当する到達目標 

3,4 
予習 全ての文献のつながりを理解する。 １時間 
復習 問題の確認と解決法を考える。 1.5時間 

備

考 

仕事の選択、恋愛、卒業後の人生設計において、この授業で学ぶ知識は大きな影響をもたらすはずである。自身

のために、社会を創るために是非学んでほしい。予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 共生の倫理（人間理解） LAH010 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大石 桂子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 現代では多様な価値観・文化をもった人々が、性別や年齢、職業や病気・障がいの有無などを超えて「共生」

することが求められている。差別や排除をのりこえ、共生を実現するためどのような取り組みができるのか、

基礎的な理論と方法の知識を習得することを目標にする。 
到達目標 1.現代社会での共生の意義について理解し、説明できる。 

2.共生の歴史について理解し、説明できる。 
3.共生を支える社会学、倫理学また教育や臨床的なアプローチを理解し、説明できる。 
4.共生の具体的なあり方や事例について理解し、説明できる。 
5.各テーマについて自分の考えをもつことができる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験（60％），講義中に作成する課題（40％）に、参加態度を加えて総合的に評価する。 
総合評価60％以上を合格とする。 

課題に対する

フィードバック 

提出課題の内容にコメントを添えて、講義中に紹介する。 

使用教材 講義中にプリントを配布する。 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

 
予習 シラバスの内容に目を通し、到達目標などを確認する。 1時間 
復習 講義の目的や学ぶ意義を理解する。 1.5時間 

2 
講義内容 共生とは何か、共生に関わる社会意識 
該当する到達目標 

1 
予習 共生の定義を調べる。 1.5時間 
復習 なぜ共生が必要とされるのか理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 多文化社会と価値の多様化 
該当する到達目標 

1,5 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 価値の多様化の社会的な影響について、事例を考え課題を作成する。 1.5時間 

4 
講義内容 分断と隔離の歴史 
該当する到達目標 

2,5 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 近代以降に障がい者などの隔離が進んだ背景を理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 優生思想 
該当する到達目標 

2,5 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 20世紀初頭～現在の優生思想について、問題点を理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 共生の歴史：ノーマライゼーションからエンパワーメントへ 
該当する到達目標 

2,4,5 
予習 ノーマライゼーションの定義を調べる。 1時間 
復習 ノーマライゼーションの意義と、他の概念へ置き換わった背景を理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 公共空間のユニバーサルデザイン 
該当する到達目標 予習 ユニバーサルデザインの定義を調べる。 1時間 
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4,5 復習 ユニバーサルデザインの意義を理解し、身近な実例を考える。 1.5時間 

8 
講義内容 共生をめざして(1) 社会学からのアプローチ 
該当する到達目標 

3,5 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 世代間保障について理解し、課題を作成する。 2時間 

9 
講義内容 共生をめざして(2) 倫理学からのアプローチ 
該当する到達目標 

3,5 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 共感の道徳的な役割を理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 共生をめざして(3) 教育学からのアプローチ 
該当する到達目標 

3,5 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 学校教育での共生の取り組みを理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 共生をめざして(4) 非行臨床からのアプローチ 
該当する到達目標 

3,5 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 矯正教育の意義と成果について理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 共生をめざして(5) 認知症ケアの臨床からのアプローチ 
該当する到達目標 

3,5 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 介護でのQOL向上やコミュニケーション改善の取り組みを理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 「排除型社会」がもたらすリスク 
該当する到達目標 

1,5 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 価値多様化の時代の「自己」のあり方、共済、相互扶助の意義を理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 事例研究：多民族、多文化の共生 
該当する到達目標 

4,5 
予習 配布プリントに目を通す。 1時間 
復習 講義の内容をふまえ、課題を作成する。 2時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 これまでのノート・資料に目を通す。 1.5時間 
復習 共生の意義、方法について理解し、自分の考えをまとめる。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日の 3時限、金曜日の 2時限。質問はメールでも受け付けます。 
メールアドレス「oishi@takasaki-u.ac.jp」 
研究室：1号館6階601 
予習・復習については試験前の学習で補完すること。 
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科目名 チーム医療アプローチ論（人間理解） LAH011 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

土井信幸、木村憲洋、原田欣宏、竹内真理、棚橋さつき、鈴木忠、浅香満、松田直 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 福祉・医療系の専門職育成を担う大学として、チーム医療を推進する上で各学科の学生が各専門職の役割・

活動を理解する。 
到達目標 1.チーム医療を促進するための福祉・医療系専門職の協働の必要性について理解できる。 

2.各専門職の役割と活動について理解できる。 
3.チーム医療における専門職の連携を促進するための課題について考察できる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加への積極性40％、レポート 60％  
課題に対する

フィードバック 

・他学科の学生が参加していることから講義中に双方向型講義を行い、学生の考えや意見を導入しながら講

義を展開する。 
・課題レポートを読んで感じた点や補足すべき点について文章化し、次回の授業時に受講生に配布する。 

使用教材 講義のスライドを随時プリントして配布する。 

1 
講義内容 チーム医療を促進するための福祉・医療系専門職の協働の必要性について 
該当する到達目標 

1 
予習 チーム医療とはどのようなものなのか、学習する。 1.5時間 
復習 21世紀の医療では、なぜ多職種協働のチーム医療が必須であるか理解する。 1.5時間 

2 
講義内容 チーム医療における看護師・保健師の役割と活動 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 最近の多職種連携に関連する書籍、雑誌等を読んでおく 1.5時間 
復習 看護師と多職種の役割との違い、連携について講義内容なら復習しておく。 1.5時間 

3 
講義内容 チーム医療における理学療法士の役割と活動 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 リハビリテーションチームを構成する各職種について調べる 1.5時間 
復習 チームの中でその役割を果たすために、なすべきことを確認する 1.5時間 

4 

講義内容 チーム医療における薬剤師の役割と活動  
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 チーム医療における薬剤師の役割と活動についてインターネット等の電子媒体

を用いて調査する。 
１時間 

復習 講義受講後のレポート作成。チーム医療における薬剤師の役割について、地域

包括ケアシステムの観点から整理すること 
2時間 

5 

講義内容 チーム医療における管理栄養士の役割と活動 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事前に学習した他のコメディカルの役割と活動について復習し授業に臨む 1.5時間 
復習 管理栄養士と他のコメディカルのチーム医療と、チーム内での役割や活動につ

いて考察する 
1.5時間 

6 

講義内容 チーム医療における社会福祉士の役割と活動 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 ①高齢化社会の現状を調べる ②地域医療の進展を調べる ③ 社会福祉専門

職の職場を調べる。 
1.5時間 

復習 ①疾患と障害の関連を理解し、地域で自立した生活支援に必要なチーム医療の

あり方を理解する。 
1.5時間 
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7 

講義内容 チーム医療における保育士・幼稚園教諭・小学校教諭、特別支援学校教諭の役割と活動 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 乳幼児期・学齢期に罹患しやすい病気の概要や主要な障害について予習をする

こと。 
1.5時間 

復習 保育士・幼稚園教諭・小学校教諭・特別支援学校教諭と各種医療職との連携のあ

り方について復習をすること。 
1.5時間 

8 
講義内容 チーム医療における診療情報士の役割と活動 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 診療情報管理士と病院事務について調べてみる。 0.5時間 
復習 診療情報管理士と病院事務について得た知識を整理する。 0.5時間 

備

考 

予習・復習については、試験前後の学習にて補完すること。 
【キーワード】専門職、チーム医療、チームアプローチ 
【オフィスアワー】 
土井（薬学）：昼休み、講義終了後 （7号館319研究室） 
木村（情報）：月曜日１時限（1号館610研究室） 
原田（福祉）：火２限、金３限（1号館506研究室） 
竹内（栄養）：木曜2-4時限．1号館308研究室．質問等はメールでも受け付ける． mtakeuchi@takasaki-u.ac.jp 
棚橋（看護）：月曜日 13：00～14：00 上記以外の日程でも可能な限り調整します。メール等で問い合わせてくださ

い。tanahashi@takasaki-u.ac.jp 
鈴木（理学）：月曜日12：30～13：30 15：30～16：30 研究室 4号館2階学部長室 
浅香（理学）：在室時はいつでも質問を受ける。（5号館503研究室） 
松田（子ども）：火曜日3限目、木曜日2限目（9号館301研究室） メールアドレス：matsuda-t@takasaki-u.ac.jp 
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科目名 国際医療事情（人間理解） LAH012 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

クリストファー・ターン、町田修三 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 学生の国際化促進とグローバル人材の養成を目的として設置された科目である．特に本学学生は医療系を

専攻する者が多いため，海外の医療に関する様々な事項を経験的に学ぶことに重点を置いている．具体的

な内容としては，海外諸国の健康・医療教育，健康・医療の実態，医療制度，病医院や医師・コメディカル等

の供給体制，病医院や医療施設の世界比較等について学ぶ．国際化を促進するため，学生には英語で日本

の文化や医療の説明をしたり，医療に関する基礎的なディスカッションをしたりすることを取り入れる．また本

講義では，学生が実際に海外に赴き実体験として国際医療事情を見聞することを強く推奨する 
到達目標 1. 諸外国の医療教育を理解し，日本との違いを説明できる 

2. 諸外国の医療の実態を理解し，日本との違いを説明できる 
3. 諸外国の医療制度を理解し，日本との違いを説明できる  
4. 諸外国の病医院について学び，日本との違いを説明できる 
5. 日本の医療教育や医療事情について，英語で解説ができる 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 最終レポート（50％），提出物（20％），発表，討論など授業参加度（30％） 
海外研修参加者は，事前・事後研修および発表のパフォーマンス（30％），研修レポート（30％），研修中の

パフォーマンス（40％） 
課題に対する

フィードバック 

レポートや提出物については，コメントを付して返却する．発表や討論等のパフォーマンスについては，その

都度コメントやアドバイスを伝える 
使用教材 特に指定はない．各自自分のリサーチ目的に沿った文献，教材を探すこと 

1 
講義内容 イントロダクション 
該当する到達目標 

 
予習 シラバスを熟読し，講義の概要や目標を理解しておく 1時間 
復習 自分の興味のある国の医療事情リサーチを開始する 1.5時間 

2 

講義内容 医療の国際化とは 
該当する到達目標 

1~4 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習，特に世界で進行中の医療の国際化についてしっかりと理解す

る 
1.5時間 

3 
講義内容 日本の医療教育，医療制度，医療事情 （一部AL実施） 
該当する到達目標 

1~4 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情リサーチ 1.5時間 

4 
講義内容 日本の医療教育，医療制度，医療事情を英語で説明してみよう 
該当する到達目標 

5 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情リサーチ 1.5時間 

5 
講義内容 先進国（アメリカ，イギリス，ドイツ）の医療教育 
該当する到達目標 

1 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情リサーチ 1.5時間 
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6 
講義内容 先進国の医療事情Ⅰ （一部AL実施） 
該当する到達目標 

1~4 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情リサーチ 1.5時間 

7 
講義内容 先進国の医療事情Ⅱ （一部AL実施） 
該当する到達目標 

1~4 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情リサーチ 1.5時間 

8 
講義内容 先進国の病院 
該当する到達目標 

4 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情リサーチ 1.5時間 

9 
講義内容 その他の先進国（北欧，カナダ，オーストラリアなど）の医療事情Ⅰ （一部AL実施） 
該当する到達目標 

1~4 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情リサーチ 1.5時間 

10 
講義内容 その他の先進国の医療事情Ⅱ （一部AL実施） 
該当する到達目標 

1~4 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情リサーチ 1.5時間 

11 
講義内容 中進国（台湾，シンガポール，中国など），途上国（ベトナム，インドネシア，タイなど）の医療教育 
該当する到達目標 

1 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情リサーチ 1.5時間 

12 
講義内容 中進国，途上国の医療事情Ⅰ （一部AL実施） 
該当する到達目標 

1~4 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情発表準備 1.5時間 

13 
講義内容 中進国，途上国の医療事情Ⅱ （一部AL実施） 
該当する到達目標 

1~4 
予習 あらかじめ配布した資料・データに目を通しておく 1時間 
復習 講義内容の復習と興味ある国の医療事情発表準備 1.5時間 

14 
講義内容 学生プレゼンテーション 
該当する到達目標 

1~5 
予習 発表原稿とプレゼンテーションの準備 3時間 
復習 学生プレゼンテーションの復習とコメント記入 1.5時間 

15 
講義内容 学生プレゼンテーションとまとめ 
該当する到達目標 

1~5 
予習 発表原稿とプレゼンテーションの準備 3時間 
復習 学生プレゼンテーションの復習とコメント記入 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日4限目，金曜日2限目   研究室：1号館6階６０３ 
メールアドレス：machida@takasaki-u.ac.jp 
予習復習時間は、研究や発表準備等で補完すること。 
AL（アクティブラーニング）は，ペアワーク，グループワーク，ディスカッション，クローズドクエスチョン，オープンク

エスチョンなど 
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科目名 Introduction to Healthcare Sciences（人間理解） LAH013 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

小澤瀞司、町田修三、クリストファー・ターン、下川哲昭、今井純、長谷川恵子 
 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 学生の国際化推進とグローバル人材の育成を目的に設置された講義科目であり，授業は原則英語で行う．

日本では医療分野の国際化はまだ遅れているが，世界的には急速に拡大しつつある．本講義では，国際的

な医療人養成のため，世界共通語である英語を用いて，医療に関する基礎的な事項を易しく解説していく．

複数の教員がオムニバス形式で担当するが，学生の理解度を確認しながら平易な英語で解説するので，受

講に際して特に高度な英語力は要求しない．英語による授業を学生がしっかりと理解し，医療コミュニケーシ

ョン能力を高めることで，医療教育の国際化を先取りするような講義へと発展させることを目指す． 
到達目標 1．医療に関する基礎的な内容に関して，英語での説明を理解できる 

2．理解した内容について，第三者に説明できる 
3．医療に関するトピックに関して，英語での基礎的なプレゼンテーションやディスカッションができる 
4．医療に関するトピックについて，外国の学生と話をすることができる 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 担当各教員による評価を総合して決定する．各教員は，毎回の授業参加度（20％程度）や講義終了時に課す

提出物または小レポート（80％程度）により，それぞれの持ち点に応じて学生を評価する 
課題に対する

フィードバック 

提出物や小レポートには，コメントを付して返却する 

使用教材 各教員が作成した資料やデータを用いて講義する 

1 
講義内容 Introduction of the course （町田） 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスを熟読し，講義の概要や目標を理解しておく 1時間 
復習 講義内容の復習，特に専門用語（英語）を覚える 1時間 

2 

講義内容 Medical globalization and Japan’s healthcare system （町田） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

3 

講義内容 Healthcare system of foreign countries （町田） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

4 

講義内容 U.S. healthcare in the media Ⅰ （長谷川） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

5 
講義内容 U.S. healthcare in the media Ⅱ （長谷川） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 
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復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

6 

講義内容 Using Medline Plus to obtain medical information in English Ⅰ （小澤） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

7 

講義内容 Using Medline Plus to obtain medical information in English Ⅱ （小澤） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

8 

講義内容 Immunity and diseases Ⅰ （今井） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

9 

講義内容 Immunity and diseases Ⅱ （今井） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

10 

講義内容 Immunity and diseases Ⅲ （今井） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

11 

講義内容 Genes and cancer : basic understanding of the disease Ⅰ （下川） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

12 

講義内容 Genes and cancer : basic understanding of the disease Ⅱ （下川） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

13 

講義内容 Mental Health （ターン） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

14 

講義内容 Mental health and social skills （ターン） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 

15 

講義内容 Summary and concluding remarks （ターン） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 あらかじめ配布した資料，データに目を通す．特に専門用語（英語）を予習してお

き，授業に参加する準備をしておく 
1.5時間 

復習 授業で学習した専門用語や内容の再理解 1.5時間 
備

考 

英語を使用する授業であるので，予習用に授業で用いる教材・資料・データ等をあらかじめ配布する．授業にはこ

れらの資料を十分に下調べしたうえで臨むことが特に重要である． 
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オフィスアワー（町田）：月曜日４限目、金曜日２限目  研究室：１号館６階６０３ 
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科目名 囲碁の世界（人間理解） LAH014 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

三谷 哲也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 近年、囲碁は脳を活性化し考える力を養うということで注目されている。囲碁を学ぶことで「考える力」と「集中

力」を磨き、「先を読む力」を身につける。また、日本の伝統文化である囲碁を体得することで、言葉と世代を

超えたコミュニケーション力を身につけ、国際交流のコミュニケーション力を高める。 
到達目標 1.全く囲碁を知らない状態から囲碁の世界を知り、１９路盤で最後まで打てるようになる。 

2.いくつかのパターンの囲碁の心得を覚え、囲碁の考え方を身につける。 
学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 毎回の授業貢献度、技術の習熟度を総合的に判断する（60％） 
試験（20％）✕2回 

課題に対する

フィードバック 

試験後に解説を行う。 

使用教材 光文社新書「東大教養囲碁講座」 

1 
講義内容 囲碁の歴史と基本ルール 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第１章１～３に目を通し講義の目的を理解する。 1.5時間 
復習 囲碁の基本的なルールを理解する。 1.5時間 

2 
講義内容 ルールの復習（１） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第２章１－１～１－３に目を通し基本ルールを確認する。 1.5時間 
復習 囲碁の５つの基本ルールを理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 ルールの復習（２） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第２章１－４～１―５に目を通し基本ルールを確認する。 1.5時間 
復習 打てない場所、打てる場所を理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 ルールの復習及び初歩技術（１） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第Ｐ９７に目を通し、囲碁の打ち方のポイントを確認する。 1.5時間 
復習 基本的な３つの心得を理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 ルールの復習及び初歩技術（２） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第３章２に目を通し、石の取り方を確認する。 1.5時間 
復習 取れている石、シチョウを理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 問題演習 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第２章１～２に目を通し基本的な考え方を理解する。 1.5時間 
復習 地の数え方、石のつながりを理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 技術の解説（１） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P１８８～１９９に目を通し終盤の考え方を確認する。 1.5時間 
復習 １９路盤の終盤の考え方を理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 技術の解説（２） 
該当する到達目標 予習 教科書Ｐ１７３～１８８に目を通し中盤の考え方を確認する。 1.5時間 
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1,2 復習 １９路盤の中盤の考え方を理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 技術の解説（３） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書Ｐ１５８～１７２に目を通し序盤の考え方を確認する。 1.5時間 
復習 １９路盤の序盤の考え方を理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 ９子局の解説・連碁（対局） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第５章１に目を通し９子局の打ち方を理解する。 1.5時間 
復習 ９子局の打ち方を理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 技術の解説（４） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書Ｐ２０７～２２０に目を通し決め打ち碁のポイントを理解する。 1.5時間 
復習 隅の死活を理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 技術の解説（５）とペア碁 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第４章に目を通し、１９路盤の考え方を理解する。 1.5時間 
復習 １９路盤の中盤の打ち方を理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 問題演習 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第２章４に目を通し、石の追い方を理解する。 1.5時間 
復習 石の取り方、死活、終局の仕方を理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 技術の解説（６） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書Ｐ２５９～２６７に目を通し、総合的な石の取り方を理解する。 1.5時間 
復習 １９路盤の序盤～中盤の打ち方を理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 代表者対局 まとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第５章１～２に目を通し、９子局の攻め方を理解する。 1.5時間 
復習 ９子局の打ち方を理解する。 1.5時間 

備

考 

囲碁の道具の片づけについても授業の一環である。スチューデントアシスタント（SA）の方がいても、積極的に片

づけに関わること。オフィスアワーは授業の前後 15 分ずつであるが、状況により次回の授業で対応となる場合が

ある。 
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科目名 英語IA（リテラシー） LAL001 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

山田・ヘイ・美由紀 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 大学生に必要とされるリスニング・スキル、コミュニケーション・スキル獲得のための講義を行う。 
到達目標 1. 英語の歌やゲームに親しみ、異文化に対する理解を深める。 

2. 基礎的な英語表現を理解する。 
3. 英語による日常的なコミュニケーション能力を獲得する。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度（10％）と小テスト／課題遂行度（30％）、試験（60％）から総合的に評価する。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメント・添削の上返却する。 
期末試験は採点の後返却する。 

使用教材 特に定めない。 

1 
講義内容 Introduction, rules, Greetings review 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 シラバスを読んで学習内容を把握する 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

2 
講義内容 TV Reporter pair work unit 1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

3 
講義内容 TV Reporter pair work unit 2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

4 
講義内容 be 動詞 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

5 
講義内容 Greetings unit 1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

6 
講義内容 Greetings unit 2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

7 
講義内容 He, She, It 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

8 
講義内容 過去形 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

9 講義内容 Songs and Poems 
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該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

10 
講義内容 “My Town” Listening unit 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

11 
講義内容 “ing” Form 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

12 
講義内容 Body Parts Unit  
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

13 
講義内容 Body Parts Songs 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

14 
講義内容 Opposite unit and Games 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

15 
講義内容 “Words Game” Team Contest 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

備

考 
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科目名 英語IB（リテラシー） LAL001 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

Stacy Clause 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 This class’s goal is to help students to use basic conversational English. We will also learn about and 

discuss issues in global health. Class participation and discussion are essential components of this 
course.  

到達目標 1. To foster a positive attitude toward communication through English. 
2. To understand issues in global health. 
3. To develop lifelong skills for learning English 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 平常点40%（単語試験、提出物など）、発表30%, 定期試験30%を総合的に評価する。 
Quizzes or homework due every week based on previous lesson. 

課題に対する

フィードバック 

レポートは添削・コメントを付した後返却する。 
期末試験は採点後返却する。 

使用教材 Provided by instructor 

1 
講義内容 Introductions, greetings 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare presentation 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

2 
講義内容 About me/my hometown presentation 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

3 
講義内容 Practical English: Explanations -how to use something  
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

4 
講義内容 Practical English: Asking and giving information  
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

5 
講義内容 Practical English: compliments, apologies and other speech acts 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

6 
講義内容 Lifelong learning: Movies/TV 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

7 
講義内容 Lifelong learning: Metaphors in songs  
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

8 
講義内容 Lifelong learning: Movies/TV  
該当する到達目標 予習 Prepare activity 1.0時間 
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1, 2, 3 復習 Review new words and phrases 1.0時間 

9 
講義内容 Lifelong learning: Songs (part 2) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

10 
講義内容 Practical English: Getting around -at the hotel, restaurant, airport 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

11 
講義内容  Presentation on an English speaking country 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

12 
講義内容 Current health issues (Public Service announcements) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

13 
講義内容 Comparative issues in medicine: technology 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Take notes on TED talk 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

14 
講義内容 Comparative issues in medicine: global health 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Take notes on TED talk 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

15 
講義内容 Future of medicine: class presentations 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Complete presentation with group 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

備

考 

研究室：9号館307研究室 
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科目名 英語IC（リテラシー） LAL001 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

クリストファー・ターン 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 英語をコミュニケーションの道具としてとらえ、英語によるコミュニケーション能力基礎の確立を目指す。この

目的のために、まずジェスチャーや one word English、one phrase Englishから始めて、便利かつ最低限

必要な英語表現を繰り返し練習する。複雑な文法や話法を無視してこうした練習を繰り返すことで、気楽に感

じたことをそのまま口に出すくせをつけさせたい。授業は主に教員が自ら用意した教材を用いて行うが、ゲ

ーム、ペアワーク、写真、ビデオ、音楽等を多く利用して、学生が積極的に授業に参加できるような雰囲気を

つくっていきたい。発表の機会が増えると思う。学生の習熟度に応じ、講義のレベルを調整していく。 
到達目標 1. 英語によるコミュニケーション能力の基礎を確立する。 

2. 英語による口語表現に親しむ。 
3. 英語によるプレゼンテーションを行う。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 期末試験 50％  平常点 50％（授業への参加度、発言、発表課題など）の総合評価とする。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメント・添削の上返却する。 
期末試験は採点の後返却する。 

使用教材 特に定めない。 

1 
講義内容 イントロダクション：講義の解説・自己紹介 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 シラバスを読んで学習内容を確認しておく 1.5時間 
復習 口語表現の復習 1.5時間 

2 
講義内容 自己紹介してみよう 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

3 
講義内容 サバイバル・イングリッシュ ① Where do I get the bus? 道案内等 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

4 
講義内容 サバイバル・イングリッシュ ② Could you repeat that? 予約等 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

5 
講義内容 便利な one phrase English ① How is your family? 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

6 
講義内容 便利な one phrase English ② Where do you live? 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

7 
講義内容 英語の話し方・意思の伝え方 
該当する到達目標 予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
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1, 2, 3 復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

8 
講義内容 英語と日本語の違い 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

9 
講義内容 外国について知ろう 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 外国について調べてくる 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

10 
講義内容 外国や日本について知ろう 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 外国と日本の比較点をまとめる 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

11 
講義内容 外国や日本について話そう 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

12 
講義内容 英語だけで１時間過ごしてみよう（Q & A） 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 質問内容を考えてくる 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

13 
講義内容 英語だけで１時間過ごしてみよう（何かを説明する） 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 プレゼンテーションの準備 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

14 
講義内容 大学生活についてのスモール・トーク 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 ブレゼンテーションの準備 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

15 
講義内容 英語でプレゼンテーションにチャレンジにしてみよう 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 ブレゼンテーションの準備 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜日3限、金曜日3限 
メールアドレス：tarn@takasaki-u.ac.jp 
研究室：1号館3階315研究室 
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科目名 英語IIA（リテラシー） LAL002 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

クリストファー・ターン 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 英語をコミュニケーションの道具としてとらえ、英語によるコミュニケーション能力基礎の確立を目指す。この

目的のために、まずジェスチャーや one word English、one phrase Englishから始めて、便利かつ最低限

必要な英語表現を繰り返し練習する。複雑な文法や話法を無視してこうした練習を繰り返すことで、気楽に感

じたことをそのまま口に出すくせをつけさせたい。授業は主に教員が自ら用意した教材を用いて行うが、ゲ

ーム、ペアワーク、写真、ビデオ、音楽等を多く利用して、学生が積極的に授業に参加できるような雰囲気を

つくっていきたい。発表の機会が増えると思う。学生の習熟度に応じ、講義のレベルを調整していく。 
到達目標 1. 英語によるコミュニケーション能力の基礎を確立する。 

2. 英語による口語表現に親しむ。 
3. 英語によるプレゼンテーションを行う。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 期末試験 50％  平常点 50％（授業への参加度、発言、発表課題など）の総合評価とする。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメント・添削の上返却する。 
期末試験は採点の後返却する。 

使用教材 特に定めない。 

1 
講義内容 イントロダクション：講義の解説・自己紹介 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 シラバスを読んで学習内容を確認しておく 1.5時間 
復習 口語表現の復習 1.5時間 

2 
講義内容 自己紹介してみよう 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

3 
講義内容 サバイバル・イングリッシュ ① Where do I get the bus? 道案内等 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

4 
講義内容 サバイバル・イングリッシュ ② Could you repeat that? 予約等 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

5 
講義内容 便利な one phrase English ① How is your family? 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

6 
講義内容 便利な one phrase English ② Where do you live? 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

7 
講義内容 英語の話し方・意思の伝え方 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 
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8 
講義内容 英語と日本語の違い 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

9 
講義内容 外国について知ろう 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 外国について調べてくる 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

10 
講義内容 外国や日本について知ろう 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 外国と日本の比較点をまとめる 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

11 
講義内容 外国や日本について話そう 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 スピーチの準備・練習 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

12 
講義内容 英語だけで１時間過ごしてみよう（Q & A） 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 質問内容を考えてくる 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

13 
講義内容 英語だけで１時間過ごしてみよう（何かを説明する） 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 プレゼンテーションの準備 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

14 
講義内容 大学生活についてのスモール・トーク 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 ブレゼンテーションの準備 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

15 
講義内容 英語でプレゼンテーションにチャレンジにしてみよう 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 ブレゼンテーションの準備 1.5時間 
復習 新出表現の復習・発音の確認 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜日3限、金曜日3限 
メールアドレス：tarn@takasaki-u.ac.jp 
研究室：1号館3階315研究室 
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科目名 英語IIB（リテラシー） LAL002 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

ベアリー・キース 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 本講義の目的は学生の英語力を総合的に向上させることとともに学生の語彙力を高めることである。また、

英語の本（多読教材）を読むことによって異文化理解や学生の教養を涵養する。英語を流暢に読めるように、

読む速度を高めることに主眼を置く。具体的に、英語読本の「多読」を始め、語彙学習や速読訓練やリーディ

ング・サークルでそれらについてグループ・ディスカッションし、自らの意見や解釈を発表することが主であ

る。 
到達目標 1. 英語を読む速度が早くなる（一分間250語を目指す）。 

2. グループ・ディスカッションし、自らの意見や解釈を発表することができる。 
3. 英単語の語彙力を 200以上増やすこと。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度（10％）と小テスト／課題遂行度（30％）、試験（60％）から総合的に評価する。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメント・添削の上返却する。 
期末試験は採点の後返却する。 

使用教材 Paul Nation (2007), Reading for Speed and Fluency 2 (Compass Publishing Japan), 1,900円 

1 

講義内容 Reading for Speed & Fluency 1; Vocabulary Test; Oxford Reading Level Test, Moodle 
Orientation 

該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 シラバスの確認 1.5時間 
復習 語彙を確認し、多読プログラムを進める 1.5時間 

2 
講義内容 Reading for Speed & Fluency 2; Hand in Vocabulary Test & Oxford Reading Level Test Results 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

3 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 3; Book Spot 1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

4 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 4; Reading Circle #1-1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

5 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 5; Reading Circle #1-2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

6 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 6; Book Spot 2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

7 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 7; Reading Circle #2-1 
該当する到達目標 予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
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1, 2, 3 復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

8 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 8; Reading Circle #2-2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

9 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 9; Book Spot 3 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

10 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 10; Reading Circle #3-1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

11 

講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 11; Reading Circle #3-2; Reading list for Final 
Test 

該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

12 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 12; Book Spot 4 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

13 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 13; Reading Circle #4-1; Sign-up for Final Test 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

14 

講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 14; Reading Circle #4-2; Hand in Oxford 
Reading Level #2; Confirm Final Test 

該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

15 
講義内容 Reading for Speed & Fluency 15; Final Test & Reflection Paper 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

備

考 

 

 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

69 
 

 
科目名 英語IIC（リテラシー） LAL002 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

ジム・ヘイ 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 大学生に必要とされるリスニング・スキル、コミュニケーション・スキル獲得のための講義を行う。 
到達目標 1. 英語の歌やゲームに親しみ、異文化に対する理解を深める。 

2. 基礎的な英語表現を理解する。 
3. 英語による日常的なコミュニケーション能力を獲得する。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度（10％）と小テスト／課題遂行度（30％）、試験（60％）から総合的に評価する。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメント・添削の上返却する。 
期末試験は採点の後返却する。 

使用教材 特に定めない。 

1 
講義内容 Introduction, rules, Greetings review 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 シラバスを読んで学習内容を把握する 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

2 
講義内容 TV Reporter pair work unit 1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

3 
講義内容 TV Reporter pair work unit 2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

4 
講義内容 be 動詞 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

5 
講義内容 Greetings unit 1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

6 
講義内容 Greetings unit 2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

7 
講義内容 He, She, It 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

8 
講義内容 過去形 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

9 講義内容 Songs and Poems 
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該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

10 
講義内容 “My Town” Listening unit 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

11 
講義内容 “ing” Form 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

12 
講義内容 Body Parts Unit  
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

13 
講義内容 Body Parts Songs 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

14 
講義内容 Opposite unit and Games 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

15 
講義内容 “Words Game” Team Contest 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

備

考 
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科目名 英語IIIA（リテラシー） LAL003 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

Stacy Clause 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 This class’s goal is to help students to use basic conversational English. We will also learn about and 

discuss issues in global health. Class participation and discussion are essential components of this 
course.  

到達目標 1. To foster a positive attitude toward communication through English. 
2. To understand issues in global health. 
3. To develop lifelong skills for learning English 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 平常点40%（単語試験、提出物など）、発表30%, 定期試験30%を総合的に評価する。 
Quizzes or homework due every week based on previous lesson. 

課題に対する

フィードバック 

レポートは添削・コメントを付した後返却する。 
期末試験は採点後返却する。 

使用教材 Provided by instructor 

1 
講義内容 Introductions, greetings 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare presentation 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

2 
講義内容 About me/my hometown presentation 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

3 
講義内容 Practical English: Explanations -how to use something  
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

4 
講義内容 Practical English: Asking and giving information  
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

5 
講義内容 Practical English: compliments, apologies and other speech acts 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

6 
講義内容 Lifelong learning: Movies/TV 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

7 
講義内容 Lifelong learning: Metaphors in songs  
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

8 
講義内容 Lifelong learning: Movies/TV  
該当する到達目標 予習 Prepare activity 1.0時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

72 
 

1, 2, 3 復習 Review new words and phrases 1.0時間 

9 
講義内容 Lifelong learning: Songs (part 2) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

10 
講義内容 Practical English: Getting around -at the hotel, restaurant, airport 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

11 
講義内容  Presentation on an English speaking country 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

12 
講義内容 Current health issues (Public Service announcements) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Prepare activity 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

13 
講義内容 Comparative issues in medicine: technology 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Take notes on TED talk 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

14 
講義内容 Comparative issues in medicine: global health 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Take notes on TED talk 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

15 
講義内容 Future of medicine: class presentations 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Complete presentation with group 1.0時間 
復習 Review new words and phrases 1.0時間 

備

考 

研究室：9号館307研究室 
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科目名 英語IIIB（リテラシー） LAL003 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

ジム・ヘイ 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 大学生に必要とされるリスニング・スキル、コミュニケーション・スキル獲得のための講義を行う。 
到達目標 1. 英語の歌やゲームに親しみ、異文化に対する理解を深める。 

2. 基礎的な英語表現を理解する。 
3. 英語による日常的なコミュニケーション能力を獲得する。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度（10％）と小テスト／課題遂行度（30％）、試験（60％）から総合的に評価する。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメント・添削の上返却する。 
期末試験は採点の後返却する。 

使用教材 特に定めない。 

1 
講義内容 Introduction, rules, Greetings review 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 シラバスを読んで学習内容を把握する 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

2 
講義内容 TV Reporter pair work unit 1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

3 
講義内容 TV Reporter pair work unit 2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

4 
講義内容 be 動詞 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

5 
講義内容 Greetings unit 1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

6 
講義内容 Greetings unit 2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

7 
講義内容 He, She, It 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

8 
講義内容 過去形 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

9 講義内容 Songs and Poems 
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該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

10 
講義内容 “My Town” Listening unit 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

11 
講義内容 “ing” Form 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

12 
講義内容 Body Parts Unit  
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

13 
講義内容 Body Parts Songs 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

14 
講義内容 Opposite unit and Games 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

15 
講義内容 “Words Game” Team Contest 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 アクティビティの準備 1.5時間 
復習 新出単語・表現の復習 1.5時間 

備

考 
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科目名 英語IIIC（リテラシー） LAL003 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

ベアリー・キース 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 本講義の目的は学生の英語力を総合的に向上させることとともに学生の語彙力を高めることである。また、

英語の本（多読教材）を読むことによって異文化理解や学生の教養を涵養する。英語を流暢に読めるように、

読む速度を高めることに主眼を置く。具体的に、英語読本の「多読」を始め、語彙学習や速読訓練やリーディ

ング・サークルでそれらについてグループ・ディスカッションし、自らの意見や解釈を発表することが主であ

る。 
到達目標 1. 英語を読む速度が早くなる（一分間250語を目指す）。 

2. グループ・ディスカッションし、自らの意見や解釈を発表することができる。 
3. 英単語の語彙力を 200以上増やすこと。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度（10％）と小テスト／課題遂行度（30％）、試験（60％）から総合的に評価する。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメント・添削の上返却する。 
期末試験は採点の後返却する。 

使用教材 Paul Nation (2007), Reading for Speed and Fluency 2 (Compass Publishing Japan), 1,900円 

1 

講義内容 Reading for Speed & Fluency 1; Vocabulary Test; Oxford Reading Level Test, Moodle 
Orientation 

該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 シラバスの確認 1.5時間 
復習 語彙を確認し、多読プログラムを進める 1.5時間 

2 
講義内容 Reading for Speed & Fluency 2; Hand in Vocabulary Test & Oxford Reading Level Test Results 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

3 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 3; Book Spot 1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

4 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 4; Reading Circle #1-1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

5 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 5; Reading Circle #1-2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

6 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 6; Book Spot 2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

7 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 7; Reading Circle #2-1 
該当する到達目標 予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
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1, 2, 3 復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

8 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 8; Reading Circle #2-2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

9 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 9; Book Spot 3 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

10 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 10; Reading Circle #3-1 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

11 

講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 11; Reading Circle #3-2; Reading list for Final 
Test 

該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

12 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 12; Book Spot 4 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

13 
講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 13; Reading Circle #4-1; Sign-up for Final Test 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

14 

講義内容 Vocabulary Quiz; Reading for Speed & Fluency 14; Reading Circle #4-2; Hand in Oxford 
Reading Level #2; Confirm Final Test 

該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

15 
講義内容 Reading for Speed & Fluency 15; Final Test & Reflection Paper 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 多読プログラムを進める 1.5時間 
復習 リフレクションと語彙 1.5時間 

備

考 
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科目名 英語IVA（リテラシー） LAL004 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

柳澤 順一 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 大学生に必要とされるリスニング・スキル、コミュニケーション・スキル獲得のための講義を行う。 
到達目標 1. グローバル化する社会で必要とされる異文化理解を深め、国際感覚を身につける。 

2. 基礎的な日常的実用英語表現を習得する。 
3. これからの国際社会において必要とされるリスニング・スキル、コミュニケーション・スキルを向上させる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 平常点50%（授業への参加度、単語試験、提出物など）、定期試験50%を総合的に評価する。 
課題に対する

フィードバック 

レポートは評価またはショートコメントを付した後返却する（学期末課題については返却しないことがある）。 
期末試験は採点後、得点を通知する（非常勤のため事務局経由での通知）。 

使用教材 Viva! San Francisco, Hiroto Ohyagi & Timothy Kiggell, Macmillan Language House (1998) ，2,000
円 

1 
講義内容 Introduction (1), Introductory DVD-Watching 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 特になし 0時間 
復習 プリント練習問題の解法 2.0時間 

2 
講義内容 Introduction (2), 英検CATの利用法 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 特になし 0時間 
復習 英検CATの当該パートにアクセス 2.0時間 

3 
講義内容 Chapter 1 Where Do I Get the Bus? 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成 1.5時間 

4 
講義内容 Chapter 2 Do You Have a Reservation Ma’am? 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成 1.5時間 

5 
講義内容 Chapter 3 Could You Repeat That? 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成 1.5時間 

6 
講義内容 Chapter 4 I’ll Take the Wrangler Convertible 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成 1.5時間 

7 
講義内容 Chapter 5 Would You Like Soup or Salad? 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成 1.5時間 

8 
講義内容 Review of Chapters 1-5; Additional DVD-Watching (1) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Chapter 1-5の重要語句の暗唱 1.5時間 
復習 練習問題プリントの解法、Communication Focus 1-5の表現を整理 1.5時間 
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9 
講義内容 Additional DVD-Watching (2) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 特になし   0時間 
復習 練習問題プリントの解法 2.0時間 

10 
講義内容 Chapter 6 Where’s the Fitting Room? 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成 1.5時間 

11 
講義内容 Chapter 7 Would You Mind Taking My Picture? 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成 1.5時間 

12 
講義内容 Chapter 8 Good to See You! 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成 1.5時間 

13 
講義内容 Chapter 9 I Enjoyed My Stay 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成 1.5時間 

14 
講義内容 Chapter 10 Aisle Seat, Please 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成、 英検CAT ポートフォリオ作成 1.5時間 

15 
講義内容 Review of Chapters 6-10; Chapter 11 You Are One of the Family Now 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 1st & 2nd Viewing 精読、Chapter 6-10の重要語句を暗唱 1.5時間 
復習 Face the Cameraサマリー作成、 Communication Focus 6-10の表現を整理 1.5時間 

備

考 
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科目名 英語IVB（リテラシー） LAL004 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

岡田 和子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年  後期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 大学生に必要とされる基礎的な英語運用能力のうち、とりわけリーディング・スキル獲得のための講義を行

う。 
到達目標 1. 大学生レベルの英文を読むための、基礎的な語彙を獲得する。 

2. 福祉に関する英文読解のためのリーディング・スキルを獲得する。 
3. リスニング・ライティング・コミュニケーション等の総合的な英語運用能力を高める。 

学位授与方針と

の対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 平常点50%（授業への参加度、単語試験、提出物など）、定期試験50%を総合的に評価する。 
課題に対する 

フィードバック 

レポートは添削・コメントを付した後返却する。 
期末試験は採点後返却する。 

使用教材 J. Knudsen 他著，『Tender Loving Care：介護医療の心得』（南雲堂），2001年，1,600円 

1 
講義内容 Burnout 鬱病 (1) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 本文を訳してくる 1.5時間 
復習 本文の書き取りをする 1.5時間 

2 
講義内容 Burnout 鬱病(2) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 単語と表現、及び文法の確認 1.5時間 
復習 本文の暗記をする 1.5時間 

3 
講義内容 Vital Signs 生命徴候 (1) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 本文を訳してくる 1.5時間 
復習 本文の書き取りをする 1.5時間 

4 
講義内容 Vital Signs 生命徴候(2) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 単語と表現、及び文法の確認 1.5時間 
復習 本文の暗記をする 1.5時間 

5 
講義内容 Helping Patients Help Themselves やり過ぎは駄目 (1) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 本文を訳してくる 1.5時間 
復習 本文の書き取りをする 1.5時間 

6 
講義内容 Helping Patients Help Themselves やり過ぎは駄目  (2) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 単語と表現、及び文法の確認 1.5時間 
復習 本文の暗記をする 1.5時間 

7 
講義内容 Alzheimer’s アルツハイマー (1) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 本文を訳してくる 1.5時間 
復習 本文の書き取りをする 1.5時間 

8 
講義内容 Alzheimer’s アルツハイマー (2) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 単語と表現、及び文法の確認 1.5時間 
復習 本文の暗記をする 1.5時間 
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9 
講義内容 文法・単語チェック 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 これまでの内容を見直してくる 1.5時間 
復習 暗記の復習をする 1.5時間 

10 
講義内容 日本人の遺伝子的特徴～院内学級のために (1) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 テキストを訳してくる 1.5時間 
復習 単語と表現、及び文法の確認 1.5時間 

11 
講義内容 日本人の遺伝子的特徴～院内学級のために (2) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 テキストを訳してくる 1.5時間 
復習 単語と表現、及び文法の確認 1.5時間 

12 
講義内容 Have a Merry Christmas! ～院内学級のために (3) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 テキストを訳してくる 1.5時間 
復習 単語と表現、及び文法の確認 1.5時間 

13 
講義内容 ヨーロッパのクリスマス～院内学級のために (4) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 テキストを訳してくる 1.5時間 
復習 単語と表現、及び文法の確認 1.5時間 

14 
講義内容 Hygiene 身だしなみ (1) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 本文を訳してくる 1.5時間 
復習 本文の書き取りをする 1.5時間 

15 
講義内容 Hygiene 身だしなみ (2) 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 単語と表現、及び文法の確認 1.5時間 
復習 本文の暗記をする 1.5時間 

備

考 

オフィス・アワー火・水曜の 4限まで 
1号館1階の講師室 
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科目名 英語IVC（リテラシー） LAL004 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

飛田ルミ 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 大学生に必要とされる基礎的な英語運用能力のうち、とりわけリーディング・スキル獲得のための講義を行

う。 
到達目標 1. 大学生レベルの英文を読むための、基礎的な語彙を獲得する。 

2. 福祉に関する英文読解のためのリーディング・スキルを獲得する。 
3. リスニング・ライティング・コミュニケーション等の総合的な英語運用能力を高める。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 平常点50%（授業への参加度、単語試験、提出物など）、定期試験50%を総合的に評価する。 
課題に対する

フィードバック 

レポートは添削・コメントを付した後返却する。 
期末試験は採点後返却する。 

使用教材 中野陽子 他著，『英語で学ぶ福祉と社会 English for Human Welfare Studies』（朝日出版社），2016年，

1,800円 

1 
講義内容 ガイダンス Unit 1 Macro-level View on Today’s Aging Society 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

2 
講義内容 Unit 1 Macro-level View on Today’s Aging Society 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

3 
講義内容 Unit 2 What Does Aging Mean? Learning from Older People’s Life Stories 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

4 
講義内容 Unit 2 What Does Aging Mean? Learning from Older People’s Life Stories 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

5 
講義内容 Unit 4 Peer Counseling for Intractable Disease Patients 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

6 
講義内容 Unit 4 Peer Counseling for Intractable Disease Patients 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

7 
講義内容 Listening Corner 1 & 2 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

8 
講義内容 Unit 7 Social Enterprise 
該当する到達目標 予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
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1, 2, 3 復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

9 
講義内容 Unit 7 Social Enterprise 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

10 
講義内容 Unit 9 Social Welfare in Asia and the Pacific 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

11 
講義内容 Unit 9 Social Welfare in Asia and the Pacific 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

12 
講義内容 Unit 11 Pros and Cons of Genetic Testing 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

13 
講義内容 Unit 11 Pros and Cons of Genetic Testing 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

14 
講義内容 Unit 12 Posttraumatic Growth 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

15 
講義内容 Unit 12 Posttraumatic Growth, Listening Corner 3 &4 
該当する到達目標 

1, 2, 3 
予習 Warm-up Activitiesを確認し本文の解釈を進める 1.5時間 
復習 内容理解を深め練習問題を見直す 1.5時間 

備

考 
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科目名 Integrated EnglishⅠ（リテラシー） LAL005 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

クリストファー・ターン 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 本講義では、海外英語研修参加希望者を対象とする。英語による日常英会話レベルのコミュニケーション能

力を獲得することを講義目標とする。 
到達目標 1.コミュニケーションの基礎知識を学ぶ 

2.海外での様々な場面を想定した英会話の練習をする 
3.プレゼンテーションの実践練習を行う 
また、海外英語研修にむけた事前準備や説明も行う。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業内パフォーマンス 90％、提出物10％ 
課題に対する

フィードバック 

レポートにコメントをつけて返却する。個人面接を行う。  

使用教材 開講時に指示する。 

1 
講義内容 What is communication? 
該当する到達目標 

1 
予習 なし 時間 
復習 授業内容についての要約を書く。 1.5時間 

2 
講義内容 Cognitive Psychology: Get to know yourself 
該当する到達目標 

1 
予習 自分自身について書く。 1.5時間 
復習 自分のインターナルコミュニケーションスキルについて書く。 1.5時間 

3 
講義内容 Social skills. 
該当する到達目標 

1 
予習 社会心理学について事前調べを行う。 1.5時間 
復習 改善すべき自分の社会的スキルについて書く。 1.5時間 

4 
講義内容 The power of imagination and innovation 
該当する到達目標 

2 
予習 行きたい国、行きたい理由をあげる。 1.5時間 
復習 その国について調べる。 1.5時間 

5 
講義内容 learning to control a conversation 
該当する到達目標 

2 
予習 言葉が理解できない状況でどのようなコミュニケーションが有効かを考える。 1.5時間 
復習 ホストファミリーとの会話例を考える。 1.5時間 

6 
講義内容 Listening strategies 
該当する到達目標 

2 
予習 訪問国の英語発音について調べる。 1.5時間 
復習 訪問国の短編映画やアニメを見る。 1.5時間 

7 
講義内容 Basic English: Self introduction and first steps for communication in English 
該当する到達目標 

3 
予習 自己紹介文を書く。 1.5時間 
復習 自己紹介文を仕上げる。 1.5時間 

8 
講義内容 Create your own English database 
該当する到達目標 

3 
予習 ノートの準備をする。 1.5時間 
復習 English Database を作成する。 1.5時間 
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9 
講義内容 Meet a foreigner 
該当する到達目標 

2 
予習 外国人ゲストとの会話を考える。 1.5時間 
復習 外国人ゲストとの会話から、スピーキングの課題を見つける。 1.5時間 

10 
講義内容 Speech basics: Talking to an audience 
該当する到達目標 

3 
予習 相手に伝わるプレゼンテーションについて調べる。 1.5時間 
復習 大学紹介についてのパワーポイントプレゼンテーションを作成する。 1.5時間 

11 
講義内容 Presentation 1(power point) 
該当する到達目標 

3 
予習 自分の学科(専門）についてのプレゼンテーションを準備する。 1.5時間 
復習 プレゼンテーションの直しと仕上げをする。 1.5時間 

12 
講義内容 Presentation 2(power point) 
該当する到達目標 

3 
予習 テーマ―についてプレゼンテーションの準備をする。 1.5時間 
復習 プレゼンテーションの直しと仕上げをする。 1.5時間 

13 
講義内容 Make your own textbook 1 
該当する到達目標 

2 
予習 海外研修・ホームステイを想定し自分自身のテキストブックを作成する。 1.5時間 
復習 海外研修・ホームステイを想定し自分自身のテキストブックを作成する。 1.5時間 

14 
講義内容 Do group work to improve your textbook  
該当する到達目標 

2 
予習 グループ毎に各自のテキストブックについて話し合い改善する 1.5時間 
復習 想定した研修やホームステイについてレポートを書く。 1.5時間 

15 
講義内容 Conclusion 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 1～14回の授業の復習をする 1.5時間 
復習 全講義を通して学んだことについてレポートを書く。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜日3限、金曜日3限 
予習復習時間については各自補完すること。 
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科目名 Integrated EnglishⅡ（リテラシー） LAL006 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

真下 裕子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 1単位 
講義目標 実践問題演習を通して、TOEIC テストの全貌と特徴、傾向と対策をおさえるとともに、スコアアップのための

受験のストラテジーも習得する。 
到達目標 1.TOEICの形式と内容を理解できる。 

2.語彙力が身につく。 
3.文法事項を理解できる。 
4.音読トレーニングで英語の音の聞き取りに慣れる。 
5.英文読解力が身につく。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 語彙テスト（５０％）、ミニ模擬テスト（50％）で「評価する。 
総合評価６０％以上を合格とする。 

課題に対する

フィードバック 

前回の授業で学習した語彙を、毎回テストする。 
課題（文法プリント）の解説をする。 

使用教材 TOEICテスト学習スタートブック JMook18（Jリサーチ出版）  
JCBN978-4-86392-270-9- C9482 

1 
講義内容 Introduction （TOEICテストの概略説明と学習法）  
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の前書き、シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 1時間 
復習 講義内容を理解し、TOEICテストの概要と学習法を確認する。 1.5間 

2 
講義内容 Part 1  文法：品詞  
該当する到達目標 

2, 3, 4 
予習 Part 1の語彙の意味を調べる。文法プリントをする。 1時間 
復習 Part 1で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

3 
講義内容 Part 2  文法：名詞を修飾する言葉 
該当する到達目標 

2, 3, 4 
予習 Part 2の語彙の意味を調べる。文法プリントをする。 1時間 
復習 Part 2で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

4 
講義内容 Part 3  文法：動詞の形 
該当する到達目標 

2, 3, 4 
予習 Part 3の語彙の意味を調べる。文法プリントをする。 1時間 
復習 Part 3で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

5 
講義内容 Part 4   文法：時制と仮定法 
該当する到達目標 

2, 3, 4 
予習 Part 4の語彙の意味を調べる。文法プリントをする。 1時間 
復習 Part 4で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

6 
講義内容 Part 5   文法：代名詞 
該当する到達目標 

2, 3, 4 
予習 Part 5の語彙の意味を調べる。文法プリントをする。 1時間 
復習 Part 5で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

7 
講義内容 Part 6   文法：接続詞 
該当する到達目標 予習 Part 6の語彙の意味を調べる。文法プリントをする。 1時間 
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2, 3, 4 復習 Part 6で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

8 
講義内容 Part 7    
該当する到達目標 

2, 4, 5 
予習 Part 7の語彙の意味を調べる。 1時間 
復習 Part 7で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

9 
講義内容 Part 1, 2  文法：分詞 
該当する到達目標 

2, 3, 4 
予習 Part 1, 2の語彙の意味を調べる。文法プリントをする。 1時間 
復習 Part 1, 2で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

10 
講義内容 Part 3, 4  文法：関係詞 
該当する到達目標 

2, 3, 4 
予習 Part 3, 4の語彙の意味を調べる。文法プリントをする。 1時間 
復習 Part 3, 4で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

11 
講義内容 Part 5,6  文法：比較  
該当する到達目標 

2, 3, 4 
予習 Part 5, 6の語彙の意味を調べる。文法プリントをする。 1時間 
復習 Part 5, 6で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

12 
講義内容 Part 7   文法：語法 
該当する到達目標 

2, 3, 4 
予習 Part 7の語彙の意味を調べる。文法プリントをする。 1時間 
復習 Part 7で学習した語彙を覚える。問題文を音読する。 1.5時間 

13 
講義内容 ミニ模擬テスト（リスニング） 
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4, 5 
予習 Part 1-4 のリスニング問題を練習する。 1時間 
復習 リスニング問題の確認をする。 1.5時間 

14 
講義内容 ミニ模擬テスト（リーディング） 
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4, 5 
予習 Part 5-7 のリーディング問題を練習する。 1時間 
復習 リーディング問題の確認をする。 1.5時間 

15 
講義内容 模擬テストの解答と解説 
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4, 5 
予習 リスニング問題、リーディング問題を練習する。 1時間 
復習 解説を聞いて理解し、間違えたところを確認する。 1.5時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 ドイツ語（リテラシー） LAL007 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

出雲 春明 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 初習者がドイツ語に親しみ、講義終了後も学習を持続していくための足がかりを築く。 
到達目標 1.ドイツ語を正確に発音し、聞き取ることができる。 

2.初級文法を用いて基本的な会話を行い、読み書きすることができる。 
学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業への参加とその態度（20％）、小テスト・期末テスト（80％）で評価する。 
課題に対する

フィードバック 

質問は随時受け付ける。 

使用教材 羽根田知子・熊谷知実『ネコと学ぶドイツ語』、三修社（¥2,400）。なお、必要に応じて別途資料を配付する。 

1 
講義内容 ガイダンス―日常のなかのドイツ語と、ドイツ語のアルファベット― 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスを読み講義内容を理解する。テキストをLektion1に目を通しておく。 1時間 
復習 アルファベットの読みを声に出して練習する。 1.5時間 

2 
講義内容 Lektion1 母音の発音 
該当する到達目標 

1 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 テキストと配付した資料を用いて発音練習をしておくこと。 1.5時間 

3 
講義内容 Lektion1 子音の発音 (1) 
該当する到達目標 

1 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 テキストと配付した資料を用いて発音練習をしておくこと。 1.5時間 

4 
講義内容 Lektion1 子音の発音 (1) 
該当する到達目標 

1 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 テキストと配付した資料を用いて発音練習をしておくこと。 1.5時間 

5 
講義内容 Lektion1 特殊な発音 
該当する到達目標 

1 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 テキストと配付した資料を用いて発音練習をしておくこと。 1.5時間 

6 
講義内容 Lektion2 ドイツ語でのあいさつ、一般動詞の特徴とその人称変化 (1) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 声に出して挨拶の練習をしてみる。 1.5時間 

7 
講義内容 Lektion2 ドイツ語の一般動詞の特徴とその人称変化 (2) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 テキストに出てくる動詞を用いて人称変化の練習をしておくこと。 1.5時間 

8 
講義内容 Lektion2 ドイツ語の平叙文、疑問文、否定文、命令文 (1) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 テキストに出てくる語句を用いて、ドイツ語での作文を練習しておくこと。 1.5時間 

9 
講義内容 Lektion2 ドイツ語の平叙文、疑問文、否定文、命令文 (2) 
該当する到達目標 予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

88 
 

1,2 復習 作文の練習だけでなく、CDの音声を参照しながら、正しい発音か確認しておく。 1.5時間 

10 
講義内容 Lektion3 ドイツ語の数字、sein動詞の特徴とその人称変化 (1) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 ドイツ語の数字を声に出して練習すること。sein動詞の変化を確認しておくこと。 1.5時間 

11 
講義内容 Lektion3 sein動詞の特徴とその人称変化 (2) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 sein動詞の使い方をテキストの語句を用いて練習しておくこと。 1.5時間 

12 
講義内容 Lektion3 habenの特徴とその人称変化 (1) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 habenの変化を確認、練習しておくこと。 1.5時間 

13 
講義内容 Lektion3 habenの特徴とその人称変化 (2) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 habenの使い方をテキストの語句を用いて練習しておくこと。 1.5時間 

14 
講義内容 Lektion4 ドイツ語の名詞には性別がある (1) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 ドイツ語の名詞には男性、女性、中性名詞の区別があることを理解すること。 1.5時間 

15 
講義内容 Lektion4 ドイツ語の名詞には性別がある (2) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキストを読み、付属のCDを聞いておくこと。 1時間 
復習 それぞれの名詞の性別について確認しておく。 1.5時間 

備

考 

予習としてはシラバスを参考にテキストの該当部分に目を通しておくこと。余裕があれば単語の意味を調べておくと

よい。語学は積み重ねが大切なので一つ一つの事項をきちんと復習しておくこと。特に、発音に関してはテキスト

付属のCDを用いて確認し、おろそかにしないこと。 
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科目名 フランス語（リテラシー） LAL008 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

カディオンボ・アナスタシア 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 フランス語に興味を持ってもらう 
到達目標 1.基本の読み書きができる 

2.初級文法を用いて基本的な会話を行い、フランス語検定5級合格レベルに到達する 
学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験80％、宿題20％ 
課題に対する

フィードバック 

宿題にコメントをつけて返却する。 
 

使用教材 「ゼロからは始める書き込み式フランス語BOOK」成美堂出版 

1 
講義内容 アルファベットとつづり字記号、発音 
該当する到達目標 

1 
予習 テキストやシラバスを読んでおく 1.5時間 
復習 テキストを読んでくる 1.5時間 

2 
講義内容 リエゾンとアンシュヌマン 
該当する到達目標 

1 
予習 テキストの単語を辞書で女性名詞か男性名詞か調べてくる 1.5時間 
復習 テキストを読んでくる、宿題を出すのでやってくる 1.5時間 

3 
講義内容 名詞（性）と冠詞、数字 
該当する到達目標 

1 
予習 テキスト上のそれぞれの名詞に対して、冠詞を書いてくる 1.5時間 
復習 宿題を出すのでやってくる 1.5時間 

4 
講義内容 母音の発音 
該当する到達目標 

1 
予習 テキストを読んでくる、テキスト付属のＣＤを聴いてくる 1.5時間 
復習 発音練習をしてくる 1.5時間 

5 
講義内容 子音の発音 
該当する到達目標 

1 
予習 テキストを読んでくる、テキスト付属のＣＤを聴いてくる 1.5時間 
復習 発音練習をしてくる 1.5時間 

6 
講義内容 あいさつ表現 
該当する到達目標 

2 
予習 テキストを読んでくる、テキスト付属のＣＤを聴いてくる 1.5時間 
復習 発音練習をしてくる 1.5時間 

7 
講義内容 依頼の表現 
該当する到達目標 

2 
予習 自分の依頼表現を使う場面を考えてくる 1.5時間 
復習 発音練習をしてくる 1.5時間 

8 
講義内容 Be動詞（ê tre） 
該当する到達目標 

2 
予習 テキストを読んでくる 1.5時間 
復習 宿題を出すのでやってくる 1.5時間 

9 
講義内容 Have（avoir）動詞 
該当する到達目標 予習 テキストを読んでくる 1.5時間 
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2 復習 全員の自己紹介文を覚えてくる。練習をしてくる 1.5時間 

10 
講義内容 第1群規則動詞（-er動詞） 
該当する到達目標 

2 
予習 テキストを読んでくる 1.5時間 
復習 自分の好きなものと嫌いなものをフランス語で書いてくる 1.5時間 

11 
講義内容 否定文 
該当する到達目標 

2 
予習 第８～１０回授業の復習をしてくる 1.5時間 
復習 自分で否定文を作成し、書いてくる。発音練習をする 1.5時間 

12 
講義内容 時刻・年齢の表現 
該当する到達目標 

2 
予習 第３回授業の復習をしてくる 1.5時間 
復習 時刻をフランス語で書いてくる 1.5時間 

13 
講義内容 第2群規則動詞（-ir動詞） 
該当する到達目標 

2 
予習 テキストを読んでくる 1.5時間 
復習 自分のスケジュールをフランス語でかいてくる 1.5時間 

14 
講義内容 形容詞① 
該当する到達目標 

2 
予習 テキストを読んでくる 1.5時間 
復習 宿題を出すのでやってくる 1.5時間 

15 
講義内容 形容詞② 
該当する到達目標 

2 
予習 テキストを読んでくる 1.5時間 
復習 第１～１５回授業の復習をしてくる 1.5時間 

備

考 

毎回の復習を必ずしてくること。 
コミュニケーションを目的にした授業のため、積極的に会話に参加してほしい。 
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科目名 ポルトガル語（リテラシー） LAL009 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

伊勢島 セリア明美 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 ポルトガル語の基礎文法を習得することを目標とします。又、ブラジルの文化にも触れたいと思います。 
到達目標 1.初歩レベルの日常会話 

2.異文化理解 
学位授与方針

との対応 

 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 小テスト（５０％）及びミニ会話の発表（５０％）で１００％評価。 
総合評価６０％以上を合格とします。 

課題に対する

フィードバック 

会話の発表前に内容を確認し、必要に応じて補足の説明を行います。 

使用教材 教材プリントを配布します。 

1 
講義内容 ガイダンス。アルファベット、挨拶、基本構文。 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 シラバスの内容を読んで、講義の目標などを理解する。 1時間 
復習 会話の発表に向けて、挨拶と自己紹介ができるようにする。 1.5時間 

2 
講義内容 否定文、疑問文、動詞 ser、前置詞 de。 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 動詞 ser の活用形を覚える。 1時間 
復習 疑問文の作り方と答えかたを確認する。 1.5時間 

3 
講義内容 家族や親族の呼び方、所有形容詞。 
該当する到達目標 

1 
予習 所有形容詞の単数形及び家族の呼び方を覚える。 1時間 
復習 家族の紹介とそれぞれの職業を言えるようにする。 1.5時間 

4 
講義内容 形状を表す形容詞①、形容詞の変化。 
該当する到達目標 

1 
予習 形容詞①を覚える。 1時間 
復習 形容詞を使った文型を確認する。 1.5時間 

5 
講義内容 数詞①、名詞の性と数、動詞 ter。 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 動詞 ter の活用形及び数詞（１～１０）を覚える。 1時間 
復習 年齢を表す表現を確認する。 1.5時間 

6 
講義内容 比較の表現、形容詞②、定冠詞。 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 形容詞②を覚える。 1時間 
復習 日本とブラジルを比較する表現を確認する。 1.5時間 

7 
講義内容 動詞 gostar、動詞 preferir 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 動詞 gostar の活用形を覚える。 1時間 
復習 自分の好みを表現できるようにする。 1.5時間 

8 
講義内容 不定冠詞、動詞 querer 
該当する到達目標 

1 
予習 動詞 querer の活用形を覚える。 1時間 
復習 願望を表現できるようにする。 1.5時間 

9 講義内容 動詞 estar、前置詞 em 
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該当する到達目標 

1 
予習 動詞 estar の活用形を覚える。 1時間 
復習 存在を表す表現を確認する。 1.5時間 

10 
講義内容 動詞 ir、前置詞 a、前置詞 de 
該当する到達目標 

1 
予習 動詞 ir の活用形を覚える。 1時間 
復習 行き先を伝える表現を確認する。 1.5時間 

11 
講義内容 数詞②、-ar 動詞  
該当する到達目標 

1 
予習 -ar 動詞の活用の語尾変化を覚える。 1時間 
復習 時間を表現できるようにする。 1.5時間 

12 
講義内容 時の表現①、-er 動詞、前置詞 com 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 -er 動詞の活用の語尾変化を覚える。 1時間 
復習 日課を伝える表現を確認する。 1.5時間 

13 
講義内容 曜日、-ir 動詞、前置詞 em 
該当する到達目標 

1 
予習 曜日の言い方を覚える。 1時間 
復習 曜日の言い方と使いかたを確認する。 1.5時間 

14 
講義内容 時の表現②、月の名前、規則動詞の完全過去形  
該当する到達目標 

1, 2 
予習 規則動詞の完全過去形の変化を覚える。 1時間 
復習 過去の事柄を伝える表現を確認する。 1.5時間 

15 
講義内容 時の表現③、規則動詞の未来形。小テスト。 
該当する到達目標 

1 
予習 規則動詞の未来形の変化を確認する。 1時間 
復習 小テストの解答例を確認する。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：  授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で相談に応じます。 
参考文献 ： ニューエクスプレス ブラジル ポルトガル語  香川正子著  白水社 
             初級 ブラジル ポルトガル語  深沢暁著  東洋書店 
メッセージ：      第２又は第３外国語を話す楽しさを味わえて頂ければ嬉しく思います。 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 中国語（リテラシー） LAL010 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

渡邊 賢 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 中国語を学ぶ上で不可欠である発音とその表記と、また最も基礎的な語彙と構文とを身に付け、簡単なコミ

ュニケーションができる語学力の養成を目指す。同時に中国文化の全般に関する興味を喚起したい。 
到達目標 1.中国の地理、風俗および言語とその多様性を理解する。 

2.中国語音を表記する音声記号を習得する。 
3.中国語音を表記する音声記号を正確に発音する能力を育成する。 
4.中国語音を聞いて、弁別する聴力を育成する。 
5.日常会話に不自由しない程度の語彙と語法とを習得する。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 毎回の小試験20％、発音中間試験30％、学期末筆記試験50％により評価する。 
総合評価60％以上を合格とみなす。 

課題に対する

フィードバック 

毎回の小試験は採点の上、返却する。各自、未熟な点をよく自覚し克服されたい。 

使用教材 教科書『大学一年生のための合格る中国語』小幡敏行著（朝日出版社） 
ISBN97-4-255-45224-1C1087 

1 

講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバス内容、教科書第８頁「中国語について」を読み、講義目標や中国語の特

性などについて理解する。 
 1時間 

復習 不要 0時間 

2 
講義内容 発音の基礎Ⅰ：ピンイン字母、単母音、四声などを学習する。 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 不要 0時間 
復習 授業で学習したことを、毎日、一日10分程度、発音する。 1時間 

3 
講義内容 発音の基礎Ⅱ：複合母音、「声（子音）」の唇音・舌先音・舌根音などを学習する。 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 不要 0時間 
復習 授業で学習したことを、毎日、一日10分程度、発音する。 １時間 

4 
講義内容 発音の基礎Ⅲ：鼻母音、「声（子音）」の舌面音・捲舌音・舌歯音などを学習する。 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 不要 0時間 
復習 授業で学習したことを、毎日、一日10分程度、発音する。 １時間 

5 
講義内容 教科書第１課、名前の聞き方・答え方、人称代名詞などの学習。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第１課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

6 
講義内容 教科書第２課、指示代名詞、「是」を用いた判断文などの学習。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第２課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

7 講義内容 教科書第３課、形容詞述語文や数量表現などの学習。 
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該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第３課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

8 
講義内容 教科書第４課、存在文や構造助詞「的」などの学習。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第２課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

9 
講義内容 教科書第５課、介詞構造や方位詞などの学習。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第５課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

10 
講義内容 教科書第６課、連動文や能願動詞などの学習。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第６課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

11 
講義内容 教科書第７課、数量補語や動態助詞の「了」と語気詞の「了」などの学習。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第７課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

12 
講義内容 教科書第8課、動態助詞「過」や程度補語などについての学習。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第８課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

13 
講義内容 教科書第9課、能願動詞「会」「能」「可以」などについての学習。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第９課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

14 
講義内容 教科書第10課、方向補語や結果補語などについての学習。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第10課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

15 
講義内容 教科書第11課、主述述語文や比較表現などについての学習。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 教科書第10課の本文および新出語句の発音を練習しておく。 0.5時間 
復習 当該課の語彙、語法を理解する。また会話文や例文は毎日繰り返し練習する。 1.5時間 

備

考 

机に向かって学習するには及ばない。通学時などわずかな余暇を利用して、10 分程度で構わぬので、必ず毎日、

口や舌を動かして毎回の授業の内容を消化することが望ましい。また習慣的学習を身に着けたい。毎回の積み重

ねが肝要。後刻、自力でマスターしようとしてもほとんど不可能と心得よ。 
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科目名 ハングル語（リテラシー） LAL011 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

河 正一 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 はじめて韓国語をまなぶ学生を対象とする。表音文字であるハングルの表記を覚え、単語や文章を正確に

発音する練習をする。会話の練習を通して簡単な挨拶や自己紹介、身の回りのものについて覚える。  
到達目標 1.韓国語の文字であるハングルの正確な読み書きができる。 

2.基本文型を身に付けさせて簡単な日常会話ができる。 
3.基本的な韓国語の 4技能の「開く」「話す」「読む」「書く」能力を向上させる。 
4.初級レベルの韓国語運用能力を身につける。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 宿題30％、小テスト 20％、中間・期末試験50％ 
課題に対する

フィードバック 

宿題にはコメントを付けて返却する。 
小テストを毎回返却し解説する。 

使用教材 李淑炫（2011）『チェミナ韓国語―自然に身につく会話と文法 韓国語初級テキスト』白帝社 
ISBN-13：978-4891748593 

1 
講義内容 授業概要、ハングルについて、第１課：母音 
該当する到達目標 

1 
予習 テキストを用意し、12頁〜14頁を読んでくる。韓国語のノートを用意する。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

2 
講義内容 第２課：子音（平音と有声音） 
該当する到達目標 

1 
予習 22頁～25頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

3 
講義内容 第２課：子音（激音と濃音） 
該当する到達目標 

1 
予習 26頁～31頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

4 
講義内容 第３課：パッチム、パッチム 7つの代表音 
該当する到達目標 

1 
予習 32頁～37頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

5 
講義内容 第４課：二重母音、名前を書く、まとめ 
該当する到達目標 

1 
予習 38頁～43頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

6 
講義内容 第５課：発音の変化、発音の基本、パッチム音の変化 
該当する到達目標 

1 
予習 46頁～54頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

7 
講義内容 第６課：主題を表す助詞「〜は」、体言について、指定詞の丁寧な表現Ⅰ 
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4 
予習 56頁～63頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

8 講義内容 第７課：指示代名詞（これ・それ・あれ）、「〜ではありません」 
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該当する到達目標 

1, 2, 3, 4 
予習 64頁～71頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

9 
講義内容 第８課：主語を表す助詞「〜が」、「〜と」、「いる/ある、ない/いない」について、まとめ 
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4 
予習 72頁～81頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

10 
講義内容 第９課：場所や位置を表す表現、数詞Ⅰ 
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4 
予習 82頁～91頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

11 
講義内容 第１０課：用言の丁寧形Ⅰ（改まった表現）、用言の否定形 
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4 
予習 92頁～97頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

12 
講義内容 第１０課：羅列の表現、場所を表す助詞、目的格を表す助詞、まとめ 
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4 
予習 97頁～101頁を読んでくる。まとめ 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

13 
講義内容 第６課～１０課、総合まとめ 
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4 
予習 第6課から第10課まで読んでくる。 1時間 
復習 今まで勉強した内容をもう一度、確認して理解しておく。 1.5時間 

14 
講義内容 第１１課：指定詞（丁寧な表現Ⅱ）逆接を表す表現数詞Ⅱや時間の言い方  
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4 
予習 102頁～105頁を読んでくる。 1時間 
復習 次回、授業内容に係る小テストを実施するので復習をしておくこと。 1.5時間 

15 
講義内容 第１１課：数詞Ⅱや時間の言い方  
該当する到達目標 

1, 2, 3, 4 
予習 106頁～111頁を読んでくる。 1時間 
復習 数詞Ⅰと数詞Ⅱの使い分けや読み方を理解する。 1.5時間 

備

考 

質問等がある場合はhajeongil007@gmail.comまでに連絡すること。 
メールを送る際は「件名」に「高崎健康福祉大学ハングル語：名前」を必ず記入すること。 
必ず予習・復習を行うこと。予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
授業が始まる前に前回の宿題を提出すること。 
授業では、毎回小テストを行う。  
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科目名 コンピュータ入門I（リテラシー） LAL012 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

田村 拓郎 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 コンピュータが扱う数、コンピュータでのデータ表現、計算の基本となる論理演算や論理回路などを学ぶこと

を通じて、コンピュータの動作の本質・背景を理解することができる。 
到達目標 1.コンピュータで扱う数などのデータ表現の基礎を理解できる。 

2.コンピュータの基本構造、動作原理を理解できる。 
3.目的に応じて、情報の収集、処理、発信するための基礎知識を得る。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 課題の提出状況(30%)、筆記試験(60%)、発表の実施評価(10%)を総合的に評価する。 
課題に対する

フィードバック 

試験後に出題意図を解説する。 

使用教材 自作教材を使用する。 

1 
講義内容 講義全体のガイダンス、コンピュータの歴史 
該当する到達目標 

2,3 
予習  0時間 
復習  0時間 

2 
講義内容 コンピュータシステムの基本構成、コンピュータの処理  
該当する到達目標

1,2 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 0.5時間 

3 
講義内容 情報処理の手順、フローチャート 
該当する到達目標

1,2 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 0.5時間 

4 
講義内容 コンピュータが扱うデータ 
該当する到達目標

1,2 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

5 
講義内容 数の表現 2進数 
該当する到達目標

1 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

6 
講義内容 数の表現 8進数、16進数 
該当する到達目標

1 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

7 
講義内容 小数の表現 
該当する到達目標

1 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

8 
講義内容 基数変換 
該当する到達目標

1 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 
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9 
講義内容 四則演算  
該当する到達目標

1 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

10 
講義内容 論理演算 AND、OR、NOT 
該当する到達目標

1 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

11 
講義内容 論理演算 EOR、NAND、NOR  
該当する到達目標

1 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

12 
講義内容 論理回路 
該当する到達目標

1 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

13 
講義内容 加算回路 
該当する到達目標

1 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

14 
講義内容 データと命令 
該当する到達目標

1 

予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

15 
講義内容 講義のまとめ 
該当する到達目標

1,2,3 

予習 これまでに学んだことを復習しておくこと。 1時間 
復習  0時間 

備

考 

予習復習については、試験前の学習で補完すること。  
オフィスアワー：月曜日4限、金曜日 3限 
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科目名 コンピュータ入門II（リテラシー） LAL013 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

田村 拓郎 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 コンピュータとその周辺を理解するために、コンピュータのハードウェアおよび各種の情報関連機器などに

関して、基本的な知識を身につけることを目標とする。 
到達目標 1.コンピュータおよびその周辺機器の基本構造、動作原理を理解できる。 

2.目的に応じて、情報の収集、処理、発信するために必要なものの基礎知識を得る。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 課題の提出状況(30%)、筆記試験(60%)、発表の実施評価(10%)を総合的に評価する。 
課題に対する

フィードバック 

試験後に出題意図を解説する。 
 

使用教材 自作教材を使用する。 

1 
講義内容 講義全体のガイダンス 
該当する到達目標 

 
予習  0時間 
復習  0時間 

2 
講義内容 コンピュータの仕組み 
該当する到達目標 

1,2 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 0.5時間 

3 
講義内容 CPUの仕組み 
該当する到達目標 

1,2 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 0.5時間 

4 
講義内容 記憶媒体の種類と用途 
該当する到達目標 

1,2 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

5 
講義内容 メモリの仕組み 
該当する到達目標 

1,2 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

6 
講義内容 ハードディスクの仕組み 
該当する到達目標 

1,2 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

7 
講義内容 ディスプレイの仕組み 
該当する到達目標 

1,2 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

8 
講義内容 画像データ 
該当する到達目標 

1 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

9 講義内容 プリンタの仕組み 
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該当する到達目標 

1,2 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

10 
講義内容 入力装置の仕組み 
該当する到達目標 

1,2 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

11 
講義内容 ファイルの概念  
該当する到達目標 

1 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

12 
講義内容 保守管理について 
該当する到達目標 

1 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

13 
講義内容 インターネットの仕組み 
該当する到達目標 

1 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

14 
講義内容 ネットワークにおけるセキュリティー 
該当する到達目標 

1 
予習  0時間 
復習 資料を読み講義内容の復習を行なうこと。 1時間 

15 
講義内容 講義のまとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 これまでに学んだことを復習しておくこと。 1時間 
復習  0時間 

備

考 

予習復習については、試験前の学習で補完すること。  
オフィスアワー：月曜日4限、金曜日 3限 
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科目名 コンピュータ実習I（リテラシー） LAL014 実習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

田村 拓郎 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 パソコンはいまや文房具であり、それを使いこなすことはこれからの社会を生き抜く基礎力である。本実習

は文書作成･表計算･プレゼンテーションの各ソフトウェアを使用する確かな基礎力を習得する。 
到達目標 1.PCを自己の目的に合わせて使用することができる。 

2.文書作成ではマイクロソフトのWordを使用してレポート等の作成が、自力でできる。 
3.表計算作成ではマイクロソフトのExcelを使用して、データの整理や集計、グラフ作成ができる。 
4.プレゼンテーションではPowerPointを使用して、プレゼンテーションの作成と実施ができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 課題の提出状況(40%)、提出された課題成果物の出来栄え(50%)、発表の実施評価(10%)を総合的に評価

する。 
課題に対する

フィードバック 

課題の出来によっては、問題点を指摘し再提出を求める。 

使用教材 30時間でマスターOffice2010 実教出版 

1 
講義内容 オリエンテーション、PCログイン方法、eメールの使い方 
該当する到達目標 

1 
予習  0時間 
復習 授業時間外PCの利用、eメールマナー 0.5時間 

2 
講義内容 Windows 操作の基本､文字の入力 、Word 文書作成の基本操作・文字の修飾 
該当する到達目標 

2 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 0.5時間 

3 
講義内容 Word 書式の設定､図表の挿入、Word 文書を用いたプレゼンテーション 
該当する到達目標 

2 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 0.5時間 

4 
講義内容 Word 課題文書の作成、編集､印刷 
該当する到達目標 

2 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

5 
講義内容 Excel 基本操作 データ入力の基礎、基本操作、基本的なﾜｰｸｼｰﾄ編集 
該当する到達目標 

2 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 0.5時間 

6 
講義内容 Excel 基本操作 関数､罫線､ｾﾙ書式の指定 
該当する到達目標 

3 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

7 
講義内容 Excel 基本操作グラフ作成 
該当する到達目標 

3 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

8 講義内容 Excel 基本操作 関数(条件判定､順位づけ) 
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該当する到達目標 

3 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

9 
講義内容 Excel 基本操作 関数を利用した検索 
該当する到達目標 

3 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

10 
講義内容 Excel 基本操作 Excelの便利な機能 
該当する到達目標 

3 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

11 
講義内容 PowerPoint ｽﾗｲﾄﾞ作成の基本操作 
該当する到達目標 

4 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 0.5時間 

12 
講義内容 PowerPoint 図形の描画 
該当する到達目標 

4 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

13 
講義内容 PowerPointプレゼンテーション効果の活用､ｱﾆﾒｰｼｮﾝ設定 
該当する到達目標 

4 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

14 
講義内容 PowerPoint 課題プレゼンテーション資料作成 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 発表予定の資料について準備をしておくこと 1.5時間 
復習 発表資料の作成を行うこと。 3時間 

15 
講義内容 PowerPoint 課題プレゼンテーション実施 
該当する到達目標 

1,4 
予習 発表練習をしておくこと。 0.5時間 
復習  0時間 

備

考 

毎回演習課題を出すため、授業時間外に PC 室を積極的に利用すること。自宅の PC を用いて仕上げて来ても良

い。オフィスアワー：月曜日4限、金曜日 3限 
 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

103 
 

 
科目名 コンピュータ実習II（リテラシー） LAL015 実習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

田村 拓郎 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 パソコンはいまや文房具であり、それを使いこなすことはこれからの社会を生き抜く基礎力である。本実習

は文書作成･表計算･プレゼンテーションの各ソフトウェアを使用する実社会での実践力を養う。 
到達目標 1.PCを自己の目的に合わせて使用することができる。 

2.実社会において、データの整理や集計、グラフ作成ができる。 
3.実社会において、プレゼンテーションの作成と実施ができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 課題の提出状況(40%)、提出された課題成果物の出来栄え(50%)、発表の実施評価(10%)を総合的に評価

する。 
課題に対する

フィードバック 

課題の出来によっては、問題点を指摘し再提出を求める。 

使用教材 30時間でマスターOffice2010 実教出版 

1 
講義内容 講義全体のガイダンス 
該当する到達目標 

 
予習  0時間 
復習  0時間 

2 
講義内容 Excel データ入力  
該当する到達目標

1,2 

予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 0.5時間 

3 
講義内容 Excel ユーザ定義 
該当する到達目標

1,2 

予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 0.5時間 

4 
講義内容 Excel テーブル 
該当する到達目標

1,2 

予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

5 
講義内容 Excel グラフの応用 
該当する到達目標

1,2 

予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 0.5時間 

6 
講義内容 Excel 関数応用(データベース関数) 
該当する到達目標

1,2 

予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

7 
講義内容 Excel マクロ作成 
該当する到達目標

1,2 

予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

8 
講義内容 Excel 実践的表計算処理 
該当する到達目標 予習 これまで学習した内容を復習しておくこと。 1時間 
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1,2 復習 課題を提出すること。 0時間 

9 
講義内容 Excel Wordとの連携、差し込み印刷 
該当する到達目標

1,2 

予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

10 
講義内容 PowerPoint 発表企画 
該当する到達目標 

1,3 
予習 発表課題の企画を行なう。 1時間 
復習  0時間 

11 
講義内容 PowerPoint 全体構成 
該当する到達目標 

1,3 
予習  0時間 
復習 発表資料の作成を行うこと。 1時間 

12 
講義内容 PowerPoint スライドの作成 
該当する到達目標 

1,3 
予習  0時間 
復習 発表資料の作成を行うこと。 1時間 

13 
講義内容 PowerPointプレゼンテーション効果の活用､ｱﾆﾒｰｼｮﾝ設定 
該当する到達目標 

1,3 
予習  0時間 
復習 発表資料の作成を行うこと。 1時間 

14 
講義内容 PowerPoint 発表練習、修正 
該当する到達目標 

1,3 
予習 発表予定の資料について準備をしておくこと 1.5時間 
復習 発表資料の作成を行うこと。 3時間 

15 
講義内容 PowerPoint 課題プレゼンテーション実施 
該当する到達目標 

3 
予習 発表練習をしておくこと。 0.5時間 
復習  0時間 

備

考 

演習課題を出すため、授業時間外にPC室を積極的に利用すること。自宅のPCを用いて仕上げて来ても良い。 
オフィスアワー：月曜日4限、金曜日 3限 
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科目名 世界の社会福祉発達史（専門教養科目） LSH001 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

戸澤 由美恵 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 今日、様々な人が社会福祉を必要としている。社会福祉が、その国の中でどのように発展してきたのか、各

国の歴史的経緯を踏まえて、現状を理解する。 
到達目標 1.視聴覚教材や配布資料等を参考に、その国の歴史や文化、人々の生活のイメージがもてる 

2.歴史的文化的背景を踏まえた、その国の社会福祉制度の発達を理解できる 
3.各国の人々の生活と社会福祉の現状を知リ、自国や自身の生活との共通点・相違点等を考えることができ

る 
学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 1.期末試験で 80％。 
2.提出物(授業時間内に実施するミニレポートやリアクションペーパー)等で 20％ 
3.試験は自筆ノートのみ持ち込み可とする。自筆ノートの作り方は、初回のオリエンテーションで説明する。 
4.自筆ノートの条件を満たしていないものは、持ち込みを不可とする。 
5.再試験は、本試験と同じ問題とし、試験のみで 100点満点中60点以上を可とする。 

課題に対する

フィードバック 

各国につき 1回、ミニレポートの記載を実施する。採点後、必要に応じてコメントを付け、返却する。 

使用教材 教科書は使用しない。 
授業時に資料を印刷して配布する。該当する国の学習回が終わるまで資料を持参すること。 
その他、参考文献等を随時紹介する。 

1 
講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 シラバスを読んで、授業内容や講義の目標などを理解する 0.5時間 
復習 講義内容、到達目標、評価方法などを確認し、全体像を把握する 1時間 

2 
講義内容 アジアの社会福祉—マレーシア① マレーシアの歴史や文化をイメージする 
該当する到達目標 

1 
予習 インターネットや世界史（高校）の教科書・資料を調べ、マレーシアを知る 1時間 
復習 配布資料や映像を元に、マレーシアの新たな側面を確認しノートを整理する 1時間 

3 
講義内容 アジアの社会福祉—マレーシア② マレーシアの社会福祉の考え方を理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 前回作成のノートを元に、歴史的文化的背景を理解する 1時間 
復習 配布資料全てを読み、歴史的文化的背景をふまえたマレーシアの社会福祉観を知る 1時間 

4 
講義内容 アジアの社会福祉—マレーシア③ マレーシアの福祉の現状を知る 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布資料をノートに整理し、マレーシアの社会福祉観を理解する 1時間 
復習 マレーシアの社会福祉の現状を理解し、自分なりの意見や感想を持つ 1時間 

5 
講義内容 西欧の社会福祉—英国① 英国の歴史や文化をイメージする 
該当する到達目標 

1 
予習 インターネットや世界史（高校）の教科書・資料を調べ、英国を知る 1時間 
復習 配布資料や映像を元に、英国の新たな側面を確認・整理する 1時間 

6 
講義内容 西欧の社会福祉—英国② 英国の社会福祉の考え方を理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 前回作成のノートを元に、歴史的文化的背景を理解する 1時間 
復習 配布資料全てを読み、歴史的文化的背景をふまえた英国の社会福祉観を知る 1時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

106 
 

7 
講義内容 西欧の社会福祉—英国③ 英国の福祉の現状を知る 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布資料をノートに整理し、英国の社会福祉観を理解する 1時間 
復習 英国の社会福祉の現状を理解し、自分なりの意見や感想を持つ 1時間 

8 
講義内容 前半のまとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 マレーシア・英国のノート作成を通し、不明な点を確認しておく 1.5時間 
復習 二国の特徴を理解し、日本の社会福祉について自分なりの感想や意見をもつ 1.5時間 

9 
講義内容 北米の社会福祉—アメリカ合衆国① アメリカ合衆国の歴史や文化をイメージする 
該当する到達目標 

1 
予習 インターネットや世界史（高校）の教科書・資料を調べ、アメリカ合衆国を知る 1時間 
復習 配布資料や映像を元に、アメリカ合衆国の新たな側面を確認・整理する 1時間 

10 

講義内容 北米の社会福祉—アメリカ合衆国② アメリカ合衆国の福祉の考え方を理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 前回作成のノートを元に、歴史的文化的背景を理解する 1時間 
復習 配布資料全てを読み、歴史的文化的背景をふまえたアメリカ合衆国の社会福祉観を

知る 
1時間 

11 
講義内容 北米の社会福祉—アメリカ合衆国③ アメリカ合衆国の福祉の現状を知る 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布資料をノートに整理し、アメリカ合衆国の社会福祉観を理解する 1時間 
復習 アメリカ合衆国の社会福祉の現状を理解し、自分なりの意見や感想を持つ 1時間 

12 
講義内容 北欧の社会福祉—スウェーデン① スウェーデンの歴史や文化をイメージする 
該当する到達目標 

1 
予習 インターネットや世界史（高校）の教科書・資料を調べ、マレーシアを知る 1時間 
復習 配布資料や映像を元に、スウェーデンの新たな面を確認・整理する 1時間 

13 

講義内容 北欧の社会福祉—スウェーデン② スウェーデンの福祉の考え方を理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 前回作成のノートを元に、歴史的文化的背景を理解する 1時間 
復習 配布資料全てを読み、歴史的文化的背景をふまえたスウェーデンの社会福祉観を知

る 
1時間 

14 
講義内容 北欧の社会福祉—スウェーデン③ スウェーデンの福祉の現状を知る 
該当する到達目標 

2,3 
予習 配布資料をノートに整理し、スウェーデンの社会福祉観を理解する 1時間 
復習 スウェーデンの社会福祉の現状を理解し、自分なりの意見や感想を持つ 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 アメリカ合衆国・スウェーデンのノート作成を通し、不明な点を確認しておく 1.5時間 
復習 二国の特徴を理解し、日本の社会福祉について自分なりの感想や意見をもつ 1.5時間 

備

考 

予習は、日頃から新聞を読み、ニュースや映画を見るなどして海外情勢や文化などに興味を持つようにしましょう。 
復習は、配布資料や返却されたミニレポート等を確認し、試験前にも行い、不足時間を補うようにしましょう。 
不明な点、疑問点、連絡事項がある場合は、まずはメールで連絡し、訪室してください。 
オフィスアワー：水曜日2限 
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科目名 国際保健医療論（専門教養科目） LSH002 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

望月経子、李孟蓉 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 世界における健康格差の実態を知り、医療従事者として世界平和・全人類の繁栄と福祉を願いつつ国際協

力の必要性と意義を理解し、国際保健医療の活動の場を地球的視野で認識できる。また保健医療分野での

国際協力の理論と実際を学びながら、国際協力に必要な知識や方法を習得できる。 
到達目標 1. 国際保健医療協力の概念を理解する。 

2．保健医療分野での国際協力の必要性と意義を理解する。 
3．世界の健康問題がわかり、それらに対する国際的戦略および課題を理解する。 
4．異文化を理解し、異文化適応のプロセスを理解する。 
5．国際保健医療協力の実践手法を理解する。 
6．在留外国人への健康支援を考察する。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 レポート課題70％、授業参加度30％ 
課題に対する

フィードバック 

レポートはコメントを付けて返却する。 
レポートの中でみられた疑問や課題を授業の中で再確認する。 

使用教材 配布資料 

1 
講義内容 国際保健医療協力の概念 
該当する到達目標 

1 
予習 国際保健医療協力に関する新聞・雑誌などの記事を読む。 1.5時間 
復習 国際協力の定義、世界や国内の国際協力の歴史を理解する。 1時間 

2 
講義内容 保健医療関連の国際機関の取り組みと日本の国際協力 
該当する到達目標 

1,2 
予習 事前に配布する講義資料に目を通す。 1.5時間 
復習 WHO、UNICF、UN、UNFPAの活動を理解する。ODAの活動を理解する。 1時間 

3 
講義内容 世界の保健医療事情 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事前に配布する講義資料に目を通す。 1.5時間 
復習 世界で起きている健康問題と支援の必要性を理解する。 1時間 

4 
講義内容 世界における健康の格差 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 世界で生じている健康格差について情報を集め、その原因を考える。 1.5時間 
復習 健康格差の実態とその原因を理解する。 1時間 

5 
講義内容 発展途上国における疾病構造 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 日本における疾病構造について学ぶ。 1.5時間 
復習 発展途上国の保健医療課題とその原因を理解する。 1時間 

6 

講義内容 事例検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 健康格差と保健医療課題につきその関係性を整理する。 1.5時間 
復習 事例検討で学んだ健康格差と保健医療課題の関係性やその支援を理解する。 1時間 

7 
講義内容 国際協力でのアセスメント①「地理・社会・教育」 
該当する到達目標 予習 サンライズモデルについて学習する。 1.5時間 
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3,4 復習 サンライズモデルを用いた「地理・社会・教育」のアセスメントの実際を理解する。 1時間 

8 
講義内容 国際協力でのアセスメント②「文化・宗教」 
該当する到達目標 

3,4 
予習 サンライズモデルについて学習する。 1.5時間 
復習 サンライズモデルを用いた「文化・宗教」のアセスメントの実際を理解する。 1時間 

9 
講義内容 国際保健医療協力における世界の潮流 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 世界で行われてる国際保健医療協力を調べる。 1.5時間 
復習 国際協力として行われている支援について、目的、活動内容を理解する。 1時間 

10 

講義内容 プライマリーヘルスケアとヘルスプロモーション 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 「ヘルスプロモーション」 和田雅史 (著),聖学院大学出版会の第1～2章を読む。 1.5時間 
復習 世界の歴史の中でのプライマリーヘルスケアとヘルスプロモーションの変遷と基

本理念を理解する。 
1時間 

11 

講義内容 グローバルヘルスの展望と課題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事前に配布する講義資料に目を通す。 1.5時間 
復習 今起きている世界的な健康問題とその解決に向けて何が必要なのか、またミレミ

アム開発目標を整理する。 
1時間 

12 
講義内容 問題解決手法：Project Cycle Management 
該当する到達目標 

4,5 
予習 事前に配布するProject Cycle Managementの資料に目を通す。 1.5時間 
復習 Project Cycle Managementの手法を用いて紙面上で活動が展開できる。 1時間 

13 
講義内容 国際協力の実際（対象国での協働） 
該当する到達目標 

4,5 
予習 世界で行われている国際協力を調べる。（ODA） 1.5時間 
復習 国際協力の実際（開始までのステップ、支援手法、評価）を理解する。 1時間 

14 
講義内容 在留外国人と多文化共生 
該当する到達目標 

6 
予習 群馬県内の在留外国人について調べる。（人口、居住地域、生活など） 1.5時間 
復習 在留外国人が抱えている健康問題と支援を理解する。 1時間 

15 
講義内容 異文化コミュニケーション 
該当する到達目標 

4,5,6 
予習 事前に配布する講義資料に目を通す。 1.5時間 
復習 異文化の中で行われるコミュニケーションの実際とその課題を理解する。 1時間 

備

考 

オフィースアワー：水曜日の3限、質問はメールでも対応する。 
メールアドレス：mochizuki@taakasaki-u.ac.jp 
研究室：3号館2階209 
講義の中でグループワークなどを取り入れていきます。積極的に参加し自分の意見を述べること。 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 世界の歴史と日本（専門教養科目） LSH003 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

山本 麻子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 多様化し複雑になっている現代社会において仕事をしたり、人間関係を築いていくためには、異なる価値観

の存在を認識し異文化への理解を深めることは重要だ。本講座では、イギリスの場合をケーススタディとし

特定のテーマについて、どのような背景・原因があったか、どのような過程をたどり、どのような結果に至り、

どのように現代に影響しているかを考察する。必要に応じてイギリス以外の国々にも言及したり日本の諸側

面と比較する。 
到達目標 1.テーマについての知識を深め、理解を深めることができる。 

2.先人たちの努力や業績を認識することができる。 
3.日本の該当する箇所と比較考察することができる。 
4.毎回の授業を通して、物事を多角的に考え、日常の生活に応用することのできる能力を発展させられる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 レポートが６０パーセント程度、予習、復習の実践・授業中の態度等々が４０パーセント。 
課題に対する

フィードバック 

予習復習を含め質問等には、必ずフィードバックを与える 

使用教材 特定な教材は使用しないが、必要に応じて資料を配布する。 

1 
講義内容 ガイダンス：授業の進め方のイントロ、「歴史とは何か」について 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 講座選択の理由、「歴史とは何か」について数項目を書いてくる 1時間 

復習 授業で扱った例について質問、コメントを考えてくる 1.5時間 

2 
講義内容 イギリスの最近の話題から 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

3 
講義内容 イギリスの教育１：多文化環境での学校；実践例 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

4 
講義内容 イギリスの教育２： 学習の方法、内容等での日英の比較を含める 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

5 
講義内容 産業革命１： 背景と経過 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

6 
講義内容 産業革命２： 影響と問題 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

7 
講義内容 女性の地位１：婦人参政権運動の背景と経過 
該当する到達目標 予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
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1,2,4 復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

8 
講義内容 女性の地位２：経過の続きと結果等  々
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

9 
講義内容 英語の歴史１：英語の歴史は英国の歴史（前半） 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

10 
講義内容 英語の歴史２：英語の歴史は英国の歴史（続き） 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

11 
講義内容 シェイクスピアの時代の前後１：スペインの無敵艦隊（背景） 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

12 
講義内容 これまでの復習等、レポートの書き方等 
該当する到達目標 

1,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 レポートの題材、構成を書く 1.5時間 

13 
講義内容 シェイクスピアの時代の前後２：シェイクスピアについて、背景、グローブ座、その周辺等  々
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

14 
講義内容 マグナカルタ等について：意義と背景、影響 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習 授業で使用した資料を復習し、コメントを書く 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 前回の授業で出された課題について書いてくる 1時間 
復習   

備

考 

予習復習の不足時間については、各自補完すること。 
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科目名 人間行動学（専門教養科目） LSH004 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

上原 徹・服部 卓 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 学生が、行動科学の基礎と応用を学ぶことで、臨床や対人支援の場面におけるクライアントの行動や、支援

者である自らの行動との相互作用を理解することができる。 
到達目標 1.医療などの対人支援における基本的姿勢を身につける 

2.ケアを受ける人の心理や行動を理解できる 
3.適切な対人的交流のための知識と技術が説明できる 
4.他職種と機能的に連携する視点を持てる 
5.行動科学や心理学の初級知識を解説できる 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 レポートを 80％とし、授業中の態度を 20％程度参考にして総合評価する。授業態度（静粛さ、不必要な私

語、真摯な姿勢など）に問題がある場合は、個別に厳しく減点する。 
課題に対する

フィードバック 

レポートについては、事前に課題内容を告知し、記載方法や出題意図、基準をフィードバックする。 

使用教材 福村出版「行動科学への招待〔改訂版〕 現代心理学のアプローチ」を教科書として用いるので必携。DVD 教

材を用いた授業も行う。 

1 
講義内容 青年期の心理と性格 
該当する到達目標 

3,5 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 0.5時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

2 
講義内容 対人行動 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

3 
講義内容 集 団 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

4 
講義内容 異文化と自己 
該当する到達目標 

3,5 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

5 
講義内容 ヒューマンファクター――労働の心理学 
該当する到達目標 

1,5 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

6 
講義内容 きずなの発達 
該当する到達目標 

2,5 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

7 
講義内容 自己の形成と発達 
該当する到達目標 予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
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2,5 復習 ノートを読むこと。 1時間 

8 
講義内容 医療における人間関係 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

9 
講義内容 健 康 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

10 
講義内容 学習と学習支援 
該当する到達目標 

3,5 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

11 
講義内容 知 覚 
該当する到達目標 

3,5 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

12 
講義内容 記 憶 
該当する到達目標 

3,5 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

13 
講義内容 思 考 
該当する到達目標 

3,5 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

14 
講義内容 疲労・メンタルヘルスと現代の職場 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 
復習 ノートを読むこと。 1時間 

15 
講義内容 DVDによる行動科学の理解 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 ノートを読むこと。 1時間 
復習 教科書の講義に関係する部分を読むこと。 1時間 

備

考 

複数の学科学生が多人数で聴講するため、静粛に臨むこと。授業中の不必要な私語や不謹慎な態度は、厳に慎む

こと（成績評価に影響する）。予習 ・復習については、試験前後の学習で補完すること。履修登録名は、常勤主任

講師の上原で行う。 
オフィスアワー： 月４ 金２   研究室:１号館５階５０１ 
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科目名 健康運動実技（専門教養科目） LSH005 実技 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大家 千枝子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 健康の保持増進のための運動の実践力育成と体力の向上を図る。そして生涯にわたって豊かなスポーツラ

イフを継続する資質と能力を身につけるための入り口・一助となることを目標とする。 
到達目標 1.運動に対する欲求や運動が好きであることを感じることができる。 

2.運動技能を高め、運動の楽しさや喜びを深く味わうことができる。 
3.公正・協力・責任・参画・勇気などに対する意欲をもつことができる。 
4.仲間や教員と積極的にコミュニケーションを図ることができる。 
5.健康・安全を確保して、スポーツライフを継続するための工夫や仕組みを創造することができる。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業ごとの取り組みの評価点65％、レポート 20％、記録（提出物・コメント）15％ 
課題に対する

フィードバック 

毎回の授業後に授業記録カードの提出を求める。授業記録カードに付したコメントやスタンプは必ずチェック

すること。また最終日には、授業で学んだことの整理・確認テスト・目標到達度の確認（ルーブリックにて自己

評価）を行う。 
使用教材 プリント適宜配布。参考文献適宜紹介。 

1 
講義内容 ガイダンス・履修者からの需要調査 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 シラバスを読んで講義目標などを理解する。要配慮の場合は事前に申し出る。 0.5時間 
復習 到達目標、学位記授与方針、成績評価方法などを確認する。 0.5時間 

2 
講義内容 室内種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

3 
講義内容 室内種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

4 
講義内容 室内種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

5 
講義内容 室内種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

6 
講義内容 室内種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

7 
講義内容 屋外種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 
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8 
講義内容 屋外種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

9 
講義内容 屋外種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

10 
講義内容 屋外種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

11 
講義内容 屋外種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

12 
講義内容 屋外種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

13 
講義内容 屋外種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

14 
講義内容 室内種目からの需要調査結果による選択種目の実施 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 体調を整えて授業に備える。 0.5時間 
復習 授業の様子を振り返り、知識や方法を復習する。 0.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 これまで授業で学んだこと、自身の授業態度を振り返る。 0.5時間 
復習 目標達成度の確認。今後どのように運動・スポーツを継続できるか検討する。 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー・・・火曜日12:00～14:30、1号館（健康福祉学部）3階、302研究室3階エレベータ前にポスト有。 
●履修者数によって選択種目が変動します。到達目標の達成に向けて柔軟に対応できることが履修条件です。 
受講上の注意 
1 運動に適したスポーツウエア（ジャージ、T シャツなど）とシューズ（屋内外別）を着用すること（ジーンズや普段着

での受講は不可）。また怪我防止の観点から、時計、指輪ブレスレット、ネックレス、ピアスなどの貴金属類は身に

つけていないこと。2 原則として見学は認めません。また実技授業をすすめるうえで配慮を必要とする学生は初回

のガイダンス当日までに担当教員へ申し出ること。3貴重品の管理は各自で行うこと。 
4授業で使用する用具は基本的に大学側で用意しますが、個人所有の用具は積極的に持参してください。 
5施設変更することがあります。教務課掲示板やポータルサイトで確認してください。 
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科目名 宗教と倫理（専門教養科目） LSH006 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

出雲 春明 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 東西の代表的な宗教・倫理思想に触れることで、世の多様な価値観への理解を養うことを目的とする。また、

それによって自己の在り方に対する客観的・批判的な視座を養う。 
到達目標 1.講義で取り扱った諸宗教・倫理思想の基本について説明することができる。 

2.そして、それを自己理解、他者理解に役立てることができる。 
学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業への参加と小レポート（30％）、期末レポート（70％）から評価する。 
課題に対する

フィードバック 

毎回、授業終了時に意見や質問などを提出してもらう（小レポート）。質問に関しては次回授業時に解説の時

間を設ける。有意義な意見に関しても紹介の時間を設ける。 
使用教材 講義中に資料を配布する。 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスを読み、講義目標、到達目標、評価方法などについて確認しておく。 1時間 
復習 これからの講義内容の大枠について確認しておく。 1.5時間 

2 
講義内容 『聖書』の思想：一神教の系譜 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 一神教（ユダヤ教、キリスト教、イスラム教）について調べておく。 1時間 
復習 ユダヤ教、キリスト教、イスラム教の関係について確認しておく。 1.5時間 

3 
講義内容 善人とは何か―『旧約聖書』（『ヨブ記』）より（1）「契約」について 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 『ヨブ記』について調べておく。 1時間 
復習 「旧約」、「新約」とは何か、「応報主義」とは何か理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 善人とは何か―『ヨブ記』より（2）生誕の災い 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 『ヨブ記』のプロローグを読んでおく。 1時間 
復習 ヨブ記、ギリシア神話、仏教などにおけるペシミスティックな人間観を理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 善人とは何か―『ヨブ記』より（3）自己の在り方を省みる 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 『ヨブ記』の登場人物の関係性について考えておく。 1時間 
復習 自己と他者の間にある鏡像的な相互関係について理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 善人とは何か―『ヨブ記』より（4）現代の事例から考える 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 これまでの議論を確認しておく。 1時間 
復習 自己批判の欠如がもたらす事態について歴史的事件を通じて理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 善人とは何か―『ヨブ記』より（5）「懺悔」ということ 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 『ヨブ記』エピローグを読んでおく。 1時間 
復習 聖書の思想における「懺悔」の位置づけについて理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 旧約から新約へ：イエスの教え 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 『ヨブ記』をめぐる議論について確認しておく。 1時間 
復習 イエスの教えが登場してくる背景とその意義について理解する。 1.5時間 

9 講義内容 悪人とは何か―『歎異抄』より（1）『歎異抄』について 
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該当する到達目標 

1 
予習 『歎異抄』とはどんな書か調べておく。 1時間 
復習 『歎異抄』第三条の特異性について理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 悪人とは何か―『歎異抄』より（2）罪の意識 
該当する到達目標 

1 
予習 『歎異抄』第三条に関する様々な見解を確認しておく。 1時間 
復習 親鸞の内面を支配していた深い罪の意識を理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 悪人とは何か―『歎異抄』より（3）浄土思想の展開（1） 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 親鸞の師である法然が登場してきた時代背景について調べておく。 1時間 
復習 当時の人々の心に去来していた思いについて理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 悪人とは何か―『歎異抄』より（4）浄土思想の展開（2） 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 親鸞の生涯について調べておく。 1時間 
復習 親鸞の罪の意識の由来について理解し、自らに引きつけて考える。 1.5時間 

13 
講義内容 悪人とは何か―『歎異抄』より（5）「悪人正機説」 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 これまでの議論について確認しておく。 1時間 
復習 『歎異抄』第三条の悪人正機説の意味を理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 悪人とは何か―『歎異抄』より（6）悪の不可避性とそれゆえの無力 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 親鸞における悪について自らに引きつけて考えておく。 1時間 
復習 我々が気づかず捕らわれている自己中心的な考え方について理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 総括―東西の宗教 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 聖書の思想と浄土思想の核心部分について確認しておく。 1時間 
復習 東西の宗教、倫理思想の共通点について理解する。 1.5時間 

備

考 

なるべく平易な表現を用いて講義を行う。シラバスを参考にして、講義中に取り扱う書物や人物についてあらかじめ

調べておくことが望ましい。また、配付された資料を読むなど復習は必ず行うこと。「宗教」は「非日常的なもの」とし

て敬遠されることも多い。しかし、だからこそ、そこで語られる教えや物語は、しばしば漠然と過ごされている私たち

の日常を省みる絶好の機会を提供してくれる。自分が普段、どのような判断や行動をしているか常に考えつつ、講

義に臨んでほしい。 
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科目名 レクリエーション論（専門教養科目） LSH007 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大家 千枝子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 レクリエーションという世界に関心・興味をもつ学生のための入門的な授業として位置づけている。レクリエ

ーションの中で行われるさまざまな遊びや活動、それによってもたらされる「楽しさ」は、人びとの成長や生き

がい、人と人とのつながりなど、多くのものをつくり出すことができる。すなわち、レクリエーションを意図的に

活用することで人びとを支援することができる。この講義では、レクリエーションとは何か、支援方法の幅広

さ、対象者の主体性を尊重した姿勢など、レクリエーション支援の概要が理解できるようになることを目標と

する。（※履修者が教員から一方的にレクリエーション支援を受けて楽しむ授業ではない。） 
到達目標 1.レクリエーションの意義、歴史、使命と現代社会の課題を知り、それらの概要を説明することができる。 

2.「楽しさ」を原動力としたレクリエーション活動や事業について類別ができ、レクリエーション支援が必要とさ

れる具体的な場面を考えることができる。 
3.自らの経験を振り返りながら、レクリエーション活動に問題意識をもつことができる。 
4.授業の性質やグループ内での個人の役割を理解し、行動することができる。 
5.必要な資料や情報を収集して意見をまとめ、期日を守って提出できる（C-learningでの回答を含む）。 

学位授与方針

との対応 

✓ 豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 グループワークでの活発な議論・活動への貢献度30％、授業での課題35％、レポート 35％ 
（ボーナス課題：履修期間中、学内外のレク支援に自ら関わった場合は所定用紙提出で「課題」点に加点。） 

課題に対する

フィードバック 

自分以外の履修者による課題や感想、評価を知ることが学生相互の刺激になるため、C-learning を使って

瞬時にフィードバックする。場合によっては、プリントアウトして配布、PPT で映写するなどの方法でフィード

バックする。また授業期間中における紙媒体の提出課題は、適宜返却を予定している。ただし最終課題は返

却する予定はないので、開示を希望するものは本人が直接申し出ること。 
使用教材 プリント適宜配布予定。参考文献適宜紹介。主要な参考テキストは以下のとおり（購入は必須ではない）。 

「レクリエーション支援の基礎（第2版）」、公益財団法人日本レクリエーション協会刊行、2,160円 
ISBN978-4-931180-81-9 

1 
講義内容 ガイダンス、さまざまな現場でのレク支援について理解を深める（視聴覚教材使用） 
該当する到達目標 

2,3 
予習 シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 1.5時間 
復習 講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法などを確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 指導教員によるレク支援としてのコミュニケーションワークを体験する（体育館） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 自らのレクに関わる経験を振り返りながら、レク活動に問題意識をもつ 1.5時間 
復習 体験をもとにレク支援の際に注意すべき点や工夫すべき点を理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 自己紹介、ホスピタリティ、対象者と良好な関係、アイスブレーキングの理解を深める。 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 配布された資料に目を通し、自己紹介の準備を仕上げてくる。 1.5時間 
復習 グループ内での発表（自己紹介など）結果を分析し、C-learningに回答する。 1.5時間 

4 
講義内容 余暇とレクリエーション 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布された資料に目を通し、余暇活動とレク発表の準備を仕上げてくる。 1.5時間 
復習 グループ内での発表（余暇活動など）結果を分析し、C-learningに回答する。 1.5時間 
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5 
講義内容 レクリエーション支援の理論（社会的な価値と意味） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 子どもたちや高齢者、若者、壮年、主婦など社会的な課題について調べる。 1.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 1.5時間 

6 
講義内容 レクリエーション支援の理論（活動や事業について類別、対象、内容） 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 身近な地域で行われている市民サービス型授業について調べる。 1.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 1.5時間 

7 
講義内容 レクリエーション支援の理論（聴覚教材使用） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 配布された資料に目をとおし、仕上げてくる。 1.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 1.5時間 

8 
講義内容 レクリエーション組織の経営論 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 クラブとは何か、社会集団とは何かについて指定課題を仕上げてくる。 1.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 1.5時間 

9 
講義内容 レクリエーション組織の経営論 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 配布された資料に目を通し、仕上げてくる。 1.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 1.5時間 

10 
講義内容 レクリエーション事業論（事業を実施するために その１） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 広報・宣伝を効果的にするための課題を仕上げてくる。 1.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 1.5時間 

11 
講義内容 レクリエーション事業論（事業を実施するために その２） 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 配布された資料に目を通し、仕上げてくる。 1.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 1.5時間 

12 
講義内容 レクリエーション事業論（事業を実施するために その３） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 配布された資料に目を通す。 1.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 1.5時間 

13 
講義内容 レクリエーション事業論（事業を評価する方法） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 配布された資料に目を通す。 1.5時間 
復習 授業でとったノートに読み直し、復習する。 1.5時間 

14 
講義内容 レクリエーション事業論（事業と安全） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 配布された資料に目を通す。 1.5時間 
復習 授業でとったノートを読み直し、復習する。 1.5時間 

15 
講義内容 レクリエーションイベントの企画・運営・実施（第一体育館） 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 配布された資料に目を通す。運動できる服装と室内シューズを準備する。 1.5時間 
復習 レクリエーションイベントに対しての評価をＣ-Ｌｅａｒｎｉｎｇに回答する。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー・・・火曜日12:00～14:30、1号館（健康福祉学部）、3Ｆ、302研究室、3Ｆエレベータ前ポスト有。 
受講上の注意・・・①積極的に C-learning を活用するため、スマホ所有やネット環境が整っていることが望ましい

（※整っていない場合は大学 PC 室などを利用してください）。②社会福祉学科の学生で「福祉レクリエーション・ワ

ーカー」の資格取得を希望する者は本科目の履修が必要になる。 
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科目名 現代社会と福祉Ⅰ（専門導入科目） SWI101 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

安達 正嗣 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 現代社会と福祉との関係を具体的に明らかにするなかで、生活と福祉（具体的には家族、地域、社会組

織、社会構造の変容などとの関連）について解説することによって、社会福祉や福祉政策について包括的か

つ体系的に身につける 
到達目標 1.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、豊かな人間性と倫理観を身につけることがで 

きる。 
2.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、社会福祉に関する基本的な知識力を身につけ 
ることができる。 

3.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、社会福祉問題の解決能力や対人間コミュニケ 
ーション能力を身につけることができる。 

4.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、多分野との連携を考える学際的な視点から取 
り組む力を身につけることができる。 

5.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、その解決を探るための応用・実践的な能力 
を身につけることができる。 

6.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、福祉専門家としての倫理性を会得して、社会 
福祉への貢献力を身につけることができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 小テスト（毎回、講義の開始時に前回の講義内容について数問のテストをおこなう。遅刻は厳禁。）50％、

学期末試験50％、合計100％で評価する。 
課題に対する

フィードバック 

各受講生は、小テストで講義の理解度を把握し、次回の講義時に返却された答案に関する解説を通じて、

復習に役立てれば、現代社会と福祉について理解できるようになる。 
使用教材 社会福祉士養成講座編集委員会編『現代社会と福祉』中央法規 

1 
講義内容 序章「視点と枠組み」(1～10頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,6 
予習 教科書の序章を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 序章の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと 1.5時間 

2 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第1章「社会の変化と福祉」第1～2節（12～17頁）を解説する。 
該当する到達目標 

2,3,6 
予習 第1章第1～2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第1章第1～2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

3 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第1章「社会の変化と福祉」第3～5節（8～30頁）を解説する。 
該当する到達目標 

2,3,6 
予習 第1章第3～5節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第1章第3～5節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

4 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第2章「福祉と福祉政策」第1～2節（32～42頁）を解説する。 
該当する到達目標 

2,3,6 
予習 第2章第1～2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第2章第1～2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

5 講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第2章「福祉と福祉政策」第3～4節（43～54頁）を解説する。 
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該当する到達目標 

2,3,6 
予習 第2章第3～4節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第2章第3～4節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

6 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第3章「福祉の思想と哲学」第1～2節（55～70頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,4,6 
予習 第3章第1～2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第3章第1～2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

7 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第3章「福祉の思想と哲学」第3節（71～76頁）を解説する。 
該当する到達目標 

１,2,4,6 
予習 第3章第3節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第3章第3節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

8 

講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第4章「社会政策と福祉政策」第1～3節（77～96頁）を解説 
する。 
する。 

該当する到達目標 

２3,4,6 
予習 第4章第1～3節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 第4章第1～3節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

9 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第5章「福祉政策の発展過程」第1～2節（97～120頁）を解説する。 
該当する到達目標 

2,3,4,5,6 
予習 第5章第1～2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第5章第1～2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

10 

講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第6章「少子高齢化時代の福祉政策」第1節（121～128頁）を解説す

る。 
該当する到達目標 

2,3,4,5,6 
予習 第6章第1節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第6章第1節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

11 

講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第6章「少子高齢化時代の福祉政策」第2節（129～156頁）を解説す

る。 
該当する到達目標 

2,3,4,5,6, 
予習 第6章第2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第6章第2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

12 

講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第 7 章「福祉政策における必要と資源」第 1～2 節（157～170 頁）

を解説する。 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 第7章第1～2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第7章第1～2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

13 

講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第 7 章「福祉政策における必要と資源」第 3～4 節（171～178 頁）

を解説する。 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 第7章第3～4節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第7章第3～4節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

14 

講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第 8 章「福祉政策の理念・主体・手法」第 1～3 節（179～202 頁）を

解説する。 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 第8章第1～3節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第8章第1～3節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

15 
講義内容 前期講義全体を整理してまとめて解説する。 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 教科書とノートを読み直して、講義全体の理解の確認をしておくこと。 3時間 
復習 全講義の内容と概念について、再確認をしておくこと。 3時間 

備

考 

講義の内容が非常に広範囲に及ぶので、予習や復習において小テストを活用しなから、講義中に示した概念や制

度などを整理しておくことが不可欠となる。 
オフィスアワー：火曜日5限、水曜日3限 
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科目名 現代社会と福祉Ⅱ（専門導入科目） SWI102 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

安達 正嗣 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 現代社会と福祉Ⅰの内容をふまえながら、社会保障制度、介護保険制度、障害者自立支援制度、介護実

践に関連する諸制度などといった福祉政策や福祉制度について、包括的かつ体系的に明らかにする。 
到達目標 1.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、豊かな人間性と倫理観を身につけることがで 

きる。 
2.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、社会福祉に関する基本的な知識力を身につけ 
ることができる。 

3.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、社会福祉問題の解決能力や対人間コミュニケ 
ーション能力を身につけることができる。 

4.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、多分野との連携を考える学際的な視点から取 
り組む力を身につけることができる。 

5.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、その解決を探るための応用・実践的な能力 
を身につけることができる。 

6.現代社会における福祉の状況・問題を理解することで、福祉専門家としての倫理性を会得して、社会 
福祉への貢献力を身につけることができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 小テスト（毎回、講義の開始時に前回の講義内容について数問のテストをおこなう。遅刻は厳禁。）50％、

学期末試験50％ 
課題に対する

フィードバック 

各受講生は、小テストで講義の理解度を把握し、次回の講義時に返却された答案に関する解説を通じて、

復習に役立て、現代社会と福祉を理解できるようになる。 
使用教材 社会福祉士養成講座編集委員会編『現代社会と福祉』中央法規 

1 
講義内容 第9章「福祉政策の関連領域」第１～2節（203～212頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第9章第1～2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第9章第1～2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと 1.5時間 

2 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第9章「福祉政策の関連領域」第3～4節（213～223頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第9章第3～4節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第9章第3～4節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

3 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第9章「福祉政策の関連領域」第5～7節（224～242頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第9章第5～7節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第9章第5～7節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

4 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第10章「社会福祉制度の体系」第1節（243～251頁）を解説する。 
該当する到達目標 

2,4,5,6 
予習 第10章第1節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第10章第1節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

5 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第10章「社会福祉制度の体系」第2節（252～264頁）を解説する。 
該当する到達目標 予習 第10章第2節を読んでおくこと。 1.5時間 
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2,4,5,6 復習 第10章第2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

6 

講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第11章「福祉サービスの提供」第1節（265～273頁）を解説 
する。 

該当する到達目標 

1,2,4,6 
予習 第11章第1節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第11章第1節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

7 

講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第11章「福祉サービスの提供」第2節（274～282頁）を解説する。 
該当する到達目標 

１,2,4,6 
予習 第11章第2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第11章第2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 

 
1.5時間 

8 

講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第 12 章「福祉サービスと援助活動」第 1 節（283～296 頁）を解説す

る。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第12章第1節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 第12章第1節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

9 

講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第 12 章「福祉サービスと援助計画」第 2 節（297～300 頁）を解説す

る。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第12章第2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第12章第2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

10 

講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第13章「福祉政策の国際比較」第1節１～5（301～312頁）を解説す

る。 
該当する到達目標 

2,4,5,6 
予習 第13章第1節1～5を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第13章第1節1～5の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

11 

講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第13章「福祉政策の国際比較」第1節6～8（313～319頁）を解説す

る。 
該当する到達目標 

2,4,5,6, 
予習 第13章第1節6～8を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第13章第1節6～8の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

12 

講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第13章「福祉政策の国際比較」第2節1～2（320～327頁）を解説

する。 
該当する到達目標 

2,4,5,6 
予習 第13節第2節1～2を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第13章第2節1～2の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

13 

講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第13章「福祉政策の国際比較」第2節3～5（328～340頁）を解説

する。 
該当する到達目標 

2,4,5,6 
予習 第13節第2節3～5を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第13章第2節3～5の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

14 

講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第14章「福祉政策の課題と展望」第1～3節（341～359頁）を解説

する。 
該当する到達目標 

2,4,5,6 
予習 第14節第1～3節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第14章第1～3節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

15 
講義内容 前期講義全体を整理してまとめて解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書とノートを読み直して、講義全体の理解の確認をしておくこと。 3時間 
復習 全講義の内容と概念について、再確認をしておくこと。 3時間 

備

考 

講義の内容が非常に広範囲に及ぶので、予習や復習において小テストを活用しなから、講義中に示した概念や制

度などを整理しておくことが不可欠となる。 
オフィスアワー：火曜日5限、水曜日3限 
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科目名 相談援助の基盤と専門職Ⅰ（専門導入科目） SWI103 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼 記代 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 相談援助（ソーシャルワーク）を基盤とする社会福祉士・精神保健福祉士の専門範囲やその意義、ソーシャルワ

ークの概念と理念、ソーシャルワークの形成・発展史について理解を深める。また、ソーシャルワークの価値・倫

理、の原則について学ぶ。さらに、生活支援・介護実践のために必要な人間の理解や、他者への情報の伝達

に必要となる基本的なコミュニケーションに関する知識を習得する。 
到達目標 1.相談援助を基盤とする社会福祉士・精神保健福祉士の専門性について説明できる。 

2.ソーシャルワークの概念と範囲、理念について説明できる。 
3.ソーシャルワークの価値・倫理の概要を説明できる。 
4. 生活支援・介護実践の基盤となる人間の理解やコミュニケーションの概要と意義を説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験80％、レポート（10％）、授業参加度（10％）で評価する。総合評価60％以上を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメントを付けて返却する。定期試験の前に出題の範囲や意図を提示する。 

使用教材 「相談援助の基盤と専門職」／〔監修〕社会福祉士養成講座編集委員会／中央法規（最新版） 
教科書を中心に進めるが、資料を適時配布する。 

1 
講義内容 相談援助を基盤とする福祉専門職の役割と意義－社会福祉士・精神保健福祉士 
該当する到達目標 

1 
予習 テキストの前書き、第1章1-1～3、シラバスの内容を把握する。 1時間 
復習 当日の講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法を確認する。 1時間 

2 
講義内容 相談援助の定義と構成要素 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキスト第2章1-1～4を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。 1時間 

3 
講義内容 相談援助の理念と実践Ⅰ①「ソーシャルワーカーと価値」 
該当する到達目標 

3 
予習 テキスト第5章-1～2節専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。よく理解できなかった用語を調べる。 1時間 

4 
講義内容 相談援助の理念と実践Ⅰ②「人間関係の形成－自己覚知と他者理解」 
該当する到達目標 

4 
予習 福祉専門職にとってなぜ自分や他者を理解する必要があるか考える。 １時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。よく理解できなかった用語を調べる。 1時間 

5 
講義内容 相談援助の理念と実践Ⅰ③「コミュニケーションの基礎」 
該当する到達目標 

4 
予習 福祉専門職にとってなぜコミュニケーション技術が必要なのか考える 1時間 
復習 授業で学んだコミュニケーション技術について、日常生活に当てはめて考える。 1時間 

6 
講義内容 相談援助の理念と実践Ⅰ④「言語的コミュニケーションと非言語的コミュニケーション」 
該当する到達目標 

4 
予習 非言語コミュニケーションにはどのようなものがあるか考える。 1時間 
復習 授業で学習したコミュニケーション技術を日常で試しみる 1時間 

7 
講義内容 相談援助の理念と実践Ⅰ ⑤「記述によるコミュニケーション」 
該当する到達目標 予習 分かりやすい文章を書く時に、何に気を付けたら良いか考える。 1時間 
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4 復習 学習した内容を意識して、レポートや日記を書く。  1時間 

8 
講義内容 相談援助の理念と実践Ⅱ ①「クライエント（利用者）の尊厳と自己決定」 
該当する到達目標 

2,3 
予習 テキスト第6章第1節を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 授業で学んだ尊厳と自己決定が日常の中でどのように機能しているか考える。 1時間 

9 
講義内容 相談援助の理念と実践Ⅱ ②「自己決定と自立を促すための支援方法」DVD視聴 
該当する到達目標 

2,3 
予習 自己決定と自立の関係について調べる。 1時間 
復習 バイスティックの原則を生活の中に当てはめて考える。 1時間 

10 
講義内容 相談援助の理念と実践Ⅱ ③「ノーマライゼーションを実現するための支援方法」 
該当する到達目標 

2,3 
予習 テキスト第6章第1節を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 生活の中でノーマライゼーションではない部分について考える。 1時間 

11 
講義内容 相談援助の形成過程Ⅰ ①「ソーシャルワークの源流」 
該当する到達目標 

2 
予習 テキスト第3章第1節を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。よく理解できなかった用語を調べる。 1時間 

12 
講義内容 相談援助の形成過程Ⅰ ②「ソーシャルワークの基礎確立期」 
該当する到達目標 

2 
予習 テキスト第3章第2節を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。よく理解できなかった用語を調べる。 1時間 

13 
講義内容 相談援助の形成過程Ⅱ ①「ソーシャルワークの発展期」 
該当する到達目標 

2 
予習 テキスト第4章第1節を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。よく理解できなかった用語を調べる。 1時間 

14 
講義内容 相談援助の形成過程Ⅱ ②「ソーシャルワークの展開期から統合化へ」 
該当する到達目標 

2 
予習 テキスト第4章第2-3節を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。よく理解できなかった用語を調べる。 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 これまで学んだ内容を整理し、必要な用語や内容を記憶する 1時間 
復習 テキスト全体を復習し、内容を理解する。 1時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日3限、水曜日3限  
質問や意見はメールからも受け付ける。 
社会福祉士国家試験指定科目および介護福祉士養成課程指定科目「人間関係とコミュニケーション」読替科目 
予習・復習の時間については、試験前の学習で補填すること。 
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科目名 相談援助の基盤と専門職Ⅱ（専門導入科目） SWI104 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼 記代 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 ジェネラリスト・ソーシャルワークの概要を理解し、社会福祉士として実践に必要とされる相談援助（ソーシャ

ルワーク）の倫理や権利擁護のあり方について学修する。  
到達目標 1.ジェネラリスト・ソーシャルワークの概要と展開の方法について説明できる。 

2.相談援助（ソーシャルワークの実践範囲と専門性及び倫理について説明できる。 
3.権利擁護の概要と対象者別の活動について説明できる。 
4.相談援助（ソーシャルワークにおける専門職の機能と実践的な活動について説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験80％、レポート（10％）、授業参加度（10％）で評価する。総合評価60％以上を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメントを付けて返却する。定期試験の前に出題の範囲や意図を提示する。 

使用教材 「相談援助の基盤と専門職」／〔監修〕社会福祉士養成講座編集委員会／中央法規（2015）2,600円 
教科書を中心に進めるが、資料を適時配布する。 

1 
講義内容 ソーシャルワークの統合化とジェネラリスト・ソーシャルワーク 
該当する到達目標 

1 
予習 テキスト第4章第3節を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 当日の講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法を確認する。 1時間 

2 
講義内容 相談援助専門職の倫理と倫理的ジレンマ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキスト第7章を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。 1時間 

3 
講義内容 総合的・包括的な相談援助の全体像 
該当する到達目標 

1 
予習 テキスト第８章を読んで、-専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。よく理解できなかった用語を調べる。 1時間 

4 
講義内容 総合的・包括的な相談援助を支える理論 
該当する到達目標 

1 
予習 テキスト第9章を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 １時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。よく理解できなかった用語を調べる。 1時間 

5 
講義内容 相談援助実践における専門職の概念と範囲 
該当する到達目標 

2 
予習 テキスト第10章第1節・第2節を読んで、内容を把握する。 1時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。よく理解できなかった用語を調べる。 1時間 

6 
講義内容 ソーシャルワークに関する諸外国の動向 
該当する到達目標 

2 
予習 テキスト第10章第3節を読んで内容を把握する。 1時間 
復習 他の外国の社会福祉制度について調べる。 1時間 

7 
講義内容 エンパワメントとセルフヘルプ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第6章第1節３を読んで、内容を把握する 1時間 
復習 社会におけるエンパワメントとセルフヘルプの意義を考える 1時間 

8 講義内容 権利擁護の実際の活動 各種団体の役割と実際 
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該当する到達目標 

3 
予習 テキスト第5章第3節、第11章第6節を読んで、内容を把握する。 1時間 
復習 権利擁護の機能について整理し、意義を考える。 1時間 

9 
講義内容 介護サービスと権利擁護－介護における尊厳の保持・自立支援 
該当する到達目標 

3 
予習 介護の社会的問題について、ニュース等から調べる。 1時間 
復習 介護サービスにおける権利擁護について整理する。 1時間 

10 
講義内容 障害者サービスと権利擁護－自立支援と人権尊重の方法 
該当する到達目標 

3 
予習 障害者の自立支援や人権尊重がどのように推進されているか調べる。 1時間 
復習 障害者の権利擁護の実態を整理して、どのような課題があるか考える。 1時間 

11 
講義内容 司法分野におけるソーシャルワークの現状 
該当する到達目標 

2,4 
予習 司法分野における社会福祉士の役割を調べる。 1時間 
復習 司法分野におけるソーシャルワークの課題を考える。 1時間 

12 
講義内容 相談援助における専門職機能 ①予防機能 
該当する到達目標 

4 
予習 テキスト第11章第2節を読み、専門用語の意味を調べる。 1時間 
復習 事例から予防の意義を考察して、今後の課題を整理する。 1時間 

13 
講義内容 相談援助における専門職機能 ②総合的支援機能 
該当する到達目標 

4 
予習 テキスト第11章第2節を読み、専門用語の意味を調べる。 1時間 
復習 事例から予防の意義を考察して、今後の課題を整理する。 1時間 

14 
講義内容 相談援助における専門職機能 ③社会資源開発機能 
該当する到達目標 

4 
予習 テキスト第11章第7節を読み、内容を把握する。 1時間 
復習 社会資源の把握と開発及びソーシャルアクションの意味を理解する。 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 学習した内容を整理し、重要な用語を覚える。 5時間 
復習 社会福祉士として必要なソーシャルワークの基盤を整理して覚える。 1時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日3限、水曜日3限  
質問や意見はメールからも受け付ける。 
社会福祉士国家試験指定科目および介護福祉士養成課程指定科目「人間関係とコミュニケーション」読替科目 
予習・復習の時間については、試験前の学習で補填すること。 

 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

128 
 

 
科目名 高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ（専門導入科目） SWI105 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

原田 欣宏 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 高齢者の生活を理解するために、高齢者に特徴的な健康に関する知識を理解する。そのうえで，専門職が

どのような視点で支援を行うべきか，対象者や場面による違いをふまえた支援の方法について理解する． 
到達目標 1.高齢者の身体的特徴と、その介護方法について説明することができる 

2.高齢者にかかわる社会問題に対する社会福祉士の役割について説明することができる 
3.専門職の役割として、チームアプローチの実際について説明することができる 
4.認知症，在宅ケアにおける社会福祉士としての役割を説明することができる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験90％，小テスト 10％で評価する． 
総合評価60％以上を合格とする． 

課題に対する

フィードバック 

小テストは提出後の授業で出題の意図と解答例を提示して説明する． 
定期試験の後に，出題の意図を掲示によって示す． 

使用教材 高齢者への支援と介護保険制度 第2版 大和田猛編著 
授業時に配布する資料 

1 
講義内容 ガイダンス，少子高齢社会の現状と動向①現状と動向 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の前書き、序章，シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する 1.0時間 
復習 人口動向，世帯動向を理解する 1.0時間 

2 
講義内容 少子高齢社会の現状と動向②影響と課題， 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書序章に目を通す 1.0時間 
復習 人口減少社会と課題，高齢者支援の基本的支援を理解する． 1.0時間 

3 
講義内容 高齢者と健康①老化に伴う生理的変化 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書第1章１．に目を通す 1.0時間 
復習 運動機能，臓器の変化を理解する． 1.0時間 

4 
講義内容 高齢者と健康②老化に伴う精神機能の変化 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書第1章2に目を通す 1.0時間 
復習 記憶の低下，意欲低下へのケアについてまとめる 1.0時間 

5 
講義内容 高齢者と健康③内面的危機，支援の視点 
該当する到達目標 

1 
予習 第1章３に目を通す 1.0時間 
復習 老化に伴う身体の変化とケアのあり方についてまとめる 1.0時間 

6 
講義内容 高齢者の生活とニーズ 
該当する到達目標 

1，2 
予習 第3章に目を通す 1.0時間 
復習 生活ニーズと自立支援の方法について，授業内容をまとめる 1.0時間 

7 
講義内容 高齢者を支援する専門職の役割と連携①職種、資格，役割 
該当する到達目標 

3 
予習 第8章1.2.を読む 1.0時間 
復習 各職種の高齢者に対する支援の役割を理解する 1.0時間 
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8 
講義内容 高齢者を支援する専門職の役割と連携②ケアマネジメントの展開 
該当する到達目標 

3 
予習 第8章３.を読む 1.0時間 
復習 介護保険法におけるケアプラン作成の方法をまとめる 1.0時間 

9 
講義内容 介護の概念と介護予防①概念，倫理 
該当する到達目標 

3,4 
予習 第9章1.2.を読む 1.0時間 
復習 社会における介護の認識の変化についてまとめる 1.0時間 

10 
講義内容 介護の概念と介護予防②技法 
該当する到達目標 

3,4 
予習 第9章3.を読む 1.0時間 
復習 生活場面における介護の基本的な技術とはなにかまとめる 1.0時間 

11 
講義内容 介護の概念と介護予防③介護予防 
該当する到達目標 

3,4 
予習 第9章４．を読む 1.0時間 
復習 介護予防の方向性について施策を中心にまとめる 1.0時間 

12 
講義内容 認知症ケア①定義，制度 
該当する到達目標 

4 
予習 第１０章1.を読む 1.0時間 
復習 認知症ケアの歴史をまとめる 1.0時間 

13 
講義内容 認知症ケア②コミュニケーション 
該当する到達目標 

4 
予習 第１０章2.3.を読む 1.0時間 
復習 認知症ケアの実践方法を理解する 1.0時間 

14 
講義内容 エンドオブライフケア 
該当する到達目標 

4 
予習 第１１章を読む 1.0時間 
復習 医療と福祉の連携方法についてまとめる 1.0時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

4 
予習 この科目で扱った個所をすべて確認すること 1.0時間 
復習 高齢者の機能的特徴を中心としたケアのあり方についてまとめる 1.0時間 

備

考 

オフィスアワー 火~金昼休み時間，これ以外の時間もメールなどで事前調整のうえ可能な限り対応します． 
研究室：1号館5階506研究室 
予習・復習の時間については，試験前の学習で補完すること 

 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

130 
 

 
科目名 高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ（専門導入科目） SWI106 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

原田 欣宏 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 高齢者福祉制度の概要を理解することが、援助の実践の中で専門職が必要な支援をどのように連携して行

われているか理解することにつながるため、本講義において学ぶ。特に，介護保険制度を具体的に活用す

る方法を学び現在起こっている高齢者の生活問題への対応方法について理解を深める。 
到達目標 1.高齢者福祉政策の歴史について、措置から契約制度に変化した理由を説明することができる 

2.高齢者福祉制度を活用して必要な支援を行うことができる場面を説明することができる 
3.介護保険制度について、利用を希望する人が実際にサービス提供を受けるまでの流れを説明することが

できる 
4.介護保険制度のサービス体系について説明することができる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験90％，課題10％で評価する． 
総合評価60％以上を合格とする． 

課題に対する

フィードバック 

課題は提出後の授業で出題の意図と解答例を提示して説明する． 
定期試験の後に，出題の意図を掲示によって示す． 

使用教材 高齢者への支援と介護保険制度 第2版 大和田猛編著，授業時に配布する資料 

1 
講義内容 高齢者福祉制度の発展過程①戦前 
該当する到達目標 

1 
予習 第２章1.を読む 1.0時間 
復習 篤志家，家制度を中心とした福祉の課題をまとめる 1.0時間 

2 
講義内容 高齢者福祉制度の発展過程②戦後 
該当する到達目標 

1 
予習 第２章2.を読む 1.0時間 
復習 戦後の混乱期，1990年ころ，1990年ころの政策についてまとめる 1.0時間 

3 
講義内容 高齢者支援をめぐる法制度①概要 
該当する到達目標 

2 
予習 第4章1.を読む 1.0時間 
復習 1990年代の在宅福祉を中心とする施策のポイントをまとめる 1.0時間 

4 
講義内容 高齢者支援をめぐる法制度②老人福祉法 
該当する到達目標 

2 
予習 第4章２.を読む 1.0時間 
復習 老人福祉法によって養護される高齢者の特徴をまとめる 1.0時間 

5 
講義内容 高齢者支援をめぐる法制度③医療介護総合確保促進法，その他 
該当する到達目標 

2 
予習 第4章3.4を読む 1.0時間 
復習 2000年代になって実施された施策の特徴についてまとめる 1.0時間 

6 
講義内容 介護保険制度の仕組み①創設 
該当する到達目標 

2,3 
予習 第5章１．を読む 1.0時間 
復習 介護保険法だできた社会的背景についてまとめる 1.0時間 

7 
講義内容 介護封建制度の仕組み②概要 
該当する到達目標 予習 第5章2.を読む 1.0時間 
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3 復習 介護保険の財政基盤について，説明できるようにまとめる 1.0時間 

8 
講義内容 介護保険サービスの体系①居宅サービス，地域密着型サービス，予防給付サービス 
該当する到達目標 

4 
予習 第6章1.2.4.を読む 1.0時間 
復習 在宅ケアを行う事業所の特徴についてまとめる 1.0時間 

9 
講義内容 介護保険サービスの体系②施設サービス 
該当する到達目標 

4 
予習 第6章3.を読む 1.0時間 
復習 施設サービスの特徴についてまとめる 1.0時間 

10 
講義内容 介護保険サービスの体系③地域支援事業 
該当する到達目標 

4 
予習 第6章5.を読む 1.0時間 
復習 地域支援事業の内容について，説明できるようにまとめる 1.0時間 

11 
講義内容 介護保険制度における組織・団体と役割①国・都道府県・市町村の役割 
該当する到達目標 

2,3 
予習 第7章1.を読む 1.0時間 
復習 行政機関ごとの役割分担をまとめる 1.0時間 

12 
講義内容 介護保険制度における組織・団体と役割②指定サービス事業所や介護保険施設の役割 
該当する到達目標 

2,3 
予習 第7章2.を読む 1.0時間 
復習 指定サービス事業所をしている意味についてまとめる 1.0時間 

13 
講義内容 介護保険制度における組織・団体と役割③国保連，公私の役割関係 
該当する到達目標 

2,3 
予習 第7章3.4.を読む 1.0時間 
復習 苦情対応，外部からの評価についてまとめる 1.0時間 

14 
講義内容 高齢者虐待と虐待防止に向けた取り組み~背景と概要，取り組み 
該当する到達目標 

2 
予習 第12章を読む 1.0時間 
復習 高齢者虐待防止法によって守ることのできる範囲をまとめる 1.0時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

2 
予習 この科目で扱った個所をすべて確認すること 1.0時間 
復習 高齢者の権利を守るために必要なソーシャルワーカーの役割をまとめる 1.0時間 

備

考 

オフィスアワー 火~金昼休み時間，これ以外の時間もメールなどで事前調整のうえ可能な限り対応します． 
研究室：1号館5階506研究室 
予習・復習の時間については，試験前の学習で補完すること 

 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

132 
 

 
科目名 児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度（専門導入科目） SWI107 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大川 健次郎 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 児童・家庭の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉需要（子育て・ひとり親家庭、児童虐待及び DV の

実態を含む）について理解できるようにする。児童・家庭福祉制度の発展過程について理解できるようにす

る。児童の権利について理解できるようにする。相談援助活動において必要となる児童・家庭福祉に関わる

他の法制度について理解できるようにする。 
到達目標 1.現代社会における児童と家庭を取り巻く状況を理解し、今後の支援・制度の向かう方向性について理解で

きる。 
2.児童・家庭福祉制度の発展過程を理解し、現代の制度との変遷、根底に繋がる理念について理解できる 
3.児童の権利の変遷と概念を理解し現在の児童の権利の位置づけを説明できる。 
4.児童・家庭福祉に関わる他の制度を活用し、相談援助活動に援用できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験70％ 授業参加度30％ 
課題に対する

フィードバック 

授業参加度をミニレポートで測る。ミニレポートにコメントをつけて返却し学生にフィードバックする。 

使用教材 教科書「新・社会福祉士養成講座15 児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 社会福祉士養成講座

編集委員会編 中法法規出版」 
ISBN978-4-8058-5302-3 
講義のスライドを随時プリントして配布する。 

1 

講義内容 児童・家庭の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉需要と実際 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の「現代社会と子ども家庭」部分を熟読する 1時間 
復習 ひとり親家庭、児童虐待、DV,地域における子育て支援、青少年の実態を理解す

る 
1.5時間 

2 
講義内容 児童・家庭福祉制度の発展過程と児童の定義と権利 
該当する到達目標 

1，2 
予習 教科書の「子ども家庭福祉とは何か」部分を熟読する 1時間 
復習 児童と家庭の権利保障、児童・家庭福祉の発展を理解する 1.5時間 

3 
講義内容 児童福祉法の理念と概要 
該当する到達目標 

1，2 
予習 教科書「子ども家庭福祉の理念、子どものための福祉の原理」部分を熟読する 1時間 
復習 児童福祉法の理念、児童憲章の理念を理解する 1.5時間 

4 

講義内容 児童・家庭福祉の相談機関 
該当する到達目標 

1，4 
予習 教科書「子ども家庭福祉の実施体制」部分を熟読する 1時間 
復習 児童・家庭福祉制度における相談体制、主に児童相談所の枠割と組織を理解す

る 
1.5時間 

5 
講義内容 児童・家庭福祉制度における組織及び団体の役割と実際 
該当する到達目標 

1，2，4 
予習 教科書「行政機関と関連機関、児童福祉施設、児童・家庭福祉サービスの利用方

式」部分を熟読する 
1時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

133 
 

復習 児童・家庭福祉制度に関わる行政、NPOなどの役割を理解する 1.5時間 

6 
講義内容 児童虐待対策 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書「児童虐待対策」部分を熟読する 1時間 
復習 児童虐待の現状、それに対応する児童虐待の防止等に関する法律を理解する 時間 

7 
講義内容 ひとり親家庭に関する福祉 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書「ひとり親家庭の福祉」部分を熟読する 1時間 
復習 母子及び父子並びに寡婦福祉法、児童扶養手当法、売春防止法を理解する 1.5時間 

8 

講義内容 子ども・子育て新制度 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書「保育」部分を熟読する 1時間 
復習 保育をめぐる制度の流れ・概要、地域子育て支援の意味と歴史的経緯、地域子ど

も・子育て支援事業を理解する 
1.5時間 

9 
講義内容 ドメスティック・バイオレンスへの対応 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書「子どもと家庭にかかわる女性福祉」部分を熟読する 1時間 
復習 女性福祉の歴史的経緯と婦人保護事業、DV防止法について理解する 1.5時間 

10 
講義内容 母子保健 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書「母子保健」部分を熟読する 1時間 
復習 母子保健の目的と趣旨、母子保健施策の現状と今後の課題について理解する 1.5時間 

11 
講義内容 健全育成 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書「児童健全育成」部分を熟読する 1時間 
復習 少子化対策の流れ、児童手当法について理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 子育て支援 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書「地域子育て支援」部分を熟読する 時間 
復習 次世代育成支援対策推進法、少子化社会対策基本法について理解する 1.5時間 

13 
講義内容 障害児に関する福祉 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書「障害・難病のある子どもと家族への支援」部分を熟読する 1時間 
復習 特別児童扶養手当について理解する 1.5時間 

14 

講義内容 児童・家庭福祉制度における専門職の役割と実際 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書「子ども家庭福祉の専門職」部分を熟読する 1時間 
復習 児童・家庭福祉に関わる行政機関と専門職、児童福祉施設の専門職員と資格、そ

の他の専門職員と資格について理解する 
1.5時間 

15 
講義内容 家族・福祉に関する基本的知識と支援技術の学習 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書「子ども家庭福祉援助活動」部分を熟読する 1時間 
復習 相談援助活動の必要性、基本的視点、方法、他専門実践について理解する 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜日の 3時限と木曜日の 2時限、質問はメールでも受け付ける。 
研究室1号館5階508 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 障害者に対する支援と障害者自立支援制度（専門導入科目） SWI108 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

根岸  洋人 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 障害を持つ人々の存在は太古の昔から知られている。そしてその処遇は、その時代背景とともに変化してき

ている。現代を生きる我々には何が必要とされ、どんな課題が積み上げられているのだろうか。本講義では

障害者福祉に関する基本的事項を理解し、歴史的背景にたつ現代の問題点を学修していく。 
到達目標 1．障害のある人の暮らしを理解し、現代社会の問題点と関連づけ説明することができる 

2．障害者福祉の制度を理解し、その意義、問題点を指摘できる 
3．歴史や制度を関連づけて障害のある人の自立とその支援方法を説明できる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 期末試験を実施し評価を行う。配分は以下の通りとする。 
1．授業時のC-learningによる参加20％ 
2．期末試験80％ 

課題に対する

フィードバック 

C-learningを通じて行う 

使用教材 社会福祉学双書 障害者福祉論 全国社会福祉協議会編 

1 
講義内容 オリエンテーション（障害者の生活実態・社会情勢・介護需要） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 1年次に履修した障害に関する科目内容を確認する 1.0時間 
復習 授業で取り上げた歴史上の事項などを、インターネットなどを使用し復習しておく 1.0時間 

2 
講義内容 障害の定義・理念（障害者基本法を含む） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 ノーマライゼーションの理念について確認する 1.0時間 
復習 ICFの概念について整理する 1.0時間 

3 
講義内容 知的障害者福祉法とその関連制度 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 知的障害者福祉法について教科書を読む 1.0時間 
復習 知的障害の障害特性や統計などを確認する 1.0時間 

4 
講義内容 身体障害者福祉法とその関連制度（バリアフリー法を含む） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 身体障害者福祉法について教科書を読む 1.0時間 
復習 身体障害の特性や手帳制度などを整理し確認する 1.0時間 

5 
講義内容 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の理解（医療観察法を含む） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神保健福祉法について教科書を読む 1.0時間 
復習 精神障害の特性や医療との関わりについて整理する 1.0時間 

6 
講義内容 発達障害者支援法とその関連制度 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 発達障害者支援法について教科書を読む 1.0時間 
復習 発達障害の特性や近年の状況についてインターネットで調べる 1.0時間 

7 
講義内容 障害者福祉制度の発展過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 戦後の法制定の過程について教科書を読む 1.0時間 
復習 障害者自立支援法反対運動などをインターネット等を使い調べる 1.0時間 
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8 
講義内容 障害者総合支援法について（相談支援事業所及び専門職の役割と実際を含む） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 障害者総合支援法について教科書を読む 1.0時間 
復習 総合支援法の規定するサービスについて整理する 1.0時間 

9 
講義内容 障害のある人の所得保障 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 障害のない人の社会保障について学ぶ 1.0時間 
復習 自分の住んでいる自治体の実施している障害者優遇について調べる 1.0時間 

10 
講義内容 障害者の雇用・就労（地域移行や就労の実態を含む） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 障害者雇用促進法について教科書を読む 1.0時間 
復習 障害者の雇用の先進事例をインターネットを使用し調べる 1.0時間 

11 
講義内容 障害のある人の教育 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 特別支援教育について学ぶ 1.0時間 
復習 学校の種類や問題点等について整理する 1.0時間 

12 
講義内容 障害者虐待防止方とその対策 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 障害者虐待防止方について教科書を読む 1.0時間 
復習 過去の虐待事件などを新聞記事やインターネットを通じて調べる 1.0時間 

13 
講義内容 障害者の地域生活（多職種間の連携、ネットワーキング、連携と協働） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 生活のしづらさに関する調査を確認する 1.0時間 
復習 地域生活を進めるための制度、相談員の役割について確認する 1.0時間 

14 
講義内容 障害者と家族（家族への支援） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 地域生活の実態について家族との同居の視点で統計を見る 1.0時間 
復習 障害者家族の手記などを読む 1.0時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

3 
予習 これまでの授業を振り返り整理しておく 1.0時間 
復習 定期試験に向けて学習を行う 1.0時間 

備

考 

夏休み等の期間を利用して実際に障害のある人と接する機会（ボランティア活動等）をもつこと。ボランティア等の

活動によってこの授業の内容は深まります。 
オフィスアワーは火曜日3限と、金曜日の 5限です。 
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科目名 人体の構造と機能及び疾病（専門導入科目） SWI109 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

上原 徹 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 学生が、人体の構造と機能や疾病について理解する。人の成長と発達、心身の構造と機能、主な疾病や障

害の概要、リハビリテーションや ICF、健康の概念、関連職種の業務、障害者総合支援法等の改正など、社

会福祉士として必要な医学・保健知識を学ぶ。 
到達目標 1.人体の構造と機能について説明できる 

2.主な疾病や障害の概要について解説できる 
3.リハビリテーションやＩＣＦ、健康の概念について説明できる 
4.障害者総合支援法など、保健福祉政策を解説できる 
5.社会福祉士として必要な医学知識を整理できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 期末筆記試験８０％、C ラーニングによる小テスト提出２０％で評価するが、授業態度（静粛さや不必要な私

語、真摯な姿勢など）に問題がある場合は個別に厳しく減点する。 
課題に対する

フィードバック 

必要に応じて、期末試験問題や国家試験問題の解説やフィードバックを行う。 

使用教材 新・社会福祉士養成講座１ 人体の構造と機能及び疾病 第３版 中央法規、を教科書に用いる 

1 
講義内容 健康に関するイントロダクション 
該当する到達目標 

5 
予習 関心のあるテーマを調べておく 0.5時間 
復習 授業の内容をまとめる 1.5時間 

2 
講義内容 身体精神の成長と発達と老化 
該当する到達目標 

1,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

3 
講義内容 人体の構造機能① 
該当する到達目標 

1,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

4 
講義内容 人体の構造機能② 
該当する到達目標 

1,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

5 
講義内容 脳血管障害、メタボリックシンドローム、がん、など 
該当する到達目標 

2,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

6 
講義内容 循環器、代謝、呼吸器疾患など 
該当する到達目標 

2,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

7 
講義内容 消化器、血液、腎臓泌尿器疾患など 
該当する到達目標 予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
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2,5 復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

8 
講義内容 骨関節、感染症、神経難病など 
該当する到達目標 

2,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

9 
講義内容 視聴覚、内部、肢体、知的の各障害 
該当する到達目標 

2,4 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

10 
講義内容 発達障害、精神障害、高次脳機能障害など 
該当する到達目標 

2,4 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

11 
講義内容 リハビリテーションの概要 
該当する到達目標 

3,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

12 
講義内容 ICFの概要 
該当する到達目標 

3,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

13 
講義内容 健康のとらえ方 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

14 
講義内容 さまざまな保健衛生対策 
該当する到達目標 

4,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 講義担当部分をノートにまとめること。 1.5時間 
復習 小テストを参考に復習を徹底すること 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー： 月４ 金３   研究室:１号館５階５０１      
予習 ・復習については、試験前後の学習で補完 すること 
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科目名 社会調査の基礎（専門導入科目） SWI110 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

安達 正嗣 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 社会調査の基本的な知識や技法について解説することによって、現代の社会福祉の業務における社会調

査の大きな意義を理解する。 
到達目標 1.大学生としての基礎的な知識力として、社会調査の基本を身につけることができる。 

2.社会調査を学ぶことを通じて、豊かな人間性と倫理観を身につけることができる。 
3.社会調査の技法を学ぶことで、問題解決能力やコミュニケーション能力を身につけることができる。 
4.社会調査を学ぶことで、他分野との連携に役立ち、学際的な視点を身につけることができる。 
5.社会調査の技法を会得することで、社会福祉現場での応用・実践力を身につけることができる。 
6.社会調査の基礎を身につけることで、専門家としての倫理性を持って、社会福祉への貢献力を身につけ

ることができる。 
学位授与方針と

の対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 小テスト（毎回、講義の開始時に前回の講義内容について数問のテストをおこなう。遅刻は厳禁。）50％、

学期末試験50％ 
課題に対するフ

ィードバック 

各受講生は、小テストで講義の理解度を把握し、次回の講義時に返却された答案に関する解説を通じて、

復習に役立て、現代社会と福祉を理解できるようになる。 
使用教材 社会福祉士養成講座編集委員会編『社会調査の基礎』中央法規 

1 
講義内容 第1章「社会福祉と社会調査」第１節（1～11頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第1章第1節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第1章第1節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと 1.5時間 

2 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第1章「社会福祉と社会調査」第2節（12～20頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第1章第2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第1章第2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

3 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第1章「社会福祉と社会調査」第3節（21～30頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第1章第3節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第1章第3節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

4 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第2章「社会調査の概要」第1～2節（31～44頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第2章第1～2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第2章第1～2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

5 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第2章「社会調査の概要」第3～4節（45～54頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第2章第3～4節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第2章第3～4節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

6 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第3章「量的調査の方法」第1節（55～62頁）を解説する。 
該当する到達目標 

2,3,4,5,6 
予習 第3章第1節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第3章第1節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

7 講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第3章「量的調査の方法」第2～3節（63～75頁）を解説する。 
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該当する到達目標 

2,3,4,5,6 
予習 第3章第2～3節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第3章第2～3節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

8 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第3章「量的調査の方法」第4節1～3（76～84頁）を解説する。 
該当する到達目標 

2,3,4,5,6 
予習 第3章第4節1～3を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第3章第4節1～3の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

9 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第3章「量的調査の方法」第4節4～5（85～108頁）を解説する。 
該当する到達目標 

2,3,4,5,6 
予習 第3章第4節4～5を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第3章第4節4～5の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

10 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第4章「質的調査の方法」第1～2節（109～121頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第4章第1～2節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第4章第1～2節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

11 
講義内容 前回講義に関する小テスト実施。第4章「質的調査の方法」第3～5節（122～138頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第4章第3～5節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第4章第3～5節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

12 
講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第4章「質的調査の方法」第6～7節（139～156頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第4節第6～7節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第4章第6～7節の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

13 

講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第 5 章「社会調査における倫理と個人情報保護」（157～164 頁）

を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第5節を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第5章の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

14 

講義内容 前回講義に関する小テストを実施。第 6 章「社会調査の実施にあたっての IT の活用方法」と第 7 章

「社会科学としての社会調査」（165～188頁）を解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 第6章と第7章を読んでおくこと。 1.5時間 
復習 第6章と第7章の内容、提示された概念や制度などを理解しておくこと。 1.5時間 

15 
講義内容 講義全体を整理してまとめて解説する。 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書とノートを読み直して、講義全体の理解の確認をしておくこと。 3時間 
復習 全講義の内容と概念について、再確認をしておくこと。 3時間 

備

考 

講義の内容には数学的な思考が必要な箇所もあるので、予習や復習において小テストを活用しなから、講義中に

解説した内容を整理しておくことが不可欠となる。 
オフィスアワー：火曜日5限、水曜日3限 

 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

140 
 

 
科目名 認知症の理解（専門導入科目） SWI111 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼 記代 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 近年増加する認知症の症状に関する基礎的知識やケアの方法について学修する。福祉サービスに従事す

る者として、実践での対応方法や修得する。実習やボランティア時に適切に認知症の人々のケアを行うこと

ができる 
到達目標 1.認知症の定義や要因,、症状等について説明できる。 

2.認知症状やBOSDのケアの方法について説明できる。 
3.認知症高齢者の思いや置かれている状況について説明できる。 
4.認知症の予防方法について説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験80％、レポート（10％）、授業参加度（10％）で評価する。総合評価60％以上を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメントを付けて返却する。定期試験の前に出題の範囲や意図を提示する。 

使用教材 「認知症の正しい理解と包括的医療・ケアのポイント第3版」／山口晴保・佐土根朗・松沼記代・山上徹也／協

同医書出版社／2016年／3500円教科書を中心に進めるが、資料を適時配布する。 

1 
講義内容 認知症に伴うこころとからだの変化 ビデオ“ボケなんか恐くない” 
該当する到達目標 

1,2 
予習 認知症高齢者の現状について調べる。 1時間 
復習 講義内容とビデオの感想をまとめる。到達目標、成績評価方法を確認する。 1時間 

2 
講義内容 認知症の要因 
該当する到達目標 

1 
予習 テキスト第1部1-2を読んで、専門用語の意味と内容を把握する。 1時間 
復習 授業範囲を復習し、内容を理解する。 1時間 

3 
講義内容 認知症の症状と経過 ～認知症状と行動・心理症状（BPSD） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 テキスト第2部1-2を読んで、認知症の症状について把握する。 1時間 
復習 学習した内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

4 
講義内容 認知症ケアの基本 ①－記憶障害へのアプローチ 
該当する到達目標 

1,3 
予習 テキスト第2部3を読んで、記憶障害について把握する。 1時間 
復習 学習した内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

5 
講義内容 認知症ケアの基本 ②－見当職障害へのアプローチ 
該当する到達目標 

1,3 
予習 テキスト第2部4を読んで、見当識障害について把握する。 1時間 
復習 学習した内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

6 
講義内容 症状別ケアの方法 ①－幻覚・妄想への対応 
該当する到達目標 

2,3 
予習 テキスト第2部6を読んで、見当識障害について把握する。 1時間 
復習 学習した内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

7 
講義内容 症状別ケアの方法 ②－徘徊・不潔行為への対応  
該当する到達目標 

2,3 
予習 テキスト第2部7・8を読んで、BPSDの徘徊や不潔行為について把握する。 1時間 
復習 学習した内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 
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8 
講義内容 脳血管性認知症ケアの原則 
該当する到達目標 

2,3 
予習 テキスト第2部5・9を読んで、脳血管性認知症について把握する。 1時間 
復習 学習した内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

9 
講義内容 脳活性化リハビリテーションと認知症の評価尺度 
該当する到達目標 

1,2 
予習 テキスト第3部1-3第4部1を読んで、概要を把握する。 1時間 
復習 学習した内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

10 
講義内容 施設サービスにおける援助とケア 
該当する到達目標 

2,3 
予習 テキスト第2部1・13を読んで、概要を把握する。 1時間 
復習 ボランティア先や実習先でのケアのあり方と比較する。 1時間 

11 
講義内容 在宅サービスにおける援助とケア  DVD「自分らしく生きる」から考える 
該当する到達目標 

2,3 
予習 デイサービスや小規模多機能施設等の概要を把握する。 1時間 
復習 居住する区域の居宅サービスの職員や 1時間 

12 
講義内容 家族への支援    DVD「ハルさんの物語」から考える 
該当する到達目標 

2,3 
予習 テキスト第2部12を読んで、概要を把握する。 1時間 
復習 認知症の方を抱える家族から話を聴く。 1時間 

13 
講義内容 認知症を取り巻く状況－ケアの歴史と現状 
該当する到達目標 

1,3 
予習 認知症がぼけや痴ほう症と呼ばれていた時代について調べる。 1時間 
復習 学習した内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

14 
講義内容 認知症の予防と対策－連携と協働 
該当する到達目標 

4 
予習 テキスト第1部5・第2部11を読んで、概要を把握する。 1時間 
復習 福祉専門職として認知症予防にどのように関わるか考える。 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 これまで学んだ認知症ケアの内容と課題について確認する。 1時間 
復習 認知症の概要やケアの方法を実践で活かせるように整理する。 1時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日3限、水曜日3限  
質問や意見はメールからも受け付ける。 
介護福祉士養成課程指定科目 
予習・復習の時間については、試験前の学習で補填すること。 
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科目名 障害の理解（専門導入科目） SWI112 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大塚 光彦 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 必修 2単位 
講義目標 1.障がい（身体・知的・精神）について 

国際的な定義、日本における定義及び基本法等基本的な基礎知識を習得する。 
2.障がいの受容について 
「中途障がい」・「先天性障がい」につて理解する。 
3.ノーマライゼーション・バリアフリー・ユニバーサルデザイン等の現状と課題について 
4.障がいについて 
障がいを医学的・心理的・社会的側面から理解する。 

到達目標 1.総合的に障がいを理解し、三障がいの特性を説明できる。 
2.障がいに対する基本的な専門用語を説明できる。 
3.「ゲストスピーカー」の講義内容を充分に理解し、積極的に質疑することにより、その障がいについて、総合的

にレポートを書くことが出来る。 
学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 1.全ての講義に対するミニレポート 
2.ゲスト講師への感想リポート 
3.授業６０％ 筆記（ミニレポート・試験）４０％ 

課題に対する

フィードバック 

1.レポートには随時総合的にコメントする。 
2.随時課題等の説明をする。 

使用教材  公益財団法人  日本障がい者スポーツ協会  障がい者スポーツ指導教本初級・中級 
 講義のPP資料及び関係資料を随時配布 

1 

講義内容 障がいの基礎的理解・障がいの定義・分類と概要について 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P３４～３６を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

2 

講義内容 国際生活機能分類について 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P２６～２７を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容を理解し、四肢の名称等を確認する。 ２時間 

3 

講義内容 障がいの種類及び四肢の名称について 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P７２～７４を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

4 
講義内容 脳性麻痺について（種類・原因・特性） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書P１５０を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 
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復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

5 

講義内容 脊髄損傷について（種類・原因・特性） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書P１４８～１４９を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

6 

講義内容 催奇形性について 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 講義の内容について下調べし。理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

7 

講義内容 義肢・装具について 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P１８０～１８４を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

8 

講義内容 切断・離断について 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書P１５２～１５３を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

9 

講義内容 視覚障がいについて 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P１５４～１５９を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

10 

講義内容 聴覚障がいについて 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P１６０～１６３を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

11 

講義内容 知的障がいについて 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P１６８～１７２を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

12 

講義内容 知的障がいについて 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P１７２～１７５を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

13 

講義内容 精神障がいについて 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P１７６～１７７を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

14 

講義内容 精神障がいについて 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書P１７７～１７９を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと 
１時間 
１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

15 
講義内容 その他の障がいについて・三障がいについて 
該当する到達目標 予習 教科書P１６４～１６７を読んで講義の目標等を理解する。 １時間 
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1,2 専門用語の意味を理解しておくこと １時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

備

考 
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科目名 発達と老化の理解（専門導入科目） SWI113 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

角野 善司 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 生涯にわたる心理・身体的機能の発達に伴う変化と、それを踏まえた援助に必要な基礎的知識を修得する。 

とりわけ、発達の観点から老化を理解し、老化に関する心理や身体機能の変化の特徴に関する基礎的知識

を修得することを目指す。 
到達目標 1.主要な発達理論について説明できる。 

2.生涯発達および各発達段階の概要と課題を説明できる。 
3.老化が及ぼす心理的影響について説明できる。 
4.高齢者の心理への対応を説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 毎回の宿題30％（復習課題15％、予習課題15％）、学期中3回程度のレポート 30％、学期末テスト 40％。

宿題の得点が一定水準に達しなければ、学期末テストの得点に関わらず単位を付与しない。 
課題に対する

フィードバック 

毎回の授業開始時に、宿題の講評解説を行う。 

使用教材 新・介護福祉士養成講座「発達と老化の理解」第3版 中央法規出版 

1 

講義内容 人間の成長と発達の基礎的理解（1）発達の概念と主要な理論 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の前書き、シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を始める。 
1.5時間 

2 

講義内容 人間の成長と発達の基礎的理解（2）生涯発達 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を重ねる。 
1.5時間 

3 

講義内容 人間の成長と発達の基礎的理解（3）発達段階と発達課題 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートを作成する。 
1.5時間 

4 

講義内容 人間の成長と発達の基礎的理解（4）胎児期・乳児期の発達 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を始める。 
1.5時間 

5 

講義内容 人間の成長と発達の基礎的理解（5）幼児期の発達 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を重ねる。 
1.5時間 

6 
講義内容 人間の成長と発達の基礎的理解（6）児童期の発達 
該当する到達目標 予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
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2 復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を重ねる。 
1.5時間 

7 

講義内容 人間の成長と発達の基礎的理解（7）青年期の発達 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を重ねる。 
1.5時間 

8 

講義内容 人間の成長と発達の基礎的理解（8）成人期の発達 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートを作成する。 
1.5時間 

9 

講義内容 老年期の発達と成熟（1）老年期の定義 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を始める。 
1.5時間 

10 

講義内容 老年期の発達と成熟（2）老年期の発達課題 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を重ねる。 
1.5時間 

11 

講義内容 老化に伴うこころとからだの変化と日常生活（1）老化に伴う心身の変化の特徴 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を重ねる。 
1.5時間 

12 

講義内容 老化に伴うこころとからだの変化と日常生活（2）老化に伴う心身の機能の変化と日常生活への影響 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を重ねる。 
1.5時間 

13 

講義内容 老化に伴うこころとからだの変化と日常生活（3）高齢者の心理（1）記憶・知能 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を重ねる。 
1.5時間 

14 

講義内容 老化に伴うこころとからだの変化と日常生活（4）高齢者の心理（2）パーソナリティと適応 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートの作成に向けた学習を重ねる。 
1.5時間 

15 

講義内容 高齢者の医療制度および保健医療職との連携 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。課題レポ

ートを作成する。 
1.5時間 

備

考 

・宿題の提出は、C-learningによる。 
・オフィスアワー（前期）：火曜3限、木曜4限   研究室：8号館4階405室 
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科目名 精神疾患とその治療Ⅰ（専門導入科目） SWI114 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

上原 徹 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 必修 2単位  
講義目標 学生が、支援専門職である社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士として必要となる、精神医学に関する

基本的な知識を身につけることができる。精神医療全般についての初級知識を習得し、その視点を生かした

援助方法を、自ら考えるきかっけをつかむことができる。 
到達目標 1.精神疾患や心理社会的問題の概要を説明できる 

2.こころの健康を保つための基本を解説できる 
3.精神障害を援助するために必要な知識を整理できる 
4.精神医療における治療や支援法を解説できる 
5.精神保健の現状と課題を理解できる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 期末筆記試験８０％、C ラーニングによる小テスト提出２０％で評価するが、授業態度（静粛さや不必要な私

語など）に問題がある場合は個別に厳しく減点する。 
課題に対する

フィードバック 

専門職としての必要な課題をフィードバックする。必要に応じて、試験問題の解説を行う。 

使用教材 DVD などの視聴覚教材やＯＨＰ／スライド上映を多用し、特に教科書は指定しない。参考書として、精神保

健福祉士養成講座第1巻「精神疾患とその治療」中央法規出版を推奨する。 

1 
講義内容 精神医学や精神医療のイントロダクション 
該当する到達目標 

2,5 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 0.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

2 
講義内容 症候、診断、分類、検査、病因 
該当する到達目標 

1,2 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

3 
講義内容 統合失調症とは？ 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

4 
講義内容 うつ病とは? 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

5 
講義内容 双極性障害（躁うつ病）とは？ 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

6 
講義内容 アルコールや物質依存とは?  
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

7 講義内容 睡眠について 
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該当する到達目標 

1,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

8 
講義内容 神経症とは？ 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

9 
講義内容 PTSDやストレスに関連する病 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

10 
講義内容 摂食障害特論 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

11 
講義内容 認知症とは? 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

12 
講義内容 児童青年期の病とは？ 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

13 
講義内容 精神科の治療法や支援について 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

14 
講義内容 リハビリテーションや心理社会アプローチ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1時間 
復習 資料を用いて自習する。 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 資料を用いて自習する。 2時間 
復習 試験問題を復習する。 1時間 

備

考 

オフィスアワー： 月４ 金３   研究室:１号館５階５０１     
予習 ・復習については、試験前後の学習で補完 すること 
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科目名 精神保健の課題と支援Ⅰ（専門導入科目） SWI115 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

横澤 岳志 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 社会福祉コース必修 2単位、介護福祉コース必修 2単位 
講義目標 精神疾患が国民の５大疾病のひとつとして数えられる現代社会において、精神保健への取り組みがますま

す重要視されている。本講義は、精神保健福祉士を目指す学生が様々な精神保健についての基本的な知識

を習得し、様々な課題解決に向けた実践の基礎となることを目指す。 
到達目標 1.精神保健の概要を理解する 

2.精神の健康とライフサイクルや生活習慣との関連を理解する 
3.精神の健康に関わる支援のあり方を理解する 
4.精神保健と家族の課題について理解する 
5.精神保健と学校教育の課題について理解する 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度を 30％、定期試験を 70％の比重で評価し、合計で 60％以上を合格とする。なお、レポートによ

り、評価に加点する場合あり。 
課題に対する

フィードバック 

定期試験後に解答を提示する。 
レポートにはコメントをつけて返却する。 

使用教材 新・精神保健福祉士養成講座2 精神保健の課題と支援（中央法規出版） 

1 
講義内容 精神保健の概要と課題 ①精神保健の概要 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の第1章第1節に目を通す 2時間 
復習 精神保健の概要について理解する 2時間 

2 
講義内容 精神保健の概要と課題 ②精神保健の歴史 ③精神保健の課題 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の第1章 第2節～第3節に目を通す 2時間 
復習 精神保健の歴史や課題について理解する 2時間 

3 
講義内容 精神の健康とその要因 ①社会構造の変化と新しい健康観 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第2章 第1節に目を通す 2時間 
復習 社会構造の変化と新しい健康観について理解する 2時間 

4 
講義内容 精神の健康とその要因 ②ライフサイクルと精神の健康 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第2章 第2節に目を通す 2時間 
復習 ライフサイクルにおける精神の健康について理解する 2時間 

5 
講義内容 精神の健康とその要因 ③ストレスと精神の健康 ④生活習慣と精神の健康 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第2章 第3節～第4節に目を通す 2時間 
復習 ストレスや生活習慣による精神の健康への影響について理解する 2時間 

6 
講義内容 精神の健康とその要因 ⑤精神の健康、精神疾患、身体疾患に由来する障害 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第2章 第5節に目を通す 2時間 
復習 精神疾患や精神障害について理解する 2時間 

7 
講義内容 精神の健康への関与と支援 ①精神の健康に関する心的態度 ②精神保健に関する予防の概念と対

象 
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該当する到達目標 

3 
予習 教科書の第3章 第1節～第2節に目を通す 2時間 
復習 心的プロセスと精神保健に関する予防について理解する 2時間 

8 

講義内容 精神の健康への関与と支援 ③精神保健に関する国、都道府県、市町村、団体等の役割および連携 

④精神保健に関する専門職種 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書の第3章 第3節～第4節に目を通す 2時間 
復習 精神保健に関する自治体等の役割について理解する 2時間 

9 
講義内容 精神保健の視点からみた家族の課題とアプローチ ①現代日本の家族特徴 ②結婚生活と精神保健 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の第4章 第1節～第2節に目を通す 2時間 
復習 家族関係や結婚生活における精神保健について理解する 2時間 

10 

講義内容 精神保健の視点からみた家族の課題とアプローチ ③育児をめぐる精神保健 ④社会的ひきこもりを

めぐる精神保健 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の第4章 第3節～第4節に目を通す 2時間 
復習 育児をめぐる精神保健やひきこもりをめぐる精神保健について理解する 2時間 

11 

講義内容 精神保健の視点からみた家族の課題とアプローチ ⑤病気療養と介護をめぐる精神保健 ⑥高齢者の

精神保健 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の第4章 第5節～第6節に目を通す 2時間 
復習 病気療養や介護をめぐる精神保健と高齢者の精神保健について理解する 2時間 

12 

講義内容 精神保健の視点からみた家族の課題とアプローチ ⑦家庭内の問題を相談する機関 ⑧家庭内の問

題を相談する機関における精神保健福祉士の役割 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の第4章 第7節～第8節に目を通す 2時間 
復習 各種相談機関と精神保健福祉士の役割について理解する 2時間 

13 
講義内容 精神保健の視点からみた学校教育の課題とアプローチ ①現代日本の学校教育と生徒児童の特徴 
該当する到達目標 

5 
予習 教科書の第5章 第1節に目を通す 2時間 
復習 現代の学校教育と生徒児童の特徴について理解する 2時間 

14 

講義内容 精神保健の視点からみた学校教育の課題とアプローチ ②教員の精神保健 ③関与する専門職と関

係法規 
該当する到達目標 

5 
予習 教科書の第5章 第2節～第3節に目を通す 2時間 
復習 教員の精神保健と学校に関与する専門職について理解する 2時間 

15 
講義内容 精神保健の視点からみた学校教育の課題とアプローチ ④学校における精神保健福祉士の役割 
該当する到達目標 

5 
予習 教科書の第5章 第4節に目を通す 2時間 
復習 学校における精神保健福祉士の役割について理解する 2時間 

備

考 

メールで質問したい時のアドレス；tak.yoyo0120gmail.com 
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科目名 福祉基礎実習（専門導入科目） SWI116 実習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

石坂公俊・長谷川恵子・堀口美奈子・大口達也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 社会福祉コース 必修 1単位  
講義目標 保健福祉分野の制度サービスに関する考え方や理念，援助方法など専門的な学習を深めるには，実際の現

場体験が重要である。この福祉基礎実習では保健福祉分野に関する体験を通じて基礎的な学習を深め，実

習教育の意義と実習にかかる基礎的理解を目的とする。 
到達目標 1.専門的社会福祉の学習に興味を持つことができる 

2.学内学習と実習の関係を理解できる。 
3.援助・被援助関係を体験的・基礎的に理解できる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への公権力 

評価方法 開講時に指示する。（例年，実習担当者から届く報告，実習中の巡回教員による所見，実習後に提出する学生

の自己評価資料を参考に評価している） 
課題に対する

フィードバック 

実習の手引きと個人で作成したノートを提出期限内に提出した学生には，授業担当者からのコメントや指導を

通して返却する。実習報告会に向けて作成した資料は資料集として当日配布を予定している。 
使用教材 福祉基礎実習の手引き及び福祉基礎実習ノート 
講義内容 福祉基礎実習は保健福祉分野における援助対象者やサービス利用者，施設・機関・団体の種別，ソーシャル

ワーカーやケアワーカーなどの職種について，現場を体験しながら理解を深める。 
（１）実習指導＝全体会およびゼミ学習 

① 福祉現場におけるマナー、実習生としての態度や姿勢  ② 実習先の概要 
③ 実習計画書の作成  ④ 実習報告書の作成、振り返り  ⑤ 実習報告会の開催 

（２）実習時間 
計15～18時間（2～3日程度） 

（３）実習予定先 
高齢者（特別養護老人ホーム，デイサービスセンター，グループホーム），障害児（デイサービス，学童ク

ラブ），知的・精神障害者（就労継続支援事業，地域活動支援センター）施設や団体のほか，社会福祉協

議会などがある。実習先は学生の希望を考慮しながら，大学が決定する。 
（４）実習内容（例） 

施設等利用者との交流，話し相手，身の回りの手伝い，作業の手伝い，簡易な介護，環境美化，行事の

準備や手伝い等 
予習 実習先に関する予習，実習指導で準備した資料の確認 期間中適宜 
復習 実習先で教わったことの再確認，実習記録の作成，報告会用資料準備 期間中適宜 

備

考 

社会福祉コースのみ開講 
実習指導は実習担当教員がゼミ別に行います。ゼミ別ガイダンス等で連絡先等をアナウンスします。 
その他，実習にかかわる実習事務等は，実習指導室が担当します。 
実習事務に関して，不明な点，疑問点，連絡事項がある場合は，必ず来室して確認してください。 
実習指導室：大学１号館５階 TEL：027-352-1292（直通） 
利用時間：実習期間外 ９時３０分～１７時３０分（月～金），実習期間中 ９時００分～１８時００分（月～金※原則） 
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科目名 福祉基礎演習（専門基幹科目） SWC201 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

福祉基礎演習担当教員（戸澤由美恵，根岸洋人，原田欣宏，大川健次郎，堀口美奈子） 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標  大学生としての基礎的学習スキルを身につけるとともに、福祉マインドの育成を目指し、4 年間にわたる専

門的学習の素地を形成する。コミュニケーション力を高め、専門職として必要となる応用力や人間的態度につ

いての基本を学ぶ。具体的には、今日の福祉の発展に貢献した、国内外の偉人を取り上げ、その生涯や価値

観を主体的に学ぶことを通じて、福祉に対する関心を深め動機づけを図る。グループ学習を通じて、読む・書

く・話す・調べる・発表する・調べる・議論する・まとめる力を身につける。 
到達目標 1.大学生としての基礎的学習スキルを身につけることができる。 

2.福祉マインドを理解できる。 
3.専門科目の履修に必要な基礎的能力を身につけることができる。 
4.他者と関わる上で必要となる対人関係能力を獲得できる。 
5.社会福祉支援者を目指す学生としての責任感を自覚できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 演習の活発な議論・活動への貢献度（50％）、自分の担当のレジュメづくりやグループなどでの発表（50％）、

などで総合的に評価します。ただし、演習形式での授業なので、遅刻・欠席の多い学生には 20%を超えた比

重で（30%程度までの）成績評価の減点をする場合があります。 
課題に対する

フィードバック 

各ゼミにおいて提出を求めるレポートやリアクションペーパーについては、適宜返却を予定している。 
履修者は返却された資料を必ず復習すること。 

使用教材 共通の教科書は指定しないが、各ゼミや担当教官が輪読で使用する図書などの紹介や、指導教員から資料

などの配布がある。 

1 
講義内容 オリエンテーション、ゼミ内でのグループ分け等 
該当する到達目標 

1,4 
予習 不要 0時間 
復習 初回ゼミにおいて指導教員から説明があった点、今後の授業方針の確認 0.5時間 

2 
講義内容 指導教員によるゼミの方針説明、グループ学習におけるルール説明等 
該当する到達目標 

1,4 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 グループ学習に関するルール確認、グループ内の役割確認、その他 0.5時間 

3 

講義内容 グループ学習・グループ発表 
該当する到達目標 

1,3 
予習 レジュメを使った発表を行います。自分が担当となった項目について、指定され

たやり方でレジュメを作成し、発表の準備をしておくこと。 
0.5時間 

復習 グループ担当者間で割り当てられた役割に沿った準備、設定。 0.5時間 

4 
講義内容 指導教員による授業（関連事項に関する講義、グループ発表準備等） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 他グループの説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

5 
講義内容 指導教員による授業（関連事項に関する講義、グループ発表準備等） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自分達の発表内容について分担を再度確認し、内容の詳細を詰めること。 0.5時間 
復習 他グループの説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 
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6 
講義内容 指導教員による授業（関連事項に関する講義、グループ発表準備等） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自分達の発表内容について分担を再度確認し、内容を検討すること。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちの発表に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

7 
講義内容 指導教員による授業（関連事項に関する講義、グループ発表準備等） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自分達の発表内容について分担を再度確認し、内容を検討すること。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちの発表に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

8 
講義内容 グループ学習・グループ発表 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自分達の発表内容について分担を再度確認し、詳細を詰めること。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちの発表に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

9 
講義内容 指導教員による授業（関連事項に関する講義、グループ発表講評等） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自分達の発表内容について分担を再度確認し、詳細を詰めること。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちの発表に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

10 
講義内容 指導教員による授業（関連事項に関する講義、グループ発表準備等） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自分達の発表内容について分担を再度確認し、詳細を詰めること。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちの発表に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

11 
講義内容 指導教員による授業（関連事項に関する講義、グループ発表準備等） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自分達の発表内容について分担を再度確認し、メンバーと討論を行うこと。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちの発表に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

12 
講義内容 指導教員による授業（関連事項に関する講義、グループ発表講評等） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 自分達の発表内容について分担を再度確認し、メンバーと討論を行うこと。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちの発表に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

13 
講義内容 グループ学習・グループ発表 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 講義内容を受けて、討論に際して各自で準備を進める。 0.5時間 

14 
講義内容 まとめと討論 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 最終発表に関する指示を受けているため、内容を確認して予習すること。 0.5時間 
復習 討論した内容について、各自で感じたことなどを指定様式に記入する。 0.5時間 

15 
講義内容 まとめと討論 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 最終発表に関する指示を受けているため、内容を確認して予習すること。 0.5時間 
復習 討論した内容について、各自で感じたことなどを指定様式に記入する。 0.5時間 

備

考 

各指導教員のオフィスアワーや連絡方法は、オリエンテーション時に直接案内される。受講するためには、各担当

指導教員名（ゼミ）での履修登録が必要。予習、復習に必要な時間は最低限の時間を表示するが、演習期間中は必

ず教わったことや調べたことをチェックし、帰宅後は必ず指示されたことや教わったことを書き出すなどの自習が必

要である。予習・復習についての時間は参考であり、単位修得に必要な時間との差異は各自で補完すること。 
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科目名 相談援助演習Ⅰ（専門基幹科目） SWC202 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

戸澤 由美恵・根岸 洋人・永田 理香・大川 健次郎・石坂 公俊・大口 達也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 今日、さまざまな人々が社会福祉の支援を必要としている。ソーシャルワーカーとして、利用者や家族ととも

によりよい問題解決の方法を求める姿勢を身につけ、実践に必要なソーシャルワークの技術を習得する。ま

た、ロールプレイ、個人やグループによる発表・ディスカッション・ディベート、ワークシート作成等を行い、自

らの思考を整理し発表する力を獲得する。最終的に、習得した知識と基礎的技術を、実習等で主体的に活用

することができる。 
到達目標 1.相談援助演習が社会福祉士養成（科目）の中でどのような位置づけを持っているのかを理解し、学ぶ意義

が説明できる。 
2.自分を他者に伝えるという体験を通して、自分自身のことを意識的に考え、基本的対人関係を培える。 
3.利用者とその環境を理解する時の枠組みとなる自身の性格や価値観への考察を深めることができる。 
4. 利用者の理解を深めよい援助関係をつくる要素として、自己開示を理解し、価値観の多様性が他者理解

を深めることを理解できる。 
5.コミュニケーションは不完全なものと認識し、言語的・非言語的コミュニケーションの両方を使って送り手の

真意を読み取れる感受性や自身のコミュケーションスタイルへの自己覚知を高める必要性が理解できる。 
6.利用者一人ひとりが価値ある存在となるために、社会福祉士がもつべき人間観や福祉観、援助観につい

て学習し、人々の権利を擁護する上で必ず遵守しなければならない倫理原則を知る。 
7.演習全体を通して、自らの感性に磨きをかけ、将来的に社会福祉士として現場に従事するために必要な課

題や目標等を発見することができる。 
学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 担当教員が、ゼミ別に実施する。単元ごとに、演習への取組状況（グループワークやロールプレイへの取組

姿勢、提出物、課題作成等）により総合的に評価する。なお、演習内容の性質上、以下について留意し出席

すること。 
① 遅刻・欠席の連絡は、できるだけ事前に担当教員に連絡する 
② 演習課題に対し、主体的に判断し、積極的に参加・発言する姿勢を心がける 

課題に対する

フィードバック 

提出物等について、担当教員がコメントや修正・改善事項を提示して、随時フィードバックする。再提出もあり

うる。履修者は返却された資料を必ず復習すること。 
使用教材 教科書「ソーシャルワーク演習ワークブック（第2版）」ソーシャルワーク演習教材開発研究会編（みらい） 

ISBN978-4-86015-284-0 
その他、各演習に必要な教材を随時指示・配布する。 

1 

講義内容 オリエンテーション・第1章 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバス等を読み、演習のねらいを知る 0.5時間 
復習 教科書・配布資料等を基にオリエンテーション内容を再確認して演習の全体像を

把握する 
1時間 

2 
講義内容 第2章 アイスブレーキング-演習に向けての準備体操 
該当する到達目標 予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

156 
 

1,2 復習 演習を通して理解したグループメンバーとの関係性、今後の学びを考える 0.5時間 

3 
講義内容 第3章 自己理解①自己概念（自己覚知） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 0.5時間 

4 
講義内容 第3章 自己理解②家族関係 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

5 
講義内容 第4章 自己開示と他者理解①自己開示 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

6 
講義内容 第4章 自己開示と他者理解②共感 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

7 
講義内容 第4章 自己開示と他者理解③価値観 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

8 
講義内容 第3･4章 ふりかえりとまとめ 
該当する到達目標 

1.2.3,4,7 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

9 
講義内容 第5章 コミュニケーション①言語的コミュニケーション（基本的なコミュニケーション技術の習得） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

10 
講義内容 第5章 コミュニケーション②非言語的コミュニケーション 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する。 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

11 
講義内容 第5章 コミュニケーション③ふりかえりとまとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,7 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する。 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

12 
講義内容 第6章 ソーシャルワークの価値と倫理①価値 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する。 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

13 
講義内容 第6章 ソーシャルワークの価値と倫理②倫理 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

14 
講義内容 第6章 ソーシャルワークの価値と倫理③ふりかえりとまとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6,7 
予習 教科書の該当単元を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 教科書や演習をふりかえり、要点や気づきを整理しまとめる 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6,7 
予習 教科書の単元や配布資料を読み、半期の内容・全体像を再確認する。 0.5時間 
復習 演習全体を通して自己の課題を発見し、相談援助演習Ⅱ・Ⅲの目標等を考える。 1時間 

備

考 

復習は、返却された資料を必ず確認し、長期休暇や実習直前にも行い、技術として活用できるようにしましょう。相

談援助演習Ⅰで購入したテキストは、2年次の相談援助演習Ⅱ・Ⅲでも継続使用します。 
不明な点、疑問点、連絡事項がある場合は、まずは担当教員にメールで連絡してください。 担当教員のオフィスア
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ワーについては 5階実習指導室前の掲示板に掲示する 
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科目名 相談援助演習Ⅱ（専門基幹科目） SWC203 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 敏・戸澤 由美恵・根岸 洋人・永田 理香・大川 健次郎・石坂 公俊・大口 達也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 今日、さまざまな人々が社会福祉の支援を必要としている。ソーシャルワーカーとして、利用者や家族ととも

によりよい問題解決の方法を求める姿勢を身につけ、実践に必要なソーシャルワークの技術を習得する。ま

た、ロールプレイ、個人やグループによる発表・ディスカッション・ディベート、ワークシート作成等を行い、自

らの思考を整理し発表する力を獲得する。最終的に、習得した知識と基礎的技術を、実習等で主体的に活用

することができる。 
到達目標 1.コミュニケーションを促進する要素を理解し、ロールプレイ等を通して面接技法を使った面接のイメージが

もてる。 
2.記録の意味やアセスメント・プランニングの意義を理解し、目標設定と支援計画を作成して具体的な方法を

習得する。 
3.ケースカンファレンスの意義と運営方法、援助の評価と効果測定の実際を学び、支援や課題等を多角度・

客観的に捉えることができる。 
4.コミュニティワークのプロセスをふまえ、地域の福祉ニーズの明確化、広報・合意形成、プログラム立案の

技術を習得する。 
学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 担当教員が、ゼミ別に実施する単元ごとに、演習への取組状況（グループワークやロールプレイへの取組姿

勢、提出物、課題作成等）により総合的に評価する。なお、演習内容の性質上、以下について留意し出席す

ること。 
① 遅刻・欠席の連絡は、できるだけ事前に担当教員に連絡する 
② 演習課題に対し、主体的に判断し、積極的に参加・発言する姿勢を心がける 

課題に対する

フィードバック 

提出物等について、担当教員がコメントや修正・改善事項を提示して、随時フィードバックする。履修者は返

却された資料を必ず復習すること。 
使用教材 教科書「ソーシャルワーク演習ワークブック（第2版）」ソーシャルワーク演習教材開発研究会編（みらい） 

ISBN978-4-86015-284-0 
その他、各演習に必要な教材を随時指示・配布する。 

1 
講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

2 

講義内容 第7章 面接技法①コミュニケーションと面接（基本的な面接技術の習得） 
対人空間や非言語的コミュニケーションを意識的に活用する演習を通して、その重要性を学ぶ。 

該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

3 
講義内容 第7章 面接技法②面接のイメージを持つ 

初回面接の映像を見て、信頼関係を結ぶ面接のイメージをつくる。 
該当する到達目標 予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
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1 復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

4 

講義内容 第7章 面接技法③面接技法を体験する 
ソーシャルワーカー役と利用者役でロールプレイを行いながら、面接技法を実践する。 

該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

5 

講義内容 第8章 記録技法（記録の技術の習得） 
逐語録を使用しロープレイし、フェイスシート、プロセスシートの作成をする。 

該当する到達目標 

2 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

6 

講義内容 第9章 アセスメントとプランニング①アセスメントの実際（情報の収集・整理・伝達の技術の習得） 
ロールプレイ面接を行いアセスメントにおける情報の収集と分析およびニーズ把握を理解する 

該当する到達目標 

2 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

7 

講義内容 第9章 アセスメントとプランニング②プランニングの実際（課題の発見・分析・解決の技術の習得） 
メンバー各自がプランニングを行い、その後グループに分かれて分かち合いプランニングを深める 

該当する到達目標 

2 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

8 

講義内容 第10章 ケースカンファレンス 
ケースカンファレンスを開催・運営するうえでの留意点を理解する 

該当する到達目標 

3 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

9 

講義内容 第11章 評価と効果測定①相談援助における評価の意義・視点 
評価の視点について，一つの相談援助のプログラムを評価することから，理解を深める。 

該当する到達目標

3 

予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

10 

講義内容 第11章 評価と効果測定②相談援助の展開における効果測定の実際 
演習を通じて結果の指標となる評価尺度・基準を作成する 

該当する到達目 

3 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

11 

講義内容 第12章 コミュニティワークのプロセス①地域の福祉ニーズ（課題）の明確化 
既存の福祉調査から福祉ニーズを分析し，課題を明確にする 

該当する到達目標

4 

予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

12 

講義内容 第12章 コミュニティワークのプロセス②広報・宣伝活動の意義と方法 
明確となった福祉ニーズを住民に理解してもらうための広報紙を作成する 

該当する到達目標 

4 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

13 

講義内容 第12章 コミュニティワークのプロセス③プログラム立案とマネジメント 
問題を解決するためのボランティア養成プログラムを立案する 

該当する到達目標 

4 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

14 
講義内容 第14章クロージング 

自己の成長や変化、ソーシャルワーカーとしての適正を自己評価する 
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該当する到達目標 

1.2.3.4 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

15 
講義内容 まとめ  ゼミのメンバーと振り返りを行い、半期の学びを共有する 
該当する到達目標 

1.2.3.4. 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、半期の内容・全体像を再確認する 0.5時間 
復習 ゼミのメンバーと行った振り返りで、半期の学びを整理する 0.5時間 

備

考 

テキストは、①年次に相談援助演習Ⅰで購入したものを継続使用しますので、新たに購入の必要はありません。 
復習は、返却された資料を必ず確認し、長期休暇や実習直前にも行い、技術として活用できるようにしましょう。 
担当教員がゼミ別に行います。不明な点、疑問点、連絡事項がある場合は、まずはメールで連絡してください。 
担当教員のオフィスアワーについては 5階実習指導室前の掲示板に掲示する 
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科目名 相談援助演習Ⅲ（専門基幹科目） SWC204 演習 

担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 敏・戸澤 由美恵・根岸 洋人・永田 理香・大川 健次郎・石坂 公俊・大口 達也 
 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 今日、さまざまな人々が社会福祉の支援を必要としている。ソーシャルワーカーとして、利用者や家族ととも

によりよい問題解決の方法を求める姿勢を身につけ、実践に必要なソーシャルワークの技術を習得する。ま

た、ロールプレイ、個人やグループによる発表・ディスカッション・ディベート、ワークシート作成等を行い、自ら

の思考を整理し発表する力を獲得する。最終的に、習得した知識と基礎的技術を実習等で主体的に活用し、

応用力を発揮できる。 
到達目標 1.事例研究の意味や方法を学び、支援や課題等を多角度・客観的に捉えて整理・発表することができる。 

2.チームワークの重要性を理解し、チームでの取り組みを考えることができる。 
3.リーダーシップの重要性を理解し、グループに合ったリーダーシップがとれるようになる。 
4.スーパービジョンの必要性や基礎理論を理解し、実習スーパービジョンの機能と方法について理解できる 
5.利用者の権利擁護・社会正義、人と環境の相互作用、受容の意味を理解し、個人としての価値観、専門職と

しての価値観の違いについて考察することができる 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 

  基礎的知識力 

✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 

✓ 学際的な視点から取り組む力 

  応用・実践する能力 

  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 担当教員が、ゼミ別に実施する単元ごとに、演習への取組状況（グループワークやロールプレイへの取組姿

勢、提出物、課題作成等）により総合的に評価する。なお、演習内容の性質上、以下について留意し出席する

こと。 
① 遅刻・欠席の連絡は、できるだけ事前に担当教員に連絡する 
② 演習課題に対し、主体的に判断し、積極的に参加・発言する姿勢を心がける 

課題に対する

フィードバック 

各ゼミにおいて提出を求めるレポートやリアクションペーパーについては、適宜返却を予定している。履修者

は返却された資料を必ず復習すること。 
使用教材 教科書「ソーシャルワーク演習ワークブック（第2版）」ソーシャルワーク演習教材開発研究会編（みらい） 

ISBN978-4-86015-284-0 
その他、各演習に必要な教材を随時指示・配布する。 

1 
講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習  0時間 
復習 教科書や配布資料を元に、半期の全体像を理解する 1時間 

2 

講義内容 第13章 事例研究①事例研究の基礎知識 
事例研究の実践現場での活用例を元に、実習における事例研究のポイントを理解する 

該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

3 

講義内容 第13章 事例研究②事例研究の技術 その１ 
事例の経過を整理する重要性と整理法を踏まえ、事例の着眼点や検討方法のポイントを理解する 

該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

4 講義内容 第13章 事例研究②事例研究の技術 その２ 
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グループ討議形式でのミニ事例研究を通して、ソフトアプローチとハードアプローチの吟味と決断を理

解する 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

5 

講義内容 第13章 事例研究③事例研究の実践 
グループ討議形式で事例研究を実践し、支援者が陥りがちなパターナリズムや福祉マインドの重要性

に気づく 
該当する到達目標 

1 

予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

6 

講義内容 第15章 チームワーク ①（グループダイナミクス活用技術の習得） 
コミュニケーション演習を通してチームワークの重要性について学ぶ 

該当する到達目標 

2 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

7 

講義内容 第15章 チームワーク ② 
チームで課題に取り組み、チームで起きる様々な事柄について深く考える 

該当する到達目標 

2 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

8 

講義内容 第16章 リーダーシップ① 
リーダーシップの重要性、リーダーシップのスタイルについて学ぶ 

該当する到達目標 

3 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

9 

講義内容 第16章 リーダーシップ② 
知的障害者の支援事例を通して、リーダーの役割を自覚できるようにする 

該当する到達目標 

3 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

10 

講義内容 第17章 スーパービジョン①スーパービジョンの機能と方法 
事例検討を通し、スーパーバイザー及びスーパーバイジーに求められる役割について考察する。 

該当する到達目標 

4 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

11 

講義内容 第17章 スーパービジョン②実習スーパービジョンの機能と方法 
事例検討を通し、実習指導者及び実習生に求められる役割について考察する。 

該当する到達目標 

4 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

12 

講義内容 第18章 ソーシャルワークの視点① 
グループワークを通し、自らの行動傾向及びその背景にある個人としての価値観について考察する。 

該当する到達目標 

5 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

13 

講義内容 第18章 ソーシャルワークの視点② 
専門職に求められる価値観の形成に向け、自らの課題を整理する。 

該当する到達目標 

5 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

14 
講義内容 第14章クロージング 

自己の成長や変化、ソーシャルワーカーとしての適正を自己評価する 
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該当する到達目標 

1.2.3.4.5 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、演習のねらいと手順を理解する 0.5時間 
復習 配布資料や演習を元に振り返り、気づきや実習に活用する内容を抽出・整理する 1時間 

15 
講義内容 まとめ ゼミのメンバーと振り返りを行い、半期の学びを共有する 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書の該当単元や配布資料を読み、半期の内容・全体像を再確認する 0.5時間 
復習 ゼミのメンバーと行った振り返りで、半期の学びを整理する 1時間 

備

考 

テキストは、①年次に相談援助演習Ⅰで購入したものを継続使用しますので、新たに購入の必要はありません。 
復習は、返却された資料を必ず確認し、長期休暇や実習直前にも行い、技術として活用できるようにしましょう。 
担当教員がゼミ別に行います。不明な点、疑問点、連絡事項がある場合は、まずはメールで連絡してください。 
担当教員のオフィスアワーについては 5階実習指導室前の掲示板に掲示する 
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科目名 相談援助演習Ⅳ（専門基幹科目） SWS205 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 敏・戸澤 由美恵・根岸 洋人・永田 理香・大川 健次郎・石坂 公俊・大口 達也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 相談援助演習Ⅰ･Ⅱ･Ⅲにおいてソーシャルワーカーが活用する基礎的な支援技術を学んだ。この演習Ⅳで

は，ソーシャルワーカーが身につけるべき価値･倫理･知識･技術を実践的なさまざまな事例を通して習得す

る。ソーシャルワーカーの職場は多種多様であり，相談者のニーズも多様化している。対象や分野の異なる

事例の相談援助の展開過程として疑似体験しながら学ぶことにより，総合的･包括的な援助について相談援

助実習に応用できる力を養うことができる。 
到達目標 1.課題別の事例を疑似体験することにより，ソーシャルワーカーの価値や倫理について考察できる。 

2.事例演習を通してインテーク、アセスメント、プランニング、支援の実施、モニタリング、効果測定、終結とア

フターケアの過程を説明できる 
3.事例演習を通してアウトリーチ、チームアプローチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発につい

て理解できる 
アセスメントやエコマップなど基本的な情報をまとめ，支援プランを作成することができる。 
4.事例研究の方法を理解し，テキストに記載された事例について検討シートを作成できる。 
5.多職種連携による事例検討の実施方法を説明できる。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓ 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 演習への取組状況（事例シートの作成，事例の発表･ディスカッション，提出物，課題作成等）により総合的に

評価する。なお，演習にのぞむ姿勢やゼミへの貢献度も評価の要素として想定している。 
課題に対する

フィードバック 

学生からの質問や意見については，担当教員が回答やコメントを提示するなど随時フィードバックする。 

使用教材 教科書「ソーシャルワーク演習ケースブック（第2版）」ソーシャルワーク演習教材開発研究会編（みらい） 
ISBN978-4-86015-273-4 
その他，演習に必要な教材は各ゼミ担当教員が随時指示・配布する。 

1 
講義内容 Chapter１ 相談援助演習における事例研究の意味と方法 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の該当単元を読み，演習としての事例研究を理解する。 0.5時間 
復習 本時の演習内容を振り返り，事例検討の具体的な実施方法を整理する。 1時間 

2 

講義内容 Chapter２ インシデント事例からソーシャルワークの意味を知る 
差別･偏見（社会正義・社会的排除） 

該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の該当事例を読み，事例をイメージできるようにする。 0.5時間 
復習 本時の事例におけるワーカーの価値や倫理を確認する。 1時間 

3 

講義内容 Chapter２ インシデント事例からソーシャルワークの意味を知る 
自立支援（ホームレス） 

該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の該当事例を読み，事例をイメージできるようにする。 0.5時間 
復習 本時の事例におけるワーカーの価値や倫理を確認する。 1時間 

4 
講義内容 Chapter２ インシデント事例からソーシャルワークの意味を知る 

クライエントの利益の最優先 
該当する到達目標 予習 教科書の該当事例を読み，事例をイメージできるようにする。 0.5時間 
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1,2,3,4 復習 本時の事例におけるワーカーの価値や倫理を確認する。 1時間 

5 

講義内容 Chapter２ インシデント事例からソーシャルワークの意味を知る 
受容･非審判的態度（低所得者） 

該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の該当事例を読み，事例をイメージできるようにする。 0.5時間 
復習 本時の事例におけるワーカーの価値や倫理を確認する。 1時間 

6 

講義内容 Chapter３ ソーシャルワークのプロセスを理解する事例 
児童虐待を受けて児童養護施設に入所した子どもと家族への支援事例 

該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書の該当事例を読み，事例についてワーカーの支援方法をイメージする。 0.5時間 
復習 事例から学べたことを振り返り，実習で活用できる支援方法などを整理する。 1時間 

7 

講義内容 Chapter３ ソーシャルワークのプロセスを理解する事例 
小児科（急性期病院）での家族支援の事例 

該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書の該当事例を読み，事例についてワーカーの支援方法をイメージする。 0.5時間 
復習 事例から学べたことを振り返り，実習で活用できる支援方法などを整理する。 1時間 

8 

講義内容 Chapter３ ソーシャルワークのプロセスを理解する事例 
特別養護老人ホームへの新規入所者の支援事例 

該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書の該当事例を読み，事例についてワーカーの支援方法をイメージする。 0.5時間 
復習 事例から学べたことを振り返り，実習で活用できる支援方法などを整理する。 1時間 

9 

講義内容 Chapter３ ソーシャルワークのプロセスを理解する事例 
デイサービス利用時にわかった家庭内の高齢者虐待の事例 

該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 

予習 教科書の該当事例を読み，事例についてワーカーの支援方法をイメージする。 0.5時間 
復習 事例から学べたことを振り返り，実習で活用できる支援方法などを整理する。 1時間 

10 

講義内容 Chapter３ ソーシャルワークのプロセスを理解する事例 
認知症の夫を介護する妻への支援事例 

該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書の該当事例を読み，事例についてワーカーの支援方法をイメージする。 0.5時間 
復習 事例から学べたことを振り返り，実習で活用できる支援方法などを整理する。 1時間 

11 

講義内容 Chapter３ ソーシャルワークのプロセスを理解する事例 
知的障害者の地域生活移行支援の事例 

該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 

予習 教科書の該当事例を読み，事例についてワーカーの支援方法をイメージする。 0.5時間 
復習 事例から学べたことを振り返り，実習で活用できる支援方法などを整理する。 1時間 

12 

講義内容 Chapter３ ソーシャルワークのプロセスを理解する事例 
金銭管理･福祉サービス利用に関する相談事例 

該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書の該当事例を読み，事例についてワーカーの支援方法をイメージする。 0.5時間 
復習 事例から学べたことを振り返り，実習で活用できる支援方法などを整理する。 1時間 

13 

講義内容 Chapter４ 地域福祉活動の事例（地域福祉の計画） 
地域福祉計画･活動計画を行政と社会福祉協議会とで協働して策定する事例 

該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書の該当事例を読み，事例についてワーカーの支援方法をイメージする。 0.5時間 
復習 事例から学べたことを振り返り，実習で活用できる支援方法などを整理する。 1時間 

14 

講義内容 Chapter４ 地域福祉活動の事例（地域住民に対するアウトリーチとニーズ把握） 
子どもが参加する福祉教育の事例 

該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書の該当事例を読み，事例についてワーカーの支援方法をイメージする。 0.5時間 
復習 事例から学べたことを振り返り，実習で活用できる支援方法などを整理する。 1時間 

15 
講義内容 まとめ 事例研究の意味と方法について確認する 
該当する到達目標 予習 半期の事例検討の内容を振り返る。 0.5時間 
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1,2,3,4,5,6 復習 実習時に行う事例検討の実施方法や内容を検討する。 1時間 
備

考 

本科目は実習指導ゼミと並行して進めるので，実習計画書づくりと連動していることに留意してください。メンバーも

実習指導ゼミと同じです。実習が円滑にすすむように，ゼミ生同士で学ぶ姿勢を欠かさないようにしましょう。 
担当教員のオフィスアワーについては 5階実習指導室前の掲示板に掲示する 
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科目名 相談援助演習Ⅴ（専門基幹科目） SWS206 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井敏、戸澤由美恵、根岸洋人、永田理香、石坂公俊、大川健次郎、大口達也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 相談援助に関わる知識と技術について「相談援助演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」で学んだことを基に、相談援助実習で

の個別的な体験を一般化し、実践的な知識と技術として修得する。最終的には、社会福祉士としての価値と

倫理を確立することを目的とする。 
到達目標 1.自身が体験した個別事例を報告書にまとめ検討することができる 

2.個別の事例を一般化し、学習した理論と結びつけて考えることができる 
3.社会福祉としての価値と倫理を自分自身の中で確立する 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓ 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 演習への参加姿勢と貢献度、ワークシートの記載内容、提出物等で総合的に評価する 
課題に対する

フィードバック 

授業中に随時行う 
また、事例報告書の作成については授業時間外でも随時実施する 

使用教材 ソーシャルワーク演習ケースブック（みらい） 

1 
講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 実習ノート等の必要資料を整理し揃える 0.5時間 
復習 事例報告のルールを確認する 1.0時間 

2 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

3 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

4 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

5 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

6 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

7 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

8 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
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1,2,3 復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

9 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

10 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

11 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 時間 

12 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

13 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

14 
講義内容 個別事例の報告と検討 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 個別事例報告の準備、発表内容に合わせて制度、社会資源を確認しておく 1.0時間 
復習 学習した内容を振り返り、援助技術の理論と結びつけて考える 0.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 これまでに発表された資料をまとめる 0.5時間 
復習 自分自身の経験と重ねて社会福祉士として必要な価値と倫理について考える 1.0時間 

備

考 

担当教員のオフィスアワーについては 5階実習指導室前の掲示板に掲示する 
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科目名 特別講座Ⅰ（専門基幹科目） SWC207 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

社会福祉学科教員 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 福祉・介護ニーズは多様化・複雑化しており、質の高いサービスを確保するためには、従事者の確保と共に、

専門性の向上を図ることが求められてきている。そこで本科目では、高い倫理性に基づき福祉社会の発展に

積極的に関わることができる専門職の育成を目指し、福祉実践に活かせる知識・技術の体系的理解及び応用

力の形成を目的とする。 
到達目標 1.福祉・介護ニーズの多様化・複雑化に伴い求められる、福祉の専門性について理解することができる。 

2.福祉専門職に求められる価値・倫理に基づき、利用者理解の視点を明確化することができる。 
3.対人援助に関する理論と実践を統合し、福祉現場で応用する力を身につけることができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験80%、課題提出20%で評価する。総合評価60%以上で合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

提出された課題については、担当教員が内容を確認しフィードバックを行なう。返却された課題は必ず復習を

行なうこと。 
使用教材 適宜参考資料等を配布する。 
講義内容 アクティブラーニングの手法を用い、現在の福祉専門職に求められる能力について多面的な考察を行なう。

また、ポートフォリオシステムを活用し、学生が学習過程を省察してまとめるプロセスを通して、将来に向けた

自己の課題を明確化できるよう支援する。 
予習 学習課題における重要語句を調べ、考察の視点を明確化する。 期間中適宜 
復習 学習過程を省察し、自己の課題を明確化する。 期間中適宜 

備考 予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 特別講座Ⅱ（専門基幹科目） SWC208 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

社会福祉学科教員 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 後期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 福祉・介護ニーズは多様化・複雑化しており、質の高いサービスを確保するためには、従事者の確保と共に、

専門性の向上を図ることが求められてきている。そこで本科目では、高い倫理性に基づき福祉社会の発展に

積極的に関わることができる専門職の育成を目指し、福祉実践に活かせる知識・技術の体系的理解及び応用

力の形成を目的とする。 
到達目標 1.福祉専門職としてのキャリアを主体的にデザインできる力を身につける。 

2.国家資格取得の意味とキャリア形成との関わりについて理解することができる。 
3.福祉専門職に求められる社会人基礎力について理解することができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験80%、課題提出20%で評価する。総合評価60%以上で合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

提出された課題については、担当教員が内容を確認しフィードバックを行なう。返却された課題は必ず復習を

行なうこと。 
使用教材 適宜参考資料等を配布する。 
講義内容 アクティブラーニングの手法を用い、福祉専門職としてのキャリアデザインのあり方について考察を行なう。

また、ポートフォリオシステムを活用し、学生が学習過程を省察してまとめるプロセスを通して、将来に向けた

自己の課題を明確化できるよう支援する。 
予習 学習課題における重要語句を調べ、考察の視点を明確化する。 期間中適宜 
復習 学習過程を省察し、自己の課題を明確化する。 期間中適宜 

備考 予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 社会保障Ⅰ（専門展開科目） SWS301 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

小出 省司 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 社会福祉士・精神保健福祉士等社会福祉の業務を遂行するのに必要な社会保障等の知識の修得を図る 
到達目標 1.社会保障各項目を理解する。 

2.関連項目との関連性を説明できる。 
3.自己の社会福祉実習や他教科での学習成果との連携を図れる。 
4.自己の生活、仕事等に活用できる。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 レポート（８０％）毎回授業での小テストや簡易レポート（２０％） 
課題に対する

フィードバック 

授業中可能な限り学生の質問を受けたり、各課題に対する学生の意見を聞く等する中でフィードバックをして

いきたい。 
使用教材 「新・社会福祉士養成講座１２社会保障第５版」中央法規出版、福祉六法、 

1 
講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1 
予習 何のために「社会保障」を学習するか、一年間の予定等の伝達 １時間 
復習 今まで学んできた社会福祉関係の知識を踏まえ，社会保障の全体像を学ぶ。 １時間 

2 
講義内容 「社会保障と税の一体改革」について 
該当する到達目標 

1,2 
予習 ここ数年国が進めているこの改革の目的、実際，今後の課題等を確認する。 １時間 
復習 現状の社会保障がどのように変わろうとしているのか確認する。 １時間 

3 
講義内容 現代社会と社会保障 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第一章(１から１６頁)を熟読し，自分の関心事を確認(以下同じ) １時間 
復習 変化している社会の中で社会保障が果たしている役割を理解する。 １時間 

4 
講義内容 社会保障の歴史 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第二章（１７から４０頁）を熟読、 １時間 
復習 今日の社会保障が成立している過程を一般社会の動きと関連させて理解する。 １時間 

5 
講義内容 社会保障の構造 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第三章（４１から５９頁）を熟読。 １時間 
復習 社会保障の内容がそれぞれ国民生活にどのような役割を果たしているか理解。 １時間 

6 
講義内容 社会保障の財源と費用 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第四章（６１から８２頁）を熟読。 １時間 
復習 社会保障のどの分野も相当な資金が必要になっている，その仕組みを理解。 １時間 

7 
講義内容 年金保険制度①沿革と概要 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第五章のうち（８３から９７頁）を熟読。 １時間 
復習 国民皆年金がどのように国民生活を支援しているかを理解。 １時間 

8 
講義内容 年金保険制度②国民年金制度と厚生年金制度 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 教科書第五章のうち（９８から１２６頁）を熟読。 １時間 
復習 各年金制度の仕組みや課題等を理解。 １時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

172 
 

9 
講義内容 医療保険制度①沿革と概要 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第６章のうち（１２７から１３７頁）を熟読 １時間 
復習 国民皆保険のメリットとは何か、医療保険制度の成り立ちを理解。 １時間 

10 
講義内容 医療保険制度②健康保険と国民健康保険等 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 教科書第６章のうち（１３８から１５１頁）を熟読。 １時間 
復習 医療保険の各制度の理解とそれぞれ抱えている課題を理解。 １時間 

11 
講義内容 医療保険制度③国民医療費と医療をめぐる最近の動向 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第６章のうち（１５２から１６２頁）を熟読。 １時間 
復習 少子高齢化社会と医療のあり方、特に今後の課題について理解。 １時間 

12 
講義内容 介護保険制度①経緯と概要 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書第七章のうち（１６３から１８４頁）を熟読。 １時間 
復習 介護保険制度が生まれた背景、具体的な制度について理解。 １時間 

13 
講義内容 介護保険制度②介護保険制度をめぐる最近の動向 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第七章のうち（１８５から１８８頁）を熟読及び実習等の経験と比較する。 １時間 
復習 医療や福祉との連携が一番問われていることや持続可能な制度とは等を理解。 １時間 

14 
講義内容 労働保険制度 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 教科書第八章（１８９から２１７頁）を熟読。 １時間 
復習 労働保険制度が国民生活に果たしている役割と今後の課題を理解。 １時間 

15 
講義内容 前期授業のまとめ 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 教科書をもう一度熟読すると共に各制度相互間の役割分担や連携を考える。 １時間 
復習 実習や今後の就職を想定して社会保障をどう理解すべきか等を理解。 １時間 

備

考 

予習・復習については、レポート学習等で補完すること。 
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科目名 社会保障Ⅱ（専門展開科目） SWS302 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

小出 省司 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 後期は特に社会福祉制度の各論について詳細を学習する中で社会保障制度全体の今後について学習。 
到達目標 1.社会保障各項目を理解する。 

2.関連項目との関連性を説明できる。 
3.自己の社会福祉実習や他教科での学習成果との連携を図れる。 
4.自己の生活、仕事等に活用できる。  

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 レポート（８０％）と毎回授業での小テストや簡易レポート（２０％） 
課題に対する

フィードバック 

授業中可能な限り学生の質問を受けたり、各課題に対する学生の意見を聞く等する中でフィードバックをして

いきたい。 
使用教材 「新・社会福祉士養成講座１２社会保障第５版」中央法規出版、福祉六法（社会保障Ⅰと同様） 

但し社会福祉各論については全社協の社会福祉学習双書の関係図書もりようしていく。 

1 
講義内容 社会福祉制度の沿革と概要 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書（１１９から２２４頁）を熟読。その他報道資料、実習の経験等も参考にする １時間 
復習 日本の社会福祉制度が今日に至った経過と今後の課題について総合的に学習 １時間 

2 
講義内容 ②生活保護制度 Ａ（Ａは総論，Ｂは具体例等各論について学習，以下同じ）  
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書（２２５から２３１頁）を熟読。特に関係法令の熟知。  
復習 最後のセーフティネットと言われる生活保護の果たしている役割と今後の課題。 １時間 

3 
講義内容 ③生活保護制度 Ｂ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 生活保護の実例を検討する中で制度の意義を考察する。 １時間 
復習 生活保護受給者が何故増加しているか、社会の実情を把握していく。 １時間 

4 
講義内容 ④児童福祉 Ａ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書（２３２から２３６頁）を熟読、 １時間 
復習 児童虐待が何故増加しているのか、また少子化の中での児童福祉のあり方検討 １時間 

5 
講義内容 ⑤児童福祉 Ｂ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 児童福祉の実例を見ながら，今後の課題等について考察する。 １時間 
復習 自分の子ども時代をふり返りながら，児童福祉施策の長所・短所を検討。 １時間 

6 
講義内容 ⑥障害者福祉 Ａ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書（２３７から２４０頁）を熟読 １時間 
復習 高齢者の介護保険制度を参考に制度改正が組まれているが、その成果は。 １時間 

7 
講義内容 ⑦障害者福祉 Ｂ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 障害者福祉の実例を見ながら，今後の検討課題等について考察する。 １時間 
復習 障害の内容も多岐にわたっているが、特に人権の確保という観点からの検討も １時間 

8 
講義内容 ⑧高齢者福祉 Ａ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書（２４６から２４８頁） １時間 
復習 別途検討した介護保険との連携もあるが、人口の多数を占めてくる人々の検討 １時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

174 
 

9 
講義内容 ⑨高齢者福祉 Ｂ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 高齢者福祉の実例を見ながら，今後の検討課題等を考察する。 １時間 
復習 高齢者の定義が６５歳から７５歳にという意見もあるが諸制度全般を検討。 １時間 

10 
講義内容 ⑩保健・医療・福祉の連携 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書には特にないが、自分の体験や学習の中で何を検討すべきか １時間 
復習 何をどのように連携すべきか，事例を見ながら検討する。 １時間 

11 
講義内容 ⑪社会手当制度 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書（２４９から２５２頁）を熟読 １時間 
復習 どのような制度が有り、関係者にどのような恩恵を与えているか等を考察 １時間 

12 
講義内容 社会保障と民間保険 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書（２５３から２７２頁）を熟読。４ １時間 
復習 公助，共助、自助という概念で後の２者に該当する民間保険について考察 １時間 

13 
講義内容 社会保障が当面する課題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書（２７３から２９８頁）を熟読 １時間 
復習 税と社会保障の一体改革とも関連させながら今後の社会保障の進むべき道は １時間 

14 
講義内容 諸外国の社会保障制度 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書（２９９から３２３頁）を熟読 １時間 
復習 諸外国の諸制度をみる中で，今後の日本の社会保障制度のあり方を考察 １時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 社会保障全体の制度について国民はどのように思っているか。 １時間 
復習 各セクションのポイントを把握し福祉専門職として知識を活用できるようにする。 １時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 地域福祉の理論と方法Ⅰ（専門展開科目） SWC303 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 敏 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 地域福祉の推進は，今後の社会福祉実践や政策を展開するうえで基調的なものであり，メインストリームで

ある。この講義では，地域福祉の実践や理論の歴史，地域福祉の主体者としての地域住民や行政，社会福

祉協議会，民生委員･児童委員，専門職などの社会資源，福祉サービスと評価，権利擁護，災害支援，英米

の地域福祉など多岐にわたる実践領域を学ぶ。日々変化する地域福祉の実相をリアルに捉え，将来のソー

シャルワーカーとして地域福祉を活用できる力を養う。さらに，社会福祉士･精神保健福祉士の国家試験に合

格する学習水準を獲得することを目標とする。 
到達目標 1.地域福祉の歴史的展開を踏まえて，新しいサービスシステムとしての地域福祉について説明できる。 

2.行政と住民の協働の視点から，地域組織や福祉関係団体など主体形成と社会資源について説明できる。 
3.ニーズ把握やサービス開発などコミュニティソーシャルワークの機能について説明できる。 
4.地域自立支援の諸活動，福祉サービスの評価について説明できる。 
5.日本の地域福祉に影響を与えたイギリスとアメリカにおける福祉の歴史と実践を説明できる。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 成績評価 
①期末試験による評価70％ 
②毎回の授業時に課す小テストまたはレポート等による評価30％ 
その他の評価 
①授業開講数の２／３以上を出席することにより，成績の評価対象とする。 
②忌引きや実習，就職活動などによる欠席は，届け出（要添付書類）を提出すれば出席扱いとする。なお，

15分以上の遅刻は欠席とみなす。 
課題に対する

フィードバック 

リアクションペーパー等による質問や意見については授業のなかで回答するなど，随時，学生にフィードバ

ックする。 
使用教材 教科書 「地域福祉の理論と方法（第3版）」 社会福祉養成講座編集委員会 （中央法規出版） 

ISBN 978-4-8058-5105-0 
その他，講義に必要な教材・資料は適宜プリントして配付する。 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書の全体構成，シラバスの講義目標や内容に目を通し，理解する。 2時間 
復習 講義内容，到達目標，学位授与方針，成績評価の方法などを確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 新しい社会福祉システムとしての地域福祉 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の第１章 第１節～第５節を読む。 1時間 
復習 地域福祉の発展や位置づけ，住民との関係，新しい生活課題などを理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 地域福祉の理論の発展と広がり 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 教科書の第２章 第１節を読む。 1時間 
復習 地域福祉の概念や理論の展開の歴史などを理解する。 1.5時間 

4 講義内容 地域福祉の理念と圏域，組織のタイプ 
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該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の第２章 第２～４節を読む。自分の生活する圏域名を調べる。 4時間 
復習 地域自立生活の視点や福祉圏域の設定，コミュニティ型とアソシエーション型の

連携を理解する。 
1.5時間 

5 
講義内容 地域福祉の主体と福祉教育 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の第３章 第１～３節を読む。 1時間 
復習 地域福祉と福祉教育の関係，福祉教育の内容を理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 地方分権化と地域福祉計画 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の第４章 第１節を読む。地元市町村の福祉計画を調べる。 6時間 
復習 地域福祉計画の定義や内容を理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 社会福祉協議会の組織と歴史 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書の第４章 第２節を読む。 1時間 
復習 社会福祉協議会の組織構成，歴史，法的使命を理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 社会福祉協議会の現状と課題 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の第４章 第２節を読む。地元市町村の社協活動を調べる。 3時間 
復習 社会福祉協議会の課題や組織のあり方などを理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 社会福祉法人の役割と意義 
該当する到達目標

1,2,3,4 

予習 教科書の第４章 第３節を読む。地元の社会福祉法人の地域公益事業を調べる。 2時間 
復習 社会福祉法人の概要や法人改革と地域貢献などを理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 特定非営利活動法人の役割 
該当する到達目 

1,2,4 
予習 教科書の第４章 第４節を読む。地元の特定非営利活動法人の活動を調べる。 2時間 
復習 特定非営利活動法人の概要と市民活動の役割を理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 民生委員･児童委員の役割 
該当する到達目標

1,2 

予習 教科書の第４章 第５節を読む。地元の民生委員・児童委員の活動を調べる。 2時間 
復習 民生委員･児童委員の職務と組織，活動内容，課題などを理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 福祉コミュニティビジネスと企業の社会貢献 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の第４章 第６節を読む。 1時間 
復習 コミュニティビジネスや企業の社会貢献の実際と課題について理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 コミュニティソーシャルワークの考え方 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第５章 第１～２節を読む。 1時間 
復習 コミュニティソーシャルワークの考えたかや展開方法などを理解する。 1.5時間 

14 

講義内容 コミュニティソーシャルワークの方法とアプローチ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第５章 第３～４節を読む。専門職の資格を調べる。 2時間 
復習 コミュニティソーシャルワークの基本的な展開プロセスやマネジメント，多職種連

携のあり方について理解する。 
1.5時間 

15 
講義内容 専門職と住民の関係 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の第５章 第５節を読む。 1時間 
復習 地域組織化と専門職の役割，住民主体の支援方法を理解する。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：水曜日４時限・木曜日１時限で相談に応じます。研究室：１号館３階３１０研究室 
期末試験の準備として 8時間以上の復習時間を確保すること。 
なお，学生の出身市町村の福祉の実態や計画の策定状況を調べるなど予習を課す。また，日ごろから新聞を読

む，地域の情報を調べる，ボランティア活動に参加するなど，地域福祉について関心を高めておくこと。 
 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

177 
 

科目名 地域福祉の理論と方法Ⅱ（専門展開科目） SWC304 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 敏 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 地域福祉の推進は，今後の社会福祉実践や政策を展開するうえで基調的なものであり，メインストリームで

ある。この講義では，地域福祉の実践や理論の歴史，地域福祉の主体者としての地域住民や行政，社会福

祉協議会，民生委員･児童委員，専門職などの社会資源，福祉サービスと評価，権利擁護，災害支援，英米

の地域福祉など多岐にわたる実践領域を学ぶ。日々変化する地域福祉の実相をリアルに捉え，将来のソー

シャルワーカーとして地域福祉を活用できる力を養う。さらに，社会福祉士･精神保健福祉士の国家試験に合

格する学習水準を獲得することを目標とする。 
到達目標 1.地域福祉の歴史的展開を踏まえて，新しいサービスシステムとしての地域福祉について説明できる。 

2.行政と住民の協働の視点から，地域組織や福祉関係団体など主体形成と社会資源について説明できる。 
3.ニーズ把握やサービス開発などコミュニティソーシャルワークの機能について説明できる。 
4.地域自立支援の諸活動，福祉サービスの評価について説明できる。 
5.日本の地域福祉に影響を与えたイギリスとアメリカにおける福祉の歴史と実践を説明できる。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 成績評価 
①期末試験による評価70％ 
②毎回の授業時に課す小テストまたはレポート等による評価30％ 
その他の評価 
①授業開講数の２／３以上を出席することにより，成績の評価対象とする。 
②忌引きや実習，就職活動などによる欠席は，届け出（要添付書類）を提出すれば出席扱いとする。なお，

15分以上の遅刻は欠席とみなす。 
課題に対する

フィードバック 

リアクションペーパー等による質問や意見については授業のなかで回答するなど，随時，学生にフィードバ

ックする。 
使用教材 教科書 「地域福祉の理論と方法（第3版）」 社会福祉養成講座編集委員会 （中央法規出版） 

ISBN 978-4-8058-5105-0 
その他，講義に必要な教材・資料は適宜プリントして配付する。 

1 
講義内容 地域福祉推進における住民参加の意義 
該当する到達目標 

1,2.3 
予習 教科書の第6章 第1節を読む。 1時間 
復習 住民の捉え方，住民参加の形態と役割を理解する。 1.5時間 

2 
講義内容 市町村行政における住民参加 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第6章 第2節を読む。 1時間 
復習 地方分権改革，福祉行政・福祉計画の策定と住民参加などを理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 住民の代表性と参加方法 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第6章 第3節を読む。自身の福祉への参加状況を調べる。 2時間 
復習 住民参加のレベルや参加保障を理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 ソーシャルサポートネットワーク 
該当する到達目標 予習 教科書の第7章 第1～2節を読む。 1時間 
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1,2,3 
 

復習 助けあいの歴史，フォーマルとインフォーマルの違い，エコロジカルアプローチ

など理解する。 
1.5時間 

5 
講義内容 地域における社会資源の活用と開発 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書の第8章 第１～2節を読む。自分が活用している社会資源を調べる。 3時間 
復習 社会資源の活用の意義，サービスの開発方法などを理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 地域における財源確保とまちづくり 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第8章 第3～4節を読む。民間の助成金を調べる。 2時間 
復習 法人税や優遇税制，助成金，まちづくりとソーシャルアクションを理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 地域における福祉ニーズの把握方法と実際 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第9章 第1～2節を読む。論文3つのニーズを読む。 3時間 
復習 アウトリーチの手法，福祉ニーズの把握方法を理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 地域トータルケアシステムの構築と実際 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第10章 第1～3節を読む。 1時間 
復習 保健･医療･福祉･介護の連携とトータルケアシステムの構築の実際を理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 ソーシャルケア従事者の研修と組織化 
該当する到達目標

1,2,3,4 

予習 教科書の第10章 第4節を読む。連携する専門職を調べる。 3時間 
復習 ソーシャルケア従事者，研修の実施と組織づくりを理解する。 1.5時間 

10 

講義内容 地域における福祉サービスの評価方法と実際 
該当する到達目 

3,4 
予習 教科書の第11章 第 1～3節を読む。都道府県福祉サービス第三者評価事業の

実施状況を調べる。 
3時間 

復習 福祉サービス評価の背景，評価の考え方，評価方法を理解する。 1.5時間 

11 

講義内容 福祉サービスのプログラム評価，福祉サービスの利用援助 
該当する到達目標

3,4 

予習 教科書の第11章 第4節を読む。日常生活自立支援事業を調べる。 3時間 
復習 福祉サービスのプログラム評価の方法，日常生活自立支援事業・運営適正化委

員会などを理解する。 
1.5時間 

12 

講義内容 災害支援と地域福祉 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書の第12章 第1～2節を読む。災害時の住民の助けあいや福祉専門職が

果たす役割を調べる。 
5時間 

復習 災害支援の法律や考え方，災害支援の実際などを理解する。 1.5時間 

13 

講義内容 日本の地域福祉に影響を与えたイギリスの考え方 
該当する到達目標 

5 
予習 教科書の第13章 第１節を読む。 1時間 
復習 イギリスのソーシャルワーク体制，コミュニティケア改革，日本への影響などを理

解する。 
1.5時間 

14 
講義内容 日本の地域福祉に影響を与えたアメリカの考え方 
該当する到達目標 

5 
予習 教科書の第13章 第2節を読む。 1時間 
復習 アメリカのソーシャルワークの特徴，コミュニティでの展開などを理解する。 1.5時間 

15 

講義内容 まとめ 
地域福祉の実践手法とソーシャルワーカーのあり方 

該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書の全体を振り返る。自身の関心や地域福祉の公私の仕組み，共助のあり

方などについて考える。 
1時間 

復習 地域福祉の実践手法としての住民活動や行政施策，社協や法人の福祉実践，ソ

ーシャルワーカーのあり方について理解する。 
1.5時間 

備 オフィスアワー：水曜日４時限・木曜日１時限で相談に応じます。研究室：１号館３階３１０研究室 
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考 期末試験の準備として8時間以上の復習時間を確保すること。 
なお，学生の出身市町村の福祉の実態や計画の策定状況を調べるなど予習を課す。また，日ごろから新聞を読

む，地域の情報を調べる，ボランティア活動に参加するなど，地域福祉について関心を高めておくこと。 
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科目名 低所得者に対する支援と生活保護制度（専門展開科目） SWS305 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

石坂 公俊 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 1．生活に困窮している人びとの生活実態と課題，さらにこれを取り巻く社会情勢，福祉需要とその実際につ

いて理解する。 
2．相談援助活動において必要となる生活保護制度や生活保護に係る他の法制度について理解する。 
3．自立支援プログラムの意義について理解する。 
4．福祉専門職として果たすべき役割を理解する 

到達目標 1．生活に困窮している人びとの生活課題や福祉需要について理解できる。 
2．生活保護制度や関連する制度・対策等を理解できる。 
3．福祉専門職としての役割，他職種との連携について理解できる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 学修意欲（10％），リアクションペーパー（20％），期末試験（70％） 
課題に対する

フィードバック 

授業時に実施する国家試験過去問題は解説を行う 
提出されたリアクションペーパーに対してコメントを付けて返却する 

使用教材 『低所得者に対すると生活保護制度』中央法規出版 

1 

講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスを読み，講義目標，到達目標，講義計画などを理解する。 1.5時間 
復習 オリエンテーションで説明した講義目標，到達目標，講義計画，成績評価方法な

どを確認する。 
1時間 

2 

講義内容 貧困・低所得者問題と社会的排除① 様々な貧困の定義 
該当する到達目標 

1，2 
予習 テキスト第 1 章及び第 2 章第 1 節までを精読し，疑問点，確認したい事項などを

まとめておく。 
1時間 

復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

3 

講義内容 貧困・低所得者問題と社会的排除② 社会的排除としての貧困 
該当する到達目標 

1，2 
予習 テキスト第2章第1節・第3節までを精読し，疑問点，確認したい事項などをまと

めておく。 
1時間 

復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

4 
講義内容 公的扶助制度の歴史① ヨーロッパの救貧法 
該当する到達目標 

1，2 
予習 テキスト第3章第1節を精読し，疑問点，確認したい事項などをまとめておく。 1時間 
復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

5 

講義内容 公的扶助制度の歴史② 戦前・戦中・戦後の日本 
該当する到達目標 

1，2 
予習 テキスト第 3 章第 2 節及び第 3 節までを精読し，疑問点，確認したい事項などを

まとめておく。 
1時間 

復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

6 
講義内容 生活保護制度の仕組み① 生活保護法の目的，原理，原則 
該当する到達目標 予習 テキスト第 4 章第 1 節及び第 2 節までを精読し，疑問点，確認したい事項などを 1時間 
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2，3 まとめておく。 
復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

7 
講義内容 生活保護制度の仕組み② 生活保護の種類と内容 
該当する到達目標 

2，3 
予習 テキスト第4章第3節を精読し，疑問点，確認したい事項などをまとめておく。 1時間 
復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

8 

講義内容 生活保護制度の仕組み③ 保護施設，被保護者の権利と義務など 
該当する到達目標 

2，3 
予習 テキスト第4章第4～8節までを精読し，疑問点，確認したい事項などをまとめて

おく。 
1時間 

復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

9 
講義内容 最低生活保障と生活保護基準 
該当する到達目標 

2，3 
予習 テキスト第5章を精読し，疑問点，確認したい事項などをまとめておく。 1時間 
復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

10 
講義内容 生活保護の動向 
該当する到達目標 

2，3 
予習 テキスト第6章を精読し，疑問点，確認したい事項などをまとめておく。 1時間 
復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

11 
講義内容 低所得者対策の概要（住宅政策を含む） 
該当する到達目標 

2，3 
予習 テキスト第7章を精読し，疑問点，確認したい事項などをまとめておく。 1時間 
復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

12 
講義内容 生活保護制度の運営実施体制と関係機関・団体（福祉事務所の役割と実際を含む） 
該当する到達目標 

2，3 
予習 テキスト第8章を精読し，疑問点，確認したい事項などをまとめておく。 1時間 
復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

13 
講義内容 貧困・低所得者に対する相談支援活動（多職種連携・ネットワーキングを含む） 
該当する到達目標 

2 
予習 テキスト第9章を精読し，疑問点，確認したい事項などをまとめておく。 1時間 
復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

14 
講義内容 生活保護における自立支援（自立支援プログラムの意義と実際を含む） 
該当する到達目標 

2 
予習 テキスト第9章を精読し，疑問点，確認したい事項などをまとめておく。 1時間 
復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。 1.5時間 

15 

講義内容 講義のまとめ，試験対策など 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 これまでの学修内容を整理し，疑問点，確認したい事項などをまとめておく。 1時間 
復習 配付した資料を精読し，講義内容の整理及び確認をする。定期テストの準備を行

う。 
1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：水曜日2時限，質問はメールでも受け付ける。 
研究室：1号館5階503研究室 
予習・復習については，試験前の学習で補完すること。 
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科目名 相談援助の理論と方法Ⅰ（専門展開科目） SWS306 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

永田 理香 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 ソーシャルワークを統一したものとして理論的に捉え、社会福祉における相談援助の基本的な視点について

学ぶことを目的とする。 
到達目標 1.相談援助の構成要素について説明することができる。 

2.援助関係の構築プロセスを説明することができる。 
3.相談援助の展開過程について具体的に述べることができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験70％、課題提出30％で評価する。総合評価60％以上を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

授業の最後にリアクションペーパーを記入し、予習・復習の状況及び授業内容の理解について確認する。授

業の冒頭において、リアクションペーパーの記述内容を紹介しながら復習を行なう。 
使用教材 『新・社会福祉士養成講座7相談援助の理論と方法Ⅰ』社会福祉士養成講座編集委員会（中央法規出版） 

ISBN978-4-8058-5103-6 
教科書の他、レジュメ・資料等を随時配布する。 

1 

講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

 
予習 相談援助の法的位置づけについて調べる。シラバスの内容を読んで講義目標及

び到達目標を理解する。 
1時間 

復習 詳細シラバスにおける講義内容等を確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 相談援助とは 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第１章を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 ソーシャルワークの定義及び構成要素を理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 相談援助の構造 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第２章第１節２節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 人と環境の関係、社会資源の見方、ニーズについて理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 相談援助の機能 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第２章第３節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 ソーシャルワーカーの役割について理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 人と環境の交互作用 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第３章を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 ソーシャルワークにおけるシステム理論について理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 相談援助における援助関係①援助関係の形成プロセス 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第４章第１節２節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 援助関係の形成プロセスについて理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 相談援助における援助関係②援助関係の質と自己覚知 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第４章第３節第４節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 ソーシャルワーカーに求められる自己覚知について理解する。 1.5時間 

8 講義内容 相談援助の展開過程①相談援助の展開過程の流れ 
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該当する到達目標 

3 
予習 教科書第５章第１節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 相談援助の展開過程の目的と対象を理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 相談援助の展開過程②ケース発見とインテーク 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第５章第２節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 ケース発見における注意点及びインテークの段階について理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 相談援助の展開過程③問題把握とニーズ確定 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第５章第２-４節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 ニーズ確定までのプロセスについて理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 相談援助の展開過程④アセスメントと目標設定 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書第５章第５節第６節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 アセスメント結果から支援目標の設定プロセスについて理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 相談援助の展開過程⑤プランニングと支援の実施 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第５章第７節第８節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 支援計画の立案から実施のプロセスについて理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 相談援助の展開過程⑥モニタリングと評価・終結 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第６章を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 モニタリングの目的及び評価・終結段階における注意事項について理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 相談援助のためのアウトリーチ技術 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第７章を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 アウトリーチの対象及び具体的方法について理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 相談援助のための契約の技術 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第８章を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 ソーシャルワークにおける契約の意義について理解する。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜日3時限と水曜日2時限 
研究室：1号館3階309 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 

 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

184 
 

 
科目名 相談援助の理論と方法Ⅱ（専門展開科目） SWS307 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

永田 理香 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 相談援助の過程の詳細について学び、ソーシャルワークの基本的技術について理解する。 
到達目標 1.相談援助におけるアセスメントの技術について説明できる。 

2.相談援助における介入の技術について説明できる。 
3.相談援助における面接の技術について説明できる。 
4.相談援助における記録の技術について説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験70％、課題提出30％で評価する。総合評価60％以上を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

授業の最後にリアクションペーパーを記入し、予習・復習の状況及び授業内容の理解について確認する。授

業の冒頭において、リアクションペーパーの記述内容を紹介しながら復習を行なう。 
使用教材 『新・社会福祉士養成講座7相談援助の理論と方法Ⅰ』社会福祉士養成講座編集委員会（中央法規出版） 

ISBN978-4-8058-5103-6 
教科書の他、レジュメ・資料等を随時配布する。 

1 

講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

 
予習 ソーシャルワークの全体像について確認する。シラバスの内容を読んで講義目

標及び到達目標を理解する。 
1時間 

復習 詳細シラバスにおける講義内容等を確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 相談援助のためのアセスメントの技術①アセスメントの特性とは 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書第９章第１節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 アセスメントの特性及び面接における言語反応について理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 相談援助のためのアセスメントの技術②アセスメントツールの活用方法 
該当する到達目標 

1 
予習 第９章第２節第３節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 アセスメントツール及び情報の組織化について理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 相談援助のための介入の技術①介入の意義と目的 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第10章第１節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 介入の意義とターゲットについて理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 相談援助のための介入の技術②介入方法と留意点 
該当する到達目標 

2 
予習 第10章第２節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 介入の技術と留意点について理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 相談援助のための経過観察（モニタリング） 
該当する到達目標 

2,3 
予習 第11章第１節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 モニタリングの手続きについて理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 相談援助のための再アセスメント 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第11章第２節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 再アセスメントの手順と援助の方向について理解する。 1.5時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

185 
 

8 
講義内容 相談援助のための効果測定・評価 
該当する到達目標 

2 
予習 第11章第３節第４節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 効果測定の方法及び評価について理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 相談援助のための面接の技術①面接の基本姿勢 
該当する到達目標 

3 
予習 第12章第１節第２節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 面接の目的及び基本姿勢について理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 相談援助のための面接の技術②面接におけるコミュニケーション 
該当する到達目標 

3 
予習 第12章第３節第４節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 面接の構造及び面接技法について理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 相談援助のための記録の技術①記録の意義と活用 
該当する到達目標 

4 
予習 第13章第１節第２節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 記録の意義及び種類について理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 相談援助のための記録の技術②記録の方法と IT化 
該当する到達目標 

4 
予習 第13章第３節第４節を読み、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 記録の技術の実際と IT化について理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 相談援助のための交渉の技術 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第14章第１節第２節を読んで、分からない用語を調べる。 1時間 
復習 交渉の意義と方法について理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 相談援助の事例研究① 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 過去の国家試験において出題された事例問題を解く。 1時間 
復習 間違えた問題を解き直す。 1.5時間 

15 
講義内容 相談援助の事例研究② 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 過去の国家試験において出題された事例問題を解く。 1時間 
復習 間違えた問題を解き直す。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜日3時限と水曜日2時限 
研究室：1号館3階309 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 相談援助の理論と方法Ⅲ（専門展開科目） SWS308 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

戸澤 由美恵 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 ソーシャルワークを統一したものとして論理的のとらえ、どのような対象者であっても１つのソーシャルワーク過程

で基本的に対応できることを意識し、個人や小集団・組織や地域社会を対象に広がりをもった活動ができる。 
到達目標 1.様々なクライエントシステムに対してソーシャルワーカーがいかに対応するのかを知る 

2.ソーシャルワークの理論と方法について、具体的に理解を深める 
3. 相談援助演習や相談援助実習指導との関連性を意識して学習し、現場実習で活用できる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 1.期末試験で 80％を評価する 
2.ワークシートや小テストで 20％を評価する 
3.再試験は、本試験と同じ問題とし、試験のみで 100点満点中60点以上を可とする。 

課題に対する

フィードバック 

予習の一環としてワークシート作成を課題とする。指定した締め切りまでに、３F エレベーター脇の戸澤のメ

ールボックスへ提出すること。 
採点後、必要に応じてコメントを付け、返却する。 

使用教材 「相談援助の理論と方法Ⅱ 第3版」（中央法規） ISBN978-4-8058-3255-4 
授業時に補足資料を印刷して配布する。資料は該当する単元の学習回が終わるまで持参すること。 
必要に応じて、二年次使用の「相談援助の理論と方法Ⅰ 第3版」(中央法規)を用いて予習（復習）をすること。 
その他、参考文献等を随時紹介する。 

1 

講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 テキストの「はじめに」と「目次」を読んで、目的や学習内容などを理解する 0.5時間 
復習 詳細シラバスを確認し、科目の全体像と国家試験における教科の位置づけを理

解する 
1時間 

2 
講義内容 相談援助における対象の理解①社会福祉援助活動の概念と定義 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

3 
講義内容 相談援助における対象の理解②相談援助の対象をどうとらえるか 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

4 
講義内容 ケースマネジメント（ケアマネジメント）①ケースマネジメントの基本 
該当する到達目標 

2.3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

5 
講義内容 ケースマネジメント（ケアマネジメント）②ケースマネジメントの過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

6 
講義内容 ケースマネジメント（ケアマネジメント）③ケースマネジメントにおけるアセスメントの特徴 
該当する到達目標 予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
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1,2,3 復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

7 
講義内容 ケースマネジメント（ケアマネジメント）④ケアプランの作成・実施の特徴 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

8 

講義内容 ケースマネジメント（ケアマネジメント）⑤ケースマネジメントの特徴、ケースマネジメントとソーシャルワーク

の関係 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

9 
講義内容 グループを活用した相談援助①グループを活用した相談援助 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

10 
講義内容 グループを活用した相談援助②自助グループを活用した相談援助 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

11 
講義内容 コーディネーションとネットワーキング①コーディネーションの目的と意義、方法・技術・留意点 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

12 

講義内容 コーディネーションとネットワーキング②ネットワーキングの意義と目的、方法、地域福祉を推進するための

総合的なネットワークの形成とシステム化 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

13 
講義内容 相談援助における社会資源の活用・調整・開発 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

14 
講義内容 スーパービジョンとコンサルテーションの技術 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、現場実習 1.5時間 
復習 本科目と相談援助演習・実習指導等の全てを統合させ、現場実習に活用する 1.5時間 

備

考 

4〜8回については、対象のイメージと方法を理解するため視聴覚教材を連続して使用するので欠席をしないこと。 
日頃から新聞を読み、ニュースを見るなどして政治や経済、社会福祉の問題や制度の改正などに興味を持つよう

にしましょう。 
復習は、配布資料や返却されたワークシート・ミニテスト等を確認し、長期休暇や試験前にも行い、不足を補うよう

にしましょう。 
不明な点、疑問点、連絡事項がある場合は、まずはメールで連絡し、訪室してください。 
オフィスアワー：水曜日2限 
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科目名 相談援助の理論と方法Ⅳ（専門展開科目） SWS309 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

戸澤 由美恵 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 ソーシャルワークを統一したものとして論理的にとらえ、どのような対象者であっても１つのソーシャルワーク過程

で基本的に対応できることを意識し、個人や小集団・組織や地域社会を対象に広がりをもった活動ができる。 
到達目標 1. 様々なクライエントシステムに対してソーシャルワーカーがいかに対応するのかを知る 

2. ソーシャルワークの理論と方法について理解し、現状と課題を認識できる 
3. これまでの学習と実践を統合し、自分の学習課題とこれからの学びについて見通しが持てる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 1.期末試験で 80％。 
2.提出物(授業時間内に実施するミニレポートやリアクションペーパー)等で 20％ 
3.再試験は、本試験と同じ問題とし、試験のみで 100点満点中60点以上を可とする。 

課題に対する

フィードバック 

予習の一環としてワークシート作成を課題とする。指定した締め切りまでに、３F エレベーター脇の戸澤のメ

ールボックスへ提出すること。 
採点後、必要に応じてコメントを付け、返却する。 

使用教材 「相談援助の理論と方法Ⅱ 第3版」（中央法規） ISBN978-4-8058-3255-4 
授業時に補足資料を印刷して配布する。資料は該当する単元の学習回が終わるまで持参すること。 
必要に応じて、二年次使用の「相談援助の理論と方法Ⅰ 第3版」(中央法規)を用いて予習（復習）をすること。 
その他、参考文献等を随時紹介する。 

1 
講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 目次をよみ後期学習内容の全体像を理解する 0.5時間 
復習 詳細シラバスを確認し、現場実習との統合を理解する 1時間 

2 
講義内容 さまざまな実践モデルとアプローチⅠ① 実践モデルとその意味 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

3 
講義内容 さまざまな実践モデルとアプローチⅠ②治療モデル、生活モデル、ストレングスモデル 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

4 
講義内容 さまざまな実践モデルとアプローチⅠ③ ジェネラリスト・ソーシャルワークの展開と実践モデル 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

5 
講義内容 さまざまな実践モデルとアプローチⅡ①心理社会的アプローチ、機能的アプローチ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

6 
講義内容 さまざまな実践モデルとアプローチⅡ②課題中心アプローチ、危機介入アプローチ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 
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7 
講義内容 さまざまな実践モデルとアプローチⅡ③行動変容アプローチ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

8 
講義内容 さまざまな実践モデルとアプローチⅢ①エンパワメントアプローチ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

9 
講義内容 さまざまな実践モデルとアプローチⅢ②ナラティブアプローチ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

10 
講義内容 さまざまな実践モデルとアプローチⅢ③その他のアプローチ、アプローチをめぐる課題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

11 
講義内容 ケースカンファレンスの技術 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

12 
講義内容 相談援助における個人情報の保護 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

13 
講義内容 相談援助における情報通信技術（ICT）の活用 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

14 
講義内容 事例研究・事例分析 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 該当するテキスト箇所を読み、わからない語句や専門用語等を調べておくこと 1.5時間 
復習 テキストやワークシート、配布資料等を再読し、授業内容の正しい理解に努めること 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 これまでの配布資料やワークシート等を整理し、理解不足を確認しておく 1.5時間 
復習 まとめを通して、自分の学習課題とこれからの学びについて見通しが持てる 1.5時間 

備

考 

日頃から新聞を読み、ニュースを見るなどして政治や経済、社会福祉の問題や制度の改正などに興味を持つよう

にしましょう。 
復習は、配布資料や返却されたワークシート・ミニテスト等を確認し、長期休暇や試験前にも行い、不足を補うよう

にしましょう。 
不明な点、疑問点、連絡事項がある場合は、まずはメールで連絡し、訪室してください。 
オフィスアワー：水曜日2限 
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科目名 福祉行財政と福祉計画（専門展開科目） SWS310 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大口 達也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 福祉行財政と福祉計画は、社会福祉の実践を支える制度的な枠組みである。従来は、国が示す方針を前

提として様々な支援を実践してきた。しかし、近年では、都道府県・市町村単位で福祉計画を策定し、地域を

基盤としたソーシャルワークの実践体制の整備が推進されている。 
社会福祉士には、現場実践における専門性のみならず、福祉計画策定等における専門性発揮が強く求め

られている。社会の期待に応えられる社会福祉士を養成するために、国家予算や福祉財源を理解し、ソーシ

ャルワークの専門性を活かした福祉計画を策定するために必要な知識の修得を目指す。 
 アクティブラーニングを中心に講義を展開し、社会福祉士に求められる知識の全体像を把握できるようにす

る。そして、Eラーニング教材による反復学習で知識の定着を図り、知識の修得を目指す。 
到達目標 1.日本の国財源の現状を知り、今後の日本に求められる社会福祉士の役割を説明することができる。 

2.国財源に占める福祉財源の状況を理解し、社会福祉士の現場実践の財源根拠を詳細に説明できる。 
3.福祉財源と福祉計画の関係を理解し、各種福祉計画の内容や予算配分等を検討することができる。 
4.各種福祉計画の策定過程、策定方法、評価方法を学び、模擬的に計画を策定することができる。 
5.福祉行政の組織及び団体、専門職の役割を、福祉計画との関係から説明することができる。 
6.「最終Eラーニングテスト」で全問正解を連続達成し、社会福祉士に求められる知識を定着させる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 【評価点】（100点満点） 
(1) アクティブラーニング等への取組状況（60点） 
(2) Eラーニング教材取組状況（20点） 
(3) 最終Eラーニングテスト（20点） 
【評価基準】 
アクティブラーニング等への取組状況（参画状況、成果物等）を踏まえて評価点算出。（0～60点） 
本科目では講義と予習・復習において、以下の 3種類のEラーニング教材を使用する。 
① 予習用Eラーニング教材、②講義用Eラーニング教材、③挑戦用Eラーニング教材 
各教材の取組状況（実施回数、正答率等）を基準として評価点を算出する（0～20点） 
また、期限を定め、「最終Eラーニングテスト」を実施する。テストで全問正解を 2連続達成した場合には、評

価点 20 点。達成できなかった場合には、取組状況（実施回数、正答率等）を基準として評価点を算出する。

（0～15点）※連続達成を目指すインセンティブ付与のため、16～19点は算出しない。 
課題に対する

フィードバック 

社会福祉士に求められる知識の理解を促すために、講義では随時アクティブラーニングによる課題を提示

する。課題への取組結果は、その場で教員からフィードバックする。 
E ラーニング教材を用いた講義では、随時、講義内で取り組むべき課題を提示する。提示した課題について

は講義内でポイントを解説する。なお、課題への取組状況（正答率）を集計・分析し、クラス全体で理解が困

難な内容を特定する。特定できた内容については文書等に整理して解説する。 
使用教材 教科書『新・社会福祉士養成講座 福祉行財政と福祉計画』社会福祉士養成講座編集委員会（中央法規） 

その他、必要な資料（地方行政白書、厚生白書等）は随時プリントして配布する。 
なお、講義ではスマフォ等を用いた E ラーニング教材を使用する。スマフォ等を所持していない学生につい
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ては配慮を行う。Eラーニング教材の使用方法等、詳細は初回ガイダンスで説明する。 

1 
講義内容 オリエンテーション － 講義の到達目標、内容、進め方、Eラーニング使用方法、成績評価等の説明 
該当する到達目標 

 
予習 シラバスを読み、講義の目標や内容等を確認する。 1時間 
復習 Eラーニングを使用して、講義で教員が提示した質問アンケートに回答する。 1.5時間 

2 
講義内容 国の財源 ① 一般会計予算と社会保障関係費 
該当する到達目標 

1,2,6 
予習 予習用Eラーニング①を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング①に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

3 
講義内容 国の財源 ② 社会保障給付費、社会保障・税一体改革 
該当する到達目標 

1,2,6 
予習 予習用Eラーニング②を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング②に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

4 
講義内容 地方行財政 ① 目的別歳出構成割合と民生費、歳入 
該当する到達目標 

2,3,6 
予習 予習用Eラーニング③を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング③に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

5 
講義内容 地方行財政 ② 国と地方の役割分担と財政関係、福祉行政の組織及び団体、専門職の役割 
該当する到達目標 

2,3,5,6 
予習 予習用Eラーニング④を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング④に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

6 
講義内容 地方行財政 ③ 地方分権改革、法定受託事務と自治事務 
該当する到達目標 

2,3,5,6 
予習 予習用Eラーニング⑤を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング⑤に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

7 
講義内容 福祉計画 ① 福祉計画の種類と特徴 
該当する到達目標 

3,6 
予習 予習用Eラーニング⑥を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング⑥に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

8 
講義内容 福祉計画 ② 福祉計画の内容 
該当する到達目標 

2,3,6 
予習 予習用Eラーニング⑦を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング⑦に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

9 
講義内容 福祉計画 ③ 福祉計画の策定過程、策定方法 
該当する到達目標 

4,5,6 
予習 予習用Eラーニング⑧を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング⑧に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

10 
講義内容 福祉計画 ④ 福祉計画の策定－ 高齢者 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6, 
予習 予習用Eラーニング⑨を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング⑨に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

11 
講義内容 福祉計画 ⑤ 福祉計画の策定－障害者 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 予習用Eラーニング⑩を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング⑩に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

12 
講義内容 福祉計画 ⑥ 福祉計画の策定－児童 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 予習用Eラーニング⑪を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング⑪に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

13 
講義内容 福祉計画 ⑦ 福祉計画の策定－地域福祉 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 予習用Eラーニング⑫を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング⑫に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

14 
講義内容 福祉計画 ⑧ 福祉計画の策定－医療 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 予習用Eラーニング⑬を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング⑬に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 
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15 
講義内容 社会福祉士に求められる福祉行財政と福祉計画の知識 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 Eラーニングによる講義内容に関する予習アンケートに回答する。 1時間 
復習 Eラーニングを使用して、講義で教員が提示した質問アンケートに回答する。 1.5時間 

備

考 

最終Eラーニングテストは、授業外で 16時間以上の時間を要する。計画的に実施すること。 
オフィスアワー：火曜日3時限，水曜日2時限 ※ 質問はメールでも受け付ける。 
研究室：１号館５階５１３（実習指導室内） 
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科目名 福祉サービスの組織と経営（専門展開科目） SWS311 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

灰野 甲子郎 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 福祉サービスに係る組織や団体（社会福祉法人、特定非営利活動法人、医療法人、営利法人など）、福祉サ

ービスの組織と経営、管理運営に関する基本的事項について理解する。 
到達目標 1.社会福祉士国家試験の受験科目として、合格するための必要な知識を身につける。 

2.将来、福祉現場において様々な課題に出会ったときに、主体的に組織変革に取り組めるように、福祉サー

ビスに係る組織の経営に関する基本的事項を修得する。 
3.ソーシャルワーカーとして、活躍できる人材を育成することを視野に入れた講義内容とする。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 レポート課題又は小テスト 30％ 期末試験70％ 
総合評価60％以上で合格とする 

課題に対する

フィードバック 

期末試験後に回答を配布する。 
質問、レポート課題は講義中に回答及び説明する。 

使用教材 「福祉サービスの組織と経営」（中央法規）必要に応じて資料配布 

1 

講義内容 ガイダンス  
第1回 福祉サービスにおける組織と経営① 

該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の前書き、シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 

福祉サービスの組織の意義と課題について考察しておく。 
1時間 

復習 シラバスの内容の確認、国試対策、社会福祉士として求められている専門性 
配布資料等を理解する。 

1.5時間 

2 
講義内容 第2回 福祉サービスにおける組織と経営② 
該当する到達目標 

1,2  
予習 教科書の第１章第１節～第２節に目を通す。 1時間 
復習 福祉サービスにおける組織・経営・制度を理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 第3回 福祉サービスにかかわる組織や団体① 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第２章第１節に目を通す。 1.時間 
復習 法人とは、法人の基本形態、ガバナンスとコンプライアンスを理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 第4回 福祉サービスにかかわる組織や団体② 
該当する到達目標 

1,2  
予習 教科書の第２章第２節に目を通す。 1時間 
復習 社会福祉法人の基本的性格、設立と機関、経営の現状と課題を理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 第5回 福祉サービスにかかわる組織や団体③  
該当する到達目標 

1,2  
予習 教科書の第２章第３節に目を通す。 1時間 
復習 特定非営利活動法人の概要、現状、管理・運営の基本を理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 第6回 福祉サービスにかかわる組織や団体➃ 
該当する到達目標 

1,2  
予習 教科書の第２章第４節に目を通す。 1.時間 
復習 その他の組織や団体について理解する。 1.5時間 

7 講義内容 第7回 福祉サービスの組織と経営の基本理論① 
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該当する到達目標 

1,2  
予習 教科書の第３章第１節～第２節に目を通す。 1時間 
復習 戦略、事業計画について理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 第8回 福祉サービスの組織と経営の基本理論② 
該当する到達目標 

1,2  
予習 教科書の第３章第３節～第４節に目を通す。 1.時間 
復習 組織、管理運営の基礎理念について理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 第9回 福祉サービスの組織と経営の基本理論③ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第３章第５節～第６節に目を通す。 1時間 
復習 集団の力学に関する基礎知識、リーダーシップに関する基礎知識を理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 第10回  福祉サービスの管理運営の方法① サービス管理 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第４章第１節～第２節に目を通す。 1時間 
復習 サービスマネジメント、サービスの質の評価を理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 第11回  福祉サービスの管理運営の方法②  
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第４章第３節～第４節に目を通す。 1時間 
復習 苦情対応とリスクマネジメント、サービス提供の在り方の方向性を理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 第12回  福祉サービスの管理運営の方法② 人事管理と労務管理 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書の第５章第１節～第２節に目を通す。 1時間 
復習 人事・労務管理、人材育成を理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 第13回  福祉サービスの管理運営の方法③ 会計管理と財務管理 
該当する到達目標 

1,2,3  
予習 教科書の第６章に目を通す。 1時間 
復習 会計管理と財務管理を理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 第14回 福祉サービスの管理運営の方法➃ 情報管理と戦略的広報 
該当する到達目標 

1,2  
予習 教科書の第７章に目を通す。 1時間 
復習 情報管理と戦略的広報を理解する。 1.5時間 

15 

講義内容 第15回 福祉サービスの組織と経営における各制度の変遷 国策としての方向性 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 福祉サービスの組織と経営における各制度の変遷について考察しておく 1.時間 
復習 福祉サービスの組織と経営における各制度の変遷、新たな福祉ビジョン、プラン

等国策しての方向性について理解する。 
国試対策に対する心構えについて 

1.5間 

備

考 

個人的な質問は質問用紙で提出を受け付けし回答する。 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 保健医療サービス（専門展開科目） SWS312 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

河村 俊一 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 学生が、医療と福祉の密接な関係を理解し、相談援助場面で必要となる医療保険制度や保健医療システム

の基本を学ぶ。現場で的確に専門職と連携するための、基本的な知識を獲得する。利用者のエンパワメント

を目指した支援方法を導くための役割を学ぶ。 
到達目標 1.日本の医療保険制度や医療費の現状について説明ができる。 

2.医療保険制度、介護保険制度における報酬制度について説明ができる。 
3.医療ソーシャルワーカーとしての役割が説明できる。 
4.患者の権利、専門職としての視点や実践について説明することができる。 
5.チームアプローチとその取り組む姿勢やあり方について説明することができる。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業態度10％、レポート 10％、筆記試験80％を参考に総合的評価６０％を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

レポートをもとに授業内において総合的なコメントや授業内容への反映を行う。 
 

使用教材 「新・社会福祉養成講座17保健医療サービス」中央法規を必ず持参、その他資料などを配布。 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

1 
予習 テキスト内容の全体やシラバスの内容をよく読んで、講義目標を確認する。 1時間 
復習 講義の内容、進め方、授業に臨む態度、成績評価などについて確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 現在の保健医療サービスの全体像と仕組み 
該当する到達目標 

1.2 
予習 医療保険、介護保険など制度の概要を事前に調べておく。 1時間 
復習 保健医療サービスとは何か、構造を理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 戦後の保健医療サービスの整備・拡充、医療法改正にみる今日的課題 
該当する到達目標 

1.2 
予習 テキスト第１章第２節、第３節に目を通す。 1時間 
復習 医療現場における情報提供の在り方や医療計画について理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 医療連携・チーム医療の推進と社会福祉士、精神保健福祉士 
該当する到達目標 

3 
予習 テキスト第１章第４節に目を通す。 1時間 
復習 医療ソーシャルワーカー業務指針の理解と地域医療連携について理解する・ 1.5時間 

5 
講義内容 医療法による医療施設の機能・類型 
該当する到達目標 

1 
予習 テキスト第２章第１節に目を通す。 1時間 
復習 医療法における医療施設の種別やその要件等について理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 保健医療政策、診療報酬による医療施設の機能・類型 
該当する到達目標 

1.2 
予習 テキスト第２章第２節、第３節に目を通す。 1.時間 
復習 拠点病院の種類や病棟の類型について理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 介護保険法における施設等の機能・類型 
該当する到達目標 

2 
予習 第２章第４節に目を通す。 1時間 
復習 施設サービス、在宅サービスごとの事業形態について理解する。 1.5時間 
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8 
講義内容 地域包括ケアシステムと在宅医療 
該当する到達目標 

1.2 
予習 第２章第５節に目を通す。 1時間 
復習 地域包括ケアシステムが目指すことや現状について理解する。 1.5.時間 

9 
講義内容 医療ソーシャルワーカーの歴史と業務の枠組み 
該当する到達目標 

3 
予習 テキスト第３章第１節に目を通す。 1時間 
復習 医療ソーシャルワーカー業務指針と面接に求められる力量について理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 保健医療サービスにおける医療ソーシャルワーカーの役割 
該当する到達目標 

3.4.5 
予習 テキスト第３章第２節、第３節、第４節に目を通す。 1時間 
復習 ミクロ・マクロ・メゾのソーシャルワークについて理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 保健医療サービス専門職とチームアプローチ 
該当する到達目標 

5 
予習 テキスト第４章第１節に目を通す。 1時間 
復習 他の職種についての理解とチームアプローチの展開過程を理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 保健医療サービス専門職の基本的姿勢 
該当する到達目標 

3.4 
予習 テキスト第４章第２節、第３節に目を通す。 1時間 
復習 患者の権利と専門職の視点や役割について理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 医療保険制度、介護保険制度と報酬・公費負担医療 
該当する到達目標 

1.2 
予習 テキスト第５章第１節、第２節に目を通す。 1時間 
復習 医療保険、介護保険、公費医療それぞれの報酬体系について理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 保健医療の専門職との連携と実践 
該当する到達目標 

3.4.5 
予習 テキスト第６章に目を通す。 1時間 
復習 チーム形成とそのあり方、社会資源活用について理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 筆記試験 
該当する到達目標 

1.2.3.4.5 
予習 これまでの授業内容をテキスト、配布資料に目を通しておく。 1時間 
復習 試験の自己採点と解答に悩んだ問題などを再度取り組む。 1.5時間 

備

考 

１．講義開始時には、学籍番号順にて着席してください。 
２．講義内容等に関する質問は、講義前または講義終了後、もしくは下記メールアドレスにて受け付けます。 
３．メールアドレス info@ids-ancre.org 
４．試験後については出題意図を記載したものを配布します。 
５．予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 

  

mailto:info@ids-ancre.org
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科目名 権利擁護と成年後見制度（専門展開科目） SWS313 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大口 達也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 平成28年5月、「成年後見制度の利用の促進に関する法律」が施行された。社会福祉士が成年後見制度

や任意後見制度を理解し、法律等に基づきながら権利擁護実践を行うことが、社会から強く求められている。

社会の期待に応えられる社会福祉士を養成するために、法律や制度、権利擁護の「本質」を理解し、実践的

な知識を修得することを目指す。 
実践的な知識は、E ラーニング教材を用いて反復学習し、アクティブラーニングを用いて定着させ、修得で

きるようにする。 
到達目標 1.社会福祉士が憲法、民法、行政法等の法律を学ぶ必要性を、実践現場での事例を挙げながら説明できる。 

2.成年後見制度や任意後見制度、日常生活自立支援事業等を、身近な人に分かりやすく説明できる。 
3.権利擁護にかかわる組織・団体・専門職に対して、社会福祉士がどのように関わるべきか説明できる。 
4.社会福祉士の権利擁護実践（特に虐待対応）における対応上のポイントや基本的視点を説明できる。 
5.「最終Eラーニングテスト」で全問正解を連続達成し、実践的な知識を定着させる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 【評価点】（100点満点） 
(1) Eラーニング教材取組状況（50点） 
(2)最終Eラーニングテスト（35点） 
(3)アクティブラーニング等への取組状況（15点） 
【評価基準】 
本科目では講義と予習・復習において、以下の 3種類のEラーニング教材を使用する。 
① 予習用Eラーニング教材、②講義用Eラーニング教材、③挑戦用Eラーニング教材 
各教材の取組状況（実施回数、正答率等）を基準として評価点を算出する（0点～50点） 
また、期限を定め、「最終Eラーニングテスト」を実施する。本テストで全問正解を 2連続達成した場合には、

評価点35点。達成できなかった場合には、取組状況（実施回数、正答率等）を基準として評価点を算出する。

（0点～30点）※連続達成を目指すインセンティブ付与のため、31点～34点は算出しない。 
アクティブラーニング等への取組状況（話し合いへの参画、発言等）を踏まえ、評価点を算出する。（0点～15
点） 

課題に対する

フィードバック 

E ラーニング教材を用いた講義では、随時、講義内で取り組むべき課題を提示する。提示した課題について

は講義内でポイントを解説する。なお、課題への取組状況（正答率）を集計・分析し、クラス全体で理解が困

難な内容を特定する。特定できた内容については文書等に整理して解説する。 
実践的な知識の定着化のために、講義では随時アクティブラーニングによる課題を提示する。課題への取

組結果は、その場で教員からフィードバックする。 
使用教材 教科書①『伊藤真の民法入門第第5版－講義再現版』伊藤真著（日本評論社）ISBN 978-4-535-52039-4 

教科書②『仕事がはかどるケアマネ術シリーズ③ あなたの悩みを解決できる！成年後見』池田惠利子著

（第一法規株式会社）ISBN 978-4-474-05647-3 
その他、必要な資料は随時プリントして配布する。 
なお、講義ではスマフォ等を用いた E ラーニング教材を使用する。スマフォ等を所持していない学生につい
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ては配慮を行う。Eラーニング教材の使用方法等、詳細は初回ガイダンスで説明する。 

1 
講義内容 オリエンテーション － 講義の到達目標、内容、進め方、Eラーニング使用方法、成績評価等の説明 
該当する到達目標 

 
予習 シラバスを読み、講義の目標や内容等を確認する。 1時間 
復習 Eラーニングを使用して、講義で教員が提示した質問アンケートに回答する。 1.5時間 

2 
講義内容 日本国憲法（相談援助活動と方の関わりを含む） 
該当する到達目標 

1,5 
予習 予習用Eラーニング（日本国憲法編）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（日本国憲法編）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

3 
講義内容 民法 ① 意思能力、行為能力、契約、代理 
該当する到達目標 

1,3,5 
予習 予習用Eラーニング（民法編①）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（民法編①）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

4 
講義内容 民法 ② 親族、婚姻、離婚、親子 
該当する到達目標 

1,3,5 
予習 予習用Eラーニング（民法編②）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（民法編②）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

5 
講義内容 民法 ③ 親権、扶養、相続、遺言 
該当する到達目標 

1,3,5 
予習 予習用Eラーニング（民法編③）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（民法編③）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

6 
講義内容 民法 ④ 不当行為、瑕疵（かし）担保責任、クーリングオフ、消費者契約法 
該当する到達目標 

1,3,4,5 
予習 予習用Eラーニング（民法編④）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（民法編④）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

7 
講義内容 行政法 ① 行政行為、行政事件訴訟法 
該当する到達目標 

1,3,5 
予習 予習用Eラーニング（行政法編①）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（行政法編①）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

8 
講義内容 行政法 ② 行政不服審査制度、行政手続法、国家賠償法、損失補償 
該当する到達目標 

1,3,5 
予習 予習用Eラーニング（行政法編②）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（行政法編②）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

9 

講義内容 成年後見制度等 ① 成年後見制度とは、任意後見制度とは、日常生活自立支援事業とは（成年後見

制度利用支援事業を含む） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 Eラーニングによる講義内容に関する予習アンケートに回答する。 1時間 
復習 Eラーニングによる講義内容に関する課題アンケートに回答する。 1時間 

10 
講義内容 成年後見制度 ② 後見・補佐・補助の理解、申立ての手続き、未成年後見制度 
該当する到達目標 

1,2,3,5, 
予習 予習用Eラーニング（後見編①）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（後見編①）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

11 
講義内容 成年後見制度 ③ 成年後見人・保佐人・補助人、監督人、家庭裁判所の役割 
該当する到達目標 

1,2,3,5 
予習 予習用Eラーニング（後見編②）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（後見編②）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

12 
講義内容 任意後見制度 ④ 任意後見契約、任意後見監督人選任、任意後見制度の悪用例 
該当する到達目標 

1,2,3,5 
予習 予習用Eラーニング（後見編③）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（後見編③）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

13 
講義内容 成年後見制度等 ⑤ 市区町村申立て、日常生活自立支援事業、成年後見制度の最近の動向 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 予習用Eラーニング（後見編④）を使用して、講義内容を確認する。 1.5時間 
復習 挑戦用Eラーニング（後見編④）に挑戦して、講義内容を再確認する。 1.5時間 

14 
講義内容 社会福祉士の権利擁護実践（虐待対応・権利擁護に係る組織、団体の役割と実際） 
該当する到達目標 予習 Eラーニングによる講義内容に関する予習アンケートに回答する。 1時間 
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3,4 復習 Eラーニングによる講義内容に関する課題アンケートに回答する。 1時間 

15 
講義内容 社会福祉士に求められる権利擁護実践 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 Eラーニングによる講義内容に関する予習アンケートに回答する。 1時間 
復習 Eラーニングを使用して、講義で教員が提示した質問アンケートに回答する。 1.5時間 

備

考 

最終Eラーニングテストは、授業外で 18時間以上の時間を要する。計画的に実施すること。 
オフィスアワー：火曜日3時限，水曜日2時限 ※ 質問はメールでも受け付ける。 
研究室：１号館５階５１３（実習指導室内） 
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科目名 就労支援サービス（専門展開科目） SWS314 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木 美和 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 1単位 
講義目標 1．働くことの意味を知り、相談援助活動において必要となる各種の就労支援制度について理解する。 

2．支援の対象像を把握し、就労支援に係る組織、団体及び専門職の役割について理解する。 
3．就労支援分野の連携について理解し、重層的なネットワークの構築を知る。 

到達目標 1.就労支援の対象者と労働に関する法律・制度とを関連付ける。 
2.日本の労働市場の変化と現状を把握する。 
3.就労支援の対象者について類別し、支援の流れを説明する。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 レポート課題60％、小レポート 20％、コメントカード 20％ 
課題に対する

フィードバック 

小レポートやコメントカード（感想）については、提示の意図を説明し、提出後授業の中でコメントや解説を行

う他、必要に応じ追加資料を用意する。 
使用教材 新・社会福祉士養成講座１８ 就労支援サービス 

1 
講義内容 自己紹介 ガイダンス 働くことの意味と社会福祉士の役割 
該当する到達目標 

1.2 
予習 教科書前書き、序章、シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 1時間 
復習 働くことの意味と考え、講義内容を理解する。 1時間 

2 
講義内容 雇用・就労の動向と施策 
該当する到達目標 

1.2 
予習 教科書の第1章に目を通す。 1時間 
復習 レジュメにそって、用語を整理し、日本における労働の現状を把握する。 1時間 

3 
講義内容 障害者と就労支援 
該当する到達目標 

1.2.3 
予習 教科書の第2章第1~2節に目を通す。 1時間 
復習 レジュメにそって、障害者の就労に関する状況を理解する。 1時間 

4 
講義内容 障害者と就労支援 
該当する到達目標 

1.2.3 
予習 教科書の第2章第3~6節に目を通す。 1時間 
復習 レジュメにそって、障害者の雇用施策や就労支援について理解する。 1時間 

5 
講義内容 低所得者と就労支援 
該当する到達目標 

1.2.3 
予習 教科書の第3章に目を通す。 1時間 
復習 レジュメにそって、低所得者の状況と就労支援について理解する。 1時間 

6 
講義内容 専門職の役割と実際～当事者へのインタビュー～ 
該当する到達目標 

1.3 
予習 教科書の第4章に目を通す。 1時間 
復習 障害者の就労支援の実際について理解する。 1時間 

7 
講義内容 就労支援の連携と実際 
該当する到達目標 

1.3 
予習 教科書の第５章に目を通す。 1時間 
復習 レジュメにそって、専門職や社会的資源を整理し、理解する。 1時間 

8 
講義内容 さまざまな働き方の支援 
該当する到達目標 予習 教科書の終章に目を通す。 0.5時間 
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1.2.3 復習 社会福祉士と就労支援について理解する。 1時間 
備

考 

質問はメールでも受け付ける 
アドレス：sd-isesaki@bay.wind.ne.jp 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること 

  

mailto:sd-isesaki@bay.wind.ne.jp
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科目名 更生保護制度（専門展開科目） SWS315 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

廣川 洋一 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 1単位 
講義目標  更生保護制度は、犯罪者や非行少年を対象とする警察・検察・裁判・矯正という刑事司法制度の流れの中

で、末尾に位置します。立ち直るか、再犯に陥るかは、当事者が責任を負うことです。しかし、彼らの多くは、

劣悪な環境で育ち、学歴は中卒か高校中退です。学校や社会の底辺から落ちこぼれた者も少なくありませ

ん。彼らの再犯を防ぎ、彼らが社会の一員として立ち直るために、更生保護制度の改革が続いています。そ

して、保護観察所は心神喪失者等医療観察制度に関与し、犯罪被害者等支援も含めて、更生保護の領域も

拡大しつつあります。更生保護は、社会福祉、医療、教育、就労など関連する領域と連携し、地域住民の理

解と参加を求めますが、現実には厳罰化も進行しています。この科目では、社会福祉士をめざす学生のた

めに、更生保護制度及び医療観察制度の概要について、関連する領域を確認しながら学びます。 
到達目標 1.更生保護の意義と歴史を説明できる。 

2.成人の刑事司法手続きと少年保護事件の手続きを説明できる。 
3.更生保護の行政機関と民間協力組織を説明できる。 
4.仮釈放制度と生活環境調整を説明できる。 
5.保護観察の概要を説明できる。 
6.更生緊急保護制度を説明できる。 
7.更生保護事業と関係機関との連携の在り方を説明できる。 
8.医療観察制度を説明できる。 
9.犯罪被害者等支援活動を説明できる。 
10.刑の一部執行猶予制度を説明できる。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 評価の基準〜授業は講義中心になりますが、出席及び授業参加とテスト又はレポートで評価します。 
期末テストのほか、ミニテストを実施し、レポートの提出を求めることもあります。 
授業参加度２０％、ミニテスト又はレポート４０％、期末テスト４０％。 
総合評価６０％以上を合格とします。 

課題に対する

フィードバック 

提出したテスト及びレポートはコメントを付して返却します。 

使用教材 教科書「更生保護入門（第４版）」松本勝編著（成文堂）２１６０円 
補助教材として「犯罪白書」(法務省ホームページから入手可能)。 
初日に、関係資料を集めた冊子としてコースパケットを配布します。 

1 

講義内容 ガイダンス。コースパケットを配布します。 
成人及び少年の刑事司法制度の概要及び更生保護制度と社会福祉の特徴を学ぶ。 

該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の第１章、第２章に目を通す。 1時間 
復習 講義内容、コースパケットを確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 更生保護制度を掌る行政機関及びその担い手、並びに関連する民間組織・団体について学ぶ。 
該当する到達目標 予習 教科書の第３章に目を通す。 1時間 
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1,3 復習 官民の更生保護機関・団体について理解する。 1,5時間 

3 
講義内容 仮釈放制度の概要と生活環境調整及び刑の一部執行猶予制度について学ぶ。 
該当する到達目標 

1,4,10 
予習 教科書の第４章、第５章、第１６章に目を通す。 1時間 
復習 仮釈放制度と生活環境調整について理解する。 1,5時間 

4 
講義内容 保護観察の概要について学ぶ。 
該当する到達目標 

1,5,10 
予習 教科書の第６章に目を通す。 1時間 
復習 保護観察の目的、種類、期間、方法について理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 保護観察各論及び更生緊急保護制度について学ぶ。 
該当する到達目標 

1,5,6 
予習 教科書の第７章、第９章に目を通す。 1時間 
復習 保護観察ケースワーク及び更生緊急保護について理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 更生保護事業の概要及び関係機関との連携の在り方について学ぶ。 
該当する到達目標 

1,7 
予習 教科書の第１０章、第１４章に目を通す。 1時間 
復習 更生保護事業及び関係機関との連携について理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 医療観察制度の概要について学ぶ。 
該当する到達目標 

1,8 
予習 教科書の第１５章に目を通す。 1時間 
復習 心神喪失者等医療観察制度について理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 犯罪被害者等支援活動について学ぶ。まとめ 
該当する到達目標 

1,9 
予習 教科書の第１２章に目を通す。 1時間 
復習 更生保護における犯罪被害者等施策について理解する。 1.5時間 

備

考 

講師に関わる情報〜授業がある日は非常勤講師控え室に在室します。 
質問等は、メールでも受け付けます。 
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科目名 相談援助実習指導Ⅰ（専門展開科目） SWS318 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 敏・戸澤 由美恵・根岸 洋人・永田 理香・大川 健次郎・石坂 公俊・大口 達也 
 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 1.相談援助実習の意義を理解し，実習の問題意識や目的意識を明確にする。 

2.相談援助実習に必要な倫理や態度，知識や技術等について理解を深める。 
3.現場職員によるゲストスピーカーを招き，業務の実際や職員に求められる姿勢，実習の内容など実習に向

けての動機づけを行う。 
到達目標 1.相談援助実習の意義について理解できる。 

2.相談援助実習に係る個別指導並びに集団指導を通して，相談援助に係る知識と技術に理解し，実践的な

技術等を体得できる。 
3.社会福祉士として求められる資質，技能，倫理，自己に求められる課題把握等を総合的に対応できる能力

を習得できる。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業への取組状況（提出物、実習ゼミ別課題等）により総合的に評価する。 
課題に対する

フィードバック 

実習担当教員が提出物について、コメントや修正・改善事項を提示して、随時フィードバックする。 
修正・改善等の指示を受けた提出物は、実習担当教員の指示に従って再提出すること。 

使用教材 テキスト『社会福祉小六法』（ミネルヴァ書房） 

1 
講義内容 全体オリエンテーション・ゼミ別オリエンテーション 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスを読み，講義目標，到達目標，授業計画を理解する。 4時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1時間 

2 
講義内容 実習先と対象理解① 児童分野・身体障害分野 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 実習ゼミ別に示された課題に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1時間 

3 
講義内容 実習先と対象理解①の振り返り 児童分野・身体障害分野 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 実習ゼミ別に示された課題に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1時間 

4 
講義内容 実習先と対象理解② 行政分野・社会福祉協議会分野 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 実習ゼミ別に示された課題に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1時間 

5 
講義内容 実習先と対象理解②の振り返り 行政分野・社会福祉協議会分野 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 実習ゼミ別に示された課題に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1時間 

6 
講義内容 実習先と対象理解③ 高齢分野（相談）・高齢分野（入所） 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 実習ゼミ別に示された課題に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1時間 

7 
講義内容 実習先と対象理解③の振り返り 高齢分野（相談）・高齢分野（入所） 
該当する到達目標 予習 実習ゼミ別に示された課題に取り組む。 1.5時間 
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1，2，3 復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1時間 

8 
講義内容 実習先と対象理解④ 知的障害分野・医療分野 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 実習ゼミ別に示された課題に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1時間 

9 
講義内容 実習先と対象理解④の振り返り 知的障害分野・医療分野 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 実習ゼミ別に示された課題に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1時間 

10 
講義内容 実習報告会① 
該当する到達目標 

2，3 
予習 実習先の実習期間，形態，要件等について調べる 1時間 
復習 実習報告会レポートのまとめ 1.5時間 

11 
講義内容 実習報告会② 
該当する到達目標 

2，3 
予習 実習先の実習内容等について調べる 1時間 
復習 実習報告会レポートのまとめ 1.5時間 

12 
講義内容 実習先選択相談会 
該当する到達目標 

2，3 
予習 実習先の種類や内容，利用者に関する概要を整理する。 1時間 
復習 実習先選択相談会レポートのまとめ 1.5時間 

13 
講義内容 実習先事前学習① 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 実習先の関連法令，条例規則等について整理する。 1時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1.5時間 

14 
講義内容 実習先事前学習② 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 実習先の利用者，ニーズに関して整理する。 1時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1.5時間 

15 
講義内容 実習先事前学習③ 
該当する到達目標 

1，2，3 
予習 実習先の地域的条件や関連する社会資源等について整理する。 1時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を課題に反映させる。 1.5時間 

備

考 

実習指導は実習担当教員がゼミ別に行います。担当教員のオフィスアワー及びメールアドレスは 5 階実習指導室

前の掲示板に掲示します。 
この科目は相談援助実習に行く学生を対象にしています。科目の履修にあたってはさまざまなルールが存在しま

す。詳細はガイダンス等でお伝えしますので、ガイダンスには必ず出席してください。出席できない場合は実習指

導室に事前に連絡すること。 
その他、実習にかかわる実習事務等は、実習指導室が担当します。 
実習事務に関して、不明な点、疑問点、連絡事項がある場合は、必ず来室して確認してください。 
実習指導室：大学１号館５階 TEL：027-352-1292（直通）  
利用時間：実習期間外 ９時３０分～１７時３０分（月～金）、実習期間中 ９時００分～１８時００分（月～金※原則） 
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科目名 相談援助実習指導Ⅱ（専門展開科目） SWS319 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 敏・戸澤 由美恵・根岸 洋人・永田 理香・大川 健次郎・石坂 公俊・大口 達也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 相談援助実習に係る個別指導および集団指導を通して、専門的な知識や実践的な技術等を体得する。 

社会福祉士に求められる倫理観や課題把握能力、相談対応力を修得し、専門職としての資質を高める。 
到達目標 1.利用者（対象者）の生活と現在の状況、これまでの経験と今後のこと、抱えている課題等を多くの角度から

捉え考察を深めることができる。 
2.社会資源や他の機関（組織）との連携を軸にした問題解決の基礎的な手順や方法を学び、利用者（対象

者）の具体的なニードを発見し、アセスメントを行うことができる。 
3.実習先の法制度上の設置目的や役割を知り、それぞれの援助現場が、歴史の流れの中で法制度とともに

存在してきたことの意味を説明できるようになる。 
4.実習指導職員による助言や指導から、社会福祉士に求められる倫理観、価値、行動基準を学び、自らの感

情の表出、言動のあり方について考察を深められ、自己覚知できるようになる。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓ 学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業への取組状況（提出物、実習ゼミ別課題等）により総合的に評価する 
課題に対する

フィードバック 

実習担当教員が提出物について、コメントや修正・改善事項を提示して、随時フィードバックする。 
修正・改善等の指示を受けた提出物は、実習担当教員の指示に従って再提出すること。 

使用教材 相談援助実習の『実習手引き』等、実習指導に必要な共通教材は開講時指示する。 
その他、実習ゼミ別に必要な教材を指示・配布する。 

1 
講義内容 全体オリエンテーション(実習と実習指導の意義) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 ボランティア実施、ボランティア学習報告書作成、個人票作成、実習先情報収集 4時間 
復習 配布物や実習の手引きの内容を再確認する。 1時間 

2 

講義内容 実習ゼミ別オリエンテーション 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 実習ゼミ別に示された課題（個人票修正、概要表作成等）に取り組む。 1.5時間 
復習 オリエンテーション内容を再確認する。ボランティア学習報告書のフィードバック

があった場合には、実習に活かせるように気づきを整理する。 
1時間 

3 

講義内容 実習先概要表の作成等を通した実習先に関する基本的な理解 
① 実習先の根拠となる法制度、組織の理念・目的、役割・機能、計画、事業・業務等の情報整理 

該当する到達目標 

2,3 
予習 実習ゼミ別に示された課題（個人票修正、概要表作成等）に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

4 

講義内容 実習先概要表の作成等を通した実習先に関する基本的な理解 
② 実習先の利用者、一日の流れ、月間・年間スケジュール、行事の意義、地域特性等の情報整理 

該当する到達目標 

1,2,3 
予習 実習ゼミ別に示された課題（個人票修正、概要表作成等）に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

5 
講義内容 実習先の関連業務（介護、保育、看護、医療等）に関する基本的な理解 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 実習ゼミ別に示された課題（個人票修正、概要表作成等）に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 
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6 

講義内容 実習先の相談援助に係る専門的な知識や技術に関する理解 
① 実習指導者の主な業務内容や専門的技術、利用者（対象者）との関わり方、自己覚知等 

該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 実習ゼミ別に示された課題（実習計画書下案作成等）に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

7 

講義内容 実習先の相談援助に係る専門的な知識や技術に関する理解 
② 実践力（コミュニケーション、情報収集、ネットワーク、チームアプローチ）や専門職の倫理等 

該当する到達目標 

1,2,4 
予習 実習ゼミ別に示された課題（実習計画書下案作成等）に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

8 

講義内容 実習先の相談援助に係る専門的な知識や技術に関する理解 
③ 支援計画の策定やモニタリング、評価の方法、スーパービジョン等 

該当する到達目標 

1,2,4 
予習 実習ゼミ別に示された課題（実習計画書下案作成等）に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

9 
講義内容 実習計画書の作成指導 ① 実習計画書の概要、実習プログラムについての理解 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 実習ゼミ別に示された課題（実習計画書下案作成等）に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

10 
講義内容 実習計画書の作成指導 ② 実習プログラムに基づいた実習目標、実習テーマの設定 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 実習ゼミ別に示された課題（実習計画書作成等）に取り組む。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

11 
講義内容 実習計画書の作成指導 ③ 実習テーマに基づいた達成課題・方法の設定 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 実習ゼミ別に示された課題（実習計画書作成等）に取り組む。 1.5時間 
復習 実習計画書を完成させる 1時間 

12 
講義内容 実習先事前訪問(実習計画書の三者協議を含む) 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 実習先と事前訪問の日程調整を行う。事前訪問の準備。 1時間 
復習 事前訪問を振り返り、気づきや反省点を整理する。 1.5時間 

13 
講義内容 実習先事前訪問の振りかえり 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 事前訪問の気づきや反省点を、課題（実習計画書等）に反映させる。 1.5時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題（実習計画書等）に反映させる。 1時間 

14 
講義内容 「実習記録ノート」への記録内容および記録方法に関する理解 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 『実習の手引き』の「実習記録ノート」の内容確認。 1時間 
復習 実習中の服装や持ち物等を点検し、事前準備を行う。 1時間 

15 
講義内容 実習直前オリエンテーション 
該当する到達目標 

4 
予習 『実習の手引き』の「実習が始まったら」「事務手続き・事後対応」の内容確認。 1時間 
復習 オリエンテーションの内容を踏まえ、実習前の準備状況を再確認する。 1.5時間 

備

考 

実習指導は実習担当教員がゼミ別に行います。担当教員のオフィスアワーについては5階実習指導室前の掲示板

に掲示します。 
その他、実習にかかわる実習事務等は、実習指導室が担当します。 
実習事務に関して、不明な点、疑問点、連絡事項がある場合は、必ず来室して確認してください。 
実習指導室：大学１号館５階 TEL：027-352-1292（直通）  
利用時間：実習期間外 ９時３０分～１７時３０分（月～金）、実習期間中 ９時００分～１８時００分（月～金※原則） 
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科目名 相談援助実習指導Ⅲ（専門展開科目） SWS320 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 敏・戸澤 由美恵・根岸 洋人・永田 理香・大川 健次郎・石坂 公俊・大口 達也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 相談援助実習で経験した援助活動を専門的援助技術として概念化・理念化し、体系立てる力を涵養する。 

実習記録や実習経験を共有し、課題の整理を通じて、社会福祉士としての専門的な技術を修得する。 
到達目標 1.実習先の業務内容、仕事の流れ、チームワーク、利用者との関わり方などを学び、業務遂行に必要な知識

や技術、および組織人、個人としての従事者のあり方や役割を説明できるようになる。 
2.利用者との関わり、実習指導職員による助言や指導から、社会福祉士に求められる倫理観、価値、行動基

準を学び、自らの感情の表出、言動のあり方について考察を深められ、自己覚知できるようになる。 
3.利用者（対象者）の生活と現在の状況、これまでの経験と今後のこと、抱えている課題等を多くの角度から

捉え考察を深めることができる。 
4.社会資源や他の機関（組織）との連携を軸にした問題解決の基礎的な手順や方法を学び、利用者（対象

者）の具体的なニードを発見し、アセスメントを行うことができる。 
5.実習先の法制度上の設置目的や役割を知り、それぞれの援助現場が、歴史の流れの中で法制度とともに

存在してきたことの意味を説明できるようになる。 
6.実習全体を通して、新たな学習意欲・目標等を発見し、将来的に社会福祉士として現場に従事することへ

の希望と展望を見出すことができる。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業への取組状況（提出物、実習ゼミ別課題等）、実習先の評価、実習ノート等により総合的に評価。 
課題に対する

フィードバック 

実習担当教員が提出物について、コメントや修正・改善事項を提示して、随時フィードバックする。 
修正・改善等の指示を受けた提出物は、実習担当教員の指示に従って再提出すること。 

使用教材 実習指導に必要な共通教材は開講時指示する。その他、実習ゼミ別に必要な教材を指示・配布する。 

1 

講義内容 実習巡回指導 ① 前半実習の振りかえり、実習上の課題についての個別指導 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 実習記録の振りかえり、巡回指導時のゼミ別課題への取組、実習指導教員や実

習指導者への質問事項等検討。 
2時間 

復習 実習巡回指導の記録作成。実習巡回指導を踏まえた実習課題・内容の見直し、

実習指導者との調整等。 
2時間 

2 

講義内容 実習巡回指導 ② 後半実習の振りかえり、実習上の課題についての個別指導 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習記録の振りかえり、巡回指導時のゼミ別課題への取組、実習指導教員や実

習指導者への質問事項等検討。 
2時間 

復習 実習巡回指導の記録作成。実習巡回指導を踏まえた実習課題・内容の見直し、

実習指導者との調整等。 
2時間 

3 

講義内容 全体オリエンテーション 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 提出物（実習内容（概要）、実習後の自己評価、実習終了届）の作成および実習指

導室への提出。実習先へのお礼状の作成・郵送。 
2時間 

復習 オリエンテーション内容を再確認する。 0.5時間 
4 講義内容 実習記録や実習体験等を踏まえた課題の整理 ① 実習経験の共有と分かち合い 
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該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習ゼミ別に示された課題（発表準備等）に取り組む。 1.5時間 
復習 実習報告書及び報告に向けて、共有・分かち合いで得た気づきを整理する。 1時間 

5 
講義内容 実習記録や実習体験等を踏まえた課題の整理 ② 分かち合いによる自己覚知の促し 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習ゼミ別に示された課題（発表準備等）に取り組む。 1.5時間 
復習 実習報告書及び報告に向けて、自己覚知の内容を整理する。 1時間 

6 
講義内容 実習記録や実習体験等を踏まえた課題の整理 ③ 実習テーマ、達成課題の振りかえり 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習ゼミ別に示された課題（発表準備等）に取り組む。 1.5時間 
復習 実習報告書及び報告に向けて、課題の達成、未達成を再整理する。 1時間 

7 
講義内容 実習記録や実習体験等を踏まえた課題の整理 ④ 実習プログラム別の振りかえり 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習ゼミ別に示された課題（発表準備等）に取り組む。 1.5時間 
復習 実習報告書及び報告に向けて、実習プログラム別に気づきを整理する。 1時間 

8 
講義内容 実習記録や実習体験等を踏まえた課題の整理 ⑤ 事例検討等を通じた振りかえり 
該当する到達目標 

1.2.3,4,5,6 
予習 実習ゼミ別に示された課題（発表準備等）に取り組む。 1.5時間 
復習 講実習報告書及び報告に向けて、事例検討等のポイントを整理する。 1時間 

9 
講義内容 実習報告書の作成指導 ① 実習の目的と課題、実習内容について 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 実習ゼミ別に示された課題（実習報告書下案作成等）に取り組む。 2時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

10 
講義内容 実習報告書の作成指導 ② 援助者としての自己理解と課題について 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習ゼミ別に示された課題（実習計画書下案作成等）に取り組む。 2時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

11 
講義内容 実習報告書の作成指導 ③ 実習の成果について 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習ゼミ別に示された課題（実習計画書下案作成等）に取り組む。 2時間 
復習 実習計画書を完成させる 2時間 

12 
講義内容 実習報告会の準備 ① 実習報告会の役割分担・発表内容の検討等 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習ゼミ別に示された課題（発表資料作成、内容検討等）に取り組む。 2時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

13 
講義内容 実習報告会の準備 ② 実習報告会の発表内容の共有、改善点の検討等 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習ゼミ別に示された課題（発表資料作成、内容検討等）に取り組む。 2時間 
復習 講義中に教員から指導があった事項を、課題に反映させる。 1時間 

14 
講義内容 実習報告会の準備 ③ 実習報告会の発表内容の共有、リハーサル等 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習ゼミ別に示された課題（発表資料作成、内容検討等）に取り組む。 2時間 
復習 発表資料の最終的な見直しを行い、代表者が資料を提出する。 1時間 

15 
講義内容 実習報告会（実習評価全体総括会） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 実習報告会の準備、リハーサル等 3時間 
復習 実習報告会での気づきを踏まえ、実習後の目標等を考える。 1時間 

備

考 

実習指導は実習担当教員がゼミ別に行います。担当教員のオフィスアワーについては5階実習指導室前の掲示板

に掲示します。 
その他、実習にかかわる実習事務等は、実習指導室が担当します。 
不明な点、疑問点、連絡事項がある場合は、必ず来室して確認してください。 
実習指導室：大学１号館５階 TEL：027-352-1292（直通）  
利用時間：実習期間外 ９時３０分～１７時３０分（月～金）、実習期間中 ９時００分～１８時００分（月～金※原則） 
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科目名 相談援助実習（専門展開科目） SWS321 実習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

金井 敏・戸澤 由美恵・根岸 洋人・永田 理香・大川 健次郎・石坂 公俊・大口 達也 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 通年 必選・単位数 選択 ４単位  
講義目標 相談援助実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を

体得する社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応でき

る能力を修得する。 
到達目標 1.実習先の業務内容を理解し実習生として適切に行動できる 

2.実習計画書に従い、目標変更、課題設定をすることができる 
3.実習指導者及び担当教員のスーパービジョンを受け、主体的に実習に取り組むことができる 
4.社会福祉士として必要となる技術を習得し、実践できる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 実習先の評価及び実習ノート、実習態度を含め総合的に評価する 
課題に対する

フィードバック 

実習巡回指導や帰校日の指導、実習ノートや実習報告会等を通じて行う 
実習先の指導者からもフィードバックを受ける 

使用教材 実習の手引き他 
講義内容 相談援助実習 

※ 実習内容の詳細は実習先によって異なるが、次に掲げる事項について学生は実習指導者による指導を

受ける。 
※ 利用者やその関係者、施設・事業者・機関・団体等の職員、地域住民やボランティア等との基本的なコミュ

ニケーション 
※ 人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成利用者やその関係者（家族・親族・友人等）との援助関

係の形成。利用者やその関係者（家族・親族・友人等）への権利擁護及び支援（エンパワメントを含む。）と

その評価。 
※ 多職種連携をはじめとする支援におけるチ－ムアプローチの実際。 
※ 社会福祉士としての職業倫理、施設・事業者・機関・団体等の職員の就業などに関する規定への理解と

組織の一員としての役割と責任への理解。 
※ 施設・事業者・機関・団体等の経営やサービスの管理運営の実際 
※ 当該実習先が地域社会の中の設・事業者・機関・団体等であることへの理解と具体的な地域社会への働

きかけとしてのアウトリーチ、ネットワークキング、社会資源の活用・調整・開発に関する理解 
予習 実習の準備をしっかりと行うこと 適宜実施 
復習 実習ノートの作成及び整理 適宜実施 

備考 この科目を履修するためには前年度に相談援助実習Ⅰを履修済であること。また、相談援助実習指導ⅡⅢ、

相談援助演習ⅣⅤを同時に履修する必要がある。詳細は実習ガイダンスを実施するので必ず参加すること。

担当教員のオフィスアワーは 5階実習指導室の掲示板に掲示する。 
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科目名 精神疾患とその治療II（専門展開科目） SWP301 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

上原 徹 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 社会福祉コース 選択 2単位  
講義目標 学生が、「精神疾患とその治療Ⅰ」や「精神保健の課題と支援 I」で学習した総論内容を基盤に、各論として精

神保健福祉の知識を深め、精神保健福祉士として必要な真摯な態度を養うことができる。 
到達目標 1.各精神疾患や具体的な心理社会的問題の状態と治療について十分に説明できる 

2.精神保健福祉士として担うべき中核業務を解説できる 
3.社会的な要請に伴う職域の拡大や支援の多様化を意識できる 
4.精神医療に関わる実践的な知識を整理できる 
5.支援者としての誠実な支援姿勢を培うことができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 国家試験形式に準じた筆記試験１００％で評価するが、授業態度（静粛さや不必要な私語など）に問題があ

る場合は個別に厳しく減点する。 
課題に対する

フィードバック 

授業中に過去の国家試験における精神神経系の問題の解説を行い、専門職としての必要な課題をフィード

バックする。必要に応じて、定期試験問題の解説を行う。 
使用教材 新・精神保健福祉士養成講座 第 1 巻「精神疾患とその治療」中央法規出版、を教科書として用いるので必

携。適宜スライド上映を加える 

1 
講義内容 第1回. 精神医療のイントロダクション 
該当する到達目標 

1 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 0.5時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

2 
講義内容 第2回. 成因と分類、状態と診断、評価と検査 
該当する到達目標 

1 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

3 
講義内容 第3回. 器質性精神障害や神経認知障害 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

4 
講義内容 第4回. 精神作用物質使用による精神および行動の障害 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

5 
講義内容 第5回. 統合失調症 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

6 
講義内容 第6回. 双極性障害とうつ病性障害 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

7 
講義内容 第7回. 神経症性障害、身体症状性障害、解離性障害 
該当する到達目標 予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
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1,2,3,4 復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

8 
講義内容 第8回. ストレスと特に関連する障害（PTSDなど） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

9 
講義内容 第9回. 摂食障害や睡眠障害、身体要因による精神行動症候群 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

10 
講義内容 第10回. 神経発達障害、小児青年期に発症する行動情緒の障害、知的障害 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

11 
講義内容 第11回. 精神科薬物療法や生物身体的療法 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

12 
講義内容 第12回. 精神療法や心理社会療法、リハビリテーション 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

13 
講義内容 第13回. 治療構造と専門病棟、人権擁護、入院形態、チーム医療と精神保健福祉塩役割 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

14 
講義内容 第14回. 精神保健福祉法、救急、再発予防、退院促進、医療と福祉及び関連機関の連携 
該当する到達目標 

2,3,4,5 
予習 「精神疾患とその治療 I」で扱った部分は各自理解しておく。 1時間 
復習 別途準備する資料を用いて復習する。 1.5時間 

15 
講義内容 第15回. まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 資料を用いて自習する。 1時間 
復習 試験問題を復習する。 1時間 

備

考 

精神保健福祉士希望者は必修である。「精神疾患とその治療 I」の履修をすませていること。 
オフィスアワー： 月４ 金２   研究室:１号館５階５０１      
予習 ・復習については、試験前後の学習で補完 すること 
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科目名 精神保健の課題と支援Ⅱ（専門展開科目） SWP302 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

横澤 岳志 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 社会福祉コース 選択 2単位 
講義目標 精神疾患が国民の５大疾病のひとつとして数えられる現代社会において、精神保健への取り組みがます

ます重要視されている。本講義は、精神保健福祉士を目指す学生が様々な精神保健についての基本的

な知識を習得し、様々な課題解決に向けた実践の基礎となることを目指す。 
到達目標 1.精神保健と労働問題との関連を理解する 

2.精神保健の各分野に関与する精神保健福祉士の役割を理解する 
3.現代社会に起こりうる様々な問題と精神保健との関連を理解する 
4.地域精神保健活動について理解する 
5.諸外国の精神保健活動について理解する 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度を 30％、定期試験を 70％の比重で評価し、合計で 60％以上を合格とする。なお、レポートに

より、評価に加点する場合あり。 
課題に対する

フィードバック 

定期試験後に解答を提示する。 
レポートにはコメントをつけて返却する。 

使用教材 新・精神保健福祉士養成講座2 精神保健の課題と支援（中央法規出版） 

1 

講義内容 精神保健の視点からみた勤労者の課題とアプローチ ①現代日本の労働環境 ②うつ病と過労自

殺 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の第6章 第1節～第2節に目を通す 2時間 
復習 現代の労働環境やうつ病、過労自殺について理解する 2時間 

2 

講義内容 精神保健の視点からみた勤労者の課題とアプローチ ③飲酒やギャンブルなど依存に関する問題 

④心身症と生活習慣病 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の第6章 第3節～第4節に目を通す 2時間 
復習 依存の問題と心身症について理解する 2時間 

3 

講義内容 精神保健の視点からみた勤労者の課題とアプローチ ⑤職場内の問題を解決するための機関およ

び関係法規 ⑥職場における精神保健福祉士の役割 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の第6章 第5節～第6節に目を通す 2時間 
復習 職場における問題解決のための機関や精神保健福祉士の役割を理解する 2時間 

4 

講義内容 精神保健に関する対策と精神保健福祉士の役割 ①発達障害に対する対策 ②アルコール問題に

関する対策 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第7章 第1節～第2節に目を通す 2時間 
復習 発達障害対策とアルコール問題対策について理解する 2時間 

5 
講義内容 精神保健に関する対策と精神保健福祉士の役割 ③薬物依存対策 ④うつ病と自殺防止対策 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第7章 第3節～第4節に目を通す 2時間 
復習 薬物依存対策と自殺防止対策について理解する 2時間 

6 講義内容 精神保健に関する対策と精神保健福祉士の役割 ⑤認知症高齢者に対する対策 ⑥社会的ひきこ
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もりに対する対策 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第7章 第5節～第6節に目を通す 2時間 
復習 認知症高齢者対策と社会的ひきこもり対策について理解する 2時間 

7 

講義内容 精神保健に関する対策と精神保健福祉士の役割 ⑦災害時の精神保健に対する対策 ⑧精神保健

に関する対策と精神保健福祉士の役割 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第7章 第7節～第8節に目を通す 2時間 
復習 災害時の精神保健と精神保健に関わる精神保健福祉士の役割を理解する 2時間 

8 

講義内容 精神保健の視点からみた現代社会の課題とアプローチ ①現代社会と精神保健 ②災害被災者の

精神保健 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書の第8章 第1節～第2節に目を通す 2時間 
復習 現代社会と精神保健、災害被災者の精神保健について理解する 2時間 

9 

講義内容 精神保健の視点からみた現代社会の課題とアプローチ ③犯罪被害者の精神保健 ④ニート・若年

無業者と精神保健 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書の第8章 第3節～第4節に目を通す 2時間 
復習 犯罪被害者の精神保健、ニート・若年無業者と精神保健について理解する 2時間 

10 

講義内容 精神保健の視点からみた現代社会の課題とアプローチ ⑤ホームレスおよび貧困問題と精神保健 

⑥性同一性障害と精神保健 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書の第8章 第5節～第6節に目を通す 2時間 
復習 ホームレスと貧困問題、性同一性障害と精神保健について理解する 2時間 

11 

講義内容 精神保健の視点からみた現代社会の課題とアプローチ ⑦多文化と精神保健 ⑧ターミナルケアと

精神保健 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書の第8章 第7節～第8節に目を通す 2時間 
復習 多文化と精神保健、ターミナルケアと精神保健について理解する 2時間 

12 
講義内容 地域精神保健に関する諸活動 ①精神保健に関する調査 ②資源開発 ③ネットワークづくり 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の第9章 第1節～第3節に目を通す 2時間 
復習 精神保健に関する調査、資源開発、ネットワークづくりについて理解する 2時間 

13 
講義内容 地域精神保健に関する諸活動 ④地域精神保健と関係法規 ⑤精神保健に関する人材育成 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の第9章 第4節～第5節に目を通す 2時間 
復習 地域精神保健や精神保健に関する人材育成について理解する 2時間 

14 

講義内容 諸外国の精神保健活動の現状および対策 ①世界の精神保健の実情 ②WHO などの国際機関の

活動 
該当する到達目標 

5 
予習 教科書の第10章 第1節～第2節に目を通す 2時間 
復習 世界の精神保健とWHOなどの活動について理解する 2時間 

15 
講義内容 諸外国の精神保健活動の現状および対策 ③諸外国の精神保健医療の実情 
該当する到達目標 

5 
予習 教科書の第10章 第3節に目を通す 2時間 
復習 諸外国の精神保健医療について理解する 2時間 

備

考 

メールで質問したい時のアドレス；tak.yoyo0120gmail.com 
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科目名 精神保健福祉相談援助の基盤（専門）（専門展開科目） SWP303 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木 慶三 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 社会福祉コース 選択 2単位  
講義目標 精神保健福祉士が行う相談援助の対象と相談援助の概要を理解する。 

精神障害者の相談援助に係る専門職の範囲について理解する。 
到達目標 1.精神障害者の相談援助における権利擁護の基本的考え方と意義について理解する。 

2.精神保健福祉活動における多職種連携の意義と内容について理解する。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 2 週間に 1 回の頻度で実施するミニテストの平均点の割合を４０％、期末試験の成績が６０％で総合評価す

る 
課題に対する

フィードバック 

予復習の宿題の提出された課題は次週までに評価し、学生に返却します。 

使用教材 中法法規出版 新・精神保健福祉士養成講座 第3 

1 
講義内容 精神保健福祉における相談援助の基本的考え方を理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 精神保健に関して業務指針から対象者を調べ、抱えている課題の内容を調べる 2時間 
復習 精神保健福祉分野にかかわる専門職行に占める相談支援の重要性を調べる 1.5時間 

2 
講義内容 精神障害者の人権擁護と精神保健福祉士の役割について理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 ソーシャルワークにおける権利擁護の国際的な流れを調べる 2時間 
復習 諸機関における対象者の広がりをまとめる 1.5時間 

3 
講義内容 医療機関における相談援助の専門職について理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 保険医療の範囲と含まれない部分のラインについて理解する 1時間 
復習 医療職に含まれる多くの専門職リストを作成し、その業務について整理する。 1.5時間 

4 

講義内容 福祉行政関連機関における相談援助の専門職について理解する① 
該当する到達目標 

1,2 
予習 福祉事務所、保健所、保護観察所、障害者職業センターの業務を調べる 1時間 
復習 福祉事務所における現業員、査察指導員、社会福祉主事につていその業務内容

を整理する。 
2時間 

5 
講義内容 福祉関連行政機関における相談援助の専門職について理解する② 
該当する到達目標 

1,2 
予習 保健所、保護観察所、労働行政機関における専門職の業務内容を調べる。 2時間 
復習 障害者職業カウンセラーとジョッブコーチについて調べる 1.5時間 

6 
講義内容 民間の施設・組織における相談援助の専門職について理解する。 
該当する到達目標 

1,2 
予習 児童・高齢領域の専門職についてその役割を調べる 2時間 
復習 施設長、生活指導員、社会福祉協議会の役割を調べる 1.5時間 

7 

講義内容 民間の施設・組織における相談援助の専門職について理解する。② 
教育機関における相談援助の専門職や相談援助専門職の連携について理解する 

該当する到達目標 

1,2 
予習 臨床心理士、相談支援専門員、サービス管理責任者の業務について調べる 1時間 
復習 精神障害者の生活への支援内容（医療・就労・住居）についてまとめる 2時間 

8 講義内容 精神障害者の相談援助における権利擁護について理解する 
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該当する到達目標 

1,2 
予習 精神障害者の権利擁護システム、精神科医療システムについて現状を調べる。 1.5時間 
復習 意思決定支援における精神保健福祉士の支援方法について５調べる 1.5時間 

9 
講義内容 精神障害者の人権擁護と精神保健福祉士の役割について理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 障害者権利条約における理念と意義についてまとめる。 1.5時間 
復習 精神科医療における精神保健福祉士の位置付の現状と問題点を整理する。 1.5時間 

10 

講義内容 精神保健福祉活動における包括的な援助について理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 ソーシャルワーク理論からみて「総合的かつ包括的」援助の意味するところを理

解する 
1.5時間 

復習 地域を基盤としてクライエントのニーズに基づく支援のアセスメントについてテキ

スト事例からまとめる。 
1.5時間 

11 
講義内容 精神保健福祉活動における包括的な援助を行うための多職種連携について理解する。 
該当する到達目標 

1,2 
予習 多職種連携における各職種の役割につていまとめる 1.5時間 
復習 多職種連携の種類、チームビルディングについてまとめる。 1.5時間 

12 

講義内容 当事者へのパートナーシップの在り方①について理解する。 
該当する到達目標 

1,2 
予習 精神障害者のリハビリテーションの方法について調べる 2時間 
復習 精神障害者にとって「ノーマライズされた社会」とそうでない社会の相違点を考え

る。 
1.5時間 

13 
講義内容 当事者へのパートナーシップの在り方②について理解する。 
該当する到達目標 

1,2 
予習 ストレングス視点による支援の長所を調べる 1時間 
復習 精神障害者のナラティブアプローチについてまとめる 2時間 

14 
講義内容 当事者へのパートナーシップの在り方③について理解する。 
該当する到達目標 

1,2 
予習 エンパワメントされたクライエントの変化を調べる 1時間 
復習 グループ活動を通した支援の在り方のモデルを調べる 2時間 

15 
講義内容 当事者へのパートナーシップの在り方④について理解する。 
該当する到達目標 

1,2 
予習 県内のピアサポート活動について調べる 1時間 
復習 ピアスタッフと精神保健福祉士のパートナーシップの望ましい在り方をまとめる。 2時間 

備

考 

オフィスアワー：水・２限、木2限 
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科目名 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ（専門展開科目） SWP304 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

中島 基影 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 社会福祉コース選択 2単位 
講義目標 この授業は、精神障害者に対する援助方法や実践の基本を学ぶ科目である。この講義の目的は、精神障害

者に対する援助方法やその基本理論を習得し、当事者や家族などの対象者のニーズを大切にしてより良い

実践を行えるよう、学習・検討することである。 
到達目標 1.精神障害者を支援する専門職として必要な相談援助に関する基礎的な知識を身につける。 

2.国家試験に準じた期末試験に 6割以上正答できる。 
学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 学期末試験の結果 
課題に対する

フィードバック 

講義中のグループディスカッション時、また発表後に適宜コメント等フィードバックする 

使用教材 新・精神保健福祉士養成講座 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ 中央法規出版 
必要時にスライドや資料を印刷して配布 

1 
講義内容 精神保健医療福祉の歴史と動向 
該当する到達目標 

1 
予習 第1章P2～P59に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

2 
講義内容 精神障害者に対する支援の基本的な考え方 
該当する到達目標 

1 
予習 第2章P60～P105に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

3 
講義内容 精神科リハビリテーションの概念と構成 
該当する到達目標 

1 
予習 第3章P106～P157に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

4 
講義内容 精神科リハビリテーションのプロセス 
該当する到達目標 

1 
予習 第4章P158～P187に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

5 
講義内容 精神科リハビリテーションの展開① 
該当する到達目標 

1 
予習 第5章P188～P231に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

6 
講義内容 精神科リハビリテーションの展開② 
該当する到達目標 

1 
予習 第5章P232～P242に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

7 
講義内容 精神科リハビリテーションの展開③ 
該当する到達目標 

1 
予習 第5章P243～P257に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

8 
講義内容 支援実践モデル① 
該当する到達目標 予習 第6章P258～P264に目を通しておく 1時間 
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1 復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

9 
講義内容 支援実践モデル② 
該当する到達目標 

1 
予習 第6章P265～P273に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

10 
講義内容 援助関係① 
該当する到達目標 

1 
予習 第7章P274～P284に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

11 
講義内容 援助関係② 
該当する到達目標 

1 
予習 第7章P285～P305に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

12 
講義内容 面接技術① 
該当する到達目標 

1 
予習 第8章P306～P315に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

13 
講義内容 面接技術② 
該当する到達目標 

1 
予習 第8章P316～P323に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

14 
講義内容 スーパービジョンとコンサルテーション 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第9章P324～P345に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 各章の項目と配布したプリントに目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

備

考 

精神保健福祉士国家試験の受験希望者は必修 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ（専門展開科目） SWP305 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

長谷川 恵子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 社会福祉コース 選択 2単位  
講義目標 1.精神障がい者（および精神病歴を持つ人）の権利回復に重点を置き，当事者の自己実現，家族を含めた生

活の質の向上，地域移行を促進するための相談援助活動の理論と方法を習得すること． 
2.精神保健福祉士国家試験レベルに対応できる倫理観，基礎知識，応用力を身に着けること． 

到達目標 1.当事者の権利性が著しく侵害されてきた歴史，社会的背景をふまえ，結果として生じた社会的入院の肥大

化，当事者と家族の生活のしづらさ等を説明できる． 
2.精神保健リハビリテーションの基本的な考え方，チーム構成，入退院支援，地域移行，定着等援助方法の

基礎を理解し説明できる． 
3.近未来の精神保健リハビリテーションのあるべき方向性を展望できる． 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験60％，レポート等課題10％，授業への参加度30％ 
課題に対する

フィードバック 

フィードバックや質問等は，随時，直接またはメール等で受付ける． 
レポートや小テスト等を実施した場合は，コメント等をつけて返却する． 

使用教材 講義レジュメを配布する。適宜、福祉系テレビ番組，DVD，ネット動画等を使用する． 
副読本 「精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ」日本精神保健福祉士養成協会編集（中央法規出版）

ISBN 978-4-8058-3577-7 

1 
講義内容 ガイダンス（講義予定，評価方法等の説明） 
該当する到達目標 

 
予習 本科目に関するシラバスを読み，先輩等から情報を収集する． 2時間 
復習 本科目を履修するか否か意思を固めること 1時間 

2 
講義内容 精神保健医療福祉の歴史と動向（日本・海外） 
該当する到達目標 

1 
予習 精神保健分野に関する理解（現在の認識） 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

3 
講義内容 精神障がい者に対する支援の基本的な考え方と必要な知識① 
該当する到達目標 

1 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

4 
講義内容 精神障がい者に対する支援の基本的な考え方と必要な知識② 
該当する到達目標 

1 
予習 先週および今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

5 
講義内容 精神科リハビリテーションの概念と構成① 
該当する到達目標 

1,2 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

6 
講義内容 精神科リハビリテーションの概念と構成② 
該当する到達目標 

2 
予習 先週および今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

7 講義内容 精神科リハビリテーションのプロセス 
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該当する到達目標 

2 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

8 
講義内容 医療機関における精神科リハビリテーションの展開① 
該当する到達目標 

2 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

9 
講義内容 医療機関における精神科リハビリテーションの展開② 
該当する到達目標 

2 
予習 先週および今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

10 
講義内容 社会復帰施設におけるリハビリテーションの展開 
該当する到達目標 

2 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

11 
講義内容 精神障がい者支援の実践モデル 
該当する到達目標 

2,3 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

12 
講義内容 相談援助の過程および対象との援助関係 
該当する到達目標 

2,3 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

13 
講義内容 相談援助活動のための面接技術 
該当する到達目標 

2 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

14 
講義内容 スーパービジョンとコンサルテーション 
該当する到達目標 

2 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 既習事項の振り返り 6時間 
復習 期末試験対策，復習等 2時間 

備

考 

予習・復習については，試験前の学習で補完すること． 
オフィスアワー：月曜2時限 
研究室：1号館5階502 ※急ぎでない来室は事前に連絡を入れるのが望ましい． 
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科目名 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅲ（専門展開科目） SWP306 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

塩津 博康 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 社会福祉コース 選択 2単位 
講義目標 精神障害は、疾患と障害が共存していると言われます。それはすなわち、多くの場合精神障害者が、精神疾

患を有するだけでなく、生活課題をも有していることを意味します。それゆえ、精神障害を持つ方は、治療と

ともに、障害を克服するためのリハビリテーション・プログラムや福祉的な関わり、専門的な支援を必要とし

ています。そのうえさらに、ソーシャルワーカーには、障害を作り出す要因としての社会の側への働きかけ

の責任があり、それらの実践に必要な知識と技術の習得が必須となっています。本授業では、精神保健福

祉領域で行われている、専門的な実践の方法について、学びを深めていきます。 
到達目標 1.精神保健福祉領域で用いられる専門概念，理論・モデルを理解し説明できる。 

2.精神保健福祉領域の関連施設の機能と役割を理解し説明できる。 
3.精神保健福祉領域のソーシャルワーク実践の特徴を語れる素養を身につける。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験80％、リアクションペーパー20％で評価する。 
総合評価60％以上を合格とする。 

課題に対する

フィードバック 

リアクションペーパーで寄せられた、考察・意見・質問は、次回授業時に取り上げる。 
定期試験後に出題意図を提示する。 

使用教材 適宜プリント資料を配布する。 
『精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ第2版 中央法規出版』を教科書として使用する。 

1 
講義内容 ガイダンス、障害者リハビリテーションの歴史 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の前書き、シラバスを読んでおく。 1時間 
復習 講義内容、到達目標、成績評価方法を確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 精神科リハビリテーションの概念、理念と意義 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書ｐ.106-112を読む 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

3 
講義内容 精神科医療・リハビリテーションを取り巻く現状―背景と問題認識 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書ｐ. 112-114を読む 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

4 
講義内容 精神科リハビリテーションの対象者の理解 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ.182-186を読む 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

5 
講義内容 医療モデル的アプローチと社会モデル的アプローチ 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ.258-270を読む 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

6 
講義内容 医療機関におけるリハビリテーション―SST、認知行動療法 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ.188-214を読む 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

7 講義内容 医療機関におけるリハビリテーション―家族心理教育 
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該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ.215-220を読む 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

8 
講義内容 医療機関におけるリハビリテーション―作業療法とデイケア 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ.221-230を読む 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

9 
講義内容 精神保健福祉施策と診療報酬制度 
該当する到達目標 

2 
予習 診療報酬制度について、インターネットで検索し概要をつかむ 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

10 
講義内容 視聴覚教材の鑑賞―「人生ここにあり」 
該当する到達目標 

3 
予習 ― 0時間 
復習 ― 0時間 

11 
講義内容 地域リハビリテーション―コミュニティケアとACTモデル 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ.232-249を読む 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

12 
講義内容 職業リハビリテーション―援助付き雇用と労働統合型社会的企業 
該当する到達目標 

1,2 
予習 前回の授業を復習しておく 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

13 
講義内容 効果評価と評価尺度 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書ｐ.158-169を読む 1時間 
復習 配布資料を見直す 1.5時間 

14 
講義内容 エビデンス・ベースド・プラクティス（EBP）の構築と普及 
該当する到達目標 

1,3 
予習 前回の授業を復習しておく 2時間 
復習 配布資料を見直す 2時間 

15 
講義内容 まとめ・定期試験準備・出題意図の説明 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 前回の授業を復習しておく 2時間 
復習 定期試験の準備をする 3時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅳ（専門展開科目） SWP307 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

長谷川 恵子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 社会福祉コース 選択 2単位  
講義目標 1.既習科目（同科目Ⅰ～Ⅲ）で扱った内容を網羅し，具体的な相談援助の状況を把握すること． 

2.統計，データ資料等，客観化，数値化した資料から現状を把握すること． 
3.次年度に精神保健福祉援助実習を予定している学生は実習計画立案に結び付けて学習すること． 
4.精神保健福祉士国家試験レベルに対応できる倫理観，基礎知識，応用力を身に着けること． 

到達目標 1.精神保健分野における相談援助技術（個別，集団，家族支援）が説明できる． 
2.リハビリテーションに携わる専門職者同士の協力体制，チーム支援の内容について説明できる． 
3.当事者の地域生活を支援する保健，医療，福祉等の包括的な支援（地域精神保健福祉活動）の意義と課題

を説明できる． 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験60％，レポート等課題10％，授業への参加度30％ 
課題に対する

フィードバック 

フィードバックや質問等は，随時，直接またはメール等で受付ける． 
レポートや小テスト等を実施した場合は，コメントをつけて返却する． 

使用教材 講義レジュメを配布する。適宜、福祉系テレビ番組，DVD，ネット動画等を使用する．官庁等が公表する統

計，データ資料から現状を数値化して把握する．副読本「精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ」日本精

神保健福祉士養成協会編集（中央法規出版）ISBN 978-4-8058-3947-8 

1 
講義内容 ガイダンス（講義予定，評価方法等の説明） 
該当する到達目標 

 
予習 本科目に関するシラバスを読み，先輩等から情報を収集する． 2時間 
復習 本科目を履修するか否か意思を固めること 1時間 

2 
講義内容 相談援助活動の展開 
該当する到達目標 

1 
予習 既習事項（同科目Ⅰ～Ⅲ）の見直し 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

3 
講義内容 家族調整・支援の実際と事例分析① 
該当する到達目標 

1 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

4 
講義内容 家族調整・支援の実際と事例分析② 
該当する到達目標 

1 
予習 先週および今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

5 
講義内容 地域移行の対象および支援体制① 
該当する到達目標 

2 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

6 
講義内容 地域移行の対象および支援体制② 
該当する到達目標 

2 
予習 先週および今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

7 講義内容 精神保健福祉援助実習の実習計画案の検討（グループワーク）① 
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該当する到達目標 

2 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

8 
講義内容 精神保健福祉援助実習の実習計画案の検討（グループワーク）② 
該当する到達目標 

2 
予習 先週の講義テーマに関する自分およびグループの考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

9 
講義内容 地域を基盤にした相談援助の主体と対象① 
該当する到達目標 

3 
予習 先週および今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

10 
講義内容 地域を基盤にした相談援助の主体と対象② 
該当する到達目標 

3 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

11 
講義内容 地域を基盤にしたリハビリテーションの基本的考え方 
該当する到達目標 

3 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

12 
講義内容 精神障がい者のケアマネジメント 
該当する到達目標 

2,3 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

13 
講義内容 地域を基盤にした支援とネットワーキング 
該当する到達目標 

2,3 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

14 
講義内容 地域生活を支援する包括的支援の意義と展開 
該当する到達目標 

2,3 
予習 今週の講義テーマに関する自分の考えをまとめておく 1時間 
復習 レジュメ内容の確認，関連事項等の情報サーチ 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3, 
予習 既習事項の振り返り 6時間 
復習 期末試験対策，復習等 2時間 

備

考 

予習・復習については，試験前の学習で補完すること． 
オフィスアワー：月曜2時限 
研究室：1号館5階502 ※急ぎでない来室は事前に連絡をいれるのが望ましい． 
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科目名 精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ（専門展開科目） SWP308 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木 慶三 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 社会福祉コース 選択 2単位  
講義目標 精神障害者の相談援助活動と精神保健福祉法及び障害者総合支援法のかかわりについて理解する 
到達目標 1.精神障害者の支援においてかかわる施設、団体、関係機関等について理解し、ネットワークを構築できる 

2.更生保護法、医療観察法について理解し、実際に精神障害者の支援ができる 
3.社会資源の調整、開発にかかわる社会調査の概要と活用について基礎的な知識を学び業務に活用できる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 2 週間に 1 回の頻度で実施するミニテストの平均点の割合を４０％、期末試験の成績が６０％で全体の評価

をします。 
課題に対する

フィードバック 

予復習の宿題の提出された課題は次週までに評価し、学生に返却します。 

使用教材 中法法規出版 新・精神保健福祉士養成講座 第６ 

1 
講義内容 精神障害者の社会的対応の歴史についてのＰＰＴから社会的課題を理解できる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 群馬県内で、精神障害者の雇用に積極的な企業を調べる 1時間 
復習 配布した精神障害者の社会的対応の歴史について、各自の意見をまとめる 1.5時間 

2 
講義内容 精神障害者の精神医療の進歩とともに権利擁護の側面を理解できる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 欧州、アメリカ、日本の精神医療の歴史を概観できる資料を理解する 1.5時間 
復習 儒教、イスラム教圏での精神医療の進歩の歴史をまとめる。ミニテスト用復習 2時間 

3 

講義内容 前2回講義内容確認ミニテスト、精神保健福祉法第1条から 8条までの概要、精神保健福祉士の役割

を理解できる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神保健福祉法第1条から 8条までの条文の構成をまとめる ２時間 
復習 精神保健福祉法第1条から 8条まで～精神保健福祉士の役割をまとめる １時間 

4 

講義内容 精神保健福祉法第９条から 16条まで、第20条から 50条までの概要の意義が理解できる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神保健福祉法第９条から 16条まで、第20条から 50条までの概要をまとめる ２時間 
復習 精神保健福祉法第9条から16、20条から50条までで精神保健福祉士の役割を

まとめる 
１時間 

5 

講義内容 前 2 回講義内容確認ミニテスト、精神障害者の福祉制度の概要の解説、行政とのかかわりが理解でき

る 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神障害者の福祉制度の概要について理解する １時間 
復習 精神障害者の福祉施策・事業を整理し、課題をまとめる。 2時間 

6 

講義内容  障害者自立支援法における精神障害者の福祉サービスについて概要を理解できる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習  障害者自立支援法における障害者の福祉サービスについて全体を理解する 1.5時間 
復習 障害者自立支援法における精神障害者の福祉サービスとして、群馬県、高崎市

独自の福祉サービスのリストを作成する 
1.5時間 

7 
講義内容 前2回講義内容確認ミニテスト、精神障害者を対象とした福祉施策・事業を理解できる 
該当する到達目標 予習 障害者自立支援法における精神障害者の福祉サービスにどのようなものがある 1.5時間 
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1,2,3 か調べる 
復習 精神障害者の福祉制度の疑問点を整理し、課題をまとめる。 1.5時間 

8 
講義内容 精神障害者に関連する社会保障制度の概要と医療保険制度を理解できる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 現状の社会保障制度と医療保険制度の成立の歴史を調べる 1.5時間 
復習 精神障害者の医療活用における福祉医療制度の実際の活用手順を整理する 1.5時間 

9 

講義内容 前 2 回講義内容確認ミニテスト、65 歳以上の精神障害者が利用する介護保険制度の意義とその内容

を理解できる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 介護保険への加入、掛け金の支払い等市町村が保険者になっている制度を市役

所等からのチラシから理解する 
1.5時間 

復習 65 歳以上の精神障害者が利用できる介護保険施設における利用しにくさの代表

的な課題についてまとめる 
1.5時間 

10 

講義内容 精神障害者の日常生活を支える経済的支援制度とその意義が理解できる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神障害者の日常生活を支える生活保護制度、公的年金、社会手当、雇用保険

について調べる 
1.5時間 

復習 税の減免制度、都道府県等の独自の施策について調べる 1.5時間 

11 

講義内容 前 2 回講義内容確認ミニテスト、精神障害者の相談援助にかかわる組織、団体、関係機関及び専門家

について理解することができる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神障害者の生活を支援するサポート要素を調べる 1.5時間 
復習 精神障害者の相談援助にかかわる専門職リストを作成する 1.5時間 

12 

講義内容 精神障害者の相談援助にかかわる国と都道府県等の行政組織や民間組織について深く理解すること

ができる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神障害者の相談援助にかかわる主な行政組織図を作る 1.5時間 
復習 精神障害者の相談援助にかかわる全国的に有名と思われる民間組織のＨＰを 2

つ以上調べる 
1.5時間 

13 

講義内容 前2回講義内容確認ミニテスト、福祉サービス提供施設・機関について、生活支援と就労支援を中心に 
、その概要について理解することができる 

該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神障害者の相談援助にかかわる行政組織の役割について調べる 1.5時間 
復習 精神障害者の生活支援と就労支援の相談援助にかかわる専門職について調べ

る 
1.5時間 

14 

講義内容 精神障害者の相談援助にかかわるインフォーマルな社会資源とその役割や実際を理解することがで

きる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神障害者の相談援助にかかわる家族やボランティアの役割を理解する 1.5時間 
復習 精神障害者の相談援助にかかわるセルフグループ、ピアサポート活動内容を理

解する 
1.5時間 

15 

講義内容 精神障害者の相談援助にかかわる専門職や地域住民の役割について理解し、連携できる 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神障害者の相談援助にかかわる地域住民とのコンフリクト事例を調べる 1.5時間 
復習 精神障害者の相談援助にかかわるコミュニティソーシャルワークの意義について

理解する 
1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：水・２限、木2限 
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7142科目名 精神保健福祉に関する制度とサービスⅡ（専門展開科目） SWP309 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木慶三 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 社会福祉コース 選択 2単位  
講義目標 精神障害者と司法制度医療観察法について理解を深め、社会資源の開発・調整に役立つ社会調査について

学ぶ。 
到達目標 1.精神障害者の支援においてかかわる施設、団体、関係機関等について理解し、ネットワークを構築できる 

2.更生保護法、医療観察法について理解し、実際に精神障害者の支援ができる 
3.社会資源の調整、開発にかかわる社会調査の概要と活用について基礎的な知識を学び業務に活用できる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 2週間に 1回の頻度で実施するミニテストの平均点の割合を４０％、期末試験の成績が６０％ 
課題に対する

フィードバック 

予復習の宿題の提出された課題は次週までに評価し、学生に返却します。 

使用教材 中法法規出版 新・精神保健福祉士養成講座 第６ 

1 

講義内容 刑事司法と更生保護の概要、および仮釈放・保護観察のプロセスについて理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神障害者の犯す犯罪に関して罪を問われない根拠を調べ、そのダイバージョ

ンについての歴史を調べる 
1.5時間 

復習 更生保護と精神障害者福祉の関係について理解する 1.5時間 

2 
講義内容 保護観察所の役割と保護観察官の役割を理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 保護観察所の役割・業務「・生活環境の調整」の内容につて調べる 2時間 
復習 更生保護と保護観察官・保護司の役割を調べる 2時間 

3 
講義内容 前2回講義内容確認ミニテスト、司法・医療・福祉の連携の必要性を理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 更生保護の歴史から医療・福祉・介護の相互連携について調べる 2時間 
復習 医療観察制度における関係機関の連携について調べる 1時間 

4 

講義内容 保護観察所と地方更生保護員会、民間協力者につて理解する。新たな更生保護に関する施策につい

ても理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 精神障害者における更生保護制度の民間協力者について調べる 1.5時間 
復習 具体的な犯罪予防活動を調べる 1.5時間 

5 

講義内容 前2回講義内容確認ミニテスト、医療観察法の意義、成立過程について理解する。 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 医療観察制度の概要をＨＰから理解する。 2.5時間 
復習 精神障害者の犯した過去の犯罪を2つ取り上げ、その社会的対応の問題を整理

する。 
1.5時間 

6 
講義内容 医療観察法の当初審判の流れ、対象者の権利擁護と精神保健参与員の役割について理解する。 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 医療観察法における審判関連統計資料を理解する 1.5時間 
復習 精神保健参与員の守秘義務につて調べる 1.5時間 

7 
講義内容 前 2 回講義内容確認ミニテスト、医療観察法に指定入院医療機関と実際の処遇理念、多職種チームア

プローチについて理解する 
該当する到達目標 予習 指定入院医療機関と実際のカンファレンスに参加する多職種を調べる。 1.5時間 
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1,2,3 復習 精神保健福祉士の行う権利擁護に関する業務について調べる。 1.5時間 

8 
講義内容 指定通院医療機関と精神保健福祉士の役割、地域処遇について理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 ＣＰＡ会議の参加職種を調べる １時間 
復習 通院対象者の処遇について調べる 2.0時間 

9 

講義内容 前 2 回講義内容確認ミニテスト、医療観察法と社会復帰調整官の関係、およびその役割について理解

する。 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 社会復帰調整官の業務内容について調べる 1.5時間 
復習 地域処遇計画とケア会議の関係につていまとめる。 1.5時間 

10 
講義内容 社会調査に関してＰＰＴを基に全体像を理解する、ＩＣＴについても理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 公的機関の社会調査事例を調べる 1.5時間 
復習 社会調査における情報通信技術（ＩＣＴ）の合理的な活用方法を調べる 1.5時間 

11 
講義内容 前2回講義内容確認ミニテスト、社会調査の意義と目的やデータ処理につて理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 全数調査と標本調査について意味を調べる 1.5時間 
復習 社会調査のデータ処理の誤差について、その内容を調べる 1.5時間 

12 
講義内容 社会調査の対象を選定、得たい情報の整理の方法について理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 サンプリングとは何かについて調べる 1.5時間 
復習 精神障害者の実際の調査上の配慮点を考える 1.5時間 

13 
講義内容 前2回講義内容確認ミニテスト、社会調査における守るべき倫理指針、倫理綱領について理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 社会調査における倫理とは何かにつて調べる 1.5時間 
復習 適正な調査実施ト結果発表における倫理について調べる 1.5時間 

14 
講義内容 量的調査の方法と活用方法について理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 量的調査の目的について調べる 2.0時間 
復習 質問紙の作成方法の留意点を整理する。 1.0時間 

15 
講義内容 質的調査の方法と活用方法を理解する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 質的調査の目的を調べる 1.5時間 
復習 情報の適切な扱い方を整理する。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：水・２限、木2限 
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科目名 精神障害者の生活支援システム（専門展開科目） SWP310 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

中島 基影 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 社会福祉コース 選択 2単位 
講義目標 1.精神障害者の生活支援の意義と特徴について理解する。 

2.精神障害者の居住支援に関する制度・施策と相談援助活動について理解する。 
3.職業リハの概念及び精神障害者の就労支援に関する制度・施策と相談援助活動について理解する。 
4.行政機関における精神保健福祉士の相談援助活動について理解する。 

到達目標 1.精神障害者を支援する専門職として必要な生活支援に関する基礎的な知識を身につけている。 
2.国家試験に準じた期末試験に 6割以上正答できる。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 学期末試験の結果 
課題に対する

フィードバック 

講義中のグループディスカッション時、また発表後に適宜コメント等フィードバックする 

使用教材 新・精神保健福祉士養成講座 精神障害者の生活支援システム 中央法規出版 
必要時にスライドや資料を印刷して配布 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

 
予習 テキストのはじめにとコンテンツに目を通しておく 30分間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

2 
講義内容 精神障害者の概念・障害の定義 
該当する到達目標 

1 
予習 第1章P2～P12に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

3 
講義内容 障害者総合支援法と精神保健福祉法 
該当する到達目標 

1 
予習 第1章P13～P25に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

4 
講義内容 精神障害者の生活の実際 
該当する到達目標 

1 
予習 第2章P26～P61に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

5 
講義内容 精神障害者の生活と人権 
該当する到達目標 

1 
予習 第3章P62～P79に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

6 
講義内容 地域生活支援システム 
該当する到達目標 

1 
予習 第4章P80～P90に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

7 
講義内容 雇用・就業以外の就労と余暇活動 
該当する到達目標 

1 
予習 第4章P91～P99に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

8 
講義内容 ソーシャルサポートネットワーク 
該当する到達目標 予習 第4章P100～P135に目を通しておく 1時間 
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1 復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

9 
講義内容 居住支援制度の歴史的展開 
該当する到達目標 

1 
予習 第5章P136～P154に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

10 
講義内容 居住支援の実際と精神保健福祉士 
該当する到達目標 

1 
予習 第5章P155～P175に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

11 
講義内容 雇用・就業支援制度の概要 
該当する到達目標 

1 
予習 第6章P176～P194に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

12 
講義内容 雇用・就業支援の実際と専門職 
該当する到達目標 

1 
予習 第6章P195～P211に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

13 
講義内容 福祉的就労における支援の実際 
該当する到達目標 

1 
予習 第6章P212～P225に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

14 
講義内容 行政における相談援助システム 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第7章P226～P259に目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 各章の始まりと今まで配布したプリントに目を通しておく 1時間 
復習 講義にて進めた箇所のテキスト・プリントの再読 1時間 

備

考 

精神保健福祉士国家試験の受験希望者は必修 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 精神保健福祉援助演習（専門）Ⅰ（専門展開科目） SWP311 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木 慶三、長谷川 恵子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 前期 必選・単位数 社会福祉コース 選択1単位  
講義目標 精神保健福祉援助の知識と技術にかかる他の科目との関連性も視野に入れつつ、精神保健福祉士に求め

られる相談援助にかかる知識と技術について、実践的に習得する。 
到達目標 1.自己理解と他者理解の切り口、大切なポイントを理解する。 

2.専門職としての精神保健福祉士が持つべき価値と倫理を認識できる。 
3.援助関係を形成するための条件を把握し、技術を習得する。 
4.面接技術を習得する。 
5.適切な記録の取り方を習得する。 

学位授与方針

との対応 

    豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓      学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験60％、授業への参加度30％、レポート課題等10％。 
課題に対する

フィードバック 

 フィードバックや質問等は、随時、直接またはメール等で受け付ける。 
レポート課題等を実施した場合は、コメントをつけて返却する。 

使用教材 資料等は適宜、授業で配布する。 

1 
講義内容 ガイダンス（講義予定、評価方法等の説明） 
該当する到達目標 

なし 
予習 本科目に関するシラバスを読み、先輩等から情報を収集する。 0.5時間 
復習 本科目の目標、授業展開、実習との関連性を再確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 自分はどんな人なのか 自己理解の切り口 
該当する到達目標 

1 
予習 自分を他者に知ってもらおうとする時、どのような切り口が好ましいか考える。 1.5時間 
復習 自分トリセツ（自分の長短所等を文字化し人柄を説明する文書）を作成する。 1.5時間 

3 
講義内容 他者はどんな人なのか 自分トリセツ発表会 
該当する到達目標 

1 
予習 履修生一人ひとりのイメージを文書化しておく。 1.5時間 
復習 自分が持っていた他者イメージと、発表会で知った事を織り交ぜ考察する。 1.5時間 

4 
講義内容 精神保健福祉士の倫理綱領① 
該当する到達目標 

2 
予習 精神保健福祉士の倫理綱領を読み内容を理解する。 1.5時間 
復習 授業で学んだことを再考察する。 1.5時間 

5 
講義内容 精神保健福祉士の倫理綱領② グループ討議 
該当する到達目標 

2 
予習 事例を読み、自分の意見を纏めておく。 1.5時間 
復習 グループ討議で出た意見やアイデアを再考察する。 1.5時間 

6 
講義内容  利用者理解の実技① 利用者理解とは 
該当する到達目標 

1,2 
予習 初対面の人を限られた時間と空間の中で把握する際の留意点を考える。 1.5時間 
復習 授業で学んだこと、他の学生の意見やアイデアについて再考察する。 1.5時間 

7 
講義内容   利用者理解の実技② 利用者を囲む人や環境の理解 
該当する到達目標 

2,3 
予習 クライエントを囲む人や環境について考える。 1.5時間 
復習 授業で学んだこと、他の学生の意見やアイデアについて再考察する。 1.5時間 

8 講義内容 援助関係を結ぶには① 
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該当する到達目標 

3,4 
予習 良好な関係が形成されるための条件とは何か考える。 1.5時間 
復習 授業で学んだこと、他の学生の意見やアイデアを再考察する。 1.5時間 

9 
講義内容  援助関係を結ぶには② 
該当する到達目標 

3,4 
予習 既習の「バイステックの７原則」「ラポール形成」を確認する。 1.5時間 
復習 授業で学んだこと、他の学生の意見やアイデアを再考察する。 1.5時間 

10 
講義内容 面接技術①  
該当する到達目標 

3,4 
予習 面接とは何か下調べをする。 1.5時間 
復習 面接場面のロールプレイの準備。 1.5時間 

11 
講義内容 面接技術② ロールプレイ実践 
該当する到達目標 

4 
予習 面接場面のロールプレイの練習。 1.5時間 
復習 ロールプレイの振り返り。 1.5時間 

12 
講義内容 面接技術③ ロールプレイ検討 
該当する到達目標 

4 
予習 良好な面接環境と面接技術とは何か下調べする。 1.5時間 
復習 授業で学んだこと、他の学生の意見やアイデアを再考察する。 1.5時間 

13 
講義内容 記録の取り方① 
該当する到達目標 

5 
予習 事柄を「文字化」するときの留意点を下調べする。 1.5時間 
復習 授業で学んだこと、他の学生の意見やアイデアを再考察する。 1.5時間 

14 
講義内容 記録の取り方② 
該当する到達目標 

5 
予習 実習中に頻出する専門用語、意味を下調べする。 1.5時間 
復習 授業内容のまとめ学習。 3.0時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 既習事項の振り返り。 3.0時間 
復習 復習、期末試験対策等。 1.5時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
オフィスアワー：月曜３時限 
研究室：1号館5階502 ※急ぎでない来室は事前に連絡を入れるのが望ましい。 
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科目名 精神保健福祉援助演習（専門）Ⅱ（専門展開科目） SWP312 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木 慶三、長谷川 恵子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 後期 必選・単位数 社会福祉コース 選択 1単位  
講義目標 総合的かつ包括的な相談援助、医療と協働・連携する相談援助に係る具体的な相談援助事例を体系的に取

り上げる。個人ならびに集団指導を通して、具体的な援助場面を想定した実技指導を中心とする演習形態で

行う。 
到達目標 1.面接技術の具体的展開を理解する。 

2.医療・看護・保健分野とのチームアプローチについて理解する。 
3.地域福祉の基盤整備にかかわる技術を理解する。 
4.実践モデルやアプローチにかかわる技術を習得する。 
5.グループワーク実践による技術の習得。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓ 学際的な視点から取り組む力 
 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験60％、授業への参加度30％、レポート課題等10％。 
課題に対する

フィードバック 

フィードバックや質問等は、随時、直接またはメール等で受け付ける。 
レポート課題等を実施した場合は、コメントをつけて返却する。 

使用教材 資料等は、適宜、授業で配布する。 

1 
講義内容 ガイダンス（講義予定、評価方法等の説明） 
該当する到達目標 

なし 
予習 シラバスを読み、既修者等から情報を得る。 1.5時間 
復習 授業展開、精神保健福祉援助実習との関連性を認識する。 1.5時間 

2 
講義内容 前期（同科目Ⅰ）の概括的振り返り。 
該当する到達目標 

1 
予習 自己理解、他者理解、精神保健福祉士が遵守すべき価値と倫理をまとめる。 1.5時間 
復習 コミュニケーションスキルについて整理してまとめる。 1.5時間 

3 
講義内容 電話相談、訪問相談、グループワーク 
該当する到達目標 

1 
予習 相談技術に係るモニタリング、評価の実施、知識をまとめる。 1.5時間 
復習 電話や訪問、集団の相談技術について整理してまとめる。 1.5時間 

4 
講義内容 記録の技術、観察法、マッピング 
該当する到達目標 

1,2 
予習 記録方法や観察法についてまとめる。 1.5時間 
復習 記録技術について整理してまとめる。 1.5時間 

5 
講義内容 チームアプローチにおける共通技術 カンファレンス、コンサルテーション 
該当する到達目標 

1,2 
予習 カンファレンスやアセスメントについて調べておく。 1.5時間 
復習 チームアプローチの技術について整理してまとめる。 1.5時間 

6 
講義内容 専門職を育てる援助技術 スーパービジョン、バーンアウト防止 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 専門職としての生涯学習について調べる。 1.5時間 
復習 専門職のスキルアップについて整理してまとめる。 1.5時間 

7 
講義内容 地域定着を目指す① 地域福祉の基盤整理、ニーズ把握 
該当する到達目標 

3 
予習 地域福祉に関わる様々な基盤技術を調べておく。 1.5時間 
復習 地域福祉のニーズ把握について整理してまとめる。 1.5時間 
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8 
講義内容 地域定着を目指す②アウトリーチ、コミュニティアセスメント 
該当する到達目標 

2,3 
予習 地域福祉に関わる様々な基盤技術を調べておく。 1.5時間 
復習 基盤整理としての実践技術を理解し、そのプロセスをまとめる。 1.5時間 

9 
講義内容 社会資源の活用と開拓① 居場所とサービス 
該当する到達目標 

3,4 
予習 地域福祉に関わる様々な基盤技術を調べておく。 1.5時間 
復習 基盤整理としての実践技術を理解し、そのプロセスを調べまとめる。 1.5時間 

10 
講義内容 社会資源の活用と開拓② 人的交流と社会参加 
該当する到達目標 

3,4 
予習 地域福祉に関わる様々な基盤技術を調べておく。 1.5時間 
復習 基盤整理としての実践技術を理解し、そのプロセスを調べまとめる。 1.5時間 

11 
講義内容 実践活動① 認知行動療法、SST、心理教育 
該当する到達目標 

4,5 
予習 援助技術としての実践モデルを理解し、そのプロセスを調べまとめる。 1.5時間 
復習 テーマになった事例のアプローチを整理する。 1.5時間 

12 
講義内容 実践活動② デイケア、グループホーム 
該当する到達目標 

2,4 
予習 援助技術としての実践モデルを理解し、そのプロセスを調べまとめる。 1.5時間 
復習 テーマになった事例のアプローチを整理する。 1.5時間 

13 
講義内容 支援課題（自殺予防）グループワーク 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 各自に与えられた支援課題を事前学習しておく。 1.5時間 
復習 発表された各支援課題について整理する。 1.5時間 

14 
講義内容 対象者別課題（うつ病）グループワーク 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 具体的なケースについて事前学習しておく。 1.5時間 
復習 発表された各対象者の特徴と演習内容を整理する。 3.0時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 既習事項の振り返り。 3.0時間 
復習 復習、期末試験対策等。 1.5時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
オフィスアワー：月曜３時限 
研究室：1号館5階502 ※急ぎでない来室は事前に連絡を入れるのが望ましい。 
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科目名 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ（専門展開科目） SWP313 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木慶三、上原 徹、長谷川 恵子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 精神保健福祉援助実習を行う医療分野及び施設分野に関する基本的な理解を整理することができる。各分

野に関する基本的学習を少人数で行う。実習の心構えや実習の動機を明確化し、実習テーマ検討、実習課題

の決定、実習計画案の作成を行う。実習に向けた具体的な準備を始める。 
到達目標 1.実習の動機や意義を説明できる。 

2.実習２分野の基本的知識を説明できる。 
3.実習課題と計画案を作成できる。 
4.他者と関わる上で必要となる対人関係力を獲得できる。 
5.精神保健福祉支援者を目指す学生としての倫理感を認識できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 演習の活発な議論・活動への貢献度（50％）、自分の担当のレジュメづくりやグループなどでの発表（50％）、

などで総合的に評価します。ただし、演習形式での授業なので、欠席や遅刻の多い学生には20%を超えた比

重で（30%程度までの）成績評価の減点をする場合があります。単位取得には、無断欠席がないことなど付帯

条件があるため、ガイダンス時に必ず確認すること。 
課題に対する

フィードバック 

各ゼミにおいて提出を求めるレポートやリアクションペーパーについては、適宜返却を予定している。履修者

は返却された資料を必ず復習すること。 
使用教材 資料等は適宜、授業で配布する。 

1 
講義内容 ガイダンス、グループ分け、個別指導等 
該当する到達目標 

1 
予習 不要 0時間 
復習 初回ゼミにおいて指導教員から説明があった点、今後の授業方針の確認 0.5時間 

2 
講義内容 精神保健医療福祉の現状に関する基本的な理解の確認 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 グループ学習に関するルール確認、グループ内の役割確認、その他 0.5時間 

3 
講義内容 精神保健医療福祉の利用者に関する基本的な理解の確認 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

4 
講義内容 精神科医療機関と関連問題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

5 
講義内容 精神保健と関連問題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

6 
講義内容 障害者関係施設と関連問題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 
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7 
講義内容 行政関係機関と関連問題 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

8 

講義内容 グループ学習・グループ発表 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 レジュメを使った発表を行います。自分が担当となった項目について、指定され

たやり方でレジュメを作成し、発表の準備をしておくこと。 
0.5時間 

復習 グループ担当者間で割り当てられた役割に沿った準備、設定。 0.5時間 

9 
講義内容 グループ学習・グループ発表 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 自分達の発表内容について分担を再度確認し、詳細を詰めること。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちの発表に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

10 
講義内容 精神保健福祉領域のアセスメントの方法 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

11 
講義内容 アセスメントに基づくプランニングの方法 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

12 
講義内容 グループ学習・グループ発表 
該当する到達目標 

1,4,5 
予習 自分達の発表内容について分担を再度確認し、メンバーと討論を行うこと。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちの発表に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

13 
講義内容 精神保健福祉援助介入と評価方法 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 講義内容を受けて、討論に際して各自で準備を進める。 0.5時間 

14 
講義内容 精神保健福祉援助介入と評価方法 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 講義内容を受けて、討論に際して各自で準備を進める。 1.5時間 

15 
講義内容 まとめと討論 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 最終発表に関する指示を受けているため、内容を確認して予習すること。 1.5時間 
復習 討論した内容について、各自で感じたことなどを指定様式に記入する。 1.5時間 

備

考 

精神保健福祉士国家試験受験資格の取得希望者は必修。履修登録は、教員のオフィスアワー、連絡方法は、初回

授業（ガイダンス）時に直接案内される。予習、復習に必要な時間は最低限の時間を表示するが、演習期間中は必

ず教わったことや調べたことをチェックし、帰宅後は必ず指示されたことや教わったことを書き出すなどの自習が必

要である。 
 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

237 
 

 
科目名 精神保健福祉援助実習指導II（専門展開科目） SWP314 演習 

担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木 慶三、上原 徹、長谷川 恵子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 前期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 実習を行う医療分野及び施設分野に関する応用的な知識を深めることができる。実際に配属された実習機関

や施設に関する情報を収集し、各自が実行可能な実習計画書を作成する。精神保健福祉援助実習に向け必

要となる知識や技術を、実習ゼミにおける個別指導や集団指導を通して身につける。事前訪問を実行し、そこ

での指導内容の説明をもとに、具体的な準備を主体的に進めることができる。 
到達目標 1.配属先での実習動機や実習意義を説明できる。 

2.配属先２分野の応用的知識を説明できる。 
3.配属先に合致した実習課題と実習計画を完成できる。 
4.実習で必要となるコミュニケーション力を向上できる。 
5.精神保健福祉実習を行う学生としての倫理感を確立できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 個別の実習課題や実習計画書の作成状況（50％）、演習での活発な議論・活動への貢献度（30％）、個別訪

問を通じた実習準備（20%）などで総合的に評価します。演習形式での授業なので、遅刻の多い学生には

20%を超えた比重で（30%程度の）成績評価の減点をする場合があります。学内実習運営規定に準拠し、健

康問題や気象状況など相応の理由なく１回でも欠席した場合は、実習参加資格（単位）が得られません。 
課題に対する

フィードバック 

各ゼミにおいて提出を求めるレポートやリアクションペーパーについては、適宜返却を予定している。履修者

は返却された資料を必ず復習すること。 
使用教材 4 月の実習ガイダンスで各自に配布される「実習ノート」「実習の手引き」は必携である。資料などの配布もあ

る。 

1 
講義内容 ガイダンス、配属先確認とオリエンテーションの実施 
該当する到達目標 

1,2 
予習 実習指導 Iで課された課題を仕上げる 4時間 
復習 初回ゼミにおいて指導教員から説明があった点、今後の授業方針の確認 0.5時間 

2 
講義内容 精神保健医療福祉の現状に関する基本的な理解の再確認 
該当する到達目標 

1,2 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

3 
講義内容 精神保健医療福祉の利用者に関する基本的な理解の再確認 
該当する到達目標 

1,2 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

4 
講義内容 精神保健福祉士の職業倫理と法的責務 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

5 
講義内容 実習配属先の施設・機関・事業者等に関する概要の説明と確認 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 自分の実習配属先について確認し、内容の詳細を調べること。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

6 講義内容 実習配属先の施設・機関・事業者等に関する概要についての情報収集と指導 
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該当する到達目標 

1,2 
予習 自分の実習配属先について確認し、内容を検討すること。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認。 0.5時間 

7 
講義内容 実習配属先の施設・機関・事業者等に関する概要についての情報収集と指導 
該当する到達目標 

1,2 
予習 自分の実習配属先について確認し、質問を準備すること。 0.5時間 
復習 グループ担当者間で割り当てられた役割に沿った準備、設定。 0.5時間 

8 
講義内容 実習配属先の施設・機関・事業者等の事前訪問に関する発表 
該当する到達目標 

1,2 
予習 自分の実習配属先について詳細を詰めること。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分の実習に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

9 
講義内容 個人のプライバシーの保護と守秘義務の理解（個人情報保護法の理解を含む） 
該当する到達目標 

1,4,5 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 説明を聞いてわからなかった専門用語の確認。 0.5時間 

10 
講義内容 「実習記録ノート」への記録内容及び記録方法に関する理解 
該当する到達目標 

1,2 
予習 自分の実習内容について確認し、詳細を詰めること。 0.5時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分の実習に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

11 
講義内容 実習計画書の作成指導 
該当する到達目標 

1,2 
予習 自分の計画について確認と修正を行うこと。 0.5時間 
復習 他の発表を思い出し、自分の実習に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

12 
講義内容 実習計画書の完成 
該当する到達目標 

1,2 
予習 自分の計画について再度確認を行うこと。 0.5時間 
復習 自分の計画に活かせる事項を検討する。 0.5時間 

13 
講義内容 実習先との実習計画書に関する協議 
該当する到達目標 

1,3,4,5 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 協議を受けて、討論に際して各自で準備を進める。 0.5時間 

14 
講義内容 実習直前オリエンテーション 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 講義内容を受けて、討論に際して各自で準備を進める。 1.5時間 

15 
講義内容 まとめと討論 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 最終発表に関する指示を受けているため、内容を確認して予習すること。 1.5時間 
復習 討論した内容について、各自で感じたことなどを指定様式に記入する。 2時間 

備

考 

精神保健福祉士国家試験受験資格の取得希望者は必修。履修するためには、必須単位が取得済などの付帯条件

がある。予め「履修ガイド」を熟読し、必要な単位がすでに取れているか各自で確認すること。履修登録、各指導教

員のオフィスアワー、連絡方法は、初回授業（ガイダンス）時に直接案内される。予習、復習に必要な時間は最低限

の時間を表示するが、演習期間中は必ず指示されたことや教わったことを書き出すなどの自習が必要である。 
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科目名 精神保健福祉援助実習指導III（専門展開科目） SWP315 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木慶三、上原 徹、長谷川 恵子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 精神保健福祉援助実習で得た体験を共有し、実習記録や課題の整理を行うことを通して、精神保健福祉士と

して必要となる専門的技術の確立を目指す。実習報告会を計画、準備、実施し、実習の総括を行う。個別・集

団指導をとおして，各自が精神保健福祉士として自己に求められる課題を考察して報告する。 
到達目標 1.配属先での実習体験を言語化できる。 

2.配属先２分野の概要と機能について説明できる。 
3.配属先の利用者の特徴について説明できる。 
4.精神保健福祉士を含む専門職の職務について説明できる。 
5.精神保健福祉士を目指す学生として自己の課題を言語化できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 実習報告会でのプレゼンテーション貢献度（50％）、実習報告書の完成度（50％）、などで総合的に評価しま

す。ただし演習形式での授業なので、遅刻の多い学生には 20%を超えた比重で（30%程度までの）成績評価

の減点をする場合があります。学内実習運営規定に準拠し、健康問題や気象状況など相応の理由なく１回で

も無断欠席した場合は単位が得られません。 
課題に対する

フィードバック 

各ゼミにおいて提出を求めるレポートやリアクションペーパーについては、適宜返却を予定している。履修者

は返却された資料を必ず復習すること。 
使用教材 4 月の実習ガイダンスで配布される「実習ノート」「実習の手引き」は必携。補足資料等は適宜、授業で配布す

る。 

1 
講義内容 実習後の提出書式、資料等の確認 
該当する到達目標 

1,2 
予習 実習で課された課題を仕上げる 3時間 
復習 初回ゼミにおいて指導教員から説明があった点、今後の授業方針の確認 0.5時間 

2 
講義内容 実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理 
該当する到達目標 

1,2 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 グループ学習に関するルール確認、グループ内の役割確認、その他 0.5時間 

3 
講義内容 実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理 
該当する到達目標 

1,2 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 グループ学習に関するルール確認、グループ内の役割確認、その他 0.5時間 

4 
講義内容 実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 グループ担当者間で割り当てられた役割に沿った準備、設定。 0.5時間 

5 
講義内容 実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 自分の実習内容について確認し、内容の詳細を詰めること。 0.5時間 
復習 他グループの説明を聞いてわからなかった専門用語の確認 0.5時間 

6 
講義内容 実習総括レポート(報告書原稿)の作成 
該当する到達目標 予習 自分の報告書について確認し、内容を検討すること。 0.5時間 
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1,2,3 復習 他メンバーの報告を思い出し、自分の報告に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

7 
講義内容 実習総括レポート(報告書原稿)の作成 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 自分の報告書について確認し、内容を検討すること。 0.5時間 
復習 他メンバーの報告を思い出し、自分の報告に活かせる手法を検討する。 0.5時間 

8 
講義内容 実習総括レポート(報告書原稿)の作成 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 自分の報告書について確認し、詳細を詰めること。  1時間 
復習 他メンバーの報告を思い出し、自分の報告に活かせる手法を検討する。 1時間 

9 
講義内容 実習総括レポート(報告書原稿)の作成 
該当する到達目標 

1,4,5 
予習 報告書の内容について再度確認し、詳細を詰めること。  1時間 
復習 自分の報告書を完成させる。 1時間 

10 
講義内容 実習報告会準備 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 自分の実習内容について確認し、詳細を詰めること。  1時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちに活かせる手法を検討する。 1時間 

11 
講義内容 実習報告会準備 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 自分たちの発表について確認し、メンバーと討論を行うこと。  1時間 
復習 他グループの発表を思い出し、自分たちに活かせる手法を検討する。 1時間 

12 
講義内容 実習報告会準備 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 自分たちの発表について再度確認し、討論を行うこと。  1時間 
復習 自分たちの発表を完成する。 2時間 

13 
講義内容 実習報告会（実習評価全体総括会） 
該当する到達目標 

1,3,4,5 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。  2時間 
復習 報告会を受けて、討論されたことに際して各自で考察を進める。 0.5時間 

14 
講義内容 実習報告会の振り返り 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する。 0.5時間 
復習 ふりかえりの内容を受けて、各自が自己覚知を深める。 0.5時間 

15 
講義内容 まとめと討論 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 最終発表に関する指示を受けているため、内容を確認して予習すること。 0.5時間 
復習 討論した内容について、各自で感じたことなどを指定様式に記入する。 0.5時間 

備

考 

精神保健福祉士国家試験受験資格の取得希望者は必修。履修登録、各指導教員のオフィスアワーや連絡方法は、

初回授業時に直接案内される。予習、復習に必要な時間は最低限の時間を表示するが、必ず指示されたことや教

わったことを書き出すなどの自習が必要である。 
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科目名 精神保健福祉援助実習（専門展開科目） SWP316 実習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

鈴木 慶三、上原 徹、長谷川 恵子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 前期 必選・単位数 社会福祉コース 選択4単位  
講義目標 精神保健福祉士の価値，理論をもってクライエントの社会的復権，権利擁護を行う実践者として「職場実習」

「職種実習」「精神保健福祉ソーシャルワーク実習」という各過程で研鑽を積む．精神保健チームの一員とし

て，他の専門職者と連携，協力しながら活動を展開する．長期在院患者を中心としたクライエントの地域移行

を支援し，定着をめざす． 
到達目標 1.受診、入院、退院援助ができる（職場実習）． 

2.デイケア，グループワーク業務等が実践できる（職種実習）． 
3.就労，在宅，教育その他社会生活上の指導援助ができる（職種実習）． 
4.経済的問題，家族問題の調整をはかることができる（ソーシャルワーク実習）． 
5.地域活動の業務を担うことができる（ソーシャルワーク実習）． 
6.クライエントの地域生活を支援し，社会参加の機会を創出する（ソーシャルワーク実習）． 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 実習先からの評価票，連絡報告，実習指導教員による評価，実習報告会での報告レジュメ，集大成として作

成される「実習報告書」の内容をもとに総合的に行う． 
課題に対する

フィードバック 

実習後に提出が課される「実習ノート」は，実習指導教員による最終チェックにコメントを付して返却される．

「実習報告書」は冊子印刷の後、実習生全員に配布される． 
使用教材 学科が作成，全員に配布する「実習の手引き」，「実習ノート」． 
講義内容 基本的な実習時間数は210時間（目安27日間）だが，すでに相談援助実習を修了した者は60時間免除され

150 時間（目安 20 日間）となる．医療機関での実習，障害福祉サービス事業所等での実習の二本立てとな

る．実習は，規定の要件を満たした実習指定施設（医療機関，障害福祉サービス事業所等）における配属実

習で，規定の要件を満たした実習指導職員の下で行う．実習は，基本的に事前学習で作成した「実習計画書」

等に沿って展開する．規定の要件を満たした実習指導担当教員は，実習期間中，巡回指導や帰校日等を通し

て連絡調整，実習中の個別指導を十分に行う． 
予習 既習科目（精神保健福祉援助実習指導ⅠおよびⅡ）で学んだ内容，事前学習の見直

し，実習指導Ⅱで実習先の確認を得ながら立案した「実習計画書」の確認等． 
（期間中適宜） 

復習 実習終了後，提出が義務付けられている所定書式、「実習後の自己評価」等の記入

による振り返り，反省等。 
（期間中適宜） 

備考 オフィスアワー： 実習は長期休業中に行われるので，研究室への来室は必ず事前に予約すること． 
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科目名 介護の基本Ⅰ（専門展開科目） SWK301 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

渡邉 洋子 
 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 利用者を「生活者」として受けとめ、個性を活かした介護実践や、自立に向けた介護を理解する。また、要介

護状態にある利用者は、日常生活場面において、どのような支援や介護実践を必要としているかについて

理解する。さらに介護実践では、利用者と介護者の信頼関係に基づいた安全で安心できる介護実践につい

て理解する。 
到達目標 1．生活の概念を理解した上で、現代社会における生活の特徴を説明できる。 

2．様々な日常生活場面における支援や介護実践の方法を、根拠に基づき説明できる。 
3．様々な日常生活場面において、安全で安心できる支援や介護実践を、説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度20％・ミニレポート 20％・期末筆記試験60％ 
課題に対する

フィードバック 

ミニレポートは、翌週の講義の冒頭で紹介し、学習目標の到達度を確認する。また疑問質問に対応する。 
期末試験後は、出題の主旨及び、配点基準等を説明し、個別に対応する。 

使用教材 西村洋子編『介護の基本』メヂカルフレンド社 
講義の際に、レジュメ及び資料を作成し、毎回、配布する 

1 
講義内容 ガイダンス・他己紹介～自己理解と他者理解 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスを精読し、学習目標を理解する・開講日時を確認する 1時間 
復習 講義内容、到達目標、評価方法等を確認する 1.5時間 

2 
講義内容 介護と「生活」 
該当する到達目標 

1 
予習 『介護の基本』第1章・第7章を精読する 1時間 
復習 「生活」の概念から、現代社会における「生活」の特徴を理解する 1.5時間 

3 
講義内容 日常生活支援の基本①～環境 
該当する到達目標 

1,2 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 利用者を支援・介護する「環境」を理解する 1.5時間 

4 
講義内容 日常生活支援の基本②～体勢と体位 
該当する到達目標 

2.3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 人間の身体の構造及び支援・介護する上での基本的な体性や体位を理解する 1.5時間 

5 
講義内容 日常生活支援の基本③～自然な動きとボディメカニクス 
該当する到達目標 

2.3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 人間の自然な動きとボディメカニクスによる効率化した支援・介護を理解する 1.5時間 

6 
講義内容 日常生活支援の基本④～移動と福祉用具の活用（車椅子） 
該当する到達目標 

2,3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 移動の目的及び車椅子の活用を理解する 1.5時間 

7 
講義内容 日常生活支援の基本⑤～移動と福祉用具の活用（様々な自助具） 
該当する到達目標 

2,3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 様々な日常生活場面における自助具の活用を理解する 1.5時間 
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8 
講義内容 日常生活支援の基本⑥～衣類選択の重要性と着脱介護 
該当する到達目標 

2,3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 衣類選択の重要性及び着脱方法を理解する 1.5時間 

9 
講義内容 日常生活支援の基本⑦～食べる行為と食事介護 
該当する到達目標 

2,3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 食事の目的及びメカニズム、支援・介護方法を理解する 1.5時間 

10 
講義内容 日常生活支援の基本⑧～排尿のメカニズムと排泄介護 
該当する到達目標 

2,3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 排尿のメカニズム及び解剖、生理を把握し、支援・介護方法を理解する 1.5時間 

11 
講義内容 日常生活支援の基本⑨～排便のメカニズムと排泄介護 
該当する到達目標 

2,3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 排便のメカニズム及び解剖、生理を把握し、支援・介護方法を理解する 1.5時間 

12 
講義内容 日常生活支援の基本⑩～皮膚の構造と清潔保持の重要性 
該当する到達目標 

2,3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 皮膚構造及び解剖、生理を把握し、清潔保持の役割を理解する 1.5時間 

13 
講義内容 日常生活支援の基本⑪～清潔保持介護と方法 
該当する到達目標 

2,3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 身体部位による清潔保持の相違や、介護方法を理解する 1.5時間 

14 
講義内容 日常生活支援の基本⑫～清潔保持介護と福祉用具の活用 
該当する到達目標 

2,3 
予習 『介護の基本』第5章・第6章を精読する 1時間 
復習 清潔保持介護における福祉用具の活用を理解する 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容や不明瞭な箇所を確認する 1時間 
復習 教科書、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容を習得する 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜2時限（重複を避けて時間を確保するために、メール等で、ご予約ください。） 
研究室：1号館5階505  
予習や復習は、試験前の学習で補完してください。 
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科目名 介護の基本Ⅱ（専門展開科目 ） SWK302 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

渡邊 洋子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 生活者としての利用者の個性を活かした介護実践や、自立に向けた介護、終末期の介護を理解する。その

上で、利用者と介護者の信頼関係に基づき、安全で安心できる介護実践について理解する。また介護専門

職としての職業倫理やリスクマネジメント、健康管理についても理解する。 
到達目標 1．介護の歴史や関係法規から、概念や役割、専門性を説明できる。 

2．安全で安心できる介護実践や、生活環境を利用者の視点で説明できる。 
3．介護実践における職業倫理やリスクマネジメント、健康管理を専門職員の視点で説明できる。 
4．利用者の個性を活かした介護実践や、自立に向けた介護、終末期の介護を説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度20％・ミニレポート 20％・期末筆記試験60％ 
課題に対する

フィードバック 

ミニレポートは、翌週の講義の冒頭で紹介し、学習目標の到達度を確認する。また疑問質問に対応する。 
期末試験後は、出題の主旨及び、配点基準等を説明し、個別に対応する。 

使用教材 西村洋子編『介護の基本』メヂカルフレンド社 
講義の際に、レジュメ及び資料を作成し、毎回、配布する 

1 
講義内容 介護とは～対象ケアから抽象的概念へ 
該当する到達目標 

 
予習 シラバスを精読し、学習目標を理解する・開講日時を確認する 1時間 
復習 講義内容、到達目標、評価方法等を確認する 1.5時間 

2 
講義内容 介護の対象と生活支援①～高齢者の世界 
該当する到達目標 

1,4 
予習 『介護の基本』第6章・第7章を精読する 1時間 
復習 年代別にみる高齢者の世界から、社会情勢や価値観形成を理解する 1.5時間 

3 
講義内容 介護の対象と生活支援②～障害と肢体不自由 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 『介護の基本』第9章を精読する 1時間 
復習 障害分類や統計的傾向、肢体不自由児者の生活像と介護方法を理解する 1.5時間 

4 
講義内容 介護の対象と生活支援③～知的障害児者 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 『介護の基本』第9章を精読する 1時間 
復習 知的障害児者の生活像と介護方法を理解する 1.5時間 

5 
講義内容 介護の対象と生活支援④～内部障害者 
該当する到達目標 

1,2,4 
予習 『介護の基本』第9章を精読する 1時間 
復習 内部障害者となる原因疾患及び生活像と介護方法を理解する 1.5時間 

6 
講義内容 介護の普及と関係法規 
該当する到達目標 

1,4 
予習 『介護の基本』第2章・第3章を精読する 1時間 
復習 わが国における介護の変遷から、介護の普及と関係法規を理解する 1.5時間 

7 
講義内容 介護の主要な概念 
該当する到達目標 

1,4 
予習 『介護の基本』第3章を精読する 1時間 
復習 ３つの主要な概念から介護を理論的に理解する 1.5時間 
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8 
講義内容 介護サービスのしくみと介護の専門性及倫理 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 『介護の基本』第8章・第10章を精読する 1時間 
復習 介護サービス提供におけるしくみ及び専門性、倫理を理解する 1.5時間 

9 
講義内容 介護における安全確保とリスクマネジメント 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 『介護の基本』第11章・第12章・第13章を精読する 1時間 
復習 介護における安全確保とリスクマネジメントを理解する 1.5時間 

10 
講義内容 終末期の介護①～範疇と死にゆく人々の過程と支援 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 『介護の基本』第12章を精読する 1時間 
復習 終末期にある利用者の身体的変化や心理的変化を理解する 1.5時間 

11 
講義内容 終末期の介護②死生観形成を促すために 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 『介護の基本』第12章を精読する 1時間 
復習 終末期にある利用者の支援・介護方法について考える 1.5時間 

12 
講義内容 終末期の介護③死生観を育むために 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 『介護の基本』第12章を精読する 1時間 
復習 終末期にある利用者の支援・介護方法について理解する 1.5時間 

13 
講義内容 終末期の介護④死生観を共有するために 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 『介護の基本』第12章を精読する 1時間 
復習 終末期にある利用者の支援・介護方法について理解を深める 1.5時間 

14 
講義内容 終末期の介護④死生観を確立するために 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 『介護の基本』第12章を精読する 1時間 
復習 終末期にある利用者の支援・介護方法について理解を深める 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2.3.4 
予習 教科書、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容や不明瞭な箇所を確認する 1時間 
復習 教科書、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容を習得する 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜2時限（重複を避けて時間を確保するために、メール等で、ご予約ください。） 
研究室：1号館5階505  
予習や復習は、試験前の学習で補完してください。 
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科目名 介護の基本Ⅲ（専門展開科目） SWK303 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

内田 幸子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 介護を要する人たちが、その人らしく生活していくことができるよう、潜在能力を引き出し、自立を目指せるよ

うな生活支援の考え方を理解し、家政学の観点から家事支援（衣生活、住生活）を行うための知識を習得す

る。 
到達目標 1.生活支援の考え方、生活支援に必要な基礎的な知識を習得する。 

2.家事支援（衣生活）を行うための基礎的な知識を習得する。 
3.家事支援（住生活）を行うための基礎的な知識を習得する。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験80％、レポート 20％で評価する 
総合評価60％以上を合格とする 

課題に対する

フィードバック 

レポートは評価して返却する 
定期試験後に掲示で正解を示す 

使用教材 適宜プリントを配布する 
教科書「新・介護福祉士養成講座６」介護福祉士養成講座編集委員会（中央法規）ISBN978-4-8058-3940-9 
参考図書「福祉のための家政学」中川英子著（建帛社）ISBN978-4-7679-3364-1 

1 
講義内容 ガイダンス 家事援助のための知識 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する 1時間 
復習 講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法などを確認する 1.5時間 

2 
講義内容 衣生活の基本知識 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第3章第2節2に目を通す 1時間 
復習 衣生活の意義（衣生活とは、装うことの意味）について理解する 1.5時間 

3 
講義内容 被服素材の種類と特徴 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 被服素材の種類と特徴について理解する 1.5時間 

4 
講義内容 被服の洗濯 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第3章第2節2に目を通す 1時間 
復習 被服洗濯について理解する 1.5時間 

5 
講義内容 高齢者に適した衣服の選択 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 高齢者に適した衣服の選択について理解する 1.5時間 

6 
講義内容 障害者に適した衣服の選択 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 障害者に適した衣服の選択について理解する 1.5時間 

7 
講義内容 着やすくて心地よい被服 
該当する到達目標 予習 教科書第3章第2節2に目を通す 1時間 
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1,2 復習 着やすくて心地よい被服について理解する 1.5時間 

8 
講義内容 ユニバーサルデザインと衣服 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 ユニバーサルデザインと衣服について理解する 1.5時間 

9 
講義内容 居住環境の整備の意義と目的 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書第2章第1節1に目を通す 1時間 
復習 居住環境の整備の意義と目的について理解する 1.5時間 

10 
講義内容 快適な居住環境 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 快適な居住環境について理解する 1.5時間 

11 
講義内容 生活空間と介護 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書第2章第1節2に目を通す 1時間 
復習 生活空間と介護について理解する 1.5時間 

12 
講義内容 居住環境とアセスメント 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書第2章第2節4に目を通す 1時間 
復習 居住環境とアセスメントについて理解する 1.5時間 

13 
講義内容 住宅改修の留意点と制度 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 住宅改修の留意点と制度について理解する 1.5時間 

14 
講義内容 安心で快適な生活の場づくり 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書第2章第2節に目を通す 1時間 
復習 安心で快適な生活の場づくりについて理解する 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ及び学習到達度の確認 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書、プリント、ノートを読む 1時間 
復習 衣生活、住生活についての生活支援の知識を習得する 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日と水曜日の 3限 
研究室：1号館5階512 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 介護の基本Ⅳ（専門展開科目） SWK304 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

阿部 雅子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 高齢者のくらしの実際（食生活と家庭経営、生活感、生活様式等）の多様性等を理解する。また、自分自身の

生活を理解するための科学的な基礎知識や、高齢者・障がい者の生活を理解するための科学的な基礎知識

を修得することを目標とする。 
到達目標 1.介護福祉士が食生活支援をする上で必要な知識について、その概要を説明できる。 

2.家庭生活の営みについて説明できる。 
3.食文化と食生活の変化について説明できる。 
4.主な栄養素の種類と消化・吸収について説明できる。 
5.食品の分類、食事バランスガイド、衛生、購入・保存について説明できる。 
6.調理の基本（調理法、調理器具、食器）および食品の調理性について説明できる。 
7.高齢者・障がい者の身体変化および食生活と栄養について説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験70％、小テスト 30％ 
課題に対する

フィードバック 

試験までに小テストを 3回行い、その解答および解説を実施し理解を深める。 

使用教材 新・介護福祉士養成講座 生活支援技術Ⅰ 介護福祉士養成講座編集委員会 編集 （中央法規） 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する 1時間 
復習 講義内容、到達目標、成績評価方法などを確認する。 1時間 

2 

講義内容 家庭生活と家庭経営 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第3章 第1節に目を通す。 1時間 
復習 高齢者や障がいのある人の家庭生活の構成要素を理解する。 

家庭を取り巻く経済活動について理解する。 
1時間 

3 

講義内容 食生活の意義 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書の第3章 第2節p．203～204に目を通す。 1時間 
復習 食生活の意義、食文化や食生活の変化を確認し、介護者としての食の支援留意

すべき点について理解する。 
1時間 

4 
講義内容 栄養素の消化と吸収 
該当する到達目標 

4 
予習 教科書の第3章 第2節p．204～208に目を通す。 1時間 
復習 主な栄養素の種類と消化・吸収について理解する。 1時間 

5 

講義内容 食品の分類 
該当する到達目標 

5 
予習 教科書の第3章 第2節 p.209～210に目を通す。 1時間 
復習 6つの基礎食品、食品成分表、食事バランスガイドについて理解する。 

小テスト①に向けて復習をする。 
2時間 

6 講義内容 食品の衛生、小テスト① 
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該当する到達目標 

5 
予習 教科書の第3章 第2節p.212～214に目を通す。 1時間 
復習 食品の変質と食中毒について理解する。 1時間 

7 
講義内容 食品の購入と保存、小テスト①解説 
該当する到達目標 

5 
予習 教科書の第3章 第2節p.210～213に目を通す。 1時間 
復習 食品の購入選択、食品の表示、保存について理解する。 1時間 

8 
講義内容 調理の基本 
該当する到達目標 

6 
予習 教科書の第3章 第2節p.214～217に目を通す。 1時間 
復習 調理の準備、調理操作、調理器具・設備について理解する。 1時間 

9 

講義内容 食品の調理性 
該当する到達目標 

6 
予習 教科書の第3章 第2節p.218～222に目を通す。 1時間 
復習 食品群ごとの調理における特性を理解する。 

小テスト②に向けて復習をする。 
2時間 

10 
講義内容 高齢者の身体機能と栄養、小テスト② 
該当する到達目標 

7 
予習 教科書の第3章 第2節p.223～225に目を通す。 1時間 
復習 加齢に伴う身体機能の変化と栄養について理解する。 1時間 

11 
講義内容 高齢者の食事と調理、小テスト②解説 
該当する到達目標 

7 
予習 教科書の第3章 第2節p.225～229に目を通す。 1時間 
復習 食品、調理形態による高齢者への配慮について理解する。 1時間 

12 

講義内容 高齢者・障がい者の介護と食生活 
該当する到達目標 

7 
予習 教科書の第3章 第2節p.229～230に目を通す。 1時間 
復習 高齢者や障がいのある人への食事における調理形態の配慮、食器の配慮につ

いて理解する。 
1時間 

13 

講義内容 高齢者の疾病と食事 
該当する到達目標 

7 
予習 教科書の第3章 第2節p.230～231に目を通す。 1時間 
復習 高齢期になりやすい疾病と、その予防や対応について理解する。 

小テスト③に向けて復習をする。 
2時間 

14 

講義内容 食生活と健康、小テスト③ 
該当する到達目標 

7 
予習 健康の概念と国民健康づくり対策について調べておく。 1時間 
復習 健康づくりの 3 要素と生活習慣病予防のための食生活のポイントについて理解

する。 
1時間 

15 

講義内容 生活を支えるサービスの現状と課題、小テス③ト解説 
該当する到達目標 

7 
予習 教科書の第3章 第2節p.232に目を通す。 1時間 
復習 食生活に関する施策や高齢者・障がい者を支援する社会的ネットワークについて

理解する。 
1時間 

備

考 

予習復習については、試験前の学習で補完すること。 
オフィスアワー：月曜日3，4時限、質問はメールでも受け付けます。 
メールアドレス：mabe@takasaki-u.ac.jp 
研究室：1号館4階 調理学研究室 
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科目名 介護の基本Ⅴ（専門展開科目） SWK305 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

稲垣 謙次郎 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位 
講義目標 音声言語を聞くことが出来ず、発声も困難な聴覚障害者（ろう者）が用いる手話を覚え、それらの聴覚障害者

（ろう者）とのコミュニケーションが取れるようにする。 
到達目標 1.聴覚障害者（ろう者）と手話についての基礎的な知識を学ぶ 

2.手話の基本的な単語約300語、指文字、数字などを覚える。 
3.簡単な日常会話が出来るようにする。手話検定5級以上の力を付ける。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 手話演習参加度20％、手話表現力20％、筆記試験（手話読み取り）60％で評価する。 
総合評価70％以上を合格とする。 

課題に対する

フィードバック 

期末試験後に正解を発表、説明し、質疑に応ずる。 

使用教材 教科書「手話技能検定公式テキスト 5・6・7 級」NPO 手話技能検定協会著（日本能率協会マネジメントセンタ

ー）ISBN978-4-8207-4670-6 C0037 （定価1600円＋税） 

1 

講義内容 ガイダンス及び指文字練習1 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の「はじめに」、シラバスを読んで講義の目標を理解する。 1時間 
復習 講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法を確認する。教科書第1章1

～11の指文字を覚える。 
1.5時間 

2 
講義内容 指文字練習2 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の第1章12～18の目を通す。 1時間 
復習 指文字50音と数字の表現方法を覚える。 1.5時間 

3 
講義内容 手話の基本単語、あいさつ、天候、疑問を学ぶ。 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第2章1～3に目を通す。 1時間 
復習 あいさつ、疑問、天候の手話単語を覚える。 1.5時間 

4 
講義内容 手話の基本単語、数字と自分の名前の手話表現 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第2章4に目を通す 1時間 
復習 数次の手話表現と名前の手話表現を覚える。 1.5時間 

5 
講義内容 手話の基本単語、一週間の曜日と日・週・年を学ぶ。 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第2章5・6に目を通す。 1時間 
復習 一週間の曜日や日・週・年の表現を覚える。 1.5時間 

6 
講義内容 手話の基本単語、人、家族の表現を学ぶ。 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書の第2章7・8に目を通す。 1.時間 
復習 人や家族の手話表現を覚える。 1.5時間 

7 
講義内容 手話の基本単語、色、方角、感情、動作の手話を学ぶ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第2章9～13に目を通す。 1時間 
復習 色、方角、感情、動作などの手話を覚える 1.5時間 
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8 
講義内容 手話法の違いを知る。手話の基本単語、疑問と時間を学ぶ。 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第3章1に目を通す。 1時間 
復習 手話法の違いを理解し、疑問と時間の手話を覚える。 1.5時間 

9 
講義内容 手話の基本単語、自然に関する単語、家族、・仕事・趣味を学ぶ。 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書第3章2に目を通す。 1時間 
復習 自然に関する単語や家族・仕事・趣味の手話を覚える。 1.5時間 

10 
講義内容 手話の文法、手話の文章表現を学ぶ。手話の基本単語、程度を表す方法、地名を学ぶ。 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書第3章3に目を通す。 1時間 
復習 手話の文法を理解し、手話文を表現し、程度を表す手話、地名の手話を覚える。 1.5時間 

11 
講義内容 手話の基本動詞の単語を学び、例文も学ぶ。 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第3章4に目を通す。 1時間 
復習 手話の動詞を覚え、例文も覚える。 1.5時間 

12 
講義内容 手話の基本的形容詞を学び、例文も学ぶ。 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第3章5に目を通す。 1時間 
復習 基本の形容詞と例文を覚える。 1.5時間 

13 
講義内容 手話のいろいろな質疑応答を学ぶ。 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書第3章6に目を通す。 1時間 
復習 質疑応答の手話を覚える。 1.5時間 

14 
講義内容 手話のいろいろな話題提供を学ぶ。 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第3章7に目を通す。 1時間 
復習 手話による話題提供の方法を覚える。 1.5時間 

15 
講義内容 手話、指文字、数字、文章を再確認する。 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書のうち理解できなかったところや、疑問のところをチェックする。 1時間 
復習 手話と音声言語との違いを確認し、覚える。 1.5時間 

備

考 

手話の習得には見るだけでなく、自分自身の手を動かすことが絶対に必要である。 
手話の本、辞典なども活用しよう。テレビや DVD などのメディアを使うこともいい方法である。ただ、手話は地域や

年代でも違いがあり、個人差も大きい。また、音声言語と手話の違いもある。それらで分からないところができたと

きは、積極的に質問してほしい。予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

252 
 

 
科目名 介護の基本Ⅵ（専門展開科目） SWK306 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

原田 欣宏 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 介護の実践場面で、尊厳を支えるケアを具現化するために必要とされる知識や技術について総合的に理解

する． 
到達目標 1.利用者の尊厳を支えるケアとは何か理解し、支援する知識を説明できる． 

2.これまで介護に関する技術に学んだことを具体的な場面にあわせて説明することができる． 
3.実践現場における尊厳を守るためのケアについて，方法と理論をを結びつけて節目できる． 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 課題作成 50％，発表準備資料作成 50％，それぞれ授業態度やグループワークへの貢献度を加味する． 
課題に対する

フィードバック 

課題は授業内で解説を行う．発表準備資料作成は，完成した資料や基になったデータの提出を求め，完成

度と貢献度で評価する． 
使用教材 授業時に資料を配布（参考図書として「介護過程」で使用した教科書） 

1 
講義内容 オリエンテーション，事例検討①アセスメントの整理 
該当する到達目標 

1 
予習 介護過程Ⅰ～Ⅳの内容を振り返るために教科書などを読んでおくこと 1.5時間 
復習 事例のアセスメント内容を他者の意見を含めて整理すること 1.5時間 

2 

講義内容 事例検討②課題，分析，解釈と介護目標の設定 
該当する到達目標 

1 
予習 事例検討のアセスメント内容を読んでおくこと 1.5時間 
復習 事例の課題，分析，解釈，介護目標の設定について，他者の意見を含めて整理

すること 
1.5時間 

3 
講義内容 事例検討③目標，サービス内容の検討と発表の準備 
該当する到達目標 

1,2 
予習 事例検討の課題，分析，解釈した内容を読んでおくこと 1.5時間 
復習 立案した目標とサービス内容を所定の書式に整理しておくこと 1.5時間 

4 

講義内容 事例検討④発表と討議 
該当する到達目標 

1,2 
予習 事例検討の発表に向けて，説明の順序を確認しておくこと 1.5時間 
復習 他の人からの意見を踏まえて，立案した目標とサービス内容，アセスメントを修

正すること 
1.5時間 

5 
講義内容 訪問準備①小規模多機能型施設の特徴を理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 法的根拠と施設の特徴を教科書で調べる 1.5時間 
復習 在宅ケアを継続するための工夫についてまとめる 1.5時間 

6 
講義内容 訪問準備②グループホームの特徴を理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 法的根拠と施設の特徴を教科書で調べる 1.5時間 
復習 認知症ケアの工夫している点について 1.5時間 

7 
講義内容 訪問準備③サ高住の特徴を理解する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 法的根拠と施設の特徴を理解する 1.5時間 
復習 施設ケアとの違いと，他のサービスとの関係をまとめる 1.5時間 

8 講義内容 事業所訪問①小規模多機能型 
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該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事例検討した内容を確認し，質問を準備する 1.5時間 
復習 質問と事業所から教わった内容をまとめる． 1.5時間 

9 
講義内容 事業所訪問②特定施設（グループホーム） 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事例検討した内容を確認し，質問を準備する 1.5時間 
復習 質問と事業所から教わった内容をまとめる． 1.5時間 

10 
講義内容 事業所訪問③サ－ビス付き高齢者住宅 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 事例検討した内容を確認し，質問を準備する 1.5時間 
復習 質問と事業所から教わった内容をまとめる． 1.5時間 

11 
講義内容 訪問のまとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 訪問時に得られた情報を文章にまとめる 1.5時間 
復習 発表に向けて読み原稿とＰＰＴを作成する 1.5時間 

12 
講義内容 発表準備①練習 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 本番の発表と同様の時間で報告できるように原稿を準備する 1.5時間 
復習 授業内で出た意見を踏まえて修正する 1.5時間 

13 
講義内容 発表準備②最終確認 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 前回授業時に指摘された内容を修正して，発表内容をわかりやすくする． 1.5時間 
復習 授業内で出た意見を踏まえて修正する． 1.5時間 

14 
講義内容 研究発表と大会参加①研究発表 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 グループごとに発表時の手順や役割分担を確認する． 1.5時間 
復習 質疑応答，発表時に気が付いたことをまとめる． 1.5時間 

15 
講義内容 研究発表と大会参加②大会参加 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 大会資料の講演，シンポジウムなどのプログラムを読み，質問を考える． 1.5時間 
復習 参加して気が付いたことをまとめる． 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー 火~金昼休み時間，これ以外の時間もメールなどで事前調整のうえ可能な限り対応します． 
研究室：1号館5階506研究室 
予習・復習の時間については，試験前の学習で補完すること 
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科目名 生活支援技術Ⅰ（専門展開科目） SWK307 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

堀口 美奈子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 介護は、どのような状態の人であっても、その人の自立や自律を尊重し、潜在能力を引き出し、その人らしく

生活できるよう支援する活動である。本科目では、演習を通して介護を必要とする人の状況に合わせた介護

技術について学び、根拠に基づいた介護を提供できる能力を身に付けることを目標とする。 
到達目標 1．利用者のニーズに応じた基礎的な介護技術を実践できる。 

2．実践する介護技術について、その根拠を自分の言葉で説明できる。 
3．利用者と介護者にとって、安全安楽に配慮した介護を実践できる。 
4．利用者との信頼関係構築やチームケアに必要な対人関係能力を獲得する。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度20％、ミニレポート 40％、定期試験40％ 
課題に対する

フィードバック 

提出を求めるレポートは、適宜コメント等をつけて返却する。質問やフィードバック等は、随時、直接またはメ

ール等にて受け付ける。 
使用教材 生活支援技術Ⅱ（第3版）・介護福祉士養成講座編集委員会・中央法規出版・2014年・2,200円税別、教科書

は、授業時演習テーマに沿った部分の学習に使用。その他、適宜レジュメを配布する。 

1 
講義内容 オリエンテーション、生活支援の考え方、居住環境の整備① 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 シラバスの内容を読んで、講義の目標などを理解する 1時間 
復習 今後の授業内容を確認し、授業で取ったノートを読み返す 1.5時間 

2 
講義内容 自立に向けた睡眠の介護および居住環境の整備② 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

3 
講義内容 自立に向けた移乗・移動の介護①（人に触れるということ・体位変換） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

4 
講義内容 自立に向けた移乗・移動の介護②（体位変換）および居住環境の整備③ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

5 
講義内容 自立に向けた移乗・移乗の介護③（起き上がり、立ち上がり、移乗） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

6 
講義内容 自立に向けた移乗・移乗の介護④（起き上がり、立ち上がり、移乗） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

7 
講義内容 自立に向けた移乗・移動の介護⑤（移乗） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 
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8 
講義内容 自立に向けた移乗・移動の介護⑥（移動） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

9 
講義内容 自立に向けた身じたくの介護①（衣服着脱） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

10 
講義内容 自立に向けた排泄の介護 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

11 
講義内容 自立に向けた入浴・清潔保持の介護①（部分浴）および身じたくの介護②（整容） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

12 
講義内容 自立に向けた入浴・清潔保持の介護②（入浴） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

13 
講義内容 自立に向けた居住環境の整備③ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 事前に配布するレジュメをよく読み、授業内容を把握する 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

14 
講義内容 介護技術総合演習 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 事前に配布するレジュメをよく読み、授業内容を把握する 1時間 
復習 レジュメ内容の確認、関連事項の情報サーチ 1.5時間 

15 
講義内容 まとめと総論 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 前期に行った介護技術項目に関する教科書、配付物を読み返す 1.5時間 
復習 検討内容について、各自で感じたことなどを指定様式に記入する 1時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜3時限、水曜3時限 
研究室：1号館5階502 
授業準備や後片付け、使用教室の掃除は、生活を支える介護を学ぶ授業の一環として共同で行う。また、演習時間

を確保するため、日毎に担当を決めて事前準備を行う。 
介護技術を身につけるためには、繰り返しの練習が必要である。自由時間も活用し、各自補完すること。 
また、予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 生活支援技術Ⅱ（専門展開科目） SWK308 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

堀口 美奈子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 介護は、どのような状態の人であっても、その人の自立や自律を尊重し、潜在能力を引き出し、その人らしく

生活できるよう支援する活動である。本科目では、演習を通して介護を必要とする人の状況に合わせた介護

技術について学び、根拠に基づいた介護を提供できる能力を身に付けることを目標とする。 
到達目標 1．多様な生活場面に応じた介護技術を、基礎をふまえて適切に実践できる。 

2．実践する介護技術について、その根拠を自分の言葉で説明できる。 
3．利用者と介護者にとって、安全安楽に配慮した介護を実践できる。 
4．利用者との信頼関係構築やチームケアに必要な対人関係能力を獲得する。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度20％、ミニレポート 40％、定期試験40％ 
課題に対する

フィードバック 

提出を求めるレポートは、適宜コメント等をつけて返却する。質問やフィードバック等は、随時、直接またはメ

ール等にて受け付ける。 
使用教材 生活支援技術Ⅱ（第3版）・介護福祉士養成講座編集委員会・中央法規出版・2014年・2,200円税別、教科書

は、授業時演習テーマに沿った部分の学習に使用。その他、適宜レジュメを配布する。 

1 
講義内容 オリエンテーション、前期試験レビュー・発展的検討 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 シラバス内容、前期試験内容の確認 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

2 
講義内容 自立に向けた食事の介護 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

3 
講義内容 自立に向けた身じたくの介護（口腔ケア、感染症予防） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

4 
講義内容 自立に向けた移乗介護の実践的展開 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書内容、前期学習内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

5 
講義内容 自立に向けた移動介護の実践的展開 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書内容、前期学習内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

6 
講義内容 自立に向けた身じたく介護の実践的展開 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書内容、前期学習内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

7 
講義内容 自立に向けた排泄介護の実践的展開 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書内容、前期学習内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

257 
 

8 
講義内容 自立に向けた食事介護の実践的展開 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書内容、前期学習内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

9 
講義内容 重介護度者への介護 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 事前に配布するレジュメをよく読み、授業内容を把握する 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

10 
講義内容 終末期の介護①（段階に応じたケアの方法） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

11 
講義内容 終末期の介護②（ケアの方法と考え方） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 今週の演習テーマに関する教科書の内容に目を通す 1時間 
復習 配付レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

12 
講義内容 基礎介護技術総合演習 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 事前に配布するレジュメをよく読み、授業内容を把握する 1時間 
復習 レジュメ、教科書、実施した演習内容の確認とリフレクション 1.5時間 

13 
講義内容 介護技術総合演習①（事例その 1） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 事前に配布するレジュメをよく読み、授業内容を把握する 1時間 
復習 レジュメ内容の確認、関連事項の情報サーチ 1.5時間 

14 
講義内容 介護技術総合演習②（事例その 2） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 事前に配布するレジュメをよく読み、授業内容を把握する 1時間 
復習 レジュメ内容の確認、関連事項の情報サーチ 1.5時間 

15 
講義内容 まとめと総論 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 後期に行った介護技術項目に関する教科書、配付物を読み返す 1.5時間 
復習 検討内容について、各自で感じたことなどを指定様式に記入する 1時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜3時限、水曜3時限 
研究室：1号館5階502 
授業準備や後片付け、使用教室の掃除は、生活を支える介護を学ぶ授業の一環として共同で行う。また、演習時間

を確保するため、日毎に担当を決めて事前準備を行う。 
介護技術を身につけるためには、繰り返しの練習が必要である。自由時間も活用し、各自補完すること。 
また、予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 生活支援技術Ⅲ（専門展開科目） SWK309 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

内田 幸子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 介護を要する人たちがその人らしく生活していくことができるよう、潜在能力を引き出し、自立を目指せるよう

な生活支援の考え方を理解し、家政学の観点から家事支援（衣生活、住生活）を行うための知識と技術を、実

習・演習を通して身につける。 
到達目標 1.対人サービスを行うための生活支援の考え方と基礎的な知識と技術を習得する。 

2.家事支援（衣生活）を行うための基礎的な技術を習得する。 
3.家事支援（住生活）を行うための基礎的な技術を習得する。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業実践30％、製作品20％、レポート 50％により評価する 
総合評価60％以上を合格とする 

課題に対する

フィードバック 

製作品、レポートは評価して返却する 

使用教材 適宜プリントを配布する 
教科書「新・介護福祉士養成講座６」介護福祉士養成講座編集委員会（中央法規）ISBN978-4-8058-3940-9 
参考図書「福祉のための家政学実習」中川英子著（建帛社）ISBN978-4-7679-3605-5 

1 
講義内容 ガイダンス 家事支援の意義と目的 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する 1時間 
復習 講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法などを確認する 1.5時間 

2 
講義内容 繊維の種類と特徴 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 繊維の種類と特徴を理解する 1.5時間 

3 
講義内容 衣服の手入れと管理①（洗濯実習） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 衣服の基本的な洗濯方法を身につける 1.5時間 

4 
講義内容 衣服の手入れと管理②（しみぬき、アイロンがけ） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 衣服のしみぬき、アイロンがけの技術を身につける 1.5時間 

5 
講義内容 縫製の基礎①手縫いの方法、ボタンつけ、スナップつけ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第3章第2節2に目を通す 1時間 
復習 手縫いの方法、ボタンつけ、スナップつけの技術を身につける 1.5時間 

6 
講義内容 縫製の基礎②ミシン縫い、三つ折り縫い、マジックテープつけ、ゴムとおし 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第3章第2節2に目を通す 1時間 
復習 ミシン縫い、三つ折り縫い、マジックテープつけ、ゴムとおしの技術を身につける 1.5時間 

7 
講義内容 高齢者のための衣服（寝具、寝巻き、紙おむつ） 
該当する到達目標 予習 配布プリントに目を通す 1時間 
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1,2 復習 高齢者のための衣服（寝具、寝巻き、紙おむつ）について理解する 1.5時間 

8 
講義内容 障害者のための衣服（衣服の工夫事例） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 障害者のための衣服（衣服の工夫事例）について理解する 1.5時間 

9 
講義内容 快適な室内環境（温熱環境、照明、騒音、換気） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 快適な室内環境（温熱環境、照明、騒音、換気）について理解する 1.5時間 

10 
講義内容 住まいの維持と管理（室内の整理整頓・掃除・衛生管理） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 住まいの維持と管理（室内の整理整頓・掃除・衛生管理） 1.5時間 

11 
講義内容 高齢者の住環境整備の手順とコーディネート（グループワークによる事例検討） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 高齢者の住環境整備の手順の進め方を理解する 1.5時間 

12 
講義内容 住宅改修（グループワークによる事例検討） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 住宅改修の事例検討を通して症例別住環境整備のポイントを理解する 1.5時間 

13 
講義内容 防犯と防災（一人暮らしの危険、地震と火災時の対処） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 防犯と防災（一人暮らしの危険、地震と火災時の対処）について理解する 1.5時間 

14 
講義内容 福祉住環境マップの作成（グループワークによるマップ作成） 
該当する到達目標 

1,3 
予習 配布プリントに目を通す 1時間 
復習 福祉住環境マップの作成を通してバリアフリーの街づくりを考える 1.5時間 

15 
講義内容 家事支援における介護技術 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書第4章第2節2に目を通す 1時間 
復習 家事支援における介護技術を身につける 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日と水曜日の 3限 
研究室：1号館5階512 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 生活支援技術Ⅳ（専門展開科目） SWK310 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

阿部 雅子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 介護福祉士として高齢者の自立に向けた食の支援をする上で必要な調理の基礎について、実習を通して修

得することを目標とする。また、高齢者・障がい者のための献立作成と栄養価計算を行い、その内容を実習

することで実践力を養うことを目標としている。 
到達目標 1．衛生に留意し、安全に調理ができる。 

2．日常の基本的な調理ができる。 
3．日常の基本的な献立をたてることができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験30％、実技試験20％、レポート 30％、実習への積極性20％ 
課題に対する

フィードバック 

レポートには毎回コメントをつけて返却する。 

使用教材 初回の授業でレジュメを配布する。 

1 
講義内容 オリエンテーション（授業の進め方、実習室の使い方、計量、包丁の扱い方、レポートの書き方） 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスの内容を読んで授業の目標などを理解しておく。 1時間 
復習 授業内容のレポートを作成し、提出する。 1時間 

2 
講義内容 調理の基本：ご飯、味噌汁、豚肉の生姜焼き、ポテトサラダ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 ご飯の炊き方とだし汁の取り方について調べておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し、提出する。 1時間 

3 
講義内容 調理の基本：ひじきごはん、ほうれん草のごま和え、沢煮椀、さつまいもとりんごの茶巾 
該当する到達目標 

1,2 
予習 味つけご飯の作り方、野菜の茹で方、和え物の作り方について調べておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

4 
講義内容 調理の基本：ご飯、鯖のおろし煮，茶碗蒸し，かぼちゃそぼろ餡， 
該当する到達目標 

1,2 
予習 魚のおろし方、蒸し器の使い方について調べておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

5 
講義内容 洋風献立：ハンバーグステーキ、ピラフ、スープミルファンティ―、果汁寒 
該当する到達目標 

1,2 
予習 挽肉の種類と特徴、寒天の扱い方について調べておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

6 
講義内容 中華風献立：中華おこわ，ワンタンスープ，杏仁豆腐 
該当する到達目標 

1,2 
予習 もち米の扱い方について確認しておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

7 
講義内容 行事食１（すし飯の炊き方）：五目ずし、いなりずし、のり巻きずし吉野鶏のすまし汁、水羊羹 
該当する到達目標 

1,2 
予習 すし飯の作り方について調べておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

8 
講義内容 麺献立：手打ちうどん、精進揚げ、こんにゃくの白和え、挽き茶饅頭 
該当する到達目標 予習 小麦粉の種類と用途について確認しておく。 1時間 
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1,2 復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

9 
講義内容 オーブン料理：マカロニグラタン、ポークビーンズ、フルーツサラダ、ロールパン 
該当する到達目標 

1,2 
予習 オーブンの使い方、ルーの作り方、ドレッシングの作り方を調べておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 １時間 

10 
講義内容 行事食２（正月料理）：松風焼き，栗きんとん，紅白なます，雑煮 
該当する到達目標 

1,2 
予習 季節の行事と料理について調べておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

11 
講義内容 軟菜食：全がゆ、かみなり汁、ささ身と野菜の煮物、ごま酢和え 
該当する到達目標 

1,2 
予習 かゆの炊き方と種類について調べておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

12 
講義内容 高齢者に向く食品と調理法：サンドイッチ、ヨーグルトサラダ、りんごのコンポート、ミルクティー 
該当する到達目標 

1,2 
予習 パンを使った栄養バランスのよい、食べやすい献立について調べる。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

13 

講義内容 介護食（咀嚼・嚥下障がい）：小田巻蒸し、鮭の寒天寄せ、かぼちゃとにんじんのオレンジ煮、栄養プリ

ン 
該当する到達目標 

1,2 
予習 咀嚼・嚥下障害のある場合にふさわしい食物摂取について調べておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

14 

講義内容 高齢者・障がい者のための献立の作成、実技テスト 
該当する到達目標 

1,3 
予習 高齢者の嗜好に合う献立について調べておく。 

実技テストに向けて、包丁の練習をしておく。 
1時間 

復習 献立1食分を完成させ提出する。 1時間 

15 
講義内容 自主献立の実習 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 実施献立の手順をよく確認しておく。 1時間 
復習 実施内容のレポートを作成し提出する。 1時間 

備

考 

予習復習については、試験前の学習で補完すること。 
オフィスアワー：月曜日3，4時限、質問はメールでも受け付けます。 
研究室：1号館4階 調理学研究室 
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科目名 生活支援技術Ⅴ（専門展開科目） SWK311 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼 記代 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 介護の実践場面で尊厳を支えるケアを具現化するために、利用者の生活の楽しみや生きがいを支えるレク

リエーションサービスの方法についてする。対象者別の支援方法について理解する。 
到達目標 1.社会福祉及び介護実践におけるレクリエーションの意義と概要を理解する。 

2.福祉レクリエーション支援の方法と技術を理解する。 
3.福祉レクリエーションワーカーの役割を理解する。 
4.福祉レクリエーション支援の方法と技術を習得する。 
5.福祉レクリエーションの課題について理解する。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験40％、レポート課題30％、授業参加度30％で評価する・。総合評価60％以上を合格点とする。 
課題に対する

フィードバック 

レポート課題にはコメントを付けて返却する。定期試験は配布資料の内容から出題し、持込み可とする。 

使用教材 配布資料 

1 
講義内容 介護サービスにおける尊厳を支えるケアと福祉レクリエーションのあり方① 
該当する到達目標 

1 
予習 介護サービスにおけるレクリエーションの実情を確認する。 1時間 
復習 尊厳支えるケアとレクリエーションの位置づけを整理する。 1時間 

2 
講義内容 介護サービスにおける尊厳を支えるケアと福祉レクリエーションのあり方② 
該当する到達目標 

1 
予習 介護サービスにおけるレクリエーションの実情を調べる 1時間 
復習 尊厳支えるケアとレクリエーションの位置づけを整理する 1時間 

3 
講義内容 福祉レクリエーション支援の理解 ①楽しさの追求  
該当する到達目標 

2 
予習 日常の中の楽しい活動について調べる。 1時間 
復習 配布資料の内容を確認し、生活の中に活かす。 1時間 

4 
講義内容 福祉レクリエーション支援の理解 ②楽しさを見通すための方法 
該当する到達目標 

2 
予習 日常の中の楽しい活動について調べる。 1時間 
復習 配布資料の内容を確認し、生活の中に活かす。 1時間 

5 
講義内容 福祉レクリエーション支援の理解 ③歩み 
該当する到達目標 

1,5 
予習 レクリエーションが生活の中でどのように活かされているか調べる 1時間 
復習 レクリエーションの歴史から今後の課題を考える。 1時間 

6 
講義内容 楽しさ追求のための支援の方法  APIEプロセス 
該当する到達目標 

1,2 
予習 レクリエーションが生活の中でどのように活かされているか調べる 1時間 
復習 レクリエーションの歴史から今後の課題を考える。 1時間 

7 
講義内容 楽しさ追求のための支援の方法  TRサービスモデル ③行動変容と自己効力感 
該当する到達目標 

1,2 
予習 行動変容と自己効力感について調べる。 1時間 
復習 行動変容を必要とする課題や自己効力感をもつことの意義を考える 1時間 

8 講義内容 福祉レクリエーション支援の方法 支援者のあり方 
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該当する到達目標 

1,2 
予習 実践できるレクリエーション活動を考える 1時間 
復習 配布資料の内容を確認し、支援する際のポイントを整理する。 1時間 

9 
講義内容 高齢者の尊厳を支えるための福祉レクの方法 在宅サービス編 
該当する到達目標 

1,2 
予習 高齢者の在宅サービスについて調べる 1時間 
復習 高齢者の在宅サービスにおけるレクリエーション支援の方法を確認する 1時間 

10 
講義内容 高齢者の尊厳を支えるための福祉レクの方法 入所施設編  
該当する到達目標 

1,2 
予習 高齢者の入所施設におけるレクリエーション支援について調べる 1時間 
復習 高齢者の入所施設におけるレクリエーション支援の方法を確認する 1時間 

11 
講義内容 高齢者の尊厳を支えるための福祉レクの方法 介護予防編 
該当する到達目標 

1,2 
予習 高齢者の介護予防の実施機関について調べる 1時間 
復習 高齢者の介護予防のレクリエーション支援の方法確認する 1時間 

12 
講義内容 障がい児・者の尊厳を支えるための福祉レクの方法 入所施設編 
該当する到達目標 

1,2 
予習 障がい児・者の入所施設について調べる 1時間 
復習 障がい児・者の入所施設におけるレクリエーション支援の方法確認する 1時間 

13 
講義内容 高齢者入所施設における福祉レク支援の方法と計画 （個別） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 第10回で学んだ高齢者入所施設におけるレク支援の方法を確認する 1時間 
復習 授業中に考えたレク支援計画を見直し、完成させる 1時間 

14 
講義内容 高齢者入所施設における福祉レク支援の方法と計画 （グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 作成した計画を他者に説明できるように準備する 1時間 
復習 グループで決定したレクリエーション計画書を整理し、完成させる 1時間 

15 
講義内容 高齢者入所施設における福祉レク支援 準備過程 （グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 グループで作成したレクリエーション支援計画書を確認する 1時間 
復習 準備過程で必要な道具を準備する 1時間 

16 
講義内容 高齢者入所施設における福祉レク支援 準備過程 （グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 準備過程で必要な道具を準備する 1時間 
復習 準備過程で必要な道具を確認し、必要な物を補う 1時間 

17 
講義内容 高齢者入所施設における福祉レク支援 展開過程 （グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 支援計画書を確認し、自分の役割、注意するポイントを整理する 1時間 
復習 所属するグループや他のグループの支援について評価する、 1時間 

18 
講義内容 高齢者入所施設における福祉レク支援 展開過程 （グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 支援計画書を確認し、自分の役割、注意するポイントを整理する 1時間 
復習 所属するグループや他のグループの支援の中で活用できるものを整理する 1時間 

19 
講義内容 高齢者在宅サービスにおける福祉レク支援の方法と計画（個別） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 第9回で学んだ高齢者在宅サービスにおけるレク支援の方法を確認する 1時間 
復習 授業中に考えたレク支援計画を見直し、完成させる 1時間 

20 
講義内容 高齢者在宅サービスにおける福祉レク支援の方法と計画（グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 作成した計画を他者に説明できるように準備する 1時間 
復習 グループで決定したレクリエーション計画書を整理し、完成させる 1時間 

21 
講義内容 高齢者在宅サービスにおける福祉レク支援 準備過程（グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 グループで作成したレクリエーション支援計画書を確認する 1時間 
復習 準備過程で必要な道具を準備する 1時間 

22 
講義内容 高齢者在宅サービスにおける福祉レク支援 準備過程（グループワーク） 
該当する到達目標 予習 準備過程で必要な道具を準備する 1時間 
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2,3,4 復習 準備過程で必要な道具を確認し、必要な物を補う 1時間 

23 
講義内容 高齢者在宅サービスにおける福祉レク支援 展開過程（グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 支援計画書を確認し、自分の役割、注意するポイントを整理する 1時間 
復習 所属するグループや他のグループの支援について評価する、 1時間 

24 
講義内容 高齢者在宅サービスにおける福祉レク支援 展開過程（グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 支援計画書を確認し、自分の役割、注意するポイントを整理する 1時間 
復習 所属するグループや他のグループの支援の中で活用できるものを整理する 1時間 

25 
講義内容 障がい児・者生活介護施設における福祉レク支援の方法と計画 （グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 第12回で学んだ高齢者入所施設におけるレク支援の方法を確認する 1時間 
復習 授業中に考えたレク支援計画を見直し、完成させる 1時間 

26 
講義内容 障がい児・者生活介護施設における福祉レク支援 準備過程 （グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 グループで作成したレクリエーション支援計画書を確認する 1時間 
復習 準備過程で必要な道具を準備する 1時間 

27 
講義内容 障がい児・者生活介護施設における福祉レク支援 準備過程 （グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 準備過程で必要な道具を準備す 1時間 
復習 準備過程で必要な道具を確認し、必要な物を補う 1時間 

28 
講義内容 障がい児・者生活介護施設における福祉レク支援 展開過程 （グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 支援計画書を確認し、自分の役割、注意するポイントを整理する 1時間 
復習 所属するグループや他のグループの支援について評価する 1時間 

29 
講義内容 障がい児・者生活介護施設における福祉レク支援 展開過程 （グループワーク） 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 支援計画書を確認し、自分の役割、注意するポイントを整理する 1時間 
復習 所属するグループや他のグループの支援の中で活用できるものを整理する 1時間 

30 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

5 
予習 これまで学習した内容を整理し、福祉レクリエーションの課題について考える。 1時間 
復習 これまで学習した内容やレク支援におけるポイントを実習等で活かす 3時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日３限、水曜日３限 質問や意見はメールからも受け付ける。 
研究室 １号館５階５１１  
介護福祉士養成課程指定科目 
予習・復習の時間については、試験前の学習で補填すること。 
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科目名 介護過程Ⅰ（専門展開科目） SWK312 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

原田 欣宏 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位  
講義目標 生活の場で介護がどのように展開されているか、自分が見過ごしてきたことや自然に感じていたことを振り

返り、暮らし方や他者との関わりを考察し可視化することで介護過程の基礎を学ぶ。 
到達目標 1.演習内容をもとに他者の意見を聞き，自分の意見を述べることができる． 

2.生活場面で行われている事象の意味を考察し，文章にまとめることができる． 
3.あらゆる生活場面での介護を展開する理由を他者に説明できる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 課題作成 50％，期末試験 50％ 
総合評価 60％以上を合格とする 

課題に対する

フィードバック 

課題作成は，授業内で解説を行う． 
期末試験後に，問題出題意図を説明する 

使用教材 川廷宗之・永野淳子「アクティブラーニングで学ぶ介護過程ワークブック」みらい（2016年） 

1 
講義内容 オリエンテーション，考える介護のイメージ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書「序章」を読んでおくこと 1.0時間 
復習 生活支援技術Ⅰ（排泄介助）と授業内容の関連を確認する 0.5時間 

2 
講義内容 なぜ「考える介護」を展開するのか（介護過程の意義） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書1章第2節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 生活支援技術Ⅰ（排泄介助）と授業内容の関連を確認する 0.5時間 

3 
講義内容 状況を観察する 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書1章3・4節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 生活支援技術Ⅰ（移動・家事）と授業内容の関連を確認すること 0.5時間 

4 
講義内容 聞き取る・聴き取る・・・他者とのかかわり方を確認する・観察結果に基づく背景と展望の推測 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書1章5・6節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 生活支援技術Ⅰ（コミュニケーション）と授業内容の関連を確認すること 0.5時間 

5 
講義内容 自分のものの見方を確認する・問題解決型の思考過程について 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書1章7・8節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 高齢者の若いころの生活状況と現在のレクリエーション活動を確認する 0.5時間 

6 
講義内容 介護過程全体のプロセス（介護過程の展開） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書2章1節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 介護過程の 7段階について説明できるように，授業内容を振り返る 0.5時間 

7 
講義内容 インテーク＜初めての出会い＞ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書2章2節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 共感，受容と肯定の違いについて説明できるようにまとめる 0.5時間 

8 
講義内容 アセスメント 1＜情報の収集＞ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書2章3節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 言語・非言語コミュニケーションを通して情報収集する理由をまとめる 0.5時間 
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9 
講義内容 アセスメント 2＜情報の統合化＞ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書2章4節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 構成要素間の矢印の方向ごとの関係性について自分の考えをまとめる 0.5時間 

10 
講義内容 アセスメント 3＜課題の分析・明確化＞ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書2章5節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 利用者の要望，希望と必要性について分けて説明する意味をまとめる 0.5時間 

11 
講義内容 介護目標の設定 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書2章6節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 評価可能で具体的に目標を設定するポイントをまとめる 0.5時間 

12 
講義内容 介護計画の立案・実施 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書2章7・8節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 介護計画を実施するために生じる介護者と利用者の思いのずれをまとめる 0.5時間 

13 
講義内容 モニタリング・介護記録の作成 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書2章9節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 モニタリングの必要性について説明ができるようにまとめる 0.5時間 

14 
講義内容 介護計画の評価 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書2章10節を読んでおくこと 1.0時間 
復習 介護計画と介護過程の評価する内容の違いをまとめる 0.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書や配布資料を読み，内容と介護過程の意味を再確認する 1.0時間 
復習 演習全体を振り返り，介護過程を展開する理由をまとめる 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー 火～金昼休み時間，これ以外でもメールにて日程調整の上，随時対応します． 
研究室：1号館5階506研究室 
予習・復習の時間については，試験前の学習で補完すること 
教科書は「介護過程Ⅱ」においても継続使用します． 
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科目名 介護過程Ⅱ（専門展開科目） SWK313 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

原田 欣宏 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位 
講義目標 事例を通して介護の理念とスキルに基づく介護過程の展開方法を理解することができる． 
到達目標 1.事例を通して利用者の希望を把握し，生活課題と支援方法を文章にまとめる考え方を理解ことができる． 

2.情報の分析，解釈，生活課題，計画の作成に関する基本的な考え方を説明することができる． 
3.事例を通して介護福祉士としての理念，価値観，リスクマネジメント，チームケアを実践するための介護過

程を展開する方法を説明することができる． 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 課題作成 50％，期末試験 50％． 総合評価 60％以上を合格とする 
課題に対する

フィードバック 

課題作成は，授業内で解説を行う．期末試験後に，問題出題意図を説明する 

使用教材 川廷宗之・永野淳子「アクティブラーニングで学ぶ介護過程ワークブック」みらい（2016年） 

1 
講義内容 オリエンテーション，介護過程の意義，独居利用者の在宅生活の継続に向けた事例１ 
該当する到達目標 

1 
予習 第3章第1節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 事例における利用者と家族の生活課題についてまとめる 0.5時間 

2 
講義内容 独居利用者の在宅生活の継続に向けた事例２ 
該当する到達目標 

1 
予習 第3章第1節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 誰が読んでもわかりやすい具体的な介護計画に仕上げる． 0.5時間 

3 
講義内容 介護施設から自宅へ外泊する利用者の事例１ 
該当する到達目標 

1 
予習 第3章第2節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 事例における利用者と家族の生活課題についてまとめる． 0.5時間 

4 
講義内容 介護施設から自宅へ外泊する利用者の事例２ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第3章第２節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 利用者の希望を重視した介護計画を立案しまとめること 0.5時間 

5 
講義内容 尊厳を守る介護 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 第4章第１節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 利用者の尊厳を守るためにどのような心構えが必要かまとめる． 0.5時間 

6 
講義内容 価値の問題と介護過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 第4章第2節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 介護過程の評価の段階で行わなければならないことをまとめること． 0.5時間 

7 
講義内容 倫理的葛藤と介護過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 第4章第3節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 倫理的葛藤の向き合い方，解決方法についてまとめること 0.5時間 

8 
講義内容 利用者主体の介護過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 第4章第4節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 他者の性格や好み，こだわりを理解して，適切に説明できるようにまとめる 0.5時間 
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9 
講義内容  個別化の実践と介護過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 第4章第5節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 個別化を実践するうえで気を付けることを説明できるようにまとめる 0.5時間 

10 
講義内容 自立支援に向けた介護過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 第4章第6節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 自己決定の自立を実現するための注意点をまとめる 0.5時間 

11 
講義内容 人権（権利擁護）と介護過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 第4章第7節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 利用者を守るために必要な法律について説明できるようにまとめる 0.5時間 

12 
講義内容 リスクマネジメントと介護過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 第4章第8節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 リスクマネジメントにおいて必要な視点をまとめる． 0.5時間 

13 
講義内容 チームケアの実践と介護過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 第4章第9節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 チームケアを行う上での課題の解決方法を提案できるようにまとめる． 0.5時間 

14 
講義内容 多職種連携と介護過程 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 第4章第10節を読んでおくこと 1.5時間 
復習 多職種連携を行う上での介護福祉士の専門性を説明できるようにまとめる 0.5時間 

15 
講義内容 まとめ，介護過程の展開 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 介護過程の展開方法と注意点をこれまでの授業内容から振り返る 1.5時間 
復習 介護過程の展開を行うために，現在不足していることをまとめる． 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー 火～金昼休み時間，これ以外でもメールにて日程調整の上，随時対応します．  
研究室：1号館5階506研究室 
予習・復習の時間については，試験前の学習で補完すること 
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科目名 介護過程Ⅲ（専門展開科目） SWK314 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

堀口 美奈子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位  
講義目標 介護を必要とする人の「QOL（生活の質、生命の質）」を高めていくためには、介護過程の計画的な実践が欠

かせない。本科目では、介護過程の必要性を理解し、根拠に基づく介護過程を行うことができるよう、他の科

目で学習した知識や技術を統合し、事例から解決すべき生活上の課題を挙げられるようになることを目標と

する。 
到達目標 1．介護過程の全体像について説明できる。 

2．事例について専門的視点を基に情報を収集できる。  
3．収集した情報の分析を行うことができる。 
4．解決すべき生活上の課題を明確にできる。 
5．自分の考えた介護過程について、相手に伝わるよう根拠を示しながら説明できる。 
6．相手の話を聞き、自分の介護過程に関する思考を深めることができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度20％、ミニレポート 40％、定期試験40％ 
課題に対する

フィードバック 

提出を求める事例シートは、適宜コメント等をつけて返却する。質問やフィードバック等は、随時、直接または

メール等にて受け付ける。 
使用教材 教科書はないが、授業で配付する資料やプリントを持参すること。 

1 
講義内容 オリエンテーション、介護過程の意義と目的  
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスの内容を読んで、講義の目標などを理解する 0.5時間 
復習 今後の授業内容を確認し、授業で取ったノートを読み返す 0.5時間 

2 
講義内容 介護過程の理解、介護過程の全体像の理解 
該当する到達目標 

1 
予習 授業で配付する資料を読み、授業内容を把握する 0.5時間 
復習 授業で取ったノートを読み返し、しっかり復習する 0.5時間 

3 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅰ①情報収集 
該当する到達目標 

2,5,6 
予習 授業で配付するレジュメを読み、授業内容を把握する 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

4 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅰ②情報分析 
該当する到達目標 

3,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

5 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅰ③生活上課題抽出・優先順決定 
該当する到達目標 

4,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

6 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅰ④まとめ 
該当する到達目標 

1,5,6 
予習 これまでの演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 自分の書いたものと例示を比べる、資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

7 講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅱ①情報収集 
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該当する到達目標 

2,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

8 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅱ②生活の様子項目A情報分析 
該当する到達目標 

3,5，6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

9 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅱ②生活の様子項目A生活上課題抽出 
該当する到達目標 

4,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

10 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅱ②生活の様子項目B情報分析 
該当する到達目標 

3,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

11 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅱ②生活の様子項目B生活上課題抽出 
該当する到達目標 

4,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

12 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅱ②生活の様子項目C情報分析  
該当する到達目標 

3,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

13 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅱ②生活の様子項目C生活上課題抽出 
該当する到達目標 

4,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

14 
講義内容 「アセスメント」の実際事例Ⅱ②優先順決定・まとめ 
該当する到達目標 

1,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 自分の書いたものと例示を比べる、資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

15 
講義内容 まとめと総論 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 介護過程のアセスメントについて理解できたか自己評価する 0.5時間 
復習 自己評価の結果不十分な所は再度学習する 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜3時限、水曜3時限 
研究室：1号館5階502 
授業は個人WやGWの形態で実施し、まとめたことの発表や振り返りを行う中でクラスメイトとともに介護過程を展

開する力を育てることを目指しているため、出席することが大切になる。 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 介護過程Ⅳ（専門展開科目） SWK315 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

堀口 美奈子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位  
講義目標 介護を必要とする人の「QOL（生活の質、生命の質）」を高めていくためには、介護過程の計画的な実践が欠

かせない。本科目では、事例を通して介護過程の展開過程（アセスメント、介護計画の作成、実施、評価）を

学び、根拠に基づく介護実践を提供できる能力を身につけることを目標にする。 
到達目標 1．介護過程の展開過程を具体的に説明できる。 

2．事例について専門的視点を基にアセスメントを行える。  
3．解決すべき生活上の課題を明確にできる。 
4．根拠に基づく介護計画を立案し、実施や評価について説明できる。 
5．自分の考えた介護過程について、相手に伝わるよう根拠を示しながら説明できる。 
6．相手の話を聞き、自分の介護過程に関する思考を深めることができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度20％、ミニレポート 40％、定期試験40％ 
課題に対する

フィードバック 

提出を求める事例シートは、適宜コメント等をつけて返却する。質問やフィードバック等は、随時、直接または

メール等にて受け付ける。 
使用教材 教科書はないが、授業で配付する資料やプリントを持参すること。 

1 
講義内容 オリエンテーション、介護過程Ⅲ振り返り  
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスの内容を読んで、講義の目標などを理解する 0.5時間 
復習 今後の授業内容を確認し、授業で取ったノートを読み返す 0.5時間 

2 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅰ①情報収集 
該当する到達目標 

2,5,6 
予習 授業で配付する資料を読み、授業内容を把握する 0.5時間 
復習 授業で取ったノートを読み返し、しっかり復習する 0.5時間 

3 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅰ②情報分析 
該当する到達目標 

2,5,6 
予習 授業で配付するレジュメを読み、授業内容を把握する 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

4 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅰ③分析検討 
該当する到達目標 

2,3,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 自分の書いたものと例示を比べる、資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

5 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅰ④計画作成 
該当する到達目標 

4,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

6 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅰ⑤計画検討 
該当する到達目標 

4,5,6 
予習 これまでの演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

7 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅰ⑥実施・評価 
該当する到達目標 予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
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1,4,5,6 復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

8 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅰ⑦まとめ 
該当する到達目標 

1,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 自分の書いたものと例示を比べる、資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

9 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅱ①情報収集 
該当する到達目標 

2,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

10 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅱ②情報分析 
該当する到達目標 

2,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

11 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅱ③分析検討 
該当する到達目標 

2,3,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 自分の書いたものと例示を比べる、資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

12 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅱ④計画作成 
該当する到達目標 

4,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

13 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅱ⑤計画検討 
該当する到達目標 

4,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

14 
講義内容 「介護過程の実践的展開」事例Ⅱ⑥実施・評価 
該当する到達目標 

1,4,5,6 
予習 今週の演習テーマに関する自分の考えをまとめておく 0.5時間 
復習 資料内容の確認、関連事項等の情報サーチ 0.5時間 

15 
講義内容 まとめと総論 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 介護過程の一連の思考過程について理解できたか自己評価する 0.5時間 
復習 自己評価の結果不十分な所は再度学習する 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜3時限、水曜3時限 
研究室：1号館5階502 
授業は個人WやGWの形態で実施し、まとめたことの発表や振り返りを行う中でクラスメイトとともに介護過程を展

開する力を育てることを目指しているため、出席することが大切になる。 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 介護過程Ⅴ（専門展開科目） SWK316 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

原田 欣宏 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位 
講義目標 実習の経験を踏まえて、専門職として実践的な｢介護過程の展開」とは何かを理解し、必要なスキルを身につ

ける。他職種との連携における介護福祉士の役割を自覚する 
到達目標 1.アセスメントに基づいた介護過程の展開方法を説明することができる． 

2.本人からの情報だけではなく，家族，他職種との連携を，ニーズの把握することができる， 
3.介護過程とチームアプローチの実際と実践方法を説明することができる 
4.本人、家族の意向をふまえながら立案する介護計画の課題について理解することができる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 課題作成 50％，期末試験 50％ 
総合評価 60％以上を合格とする 

課題に対する

フィードバック 

課題作成は，授業内で解説を行う． 
期末試験後に，問題出題意図を説明する 

使用教材 授業内にプリントを配布する 

1 

講義内容 オリエンテーション・介護過程とチームアプローチの実際とはなにか 
該当する到達目標 

1 
予習 介護過程Ⅲ・Ⅳまでの授業内容を読み返す 0.5時間 
復習 他の教科で学んだ「多職種連携」「チームアプローチ」に関することと，授業内容

を整理する 
0.5時間 

2 
講義内容 事例①「医療ニーズのある独居男性への支援」アセスメント 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 高血圧に関するケアの方法について確認すること 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえてアセスメントの内容を整理する 0.5時間 

3 
講義内容 事例①「医療ニーズのある独居男性への支援」情報の統合・分析・解釈 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 住宅改修に関する情報を事前に確認すること 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえて情報の統合・分析・解釈の文章を整理すること 0.5時間 

4 
講義内容 事例①「医療ニーズのある独居男性への支援」目標・サービス内容 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 脳梗塞後遺症に対する生活リハビリの方法を確認すること 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえて目標・サービス内容の文章を整理すること 0.5時間 

5 
講義内容 事例②「老健退所後の意欲を喚起する支援」アセスメント 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 老人保健施設で実施可能なケア内容を確認すること 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえてアセスメントの内容を整理する 0.5時間 

6 
講義内容 事例②「老健退所後の意欲を喚起する支援」情報の統合・分析・解釈 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 短下肢装具を利用する人のケアについて確認すること 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえて情報の統合・分析・解釈の文章を整理すること 0.5時間 

7 
講義内容 事例②「老健退所後の意欲を喚起する支援」目標・サービス内容 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 興味関心のあることに取り組むための環境整備について情報を確認すること 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえて目標・サービス内容の文章を整理すること 0.5時間 
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8 
講義内容 事例③「在宅復帰のための本人と家族への支援」アセスメント 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 排泄に関する医療介護両面のケアについて確認すること 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえてアセスメントの内容を整理する 0.5時間 

9 
講義内容 事例③「在宅復帰のための本人と家族への支援」情報の統合・分析・解釈 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 施設の生活環境を整える方法について確認する 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえて情報の統合・分析・解釈の文章を整理すること 0.5時間 

10 
講義内容 事例③「在宅復帰のための本人と家族への支援」目標・サービス内容 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 在宅に向けた生活動作の支援方法を確認する 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえて目標・サービス内容の文章を整理すること 0.5時間 

11 
講義内容 事例④「帰宅願望への支援」アセスメント 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 転倒防止に向けた生活環境の整備方法について確認すること 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえてアセスメントの内容を整理する 0.5時間 

12 
講義内容 事例④「帰宅願望への支援」統合・分析・解釈 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 脳梗塞後遺症と大腸がんの医学的管理について確認すること 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえて情報の統合・分析・解釈の文章を整理すること 0.5時間 

13 
講義内容 事例④「帰宅願望への支援」目標・サービス内容 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 本人と介護者の意向にずれがあるときの支援について整理する 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえて目標・サービス内容の文章を整理すること 0.5時間 

14 
講義内容 まとめ①アセスメントの実際 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 事例①～④において検討したアセスメントで残された課題を整理する 0.5時間 
復習 授業での議論を踏まえてアセスメントを実践するときのポイントを整理する 0.5時間 

15 
講義内容 まとめ②統合・分析・解釈の実際 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 事例①～④において検討した情報の統合・分析・解釈で残された課題を整理する 0.5時間 
復習 利用者ニーズと現実の生活を統合するポイントを整理する 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー 火~金昼休み時間，これ以外の時間もメールなどで事前調整のうえ可能な限り対応します． 
研究室：1号館5階506研究室 
予習・復習の時間については，試験前の学習で補完すること 
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科目名 介護総合演習Ⅰ（専門展開科目） SWA305 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼記代、渡邊洋子、原田欣宏、堀口美奈子 
 学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位  

講義目標 介護実習Ⅰにむけて必要な技術と知識を修得する。また、介護福祉士になるために必要な自己の課題を明

確にし、自分で学ぶ力を培う。実習の教育効果を上げるため、介護実習前の介護技術の確認や施設等のオ

リエンテーションなど、実習に必要な知識や技術、介護過程の展開の能力等について、個別の学習到達状況

に応じた総合的な学修とする。介護総合演習については、実習と組み合わせての学修とする。 
到達目標 1.基本的な介護の知識・技術・倫理が、具体的な介護につながる過程を説明できる。 

2.介護実習Ⅰの目的や目標を理解し、実習で学ぶことを具体的に説明できる。 
3.記録等の書き方や作成の方法を説明できる。 
4.自己の課題を明確にし、基本的なコミュニケーションについて説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 学習態度 40％（授業中、グループ演習時の態度） 
課題の理解度 30％（授業時の演習、課題に対しての理解度） 
提出物 30％（個人票、誓約書など必要書類の内容及び提出状況） 

課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメントを付けて返却する。 
定期試験の前に出題の範囲や意図を説明する。 

使用教材 実習の手引き、配布資料 

1 
講義内容 ガイダンス、実習全体の理解 
該当する到達目標 

1,2 
予習 介護福祉士の専門性について確認する。 1時間 
復習 当日の講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法を確認する。 1時間 

2 
講義内容 介護実習施設の機能及び役割 ①高齢者入所施設の法的位置づけ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 高齢者の入所施設について調べる。 1時間 
復習 授業の内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

3 
講義内容 介護実習施設の機能及び役割 ②居宅サービス法的位置づけ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 高齢者の居宅サービスについて調べる。 1時間 
復習 授業の内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

4 
講義内容 介護実習施設の機能及び役割 ③障害者サービス法的位置づけ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 障害者の制度について調べる。 １時間 
復習 授業の内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

5 
講義内容 介護実習施設の利用者の身体的・精神的・社会的特徴の理解 ① 入所施設編 
該当する到達目標 

1,2 
予習 高齢者入所施設の利用者の事例について調べる 1時間 
復習 授業の内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

6 
講義内容 介護実習施設の利用者の身体的・精神的・社会的特徴の理解 ② 居宅サービス編 
該当する到達目標 

1,2 
予習 高齢者の居宅サービスを調べ、利用者の事例を調べる 1時間 
復習 授業の内容を復習し、理解する。よく理解できなかった内容を調べる。 1時間 

7 講義内容 障害をもつ利用者とのコミュニケーションの方法（認知症高齢者含む） 
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該当する到達目標 

1,2 
予習 高齢者やしゅお会社の病気や障害の特徴について確認する。 1時間 
復習 授業の内容を復習し、理解する。自分のコミュニケーションの方法を振り返る。 1時間 

8 
講義内容 他者理解と自己覚知 
該当する到達目標 

4 
予習 相談援助の基盤と専門職Ⅰで学習した他者理解と自己理解の方法を確認する 1時間 
復習 授業の内容を復習し、理解する。自己覚知のシートを完成する。 1.5時間 

9 
講義内容 介護実習Ⅰの目標、課題の明確化 ①提出書類の作成方法 
該当する到達目標 

3,4 
予習 実習の手引きから介護実習の位置づけを確認する。 1時間 
復習 個人票（目標作成含む）の下書きを完成する。 1.5時間 

10 
講義内容 介護実習Ⅰの目標、課題の明確化 ②提出書類の作成 （個別指導）  
該当する到達目標 

3,4 
予習 実習の手引きから記録用の書類について確認する。 1時間 
復習 個人票（目標作成含む）のを完成する。 1時間 

11 
講義内容 介護実習Ⅰの目標、課題の明確化 ③提出書類の作成 （個別指導）  
該当する到達目標 

3,4 
予習 自己の課題を明確化する 1時間 
復習 個人票・誓約書等を実習指導室に提出する。必要に応じて担当教員と面談する。 1時間 

12 
講義内容 実習記録の意義と記載方法の理解 ①日誌の書き方、目標の立て方 
該当する到達目標 

3,4 
予習 相談援助の基盤と専門職Ⅰで学んだ記録の書き方を確認する。 1時間 
復習 実習記録の書き方を学習するために、日常の１日の記録を作成する 2時間 

13 
講義内容 実習記録の意義と記載方法の理解 ②プロセスレコードの書き方 
該当する到達目標 

3,4 
予習 異和感のあった過去の事例を確認する。 １時間 
復習 異和感を感じた事例をプロセスレコードに沿って記述して、考察する。 1.5時間 

14 
講義内容 その他の記録類の意義と記載方法及び諸手続きの方法の理解  
該当する到達目標 

3 
予習 実習の手引きを一読する 1時間 
復習 実習の手引きを確認する。実習施設で事前オリエンテーションを受ける 2.5時間 

15 
講義内容 実習ガイダンス 
該当する到達目標 

1,2 
予習 事前オリエンテーションの内容を教員に報告する。実習内容を確認する。 1時間 
復習 実習の手引きを読み、提出用書類について確認する。 1時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日３限、水曜日３限  
質問や意見はメールからも受け付ける。 
介護福祉士養成課程指定科目 
予習・復習の時間については、試験前の学習で補填すること。 
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科目名 介護総合演習Ⅱ（専門展開科目） SWK318 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼記代、渡邊洋子、原田欣宏、堀口美奈子 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位  
講義目標 利用者個別のニーズを理解できる能力をつけるための学修を行う。そのためにアセスメントの実施方法につ

いて学ぶ。また、介護実習Ⅰの学びを振り返り、次の実習に向けて介護実習前の介護技術の確認や実習後

の事例報告会または実習期間中に学生が養成施設等において学習する日を計画的に設けるなど、実習に

必要な知識や技術、介護過程の展開の能力等について、個別の学習到達状況に応じた総合的な学修とす

る。 
到達目標 1.利用者やスタッフとのコミュニケーションをより深化したものになるように、ニーズの把握に必要な知識を身

に付けることができる 
2.介護過程の展開をふまえた記録の作成について理解することができる 
3.アセスメント用紙の基本的な使い方や意味について理解することができる 
4.介護実習Ⅱにおける講義目標を理解することができる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 学習態度 40％（授業中、グループ演習時の態度）、課題の理解度 30％（授業時の演習、課題に対しての

理解度）、提出物 30％（個人票、誓約書など必要書類の内容及び提出状況） 
課題に対する

フィードバック 

課題の意図は提出前に説明する．提出物に関する書き方の指導を行ったうえで提出を求める． 

使用教材 介護実習の手引き 

1 
講義内容 介護実習Ⅰのまとめ①日誌 
該当する到達目標 

1 
予習 介護実習Ⅰで作成した課題を読み返す 0.5時間 
復習 授業で考えた日誌から報告書に記載する項目について検討する 0.5時間 

2 

講義内容 介護実習Ⅰのまとめ②プロセスレコード 
該当する到達目標 

1 
予習 介護実習Ⅰで考えたプロセスレコードについて説明することを準備する 0.5時間 
復習 授業で考えたプロセスレコードからの学びから報告書に記載する内容を検討す

る 
0.5時間 

3 
講義内容 介護実習Ⅰのまとめ③評価票 
該当する到達目標 

1 
予習 介護実習Ⅰで学んだことについて報告書に記載する内容を検討する 0.5時間 
復習 授業で考えた評価票からの指摘を受けて報告書に記載する内容を検討する 0.5時間 

4 
講義内容 介護実習Ⅰのまとめ④報告書 
該当する到達目標 

1 
予習 報告書を作成する 2.0時間 
復習 授業中に指摘を受けた個所を修正する 2.0時間 

5 
講義内容 介護実習施設の機能及び役割、法的位置づけの理解 ①高齢者施設 
該当する到達目標 

1 
予習 他の授業で学んだ内容を調べておく 0.5時間 
復習 実習施設で働いている職員の役割をまとめる 時間 

6 
講義内容 介護実習施設の機能及び役割、法的位置づけの理解 ②障害者施設 
該当する到達目標 予習 他の事業で学んだ内容を調べておく 0.5時間 
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1 復習 実習施設で働いている職員の役割をまとめる 0.5時間 

7 
講義内容 具体的な介護過程の展開 ①食事 
該当する到達目標 

2 
予習 生活支援技術の該当箇所について読んでおく 0.5時間 
復習 介護を行う上で関係する職員の役割をまとめる 0.5時間 

8 
講義内容 具体的な介護過程の展開 ②排泄 
該当する到達目標 

2 
予習 生活支援技術の該当箇所について読んでおく 0.5時間 
復習 介護を行う上で関係する職員の役割をまとめる 0.5時間 

9 
講義内容 介護実習Ⅱの目標、課題の明確化① 
該当する到達目標 

4 
予習 個人票など，提出物を作成する 0.5時間 
復習 指導によって修正個所を考え直す 0.5時間 

10 
講義内容 介護実習Ⅱの目標、課題の明確化② 
該当する到達目標 

4 
予習 個人票など，提出物を作成する 0.5時間 
復習 指導によって修正個所を考え直す 0.5時間 

11 
講義内容 具体的な介護過程の展開 ③入浴 
該当する到達目標 

2 
予習 生活支援技術の該当箇所について読んでおく 0.5時間 
復習 介護を行う上で関係する職員の役割をまとめる 0.5時間 

12 
講義内容 具体的な介護過程の展開 ④移動 
該当する到達目標 

2 
予習 生活支援技術の該当箇所について読んでおく 0.5時間 
復習 介護を行う上で関係する職員の役割をまとめる 0.5時間 

13 
講義内容 実習中の対応困難の場面討議 ①認知症ケア 
該当する到達目標 

3 
予習 認知症ケアについて，ほかの科目で学んだことを見直す 0.5時間 
復習 実際にどのような声かけを行うか，考えてまとめる 0.5時間 

14 

講義内容 実習中の対応困難の場面討議 ②寝たきり 
該当する到達目標 

3 
予習 脳梗塞後遺症，糖尿病に関するケアの注意点を他の教科で学んだことを確認す

る 
0.5時間 

復習 実際にどのような声かけを行うべきか，考えてまとめる 0.5時間 

15 
講義内容 実習直前ガイダンス 
該当する到達目標 

4 
予習 実習先として配属された事業所の概要を実習指導室などにある資料で確認する 0.5時間 
復習 実習で行う課題について確認し，必要な資料と教科書を準備しておく 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー （原田）火～金 昼休み時間，これ以外の時間はメールなどで事前に調整すること． 
介護福祉士養成課程指定科目 
予習・復習の時間については、試験前の学習で補填すること 
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科目名 介護総合演習Ⅲ（専門展開科目） SWK319 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼記代、渡邊洋子、原田欣宏、堀口美奈子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位  
講義目標 学生が養成施設等で学習する機会を、介護実習Ⅱの期間中に備えることで、効率的な振返りを可能にする。 

一連の介護過程から、利用者のニーズを把握し、個別援助計画（介護計画）を立案するための知識と技術を

習得する。 
介護実習Ⅲにおける事前の知識及び技術の確認、施設等へのオリエンテーション、介護過程の展開を総合

的に習得する。 
到達目標 1.介護実習を通し、利用者特性を理解した上で、ニーズの差異を説明できる。 

2.介護実習を通し、個々の利用者に応じた介護方法を説明できる。 
3.様々な介護場面を通して、個々の利用者に応じた介護方法、 
4.様々な介護場面を通して、利用者のニーズに沿った資源及び福祉用具の活用を説明できる。 
5.様々な介護場面を通して、利用者のニーズに沿った他職種連携を説明できる。 
6.個々の利用者に応じた個別援助計画（介護計画）立案、実施、評価できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 学習態度 40％（グループ演習や授業への参加度）・課題の理解度 30％（授業時の演習、課題に対しての理

解度）・提出物30％（個人票・誓約書など必要書類の内容及び提出状況） 
課題に対する

フィードバック 

介護実習Ⅱにおいて、施設評価及び自己評価をもとに、面談し、個々の学生の課題を抽出する 
介護実習Ⅲの事前指導において、個々の学生の興味や課題を踏まえ、目標や課題を明確化する 
演習において、提出された宿題にはコメント後に返却し、授業を通して、内容を共有する 
演習におけるグループ討議を通して、多角的な思考を促すよう対応する 

使用教材 実習の手引き、レジュメ及び資料を配布する 

1 
講義内容 帰校日指導 
該当する到達目標 

1,2 
予習 利用者特性を理解した上でニーズの差異や、個々に応じた介護方法を理解する 0.5時間 
復習 実習日誌及び課題の習熟度を補完する 1時間 

2 
講義内容 介護実習Ⅱまとめ① 
該当する到達目標 

1,2 
予習 グループ討議から、利用者特性やニーズの差異を学ぶ 0.5時間 
復習 利用者特性を理解した上でニーズの差異や、個々に応じた介護方法を理解する 1時間 

3 
講義内容 介護実習Ⅱまとめ② 
該当する到達目標 

1,2 
予習 プロセスレコードから、利用者特性、ニーズの差異や抽出方法を学ぶ 0.5時間 
復習 利用者特性を理解した上でニーズの差異や、個々に応じた介護方法を理解する 1時間 

4 
講義内容 介護実習Ⅱまとめ③ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 プロセスレコードから、利用者特性、ニーズの差異や抽出方法を学ぶ 0.5時間 
復習 利用者特性を理解した上でニーズの差異や、個々に応じた介護方法を理解する 1時間 

5 
講義内容 介護実習Ⅱまとめ④評価フィードバック 
該当する到達目標 

1,2 
予習 施設評価及び自己評価を踏まえ、介護実習Ⅱをフィードバックする 0.5時間 
復習 介護実習Ⅱをフィードバックし、自己覚知及び課題を理解する 1時間 
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6 
講義内容 個別援助計画の考え方①介護計画におけるアセスメントの必要性と概要 
該当する到達目標 

3,4,5,6 
予習 実習手引き及び自身の実習ファイルを精読する 0.5時間 
復習 介護計画におけるアセスメントの必要性と概要を理解できる 1時間 

7 
講義内容 個別援助計画の考え方②介護計画におけるアセスメントのプロセスと実際 
該当する到達目標 

3,4,5,6 
予習 レジュメ及び資料を精読する・宿題に取り組む 0.5時間 
復習 介護計画におけるアセスメントのプロセスと実際を理解する 1時間 

8 
講義内容 介護計画におけるアセスメント演習①情報の解釈と統合 
該当する到達目標 

3,4,5,6 
予習 レジュメ及び資料を精読する・宿題に取り組む 0.5時間 
復習 介護計画における情報の解釈と統合を理解する 1時間 

9 
講義内容 介護計画におけるアセスメント演習②情報の解釈と統合 
該当する到達目標 

3,4,5,6 
予習 レジュメ及び資料を精読する 0.5時間 
復習 介護計画における情報の解釈と統合を理解する 1時間 

10 
講義内容 介護実習Ⅲ事前指導①個人目標及び課題の抽出 
該当する到達目標 

1,2 
予習 介護実習Ⅱにおける課題を踏まえ、介護実習Ⅲの目標を抽出する 0.5時間 
復習 介護実習Ⅲにおける個人目標及び課題を抽出する 1時間 

11 
講義内容 介護実習Ⅲ事前指導②個人目標及び課題の明確化 
該当する到達目標 

1,2 
予習 介護実習Ⅱにおける課題を踏まえ、介護実習Ⅲの目標を明確化する 0.5時間 
復習 介護実習Ⅲにおける個人目標及び課題を明確化する 1時間 

12 
講義内容 介護計画におけるアセスメント演習③生活課題及び目標設定の試み 
該当する到達目標 

3,4,5,6 
予習 既存の事例を精読する 0.5時間 
復習 介護計画における生活課題及び目標設定の試みを理解する 1時間 

13 
講義内容 介護計画におけるアセスメント演習④生活課題及び目標設定の特定 
該当する到達目標 

3,4,5,6 
予習 既存の事例を精読する 0.5時間 
復習 介護計画における生活課題及び目標設定の特定を理解する 1時間 

14 
講義内容 介護計画におけるアセスメント演習⑤発表及び総括 
該当する到達目標 

3,4,5,6 
予習 既存の事例を精読する 0.5時間 
復習 介護計画における様々な生活課題及び目標設定から、多角的な視点を理解する 1時間 

15 
講義内容 介護実習Ⅲ直前ガイダンス 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習  0.5時間 
復習  1時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜2時限（重複を避けて時間を確保するために、メール等で、ご予約ください。） 
研究室：1号館5階505   
予習や復習は、試験前の学習で補完してください。 
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科目名 介護総合演習Ⅳ（専門展開科目） SKW320 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼記代、渡邊洋子、原田欣宏、堀口美奈子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位  
講義目標 将来、幅広く福祉の分野で活躍できる専門職になるためには、学内での学習と介護実習における学びを総

合的に振り返り、主体的に考え介護福祉を実践できる力の獲得が求められる。そこで本科目では、介護実習

Ⅲの実習期間中に学生が学内で学習する日を設け、振り返りながら効果的な実習を行い、介護計画につい

て理解を深める。また、介護実習で展開した介護実践を客観的に振り返り、自己の介護観を養うとともに、学

習効果を総合的にまとめて発表することで介護福祉に関する研究姿勢を学ぶことを目標とする。 
到達目標 1．利用者の状況に応じた介護福祉士としての関わりを思考できる。 

2．自分の学びを整理し、理論に結び付けて説明することができる。 
3．他者の学びについて理解し、自分の体験と比較検討することができる。 
4．自分の考えや学びの結果について、他者に分かりやすく説明できる。 
5．学びを分析し、福祉実践における今後の課題を見いだすことができる。 
6．これまでの学びと自己評価から、自己の介護観を明確にすることができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 学習態度（グループ演習や授業への貢献度）30％、課題の理解度（演習・課題に対する理解度）30％、提出

物（レポート等の提出状況）40％ 
課題に対する

フィードバック 

フィードバックや質問等は、随時、メールまたは直接行う。介護事例検討発表会での報告レジュメ、実習の集

大成として作成される実習報告書は、冊子印刷後、全員に配布される。 
使用教材 学科が作成した「介護実習の手引き」、「介護実習記録」 

1 
講義内容 帰校日指導 
該当する到達目標 

1,2, 3,4 
予習 介護実習Ⅲで作成した介護計画や実習記録等を整理する 0.5時間 
復習 演習内容の確認、介護計画・記録の書き方等の見直し 0.5時間 

2 
講義内容 介護実習Ⅲまとめ①（グループワークその 1） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する 0.5時間 
復習 演習内容の確認 0.5時間 

3 
講義内容 介護実習Ⅲまとめ②（グループワークその 2、面談その 1） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する 0.5時間 
復習 演習内容の確認 0.5時間 

4 
講義内容 介護実習Ⅲプロセスレコード①（グループワークその 1、面談その 2） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する 0.5時間 
復習 演習内容の確認、全体討議後の要点をまとめておく 0.5時間 

5 
講義内容 介護実習Ⅲプロセスレコード②（グループワークその 2、面談その 3） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5 
予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する 0.5時間 
復習 演習内容の確認、全体討議後の要点をまとめておく 0.5時間 

6 
講義内容 事例研究の方法 
該当する到達目標 予習 次回の授業に関する指示を受けているため、指示内容を確認して予習する 0.5時間 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

282 
 

1,2,4,5 復習 演習内容の確認、関連事項等のサーチ、事例研究の検討 0.5時間 

7 
講義内容 事例研究①（介護実習事例に基づく研究その 1） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 自分の研究内容について詳細をつめる 0.5時間 
復習 演習内容の確認、授業を踏まえた研究内容の見直し 0.5時間 

8 
講義内容 事例研究②（介護実習事例に基づく研究その 2） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 自分の研究内容について詳細をつめる 0.5時間 
復習 演習内容の確認、授業を踏まえた研究内容の見直し 0.5時間 

9 
講義内容 事例研究③（介護実習事例に基づく研究その 3） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 自分の研究内容について詳細をつめる 0.5時間 
復習 演習内容の確認、授業を踏まえた研究内容の見直し 0.5時間 

10 
講義内容 事例研究④（介護実習事例に基づく研究その 4） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 自分の研究内容について詳細をつめる 0.5時間 
復習 演習内容の確認、授業を踏まえた研究内容の見直し 0.5時間 

11 
講義内容 事例研究⑤（介護実習事例に基づく研究その 5） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 自分の研究内容について詳細をつめる 0.5時間 
復習 演習内容の確認、授業を踏まえた研究内容の見直し 0.5時間 

12 
講義内容 事例研究⑥（介護実習事例に基づく研究その 6） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 自分の研究内容について詳細をつめる 0.5時間 
復習 演習内容の確認、授業を踏まえた研究内容の見直し 0.5時間 

13 
講義内容 事例研究⑦（介護実習事例に基づく研究その 7）および事例研究発表準備 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 自分の研究内容について詳細をつめる、自分の発表方法を検討する 0.5時間 
復習 演習内容の確認、授業を踏まえた研究内容、発表方法の見直し 0.5時間 

14 
講義内容 「介護事例検討発表会」①（事例研究内容の発表その 1） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 自分でまとめた事例について目を通しておく 0.5時間 
復習 演習内容の確認、振り返り 0.5時間 

15 
講義内容 「介護事例検討発表会」②（事例研究内容の発表その 2） 
該当する到達目標 

1,2, 3,4,5,6 
予習 自分でまとめた事例について目を通しておく 0.5時間 
復習 演習内容の確認、振り返り 0.5時間 

備

考 

各担当教員のオフィスアワー、メールアドレス、研究室の一覧は授業早期に配布する。 
予習・復習についての時間は参考程度であり、最終的に単位修得に必要な時間との差異は、各自で補完すること。 
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科目名 介護実習Ⅰ（専門展開科目） SWK321 実習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼記代、渡邊洋子、原田欣宏、堀口美奈子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 実習をとおして施設の概要や利用者の特性、職員の役割、介護福祉の専門性、記録類の意義について学修

する。また、実際の体験から見えた自己の特性や課題について理解する。 
到達目標 1.施設や事業所の概要と特徴、介護職員の役割を説明できる。 

2.利用者の生活環境や特性について説明できる。 
3.利用者とコミュニケーションを積極的に図ることができる。 
4.介護福祉士に必要な技術（コミュニケーション、介助）を実施できる。 
5.毎日の実習を振り返り、自己の課題や介護観を明確にすることができる。 
6.１日の出来事を実習日誌等にまとめ、考察することができる。記録の意義を説明することができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓ 学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 実習課題 40％（日誌、レポートなどの記録） 介護実習評価票 40％（施設からの評価票） 
教員評価 20％（手引きの「1．目的、2．目標、3．具体的目標と内容」に関する巡回指導時の口頭報告内容 

課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメントを付けて返却する。 

使用教材 実習の手引き 
講義内容 実習時間数96時間の中で以下のことを学修する。 

１ 実習指導者により立案された実習計画や実習のあり方の理解 
２ 施設・事業所の沿革、事業内容、利用者の特性、施設内の職員配置の理解 
３ 介護職員の業務内容と、他職種の役割に関する理解 
４ 生活スペース・建物の構造等の物的環境と利用者間、職員との人的環境の理解 
５ 利用者の一日の生活リズムの理解 
６ 信頼関係を築くためのコミュニケーション技術の理解 
７ 介護技術や介助方法の理解 
８ 自己の介護観の構築 
予習 実習先のオリエンテーションに向けて，パンフレット等を用いて準備を行う． 

事業所の環境や人的な環境の在り方について確認する 
介護福祉士の専門性について確認する 
記録の様式や記述方法を確認する 

8時間 

復習 実習計画を確認し，実習期間の行動を確認する 
実習中に把握した職員の業務内容や，多職種の役割について記録整理する． 
事業所の環境や人的な環境にどのような意味があるか考察する 
実習中に把握した利用者の一日の生活を考察する 

8時間 

備考 質問などは実習巡回指導時のほか，メールなどを活用して行う． 
詳細は直前ガイダンスにて説明する． 
介護福祉士養成課程指定科目  
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科目名 介護実習Ⅱ（専門展開科目） SWK322 実習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼記代，渡邊洋子，原田欣宏，堀口美奈子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 4単位  
講義目標 利用者の障害のレベルによるニーズの違い、利用者の特性を理解し、個々に応じた援助技術を修得する。 
到達目標 1.実習施設の環境や概況を理解する。 

2.介護職員の 1日の業務内容や実習施設の社会的役割について理解する。 
3.利用者と積極的に交流を図り、コミュニケーション技術を修得する。 
4.高齢者や障害（児）者の特徴を理解した上で、個々に応じた介護技術を修得する。 
5.利用者のニーズを把握するためのアセスメントについて理解する。 
6.障害者の自立支援と社会資源の活用について理解する。 
7.介護職員間及び他の専門職種との連携について理解する。 
8.設における記録の実際について学び、記録の意義について理解する。 
9.介護者のあり方及び自己の学習課題を理解する。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓ 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 ①実習課題（日誌、レポートなどの記録） 40％，②介護実習評価票（施設からの評価票） 30％，③教員評価

（手引きの「1．目的、2．目標、3．具体的目標と内容」に関する巡回指導時の口頭報告内容 40％， 
合計60％以上で単位認定を行う 

課題に対する

フィードバック 

介護総合演習Ⅲの授業内で実習を振り返りながら口頭指導を行う． 

使用教材 介護実習の手引き 
講義内容 実習期間は 22日間（176時間）として実施する． 

到達目標に向けて，実習施設の実習指導者によって立案される実習計画により、以下の点を実施する。 
1）施設種別の特性や周辺環境を理解する 
2）利用者の施設での生活の理解、介護職員の業務と役割、施設の社会的役割、家族や家族会への対応につ

いて学ぶ 
3）利用者の話への傾聴、表情や仕草の観察からニーズの把握、利用者の個性の違いの理解と、聴覚障害、

視覚障害、運動障害等のある利用者とのコミュニケーション技術を修得する 
4）利用者の障害の程度に応じた環境整備の理解と援助技術の修得を学ぶ 
5）利用者の身体的状態、利用者の心理的状況、社会的環境・関係の把握する方法を学ぶ 
6）障害者の自立への過程や発達保障の視点と人権尊重、自立支援、地域ボランティア、自立生活福祉用具

の給付や貸与の制度について理解する 
7）介護職員間及び他の専門職種との連携を理解する 
予習 介護総合演習Ⅱおよび関連科目を参考に，実習中の疑問点を見直す 期間中適宜 
復習 日誌に記載しながら，不明な点を教科書などで確認する． 期間中適宜 

備考 質問などは実習巡回指導時のほか，メールなどを活用して行う．詳細は直前ガイダンスにて説明する． 
介護福祉士養成課程指定科目  

 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

285 
 

 
科目名 介護実習Ⅲ（専門展開科目） SWK323 実習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼記代、渡邊洋子、原田欣宏、堀口美奈子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 4単位  
講義目標 介護実習を通して、知識と技術について具体的かつ実際的に理解し、実践的な技術等を体得する。 

国家資格に求められる資質、技能、倫理、自己課題等、総合的に対応できる能力を身につける。 
到達目標 関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解する。指定施設において実習を行

う。担当教員は巡回指導等を通して、学生と実習先との連絡調整を行い実習中に個別指導を十分に行う。介

護実習を通して、個々の利用者にどのような介護が求められているか、理解を深める。また介護福祉学に関

わる知識と技術を、具体的かつ実際的に理解する。さらに実践的な技術等を体得し、介護福祉士として求めら

れる資質や倫理、自己課題等、総合的に対応できる能力を修得する。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 

✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 開講時に指示する。（例年、実習担当者から届く評価表、実習中の巡回教員による所見、実習後に提出する学

生の報告書や自己評価を参考に評価している） 
課題に対する

フィードバック 

実習の手引きと個人で作成したノートを提出期限内に提出した学生には、授業担当者からのコメントを付して

返却する。実習報告会に向けて作成した資料は資料集として当日配布を予定している。 
使用教材 学科作成の実習の手引き 
講義内容 上記の到達目標に向けて、実習先に 24日間（192時間）通い、実習を行う． 

１ 利用者やその関係者（家族・親族・友人）等、施設・事業者・機関・団体等の職員等との基本的なコミュニケ

ーションをはじめとする円滑な人間関係を形成する 
２ 利用者やその関係者（家族・親族・友人）等との援助関係を形成する 
３ 利用者やその関係者（家族・親族・友人）等への権利擁護及び介護計画の立案及び実施、評価を実践する 
４ 多職種が連携することで利用者を、多角的に援助するチ－ムアプローチの実際を理解する 
５ 介護福祉士としての職業倫理、施設・職員の就業規定など、組織の一員としての役割と責任を理解する 
６ 施設・事業者・機関・団体等の運営やサービス提供のしくみや管理の実際を理解する 
７ 当該実習先が、地域社会における施設・事業者・機関・団体等としての役割を理解する 
８ 当該実習先が、地域社会へ働きかけるアウトリーチ、ネットワーク、社会資源の活用等を、具体的に理解

する 
予習 実習先に関する予習、実習指導で準備した資料の確認 期間中適宜 
復習 実習先で学んだことの再確認、現場で得た実体験のまとめ、報告会用資料準備 期間中適宜 

備

考 

予習、復習に必要な時間は特に明記しないが、実習期間中は現場に入る前に必ず教わったことや調べたことをチェ

ックし、帰宅後は必ず思い出して指示されたことや教わったことを書き出すなどの行為が必要である。 
また、報告会を実施するので、実習期間中から資料の作成に着手することを勧める。 
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科目名 医療的ケア論Ⅰ（専門展開科目） SWK324 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

渡邊 洋子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 医療的ケアに関連する法制度や倫理、関連職種の役割、救急蘇生法、感染予防及び健康状態の把握などを

習得する。喀痰吸引に必要な人体の構造と機能、急変状態に対応するための基礎知識を習得する。また吸

引をうける利用者や家族への対応を理解し、急変時や事故発生時への対応を習得する。さらに喀痰吸引を

実施する際、必要な観察力や異常を察知する能力、医療職員との連携を理解する。 
到達目標 1.医療的ケアの必要性を理解し、倫理的な意味を説明できる。 

2.医療的ケアにおける関係法規や他職種との連携を説明できる。 
3.医療的ケアにおける安全な療養生活の必要性を理解し、実践できる。 
4.医療的ケアにおける感染予防及び清潔保持の必要性を理解し、実践できる。 
5.医療的ケアにおいて呼吸器系の解剖、生理を正しく理解し、喀痰吸引を実践できる。 
6.医療的ケアにおいて呼吸器系の解剖、生理を正しく理解し、状況に応じ医療職員との連携が実践できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度20％・ミニレポート 20％・期末筆記試験60％ 
課題に対する

フィードバック 

ミニレポートは、翌週の講義の冒頭で紹介し、学習目標の到達度を確認する。また疑問質問に対応する。 
期末試験後は、出題の主旨及び、配点基準等を説明し、個別に対応する。 

使用教材 川井太加子編『医療的ケア』メヂカルフレンド社 
講義の際に、レジュメと資料を作成し、毎回、配布する 

1 
講義内容 ガイダンス・医療的ケアとは？ 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスを精読し、学習目標を理解する・開講日時を確認する 1時間 
復習 講義内容、到達目標、評価方法等を確認する 1.5時間 

2 
講義内容 人間と社会 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 医療的ケアにおける人間と社会の位置づけを理解する 1.5時間 

3 
講義内容 保健医療制度とチーム医療①保健医療に関する制度と関係法規 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第3章を精読する 1時間 
復習 保健医療に関する制度と関係法規を理解する 1.5時間 

4 
講義内容 保健医療制度とチーム医療②チーム医療と介護職員と他職種との連携 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第3章を精読する 1時間 
復習 チーム医療と介護職員と他職種との連携を理解する 1.5時間 

5 
講義内容 安全な療養生活①たんの吸引や経管栄養の安全な実施 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 教科書第4章を精読する 1時間 
復習 たんの吸引や経管栄養の安全な実施方法を理解する 1.5時間 

6 
講義内容 安全な療養生活②救急蘇生法 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 教科書第4章を精読する 1時間 
復習 救急蘇生法の必要性と手順を理解する 1.5時間 
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7 
講義内容 清潔保持と感染予防①感染のメカニズムと感染予防 
該当する到達目標 

3,4 
予習 教科書第5章を精読する 1時間 
復習 感染のメカニズムと感染予防を理解する 1.5時間 

8 
講義内容 清潔保持と感染予防②療養環境の清潔と消毒法 
該当する到達目標 

3,4 
予習 教科書第5章を精読する 1時間 
復習 療養環境の清潔と消毒法を理解する 1.5時間 

9 
講義内容 高齢者及び障害児者の痰の吸引①呼吸器系と呼吸のしくみ 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 教科書第1章を精読する 1時間 
復習 人の呼吸器系と呼吸のしくみを理解する 1.5時間 

10 
講義内容 高齢者及び障害児者の痰の吸引②痰の吸引 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 教科書第1章を精読する 1時間 
復習 痰の吸引を理解する 1.5時間 

11 
講義内容 高齢者及び障害児者の痰の吸引③人工呼吸器と吸引 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 教科書第1章を精読する 1時間 
復習 人工呼吸器及び吸引の手技を理解する 1.5時間 

12 
講義内容 高齢者及び障害児者の痰の吸引④子どもの吸引 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 教科書第1章を精読する 1時間 
復習 子どもの吸引を理解する 1.5時間 

13 
講義内容 高齢者及び障害児者の痰の吸引⑤吸引を受ける利用者と家族への対応 
該当する到達目標 

1,3,4,5 
予習 教科書第1章を精読する 1時間 
復習 吸引を受ける利用者と家族への対応を理解する 1.5時間 

14 
講義内容 高齢者及び障害児者の痰の吸引⑥ヒヤリハットやアクシデントへの対応・医療職員との連携 
該当する到達目標 

1,3,4,5,6 
予習 教科書第1章を精読する 1時間 
復習 ヒヤリハットやアクシデントへの対応・医療職員との連携を理解する 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,3,4,5,6 
予習 教科書、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容や不明瞭な箇所を確認する 1時間 
復習 教科書、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容を習得する 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜2時限（重複を避けて時間を確保するために、メール等で、ご予約ください。） 
研究室：1号館5階505  
予習や復習は、試験前の学習で補完してください。 
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科目名 医療的ケア論Ⅱ（専門展開科目） SWK325 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

渡邊 洋子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 2単位  
講義目標 医療的ケアに関連する法制度や倫理、関連職種の役割、救急蘇生法、感染予防及び健康状態の把握などを

習得する。経管栄養に必要な人体の構造と機能、急変状態に対応するための基礎知識を習得する。また経

管栄養をうける利用者や家族への対応を理解し、急変時や事故発生時への対応を習得する。さらに経管栄

養を実施する際、必要な観察力や異常を察知する能力、医療職員との連携を理解する。 
到達目標 1.医療的ケアにおける安全な療養生活の必要性を理解し、実践できる。 

2.包括的な健康状態を理解し、バイタルサインを測定し、正常と異常の判別及び、緊急対応を実践できる。 
3.医療的ケアにおける清潔保持の必要性を理解し、物品等の消毒を実践できる。 
4.医療的ケアにおいて呼吸器系及び消化器系の解剖、生理を正しく理解し、経管栄養を実践できる。 
5.医療的ケアにおいて呼吸器系及び消化器系の解剖、生理を正しく理解し、状況に応じ医療職員との連携が

実践できる。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度20％・ミニレポート 20％・期末筆記試験60％ 
課題に対する

フィードバック 

ミニレポートは、翌週の講義の冒頭で紹介し、学習目標の到達度を確認する。また疑問質問に対応する。 
期末試験後は、出題の主旨及び、配点基準等を説明し、個別に対応する。 

使用教材 川井太加子編『医療的ケア』メヂカルフレンド社 
講義の際に、レジュメと資料を作成し、毎回、配布する 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスを精読し、学習目標を理解する・開講日時を確認する 1時間 
復習 講義内容、到達目標、評価方法等を確認する 1.5時間 

2 
講義内容 療養環境の清潔と消毒法 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書第5章を精読する 1時間 
復習 医療的ケアにおける療養環境の清潔と消毒法を理解する 1.5時間 

3 
講義内容 健康状態の把握①身体及び精神の健康 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第6章を精読する 1時間 
復習 医療的ケアにおける身体及び精神の健康を理解する 1.5時間 

4 
講義内容 健康状態の把握②バイタルサインと急変状態の対応 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第6章を精読する 1時間 
復習 医療的ケアにおけるバイタルサインと急変状態の対応 1.5時間 

5 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養①消化器系のしきみとはたらき 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 経管栄養における消化器系のしきみとはたらきを理解する 1.5時間 

6 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養②消化吸収及び消化器系症状 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 経管栄養における消化吸収及び消化器症状を理解する 1.5時間 
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7 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養③経管栄養法と留意事項 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 医療的ケアにおける経管栄養法及び留意事項を理解する 1.5時間 

8 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養④生命維持における栄養・水分摂取・消化機能 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 経管栄養における栄養や水分摂取の必要性や消化機能を理解する 1.5時間 

9 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養⑤経管栄養の分類内容とその知識 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 経管栄養における栄養剤の分類内容とその扱い方を理解する 1.5時間 

10 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養⑥子どもの経管栄養法 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 子どもの経管栄養法を理解する 1.5時間 

11 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養⑦経管栄養にかかわる感染と予防 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 経管栄養における感染とその予防を理解する 1.5時間 

12 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養⑧経管栄養をうける利用者と家族への対応 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 経管栄養をうける利用者と家族への対応を理解する 1.5時間 

13 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養⑨ヒヤリハットやアクシデント 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 経管栄養におけるヒヤリハットやアクシデントへの対応を理解する 1.5時間 

14 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養⑩急変や事故発生時の対応と医療職員との連携 
該当する到達目標 

4,5 
予習 教科書第2章を精読する 1時間 
復習 経管栄養における急変や事故発生時の対応と医療職員との連携を理解する 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容や不明瞭な箇所を確認する 1時間 
復習 教科書、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容を習得する 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜2時限（重複を避けて時間を確保するために、メール等で、ご予約ください。） 
研究室：1号館5階505  
予習や復習は、試験前の学習で補完してください。 
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科目名 医療的ケア論Ⅲ（専門展開科目） SWK326 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

渡辺 洋子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位  
講義目標 医療的ケアに関連する法制度や倫理、関連職種の役割、救急蘇生法、感染予防及び健康状態の把握などを

習得する。経管栄養に必要な人体の構造と機能、急変状態に対応するための基礎知識を習得する。また経

管栄養や喀痰吸引をうける利用者や家族への個別対応を理解し、急変時や事故発生時への対応を習得す

る。さらに経管栄養や喀痰吸引を実施する際、必要な観察力や異常を察知する応用力や、医療職員との協

働について理解する。 
到達目標 1.医療的ケアの必要性を理解し、倫理的なケアを、個々の状況に合せて実践できる。 

2.関係法規や他職種との連携の必要性を理解し、個々の状況に合せて実践できる。 
3.安全な療養生活の必要性を理解し、個々の状況に合せて実践できる。 
4.感染予防及び清潔保持の必要性を理解し、個々の状況に合せて実践できる。 
5.呼吸器系の解剖、生理を正しく理解し、喀痰吸引を、個々の状況に合せて実践できる。 
6.消化器系の解剖、生理を正しく理解し、経管栄養を、個々の状況に合せて実践できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度50％・実技チェック 50％ 
課題に対する

フィードバック 

演習の際に、課題に沿ったワークシートを使用する。手順方法への気づきや疑問を記入し考察する。翌週に

は、個別のワークシートに赤入れし、返却し、受講生全員にフィードバックし、習熟度を高める。 
使用教材 川井太加子編『医療的ケア』メヂカルフレンド社 

演習時にワークシート及び資料を作成し、配布する 

1 
講義内容 高齢者及び障害児者の食事①事例から経管栄養について考える 
該当する到達目標 

1,2,3,4,6 
予習 教科書第１章・2章・3章・4章・5章・第二部第2章を精読する 1時間 
復習 個々の状況に合せた経管栄養法を理解する 1.5時間 

2 
講義内容 高齢者及び障害児者の食事②事例から胃廔や腸廔について考える 
該当する到達目標 

1,2,3,4,6 
予習 教科書第１章・2章・3章・4章・5章・第二部第2章を精読する 1時間 
復習 個々の状況に合せた胃瘻や腸瘻を理解する 1.5時間 

3 
講義内容 緊急時の対応①高齢者に多い突発事故への対応 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書第１章・2章・3章・4章・5章・6章を精読する 1時間 
復習 高齢者に多い突発事故とその対応を理解する 1.5時間 

4 
講義内容 緊急時の対応②施設におけるリスクマネジメント 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書第１章・2章・3章・4章・5章・6章を精読する 1時間 
復習 施設におけるリスクとリスクマネジメントを理解する 1.5時間 

5 
講義内容 在宅酸素療法①気管切開及び人工呼吸器のしくみ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書第１章・2章・3章・4章・5章・第二部第1章を精読する 1時間 
復習 気管切開及び人工呼吸器のしくみを理解する 1.5時間 

6 
講義内容 在宅酸素療法②吸引と吸入のしくみ 
該当する到達目標 予習 教科書第１章・2章・3章・4章・5章・第二部第1章を精読する 1時間 
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1,2,3,4,5 復習 吸引器のしくみ及び名称、吸引の手順や留意事項を理解する 1.5時間 

7 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容や不明瞭な箇所を確認する 1時間 
復習 教科書、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容を習得する 1.5時間 

8 
講義内容  
該当する到達目標 

 
予習  1時間 
復習  1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜2時限（重複を避けて時間を確保するために、メール等で、ご予約ください。） 
研究室：1号館5階505  
予習や復習は、試験前の学習で補完してください。 
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科目名 医療的ケア演習（専門展開科目） SWK327 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

渡邊 洋子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 前期 必選・単位数 介護福祉コース 必修 1単位  
講義目標 医療的ケアに関連する法制度や倫理、関連職種の役割、救急蘇生法、感染予防及び健康状態の把握などを

習得する。経管栄養に必要な人体の構造と機能、急変状態に対応するための基礎知識を習得する。また経

管栄養や喀痰吸引をうける利用者や家族への個別対応を理解し、急変時や事故発生時への対応を習得す

る。さらに経管栄養や喀痰吸引を実施する際、必要な観察力や異常を察知する応用力や、医療職員との協

働について理解する。 
到達目標 1.医療的ケアの必要性を理解し、倫理的なケアを、個々の状況に合せて実践できる。 

2.関係法規や他職種との連携の必要性を理解し、個々の状況に合せて実践できる。 
3.安全な療養生活の必要性を理解し、個々の状況に合せて実践できる。 
4.感染予防及び清潔保持の必要性を理解し、個々の状況に合せて実践できる。 
5.呼吸器系の解剖、生理を正しく理解し、喀痰吸引を、個々の状況に合せて実践できる。 
6.消化器系の解剖、生理を正しく理解し、経管栄養を、個々の状況に合せて実践できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度50％・実技チェック 50％ 
課題に対する

フィードバック 

演習の際に、課題に沿ったワークシートを使用する。手順方法への気づきや疑問を記入し考察する。その

後、個別のワークシートに赤入れ返却する。返却の際に、疑問点や考察を要約し、受講生全員にフィードバッ

クし、習熟度を高める。 
使用教材 川井太加子編『医療的ケア』メヂカルフレンド社 

演習時にワークシート及び資料を作成し、配布する 

1 
講義内容 高齢者及び障害児者の痰の吸引①吸引器のしくみ・準備と後片付け（清潔保持） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書第二部第1章を精読する 1時間 
復習 痰の吸引における吸引器のしくみを理解し、準備や後片付けを実践する 1.5時間 

2 
講義内容 高齢者及び障害児者の痰の吸引②口腔及び鼻腔吸引の実際 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書第二部第1章を精読する 1時間 
復習 口腔及び鼻腔における吸引の実際を理解する 1.5時間 

3 
講義内容 高齢者及び障害児者の痰の吸引③気管カニューレ内吸引の実際・観察、記録及び報告 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 教科書第二部第1章を精読する 1時間 
復習 気管カニューレ内吸引の実際や観察点を理解し、記録や報告を実践する 1.5時間 

4 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養①経管栄養の器材のしくみ・準備と後片付け（清潔保持） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,6 
予習 教科書第二部第2章を精読する 1時間 
復習 経管栄養の器材のしくみを理解し、準備や後片付けを実践する 1.5時間 

5 
講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養②胃瘻及び腸瘻による経管栄養の実際 
該当する到達目標 

1,2,3,4,6 
予習 教科書第二部第2章を精読する 1時間 
復習 胃瘻及び腸瘻による経管栄養の実際を理解する 1.5時間 

6 講義内容 高齢者及び障害児者の経管栄養③経鼻による経管栄養の実際・観察、記録及び報告 
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該当する到達目標 

1,2,3,4,6 
予習 教科書第二部第2章を精読する 1時間 
復習 経鼻による経管栄養の実際や観察点を理解し、記録や報告を実践する 1.5時間 

7 
講義内容 救急蘇生法－AEDによる救急蘇生法の実際 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書第6章を精読する 1時間 
復習 AEDによる救急蘇生法の実際を理解する 1.5時間 

8 

講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5,6 
予習 教科書、ワークシート及資料から、これまでの演習内容や不明瞭な箇所を確認す

る 
1時間 

復習 教科書、ワークシート及資料から、これまでの演習内容を習得する 1.5時間 
備

考 

オフィスアワー：火曜2時限（重複を避けて時間を確保するために、メール等で、ご予約ください。） 
研究室：1号館5階505  
予習や復習は、試験前の学習で補完してください。 
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科目名 ケアマネジメント論（専門展開科目） SWA301 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

原田 欣宏 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 介護支援専門員（ケアマネジャー）という職種が世に出てから、ケアマネジメントという言葉は広く知られるよ

うになった。しかし、それは介護保険制度の中で行われていることで、本来のケアマネジメントとは分けて考

えなければならない。真に現場で実践するためには、利用者のニーズを分析し理解を深めることが重要で

ある。また、現実のケアに結び付けるためには、多くの経験と知識によって裏付けが必要になる。 
到達目標 1.ケアマネジメントが社会に果たす役割について説明することができる 

2.地域包括ケアの目指す社会とケアマネジメントの関係について説明することができる 
3.他職種、関係機関との連携を図ることの必要性を説明することができる 
4.生活や社会に起こる課題とケアマネジメントで行うことができることについて説明することができる． 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 課題 40%，期末試験 60％ 総合評価で 60%以上を合格とする 
課題に対する

フィードバック 

課題は，提出期限後に授業内にて解説を行う．期末試験は，試験終了後に出題意図を説明する． 

使用教材 「服部万里子のケアマネジメント実践法」中央法規2013 

1 
講義内容 ガイダンス，ケアマネジメントとは何か 
該当する到達目標 

1 
予習 他の教科で学んだ「ケアマネジメント」などの用語が出ている箇所を確認する 1.5時間 
復習 ケアマネジメントの定義について，整理する 0.5時間 

2 

講義内容 ケアマネジメントの歴史と目的 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書第1章1.2.3.4.5.を読む 1.5時間 
復習 授業で取り上げた海外のケアマネジメントに関する情報をインターネットなどで確

認する 
0.5時間 

3 
講義内容 ケアマネジメントの使命 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書第1章6.7. 1.5時間 
復習 介護予防、地域調査、関係者の調整、社会資源についてまとめる 0.5時間 

4 
講義内容 ケアマネジメントの現状と課題 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第1章8.9.10.を読む 1.5時間 
復習 介護保険制度におけるケアマネジメントのしくみをまとめる 1.5時間 

5 
講義内容 ケアマネジメントの過程①インテーク 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第2章Ⅰ.Ⅱ1.を読む 1.5時間 
復習 ファーストコンタクトのポイント、面接技術，アセスメントの時期についてまとめる 1.5時間 

6 
講義内容 ケアマネジメントの過程②プラン作成とサービス担当者会議 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第2章Ⅱ2.3.4.を読む 1.5時間 
復習 作成の視点、ICFとの関係，会議の種類、メリットについてまとめる 1.5時間 

7 
講義内容 ケアマネジメントの過程③モニタリングと評価，見直し 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第2章Ⅱ5.6を読む 1.5時間 
復習 作成の意義と目的，評価のポイントをまとめる 1.5時間 
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8 
講義内容 ケアマネジャーが行う地域包括ケアの視点①地域包括ケアとはなにか  
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第2章7.8.を読む 1.5時間 
復習 地域包括ケアの概要と、ケアマネジャーの果たす役割についてまとめる 1.5時間 

9 
講義内容 ケアマネジャーが行う地域包括ケアの視点②なぜ、「地域包括ケア」なのか 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第2章Ⅲを読む 1.5時間 
復習 地域包括ケアの実践事例と効果をまとめる 1.5時間 

10 
講義内容 チームケアとケアマネジャー 
該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書第3章Ⅰを読む 1.5時間 
復習 訪問介護事業所との連携についてまとめる 1.5時間 

11 
講義内容 医療との連携とケアマネジャー 
該当する到達目標 

3,4 
予習 教科書第3章Ⅱを読む 1.5時間 
復習 入退院の連携についてまとめる 1.5時間 

12 
講義内容 高齢者虐待とケアマネジャー 
該当する到達目標 

3,4 
予習 教科書第3章Ⅲを読む 1.5時間 
復習 早期発見早期対応を行うための体制づくりについてまとめる 1.5時間 

13 
講義内容 在宅ターミナル期とケアマネジャー 
該当する到達目標 

3,4 
予習 教科書第3章ⅣⅤを読む 1.5時間 
復習 看取りの実際と課題についてまとめる 1.5時間 

14 
講義内容 認知症の人と家族とケアマネジャー 
該当する到達目標 

3,4 
予習 教科書第3章Ⅵ．Ⅶを読む 1.5時間 
復習 家族支援と利用者ニーズの葛藤への対応についてまとめる 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書，配布資料などを参考に，講義目的に沿って振り返る 1.5時間 
復習 実践を行う時に予想される課題について，まとめる． 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー 火~金昼休み時間，他の時間帯もメールなどで事前相談の上できる限り対応 
研究室：1号館5階506研究室 
予習・復習の時間については，試験前の学習で補完すること 
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科目名 地方自治論（専門展開科目） SWA302 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

田村 孝夫 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 私たちの身近で起きている行政、政治、経済などの社会事例を教材にして、わが国の地方分権社会におけ

る地方自治のあり方を学ぶ。 
到達目標 地方自治を取り巻く出来事等が、どのような法制度や財政制度、また関係者などによって行われているかを

深く理解することができる。 
1.地方分権改革により大きく変貌した地方自治体の現在の姿を理解することができること。 
2.社会に出る前に、私たちの暮らしと深い関係にある地方自治の実像と課題を見ることができること。 
3.地方自治のシステムを理解することにより、地方自治に対する興味と学ぶ意欲を持つことができること。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験（７０％）、授業参加度３０％） 
課題に対する

フィードバック 

試験の後に、出題の意図を解説する。 

使用教材 レジュメを配布する。また、適宜プロジェクタを使用する。 

1 
講義内容 地方自治とは何か 
該当する到達目標 

1 
予習 レジュメの「地方自治とは何か」に目を通す。 1時間 
復習 地方自治が民主政治の基礎であることを理解する。 1.5 時間 

2 
講義内容 地方自治の歴史 
該当する到達目標 

1 
予習 レジュメの「地方自治の歴史」に目を通す。 1時間 
復習 中央集権の強いわが国における地方自治の苦難の歴史を理解する。 1.5 時間 

3 
講義内容 自治体のいろいろ 
該当する到達目標 

1 
予習 レジュメの「自治体のいろいろ」に目を通す。 1時間 
復習 自治体の種類により、行政施策や役割が異なることを理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 地方自治体の仕事（１）どんな仕事をしているか 
該当する到達目標 

2 
予習 レジュメの「地方自治体の仕事（１）どんな仕事をしているか」に目を通す。 1時間 
復習 わが国の地方自治体がいかに広範囲な業務を行っているかを理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 地方自治体の仕事（２）地域福祉行政の責任 
該当する到達目標 

2 
予習 レジュメの「地方自治体の仕事（２）地域福祉行政の責任」に目を通す。 1時間 
復習 わが国の福祉行政は、地方自治体が中心となって行っていることを理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 住民の権利と義務 
該当する到達目標 

2 
予習 レジュメの「住民の権利と義務」に目を通す。 1時間 
復習 主権者を主権者たらしめている住民の権利と義務について理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 地方自治体の執行機関 
該当する到達目標 

3 
予習 レジュメの「地方自治体の執行機関」に目を通す。 1時間 
復習 肥大する地方自治体の執行機関について、その背景を含めて理解する。 1.5時間 

8 講義内容 地方自治体の議決機関 
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該当する到達目標 

3 
予習 レジュメの「地方自治体の議決機関」に目に通す。 1時間 
復習 チェック機関たる議会にとって、必要な改革とは何かを理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 地方自治体の職員：地方公務員 
該当する到達目標 

3 
予習 レジュメの「地方自治体の職員：地方公務員」に目を通す。 1時間 
復習 地方自治体の人的資源ともいうべき地方公務員について、公務員制度を理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 地方財政のしくみ 
該当する到達目標 

3 
予習 レジュメの「地方財政のしくみ」に目を通す。 1時間 
復習 国、地方を通じて重要性が高まっている財政の基本制度を理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 地方財政の現状と課題 
該当する到達目標 

3 
予習 レジュメの「地方財政の現状と課題」に目を通す。 1時間 
復習 厳しい状況におかれている地方財政の実態と課題について理解する。 1.5時間 

12 

講義内容 地方自治体の政策活動 
該当する到達目標 

2 
予習 レジュメの「地方自治体の政策活動」に目を通す。 1時間 
復習 近時、注目されている地方自治体独自の政策活動についてその歴史も含めて理解す

る。 
1.5時間 

13 
講義内容 条例と規則 
該当する到達目標 

3 
予習 レジュメの「条例と規則」に目を通す。 1時間 
復習 わが国の法体系のなかにおける地方自治体法制について理解する。 1.5時間 

14 

講義内容 市町村合併とコミュニティづくり 
該当する到達目標 

1 
予習 レジュメの「市町村合併とコミュニティづくり」に目を通す。 1時間 
復習 地方の地殻変動ともいうべき平成の大合併につき全国及び群馬県の状況を理解す

る。 
1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 レジュメ全体に目を通す。 1時間 
復習 地方自治体の行政が、実は我々の身近な生活に深く関わっていることを理解する。 1.5時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 看護概論（専門展開科目） SWA303 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

渡邊 洋子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 保健・医療・福祉にわたるチームケア実践において看護学の理論、看護の歴史や職業倫理、サービス提供

のしくみや活動内容、活動領域を理解する。またソーシャルワーク理論や介護福祉学との差異を理解する。

さらにひとりの人間やその家族を対象として、様々な組織や集団にかかわる際に、必要な協働や連携の視

点を習得する。 
到達目標 1．看護学理論や歴史、職業倫理から、ソーシャルワーク理論や介護福祉学との差異を説明できる。 

2．看護学理論や歴史、職業倫理から、協働や連携の視点を説明できる。 
3．看護サービス提供のしくみや活動内容、活動領域から、ソーシャルワーク理論や介護福祉学との差異を

説明できる。 
4．看護サービス提供のしくみや活動内容、活動領域から、協働や連携の視点を説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度20％・ミニレポート 30％・期末筆記試験50％ 
課題に対する

フィードバック 

ミニレポートは、翌週の講義の冒頭で紹介し、学習目標の到達度を確認する。また疑問質問は受講者に共有

し、状況により知識を補足する。 
使用教材 指定の教科書なし・以下の文献のほか、図書館の蔵書等で主体的に学んでほしい 

茂野香おる 2013『系統看護学講座専門分野Ⅰ‐基礎看護学①看護学概論』医学書院 
佐藤登美2013『新体系看護学全書基礎看護学①看護学概論』メヂカルフレンド社 
ライダー島崎玲子2013『看護学概論看護追求へのアプローチ』医歯薬出版 
上記の文献をもとにレジュメ及び資料を作成し、毎回、配布する 

1 
講義内容 ガイダンス・「看護とは」 
該当する到達目標 

 
予習 シラバスを精読し、学習目標を理解する・開講日時を確認する 1時間 
復習 講義内容、到達目標、評価方法等を確認する 1.5時間 

2 
講義内容 看護の概念と対象①－理論家による定義 
該当する到達目標 

1,2 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 理論家による定義から看護の概念や対象を理解する 1.5時間 

3 
講義内容 看護の概念と対象②－看護ケアについて 
該当する到達目標 

1,2 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 看護ケアから看護の概念や対象を理解する 1.5時間 

4 
講義内容 看護の歴史①－古代から第一次大戦まで 
該当する到達目標 

1,2 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 古代から第一次大戦までの看護の歴史を理解する 1.5時間 

5 
講義内容 看護の歴史②－第一次大戦から近代まで 
該当する到達目標 

1,2 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 第一次大戦から近代までの看護の歴史を理解する 1.5時間 

6 講義内容 看護における倫理①－倫理・道徳・法 
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該当する到達目標 

1,2 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 「倫理・道徳・法」の意味の相違から看護における倫理を理解する 1.5時間 

7 
講義内容 看護における倫理②－職業倫理と医療や看護を巡る課題 
該当する到達目標 

1,2 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 看護における倫理の沿革から、職業倫理や医療、看護の課題を理解する 1.5時間 

8 
講義内容 看護の提供のしくみ①看護サービスとチーム医療 
該当する到達目標 

3,4 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 看護サービスとチーム医療から看護の提供のしきみを理解する 1.5時間 

9 
講義内容 看護の提供のしくみ②－看護の提供の場と内容（医療施設） 
該当する到達目標 

3,4 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 医療施設における看護の提供のしくみを理解する 1.5時間 

10 
講義内容 看護の提供のしくみ③－看護の提供の場と内容（地域） 
該当する到達目標 

3,4 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 地域における看護の提供のしくみを理解する 1.5時間 

11 
講義内容 看護の実践①－看護診断 
該当する到達目標 

3,4 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 看護診断の定義や内容と看護実践を理解する 1.5時間 

12 
講義内容 看護の実践②－看護過程の実際 
該当する到達目標 

3,4 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 看護過程を概観した上で、看護実践を理解する 1.5時間 

13 
講義内容 看護の活動領域①－国際化と看護 
該当する到達目標 

3,4 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 わが国における看護活動の範疇を把握し、国際化する看護の活動を理解する 1.5時間 

14 
講義内容 看護の活動領域②－災害時における看護 
該当する到達目標 

3,4 
予習 上記の文献または図書館の蔵書等で該当する内容をリサーチする 1時間 
復習 災害時における看護とその過程を理解する 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 文献、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容や不明瞭な箇所を確認する 1時間 
復習 文献、レジュメ及び資料から、これまでの講義内容を習得する 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜2時限（重複を避けて時間を確保するために、メール等で、ご予約ください。） 
研究室：1号館5階505  
予習や復習は、試験前の学習で補完してください。＊受講者状況によりアクティブラーニングを取入れることもある 
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科目名 リハビリテーション論（専門展開科目） SWA304 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

樋口 大輔 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 リハビリテーションチームの一員として、介護を必要とする対象者の特徴や特性に関する知識を身につける

とともに、リハビリテーションの視点を持って介護を提供する実践能力を修得する。 
到達目標 1.【認知領域】リハビリテーションの概念を述べることができる。 

2.【認知領域】介護を必要とする対象者の特徴や特性を述べることができる。 
3.【精神運動領域】リハビリテーションの視点を持った介護技術を実施してみせことができる。 
4.【情意領域】リハビリテーションの視点を持った介護技術についての意見を示すことができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 以下の 3項目で評価を行い、100点中60点以上を獲得した場合を合格とする。 
 復習：授業内小テスト（第2～8回冒頭実施：30点） 
 実習感想文（第8～13回終了前作成・提出：20点） 
 筆記試験（50点） 

課題に対する

フィードバック 

復習小テストについてはテスト直後に解答を示し、解説する。 
筆記試験後の問題に関する質問については個別に対応し、説明する。 

使用教材 配布資料 

1 
講義内容 オリエンテーション、リハビリテーションの概念 
該当する到達目標 

1 
予習 リハビリテーションの概念を下調べする。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

2 

講義内容 障害の概念、リハビリテーションチーム、リハビリテーションの流れ 
該当する到達目標 

1 
予習 障害の概念およびリハビリテーションチームを構成する専門職種について下調

べする。 
1.5時間 

復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

3 
講義内容 ADL・QOLのとらえ方 
該当する到達目標 

1 
予習 ADLおよびQOLの概念を下調べする。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

4 
講義内容 生活不活発病（廃用症候群）とリハビリテーション 
該当する到達目標 

1，2 
予習 生活不活発病（廃用症候群）について下調べする。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

5 
講義内容 高齢者の特徴とリハビリテーション（老年症候群・認知症） 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 高齢者の運動および精神特性について下調べする。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

6 
講義内容 疾患の特徴とリハビリテーション（脳血管障害・骨折など） 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 脳血管障害および骨折の症状について下調べする。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

7 講義内容 環境設定とリハビリテーション 
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該当する到達目標 

1 
予習 介護保険法および障害者総合支援法について下調べする。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

8 
講義内容 実習①：姿勢・動作のとらえ方 
該当する到達目標 

3, 4 
予習 バランスがよい姿勢と悪い姿勢の違いについて考える。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

9 
講義内容 実習②：運動療法（ストレッチ、筋力増強運動など） 
該当する到達目標 

3, 4 
予習 これまでに行ったことがあるストレッチ、筋トレを書き出す。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

10 
講義内容 実習③：リハビリテーション介護（ポジショニング・起き上がり） 
該当する到達目標 

3, 4 
予習 他の講義・実習で習った介護方法の資料を集め、復習する。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

11 
講義内容 実習④：リハビリテーション介護（車椅子関連動作） 
該当する到達目標 

3, 4 
予習 車椅子の基本的構造について下調べする。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

12 
講義内容 実習⑤：リハビリテーション介護（歩行と歩行補助具、補装具） 
該当する到達目標 

3, 4 
予習 歩行補助具、補装具にはどのようなものがあるのかを下調べする。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

13 
講義内容 実習⑥：リハビリテーション介護（福祉用具） 
該当する到達目標 

3, 4 
予習 福祉用具にはどのようなものがあるのかを下調べする。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

14 
講義内容 地域リハビリテーション 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 地域リハビリテーションの概念を下調べする。 1.5時間 
復習 当日配布資料を用いて授業内容を再確認する。 2時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1, 2 
予習 これまでの配布資料を用いて第1～14回の授業内容を概括する。 9時間 
復習 これまでの配布資料を整理し、授業内容をまとめる。 2時間 

備

考 

この科目に関する問い合わせ：樋口大輔（保健医療学部理学療法学科；3 号館 2 階 201 研究室；

higuchi-d@takasaki-u.ac.jp） 
科目責任者のオフィスアワー：木曜1・2時限 
注意1：第8～13回授業は 3号館にて実習形式で行う。ジャージ、T シャツなど動きやすい服装でなければ出席で

きない。 
注意2：筆記試験では配布資料および自筆ノートの持ち込みを認める。 
注意3：本学では 45分を 1時間とみなす（1.5時間＝70分弱、2時間＝90分）。 
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科目名 レクリエーション実技（専門展開科目） SWA305 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大家 千枝子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 レクリエーションの中で行われるさまざまな遊びや活動、それによってもたらされる「楽しさ」は、人びとの成

長や生きがい、人と人とのつながりなど、多くのものをつくりだすことができる。すなわちレクリエーションを

意図的に活用することで人びとを支援することができる。そこで本科目では、身近な人びとを支援する活動・

事業を考え、現場で必要となるコミュニケーション技法や個人・集団を対象としたレクリエーション・ワークの

技術を身につけることを目標とする。 
到達目標 1.現代社会におけるレクリエーションの意義や必要性ついて理解し、説明することができる。 

2.目的・対象にあわせたアクティビティを選択する方法、展開する方法を身につける。 
3.学内外のレクリエーション活動に関心をもち、自らすすんで関わり、問題意識をもつことができる。 
4.課題やC-learning課された問いに対して、的確に回答し、提出・入力期日を守ることができる。 
5.良好なコミュニケーションをとるための挨拶や感情表現ができる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業や授業期間中の取り組みを反映した実践点35％、レク支援演習40％、課題10％、記録15％ 
課題に対する

フィードバック 

自分以外の履修者による課題や感想、評価を知ることが学生相互の刺激になるため、C-learning を使って

瞬時にフィードバックする。場合によっては、プリントアウトして配布、PPT で映写するなどの方法でフィード

バックする。また授業期間中における紙媒体の提出課題は、適宜返却を予定している。ただし最終課題は返

却する予定はないので、開示を希望するものは本人が直接申し出ること。 
使用教材 プリント適宜配布。参考文献適宜紹介。主要な参考テキストは以下のとおり（購入は必須ではない）。 

「基本のアイスブレーキング」、監修 宇田川光雄、公益財団法人日本レクリエーション協会、2014 年、2,300
円（税別） 

1 
講義内容 ガイダンス、さまざまな現場でのレク支援について理解を深める（視聴覚教材使用） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 シラバスの内容を読んで講義目標などを理解する。 0.5時間 
復習 到達目標、学位記授与方針、成績評価方法などを確認する。 0.5時間 

2 
講義内容 目的・対象にあわせたレク・ワーク（室内にてコミュニケーションワーク） 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 これまでの自身が受けてきたレク支援を振り返る。 0.5時間 
復習 ホスピタリティやアイスブレーキングの方法や展開方法について復習する 0.5時間 

3 
講義内容 目的・対象にあわせたレク・ワーク（室内にてチャレンジ・ザ・ゲーム） 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布された資料に目を通しておく。 0.5時間 
復習 C-learningに回答する。 0.5時間 

4 
講義内容 目的・対象にあわせたレク・ワーク（屋外にてフライングディスク） 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布された資料に目を通しておく。 0.5時間 
復習 C-learningに回答する。 0.5時間 

5 
講義内容 目的・対象にあわせたレク・ワーク（屋外にてディスクゴルフ） 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布された資料に目を通しておく。 0.5時間 
復習 C-learningに回答する。 0.5時間 
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6 
講義内容 イベント企画・運営準備（ウォークラリー、広報） 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 配布された資料目を通しておく。 0.5時間 
復習 C-learningに回答する。それぞれの担当業務を準備し、仕上げる。 0.5時間 

7 
講義内容 イベントの企画運営（屋外・ウォークラリー） 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 自分の役割を確認。支援者は運営準備。対象者は動きやすい服装と心の準備。 0.5時間 
復習 C-learningに回答する。イベント実施の流れについて確認する。 0.5時間 

8 
講義内容 安全管理方法とレク支援演習実施についての説明 
該当する到達目標 

3,5 
予習 配布された資料に目を通しておく。 0.5時間 
復習 抽選でわりあてられた自身のレク支援課題を検討する。 0.5時間 

9 
講義内容 レクリエーション支援演習の準備 プログラムの立案 その 1  
該当する到達目標 

1,2,4,5 
予習 企画書・プログラム内容・進行表の作成。 0.5時間 
復習 期日までに企画書・プログラム内容・進行表を作成。担当教員チェックを受ける 0.5時間 

10 
講義内容 レクリエーション支援演習の準備 プログラムの立案 その 2 予行演習 
該当する到達目標 

1,2,4,5 
予習 企画書・プログラム内容・進行表の作成。 0.5時間 
復習 期日までに企画書・プログラム内容・進行表を作成。担当教員チェックを受ける。 0.5時間 

11 
講義内容 レクリエーション支援演習の実施 その 1 
該当する到達目標 

1,2,4,5 
予習 支援者は予行演習。対象者は事前に連絡された指示に従って準備する。 0.5時間 
復習 支援者は発表後のプログラム進行表の作成、対象者は評価シートの入力。 0.5時間 

12 
講義内容 レクリエーション支援演習の実施 その 2 
該当する到達目標 

1,2,4,5 
予習 支援者は予行演習。対象者は事前に連絡された指示に従って準備する。 0.5時間 
復習 支援者は発表後のプログラム進行表の作成、対象者は評価シートの入力。 0.5時間 

13 
講義内容 レクリエーション支援演習の実施 その 3 
該当する到達目標 

1,2,4,5 
予習 支援者は予行演習。対象者は事前に連絡された指示に従って準備する。 0.5時間 
復習 支援者は発表後のプログラム進行表の作成、対象者は評価シートの入力。 0.5時間 

14 
講義内容 レクリエーション支援演習の実施 その 4 
該当する到達目標 

1,2,4,5 
予習 支援者は予行演習。対象者は事前に連絡された指示に従って準備する。 0.5時間 
復習 支援者は発表後のプログラム進行表の作成、対象者は評価シートの入力。 0.5時間 

15 
講義内容 レクリエーション支援演習の振り返りとまとめ、授業で学んだことの整理。目標到達度の確認 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 これまでの授業で学んだこと、自身の支援演習を振り返る。 0.5時間 
復習 目標到達度の確認。今後のレク支援活動をどのように発展させるか検討。 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー・・・火曜日12:00～14:30、1号館（健康福祉学部）3階、302研究室、3階エレベータ前にポスト有。 
受講上の注意・・・①積極的に C-learning を活用するため、スマホ所有やネット環境が整っていることが望ましい

（※整っていない場合は大学PC室などを利用してください）。②動きを伴うレク活動の際には動きやすい服装、シュ

ーズを着用のうえ受講すること。③社会福祉学科の学生で「福祉レクリエーション・ワーカー」の資格取得を希望す

る者は本科目の履修が必要です。 
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科目名 福祉レクリエーション論（専門展開科目） SWA306 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

松沼 記代 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 社会福祉実践におけるレクリエーションが、利用者の喜びや生きがいと深く結びついたものであり、利用者

のQOLの向上に欠かせないものであることを理解する。 
また、福祉レクリエーションがどのような分野で応用されているか理解する。 

到達目標 1.社会福祉・医療・保健分野でのレクリエーション・サービスの意義について説明できる。 
2.レクリエーションの歴史、課題について説明できる。 
3.福祉レクリエーション・ワーカーの役割について説明できる。 
4.福祉レクリエーションの実践方法について説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験80％、レポート（15％）、授業参加度（5％）で評価する。総合評価60％以上を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

レポートにはコメントを付けて返却する。 
定期試験の前に出題の範囲や意図を提示する。 

使用教材 資料を適時配布する。 

1 
講義内容 福祉レクリエーションとは ①意義と目的 
該当する到達目標 

1 
予習 福祉施設におけるレクリエーションの実情を確認する。 1時間 
復習 当日の講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法を確認する。 1時間 

2 
講義内容 福祉レクリエーションとは ②歩み 
該当する到達目標 

1,2 
予習 レクリエーションが生活の中でどのように活かされているか調べる 1時間 
復習 レクリエーションの歴史から今後の課題を考える。 1時間 

3 
講義内容 福祉レクリエーション支援の理解 ①楽しさの追求 
該当する到達目標 

1,2 
予習 日常の中の楽しい活動について調べる。 1時間 
復習 配布資料の内容を確認し、生活の中に活かす。 1時間 

4 
講義内容 福祉レクリエーション支援の理解 ②楽しさを見通すための方法 
該当する到達目標 

1,3 
予習 日常の中の楽しい活動について調べる。 １時間 
復習 配布資料の内容を確認し、生活の中に活かす。 1.5時間 

5 
講義内容 福祉レクリエーション支援の理解 ③支援者のあり方 
該当する到達目標 

1,3 
予習 実践できるレクリエーション活動を考える 1時間 
復習 配布資料の内容を確認し、支援する際のポイントを整理する。 1時間 

6 
講義内容 楽しさ追求のための支援の方法 ①APIEプロセス 
該当する到達目標 

1,3 
予習 レクリエーションが生活の中でどのように活かされているか調べる 1時間 
復習 配布資料の内容を確認し、支援する際のポイントを整理する。 1.5時間 

7 
講義内容 楽しさ追求のための支援の方法 ②TRサービスモデル 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 北米のレクリエーション支援の現状について調べる。 1時間 
復習 我が国へのTRサービスの応用について考える 1.5時間 

8 講義内容 楽しさ追求のための支援の方法 ③行動変容と自己効力感 



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

305 
 

該当する到達目標 

3,4 
予習 行動変容と自己効力感について調べる。 1時間 
復習 行動変容を必要とする課題や自己効力感をもつことの意義を考える 1時間 

9 
講義内容 高齢者を対象にした福祉サービスでの実践例 ①デイサービスセンター・小規模多機能型施設 
該当する到達目標 

3,4 
予習 高齢者の在宅サービスについて調べる 1時間 
復習 高齢者の在宅サービスにおけるレクリエーション支援の方法を確認する 1時間 

10 
講義内容 高齢者を対象にした福祉サービスでの実践例 ③特別養護論老人ホーム 
該当する到達目標 

3,4 
予習 高齢者の入所施設におけるレクリエーション支援について調べる 1時間 
復習 高齢者の入所施設におけるレクリエーション支援の方法を確認する 1時間 

11 
講義内容 高齢者を対象にした福祉サービスでの実践例 ④介護予防プログラム 
該当する到達目標 

3,4 
予習 高齢者の介護予防の実施機関について調べる 1時間 
復習 高齢者の介護予防のレクリエーション支援の方法を確認する 1時間 

12 
講義内容 障がい児・者を対象にした福祉レクリエーション支援 
該当する到達目標 

3,4 
予習 障がい児・者の入所施設について調べる 1時間 
復習 障がい児・者の入所施設におけるレクリエーション支援の方法を確認する 1時間 

13 
講義内容 児童を対象にした福祉サービスでの実践例 
該当する到達目標 

3,4 
予習 児童の福祉サービスについて確認する。 1時間 
復習 児童の入所施設におけるレクリエーション支援の方法を確認する 1時間 

14 
講義内容 病院内における福祉レクリエーション支援の実践例 
該当する到達目標 

3,4 
予習 病院におけるレクリエーション支援について調べる。 1時間 
復習 病院でレクリエーション支援を実践する上での方法と課題を整理する。 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 これまで学んだレクリエーション支援の内容と課題について確認する。 2時間 
復習 レクリエーションが生活にどのように活かされるか考える。 １時間 

備

考 

オフィスアワー：月曜日3限、水曜日3限 質 
質問や意見はメールからも受け付ける。 
福祉レクリエーションワーカー資格希望者指定科目 
予習・復習の時間については、試験前の学習で補填すること。 
参考図書：『楽しさの追求を支える理論と支援の方法』～理論に根ざした福祉レクリエーション支援の方法～（2014
年度第２刷版） 

 
  



H29 年度 社会福祉学科 シラバス 

306 
 

 
科目名 福祉レクリエーション援助論（専門展開科目） SWA307 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

高橋 紀子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 福祉ニーズを有する人々が生きがいをもって生活できるように、個々の障害やニーズにあったレクリエーシ

ョンを援助するための知識や方法を修得する。 
到達目標 1.福祉レクリエーション援助の意義や方法を理解する。 

2.実際の援助場面で対象者に合わせた活動の支援を行うことができる。 
3.支援の方法について多職種・他職種と連係して支援することができる 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験50％、レポート 5（回）50％で評価する。 総合評価６０％以上を合格とする。  
課題に対する

フィードバック 

レポートについては 随時フィードバックをおこなう。 定期試験の後 振り返りまとめを行う。 

使用教材 随時資料を配布する。 

1 
講義内容  福祉レクリエーション援助の専門性 
該当する到達目標 

1 
予習 レクリエーションとは何かについて 今までの復習をする 1時間 
復習 福祉レクリエーショ援助の専門性について理解する 1時間 

2 
講義内容 福祉レクリエーション援助の目的 
該当する到達目標 

1 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 援助の目的についいて復習しておくこと。 1時間 

3 

講義内容 生きがい支援 －生活習慣の視点から 
該当する到達目標 

1,2 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 生きがいとはなにか生活習慣の視点とはどのようなことか 授業中での振り返り

と学びを深めておくこと 
1時間 

4 

講義内容 福祉レクリエーション援助過程 アセスメントの方法 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 アセスメントをする上での福祉職としての知識をふかめておくこと。 心身機能 

身体構造および支援に対する姿勢について。 
1時間 

5 

講義内容 福祉レクリエーション援助計画の方法 
該当する到達目標 

1,2 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 対象者にそくした援助計画とは何かについて 担当部分について理解を深めて

おくこと。 
1時間 

6 
講義内容 福祉レクリエーション援助の実施方法 
該当する到達目標 

1,2 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 福祉レクリエーション援助の実施方法とは何が大切か理解を深めておくこと。 1時間 

7 
講義内容 個別レクリエーションのための方法 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 対象に合わせた援助の実施方法の目的 目標とはどのようなものか その支援 1時間 
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の配慮について理解を深めておくこと。 

8 
講義内容 グループレクリエーション援助の意義と効果 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 集団を介した個別援助について理解を深めておくこと。 1時間 

9 

講義内容 グループレクリエーション援助計画の方法と実践 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 集団を介した個別援助について計画について配慮する点等理解を深めておくこ

と。 
1時間 

10 
講義内容 福祉レクリエーションの評価の方法 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 援助の評価方法について復習し自らの課題について調べてくること。 1時間 

11 

講義内容 レジャーカウンセリングとレジャーエデュケーションの発展 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 生きがい支援 レジャー支援 レジャー教育についいて講義内容と資料を確認し

理解を深めてくること。 
1時間 

12 
講義内容 レジャーエデュケーションの実践例 
該当する到達目標 

1,2 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 対象者にあわせたレジャー教育について理解を深めてくること。 1時間 

13 
講義内容 福祉レクリエーション援助と社会資源の活用 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 社会資源についいてあげて 他に何かないか確認してくること。 1時間 

14 
講義内容 福祉レクリエーション援助におけるイベントプロラムの考え方と活用方法 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 施設 地域のイベントの必要性についいて理解し活用方法について考察してくる 1時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 福祉レクリエーション援助の必要性と目的等について理解を深める。 1時間 

備

考 

福祉レクリエーションワーカー資格希望者必修 
質問等はメールにてお願いします takahashi@lvnw.jp 
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科目名 福祉レクリエーション援助技術（専門展開科目） SWA308 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

高橋 紀子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 1単位 
講義目標 福祉レクリエーション活動の実践について理解し、援助に必要な「活動分析」や「活動アレンジ」の技術、及び

コミュニケーションスキルを身につける。また、福祉レクリエーションの援助過程におけるアセスメント・計画・

実践・評価の方法を修得する。 
到達目標 1.医療・福祉現場でレクリエーションを活用するために必要な「活動分析」や「活動アレンジ」ができる。 

2.コミュニケーションスキルを修得し、対人援助にレクリエーション活動支援を応用することができる。 
3.福祉レクリエーション援助過程における個別及び集団のアセスメント、計画、実践、評価ができる 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 ロールプレイ 50％、レポート 5（回）50％で評価する。 総合評価６０％以上を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

レポートおよびロールプレイについて 随時フィードバックを行う。 

使用教材 随時資料を配布する。 

1 

講義内容 福祉レクリエーション援助のためのレクリエーション財の開発とアレンジ  
①レクリエーション財の考え方 捉え方 

該当する到達目標 

1,2 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 レク財について理解し レク財について調べておくこと。 1時間 

2 

講義内容 ②レクリエーション財分類 
③福祉レクリエーション援助に既存のレクリエーション財をどのように効果的にいかすか 

該当する到達目標 

1,2 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 レク財の分類とレク財の持つ効果について理解を深めておくこと。 1時間 

3 
講義内容 レクリエーション活動分析の考え方と方法 ①活動分析の必要性 ②活動分析の視点 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 活動分析について理解を深めておくこと。 1時間 

4 

講義内容 ③ 活動分析の方法  ④活動分析をどのように活用するか 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 効果ある福祉レク支援を展開するうえでの活動分析について理解を深めておくこ

と。 
1時間 

5 

講義内容 個人の心身状況に対応したレクリエーション財の選択・開発・アレンジ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 対象の理解 疾病の理解を深めた上でのレク財の選択り必要性について理解を

深めておく。 
1時間 

6 
講義内容 事例から学ぶレクリエーション財提供の方法 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 各事例に即した レク財の選択 展開方法等について理解を深めておくこと。 1時間 

7 
講義内容 福祉レクリエーション援助のための対人援助技術を学ぶ 
該当する到達目標 予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
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1,2,3 復習 対人支援に関する方法について理解を深めておくこと。 1時間 

8 
講義内容 援助者のためのコミュニケーション技法について体得する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 コミュニケーション技術についての理解を深めておくこと。 1時間 

9 
講義内容 ホスピタリティートレーニング 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと 1時間 
復習 気配り配慮等について理解を深め自己覚知をおこなう 1時間 

10 
講義内容 様々な療法を知る 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 対象者に大切な様々な療法についての理解と 他の職種の理解を深める。 1時間 

11 

講義内容 福祉レクリエーション援助の実際 
①老人保健施設の入所者に対するレクリエーション支援について 
②特別養護老人ホームの入居者に対するレクリエーション支援について 
③ディケアにおけるレクリエーション支援について 
④ディサービスにおけるレクリエーション支援について 

該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 場面における福祉レクリエーション援助についての理解を深める。 1時間 

12 

講義内容 ⑦知的障害者施設におけるレクリエーション支援について 
⑧児童施設におけるレクリエーション支援について 
⑨地域等におけるボランティアとしてのレクリエーション支援について 

該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 場面における福祉レクリエーション援助についての理解を深める。 1時間 

13 
講義内容 福祉レクリエーション援助の実際 ①支援案を作成する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 支援案作成を完成させる。 1時間 

14 
講義内容 福祉レクリエーション援助の実際  援助の実際を体験する 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 支援の実際についての振り返りを行い自ら分析評価を行う。 1時間 

15 
講義内容 福祉レクリエーション援助の実際 ③振り返りを行い次へのステップとする ④まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 予習資料を読み理解を深めて課題点は調べておくこと。 1時間 
復習 福祉レクリエーション援助に関する必要性と理解を深める。 1時間 

備

考 

福祉レクリエーションワーカー資格希望者必修 
takahashi@lvnw.jp 
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科目名 障害者福祉論（専門展開科目） SWA309 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

根岸 洋人 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 障害者福祉の理念、諸外国との比較、問題点に焦点を当てて授業を行う。「障害者に対する支援と障害者自

立支援制度」で取り上げた内容をさらに深めていくためにひとつひとつの項目に焦点をあて、各論的に構成

する。本授業ではでは様々な問題についてトピックス的に取り上げ、毎回テーマが変更するような90分完結

型の講義で学修していく。 
到達目標 1．障害のある人々を取り巻く環境を理解しその問題点や課題を指摘できる 

2．積極的に授業に参加し、障害のある人をめぐる問題に対して、自分自身の意見をまとめ、発表することが

できる 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 期末試験（論述形式）80％、C-learningによる授業参加20％ 
課題に対する

フィードバック 

C-learningを通して行う 

使用教材 授業中に指示する（プリント配布） 

1 
講義内容 障害表記 
該当する到達目標 

1,2 
予習 2年次の必修科目である障害者自立支援制度の内容をふりかえる 1.0時間 
復習 障害者の差別表現について文献、ネット等で調べる 1.0時間 

2 
講義内容 障害理解の到達点 
該当する到達目標 

1,2 
予習 自身の中高生時代の道徳教育について振り返る 1.0時間 
復習 障害者を取り上げた絵本、映像などを探し視聴してみる 1.0時間 

3 
講義内容 権利を守る制度 
該当する到達目標 

1,2 
予習 他教科で学んでいる権利擁護に関する制度を復習しておく 1.0時間 
復習 障害者の権利が侵害されている事例を新聞記事等で探してみる 1.0時間 

4 
講義内容 障害者と犯罪 
該当する到達目標 

1,2 
予習 犯罪白書などの統計を事前に見ておく 1.0時間 
復習 地域生活定着支援センターなどの制度を整理しておく 1.0時間 

5 
講義内容 障害者の地域生活 
該当する到達目標 

1,2 
予習 生活のしづらさに関する調査を読む 1.0時間 
復習 地域で暮らすことのメリット、デメリットについて自分自身の考えをまとめる 1.0時間 

6 
講義内容 問題行動への対応 
該当する到達目標 

1,2 
予習 心理学や行動分析などの他教科の学習内容を復習しておく 1.0時間 
復習 PDCAサイクルを基にした行動変容について調べてみる 1.0時間 

7 
講義内容 障害者と家族 
該当する到達目標 

1,2 
予習 障害者家族による手記などの書籍を読んでみる 1.0時間 
復習 保育や看護などの視点から障害者家族の支援をどう捉えているか確認する 1.0時間 

8 講義内容 障害者ときょうだい 
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該当する到達目標 

1,2 
予習 必要なし ０時間 
復習 授業で紹介する書籍を読む ３時間 

9 
講義内容 障害者の余暇支援 
該当する到達目標 

1,2 
予習 児童館での障害児の受け入れ状況について調べてみる 1.0時間 
復習 障害者が余暇のために使える公的制度について調べる 1.0時間 

10 
講義内容 障害者とスポーツ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 パラリンピックの種目にどのようなものがあるか調べまとめておく 1.0時間 
復習 障害者スポーツのイベント等に参加してみる 1.0時間 

11 
講義内容 重症心身障害児 
該当する到達目標 

1,2 
予習 児童福祉法の重症心身障害児施設について調べておく 1.0時間 
復習 重症心身障害児のQOLについて自身の考えをまとめる 1.0時間 

12 
講義内容 出生前診断 
該当する到達目標 

1,2 
予習 近年導入された出生前診断についてネット・新聞記事などを調べる 1.0時間 
復習 出生前診断についての自分自身の考えをまとめる 1.0時間 

13 
講義内容 発達障害とその支援 
該当する到達目標 

1,2 
予習 他の授業で学習している発達障害の定義、障害特性についてふりかえる 1.0時間 
復習 大人の発達障害者が抱えている問題について整理する 1.0時間 

14 
講義内容 老障介護 
該当する到達目標 

1,2 
予習 日本の高齢化率、老老介護についてインターネット等で調べておく 1.0時間 
復習 老障介護問題を解決するためには何が必要か、自身の考えをまとめる 1.0時間 

15 
講義内容 援助者の基本姿勢 
該当する到達目標 

1,2 
予習 これまでの授業内容を振り返り、援助者のあり方について考えておく 1.0時間 
復習 実習やボランティア等での経験を踏まえ、自分の援助者としての価値を見直す 1.0時間 

備

考 

障害のある人について学ぶにあたって、実際に障害のある人と関わりを持つことは非常に大切です。春休み等を

利用してボランティア等に参加してください。 
オフィスアワーは火曜3限と金曜5限です。 
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科目名 地域政策論（専門展開科目） SWA310 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

長谷川 秀男 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 わが国において実施されている産業政策的側面を中心とする地域政策について知り、説明できるようになる

ことを目的とする。 
到達目標 1.地域政策の基本的知識・理論について説明できる。 

2.高度成長時代の主たる地域開発政策について説明できる。 
3.戦後日本の経済力や生活水準の向上にみられる光と影の部分について説明できる。 
4.日米経済摩擦の地域経済や我々の生活に与えたインパクト・政策対応の推移について説明できる。 
5.子育て支援や介護保険制度の直近の政策対応について説明できる。 
6.地域政策のあるべき方向性について説明できる。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 学年末に行う筆記試験（全体の 60～70％）、授業内に行う小テスト（同 30％前後）及び講義への意欲・授業参加度

（同10％前後）を基本としつつ、講義のしんこう進捗状況等を踏まえ総合的に判断して成績評価を行う。 
課題に対する

フィードバック 

試験問題出題意図を解説する 

使用教材 特定の使用教材を指定せず、講義資料を毎回配布する（第1回目講義は除く）。 

1 
講義内容 プロローグ：地域政策論でなにを学ぶか、講義をどう進めるか、成績評価方法とは 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 0.5時間 
復習 講義内容、到達目標、成績評価方法などを確認する。 １時間 

2 
講義内容 地域政策の基本概念：基本目標・課題・目的・主体・手段等について 
該当する到達目標 

1,2 
予習 地域間格差・全国総合開発計画等との関連性について予め理解しておく。 0.5時間 
復習 産業政策的側面を中心とする地域政策の特異性について確認する。 １時間 

3 
講義内容 地域政策の主体論（続前回）及び地域産業政策体系等 
該当する到達目標 

1,2 
予習 レジメを通じて地域政策の主体類型などについて予め理解しておく。 0.5時間 
復習 地域産業政策と地域政策との類似性や相違性について確認する。 １時間 

4 
講義内容 一全総・二全総の開発政策と地域政策：工業等制限法・新都市建設促進法・列島改造論等 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 日本の全国総合開発計画の推移と今日的展開について予め理解しておく。 0.5時間 
復習 一全総・二全総の開発政策を重点的に取り上げる意味を確認する。 １時間 

5 
講義内容 高度成長と地域政策：国民所得倍増計画・公害問題等を中心に 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 高度成長時代の経済政策、産業政策の概要について予め理解しておく。 0.5時間 
復習 高度成長の功罪、光の部分と影の部分を地域視点から確認する。 １時間 

6 
講義内容 テクノポリス構想と地域政策：三全総の定住圏構想との関連で 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 レジメを通じて第3次全国総合開発計画の概要について予め理解しておく。 0.5時間 
復習 地域政策上に占めるテクノポリス構想の意味と限界について確認する。 １時間 

7 
講義内容 リゾートによる地域開発政策及び直近の統合型リゾート施策等：リゾート法（1987年）の功罪等 
該当する到達目標 

3,4 
予習 諸文献を通じてリゾート法の概要や功罪等について予め理解しておく。 １時間 
復習 統合型リゾート施設整備推進法の地域政策的意味と問題点について確認する。 １時間 
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8 
講義内容 経済摩擦と地域政策：日米構造問題調整協議のインパクトを中心に 
該当する到達目標 

3,4 
予習 諸文献を通じて戦後日本の日米経済摩擦の推移について予め理解しておく。 １時間 
復習 甚大なインパクトの日米構造問題調整協議の意味と限界について確認する。 １時間 

9 
講義内容 食糧・航空・ガソリン・酒類等の規制緩和と地域政策：多様な展開のため一部次回に継続 
該当する到達目標 

3,4 
予習 日米の経済摩擦・構造問題調整協議と規制緩和の連動性について理解しておく。 １時間 
復習 1990年代後半から 2000年代前半に行われた規制緩和の有効性を確認する。 １時間 

10 
講義内容 規制緩和（続前回）・地域再生（特区政策との関連中心に）と地域政策 
該当する到達目標

3,4 
予習 レジメを通じて日本における規制緩和の推移について予め理解しておく。 １時間 
復習 ＩＴ革命時代の地域再生の有様を直近の特区施策を通じて確認する。 １時間 

11 
講義内容 第4次産業革命と地域政策：IOT・ＡＩ（人工知能）・ＶＲ（仮想現実）等々新たな技術対応事例中心に 
該当する到達目標 

3,4 
予習 諸文献等を通じて人工知能・仮想現実等新たな技術について予め理解しておく。 １時間 
復習 全国各地で新たな技術が様々な業界に広がりつつあることを確認する。 １時間 

12 
講義内容 中心市街地の活性化策：空洞化問題と直近の活性化政策を中心に 
該当する到達目標 

3,4 
予習 日米経済摩擦問題と大店法改廃の連動性について予め理解しておく。 １時間 
復習 1998年施策が空洞化を解消せず施策の新たな展開がみられたことを確認する。 １時間 

13 
講義内容 過疎問題と地域政策：政策の推移と諸事例 
該当する到達目標 

3,4 
予習 諸文献を通じて我が国で実施された過疎問題施策の推移を予め理解しておく。 １時間 
復習 少子高齢化の一層なる進展を踏まえ、大きな方向転換が必要なことを確認する。 １時間 

14 
講義内容 子育て支援・介護保険制度と地域政策：直近の政策を中心に 
該当する到達目標 

5 
予習 我が国の少子高齢化の実情について予め理解しておく。 １時間 
復習 日本の子育て支援や介護保険制度の充実が如何に重要であるか確認する。 １時間 

15 
講義内容 まとめ：循環共生型地域社会づくりについて 
該当する到達目標 

6 
予習 これまで配布されたレジメを通じて地域政策論の主要論点を予め理解しておく。 １.５時間 
復習 地域政策の目的や日本の進むべき方向性に関する主な重要点を確認する。 １時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 医療福祉と行動科学（専門展開科目） SWA311 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

未定（非常勤講師） 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 保健医療領域で社会福祉的支援を担うのは、医療ソーシャルワーカーである。社会関係性やコミュニケーシ

ョン、意思決定メカニズムは、保健医療福祉領域でも重要なテーマである。学生が、保健医療福祉サービス

の基本的アプローチの知識を身につけるとともに、実践に役立つ行動科学の基礎を学ぶ。 
到達目標 1.保健医療福祉の基礎を説明できる。 

2.行動科学の概略を学び、基本的概念や法則を説明できる。 
3.医療ソーシャルワーカーの支援法を解説できる 
4.保健医療福祉の現場で役立つ、個人及び集団心理、ライフサイクルと対人関係、認知や学習、教育との関

係について考察できる。 
5.保健医療サービスについて解説できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
✓ 基礎的知識力 
✓ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
  応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 レポート 50％、筆記試験 30％、授業中の態度と出席を 20％程度参考にして総合評価する。授業態度（静粛

さ、不必要な私語、真摯な姿勢など）に問題がある場合は、個別に厳しく減点する。 
課題に対する

フィードバック 

レポートについては、事前に課題内容を告知し、記載方法や出題意図、基準をフィードバックする。 

使用教材 未定 

1 
講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1 
予習 医療ソーシャルワークについて、自主的に予習する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

2 
講義内容 保健医療サービスの概要① 制度 
該当する到達目標 

1,3 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 時間 

3 
講義内容 保健医療サービスの概要② 法律 
該当する到達目標 

1,3 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

4 
講義内容 保健医療サービスの概要③ 社会資源 
該当する到達目標 

1,3 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

5 
講義内容 医療ソーシャルワークについて① 役割 
該当する到達目標 

1,3,5 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

6 
講義内容 医療ソーシャルワークについて② 業務 
該当する到達目標 

1,3,5 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

7 講義内容 医療ソーシャルワークについて③ 実践 
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該当する到達目標 

1,3,5 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

8 
講義内容 行動科学の基礎 
該当する到達目標 

2 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

9 
講義内容 学習～行動の変容 
該当する到達目標 

2,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

10 
講義内容 記憶・思考 
該当する到達目標 

2,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

11 
講義内容 動機・欲求・情動 
該当する到達目標 

2,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

12 
講義内容 社会・集団 
該当する到達目標 

2,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

13 
講義内容 パーソナリティ（１.性格理論 ２.環境か遺伝か） 
該当する到達目標 

2,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

14 
講義内容 心理的支援法 
該当する到達目標 

2,4 
予習 特に関心あるテーマについて、自主的に調査研究する。 1.5時間 
復習 資料を用いて自習する。 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 資料を用いて自習する。 1.5時間 
復習 試験問題を復習する。 1.5時間 

備

考 

未定 
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科目名 こども論（専門展開科目） SWA312 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大川 健次郎 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 こども論では、社会が子どもをどのように捉えてきたか、子どもの持つ権利とは何かについて学び、その上

で、子育ち、子育てを支援するための具体的な施策を取り上げて、その現状を把握し、その課題・あり方につ

いて考察できるようにする 
到達目標 1.社会が子どもをどのように捉えてきたのかを理解できる 

2.子どもの権利について理解できる 
3.子どもの権利条約について説明できる 
4.子どもの自立について理解できる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験70％ 授業参加度30％ 
課題に対する

フィードバック 

授業参加度をミニレポートで測る。ミニレポートにコメントをつけて返却し学生にフィードバックする 

使用教材 講義時に必要な資料を配布する 

1 
講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

 
予習 シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する 0.5時間 
復習 講義内容、成績評価方法などを確認する 0.5時間 

2 

講義内容 子ども観（古代・中世） 
該当する到達目標 

1 
予習 古代の児童救済事業について調べてくること 1.5時間 
復習 聖徳太子の行った事業についての理解、律令における子どもの位置づけについ

て理解する 
1.5時間 

3 

講義内容 子ども観（近世・近代） 
該当する到達目標 

1 
予習 江戸時代における子どもの問題について調べてくること 1.5時間 
復習 近世における児童保護についての理解、明治維新と子どもの生活について理解

する 
1.5時間 

4 
講義内容 子ども観（大正から戦前まで） 
該当する到達目標 

1 
予習 資本主義社会における子どもの問題について調べてくること 1.5時間 
復習 学制頒布、徴兵制による子どもへの影響について理解する 1.5時間 

5 
講義内容 子ども観（戦後から高度経済成長まで） 
該当する到達目標 

1 
予習 戦後の荒廃時における子どもの問題について調べてくること 1.5時間 
復習 工業化が進む中での子どもの生活について理解する 1.5時間 

6 

講義内容 子ども観（高度経済成長から 1970年代まで） 
該当する到達目標 

1 
予習 高度経済成長がもたらした子どもの生活のマイナス面について調べてくること 1.5時間 
復習 地域共同体という基盤が不在となった時の家族関係と子どもの生活について理

解する 
1.5時間 

7 講義内容 子ども観（1980年代から現在まで） 
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該当する到達目標 

1 
予習 国際家族年が社会に与えた影響について調べてくること 1.5時間 
復習 我が国の少子化対策について理解する 1.5時間 

8 

講義内容 権利概念について 
該当する到達目標 

2 
予習 自然法的規範説と実定法的規範説について調べてくること 1時間 
復習 フランス人権宣言、アメリカ独立宣言における権利概念、対立の調整概念につい

て理解する 
1.5時間 

9 

講義内容 受動的権利と能動的権利 
該当する到達目標 

2 
予習 受動的権利と能動的権利の概念について調べてくること 1時間 
復習 受動的権利と社会権的特質、能動的権利と自由権的特質の関係について理解す

る 
1.5時間 

10 
講義内容 子どもの権利の特質 
該当する到達目標 

2 
予習 ホワイトハウス会議宣言について調べてくること 1時間 
復習 受動的権利の限界と能動的権利の位置づけについて理解する 1.5時間 

11 

講義内容 子どもの権利条約 
該当する到達目標 

2，3 
予習 子どもの権利条約の特徴について調べてくること 1時間 
復習 子どもの権利条約が採択されるまでの歴史、ウェルビーイング概念について理

解する 
1.5時間 

12 

講義内容 子どもの権利を擁護する 
該当する到達目標 

2，3 
予習 アドボカシー概念について調べてくること 1時間 
復習 子どもゆえの権利擁護の必要性、施設職員とアドボカシーの思いのすれ違いに

ついて理解する 
1.5時間 

13 
講義内容 子どもの権利ノート 
該当する到達目標 

2，3 
予習 子どもの権利ノートとは何か調べてくること 1時間 
復習 子どもの権利ノート配布の必要性、役割、特徴について理解する 1.5時間 

14 
講義内容 子どもの自立とは何か 
該当する到達目標 

4 
予習 自分が考える「子どもの自立」とは何か整理してくること 1時間 
復習 日本における子どもの自立概念を理解する 1.5時間 

15 
講義内容 子どもの自立支援 
該当する到達目標 

4 
予習 動的調和的共生とは何か調べてくること 1時間 
復習 自立支援のために必要と不可欠なことを理解する 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：金曜日の 2時限と 3時限、質問はメールでも受け付ける。 
研究室1号館5階508 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること 
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科目名 カウンセリング論（専門展開科目） SWA313 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

角野 善司 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 カウンセリング・心理療法の理論・歴史・方法に関する知識を修得する。 

さらに、カウンセラーに求められるクライエントへの関わりについて学び、考察を深める。 
到達目標 1.各学派のカウンセリング・心理療法に関する諸概念を説明できる。 

2.カウンセリングの視点を利用者支援に活用できる。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 毎回の宿題30％（復習課題15％、予習課題15％）、学期末テスト 50％、学期末レポート 20％。宿題の得点

が一定水準に達しなければ、学期末テスト・レポートの得点に関わらず、単位を付与しない。 
課題に対する

フィードバック 

毎回の授業開始時に、宿題の講評解説を行う。 

使用教材 精神保健福祉士・社会福祉士養成基礎セミナー「心理学－－心理学理論と心理的支援」へるす出版 
 ※人間理解科目「心理学」においても使用。 

1 
講義内容 カウンセリングの目的、対象、方法 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の前書き、シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

2 
講義内容 ピアカウンセリングの目的、方法 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

3 
講義内容 カウンセリングとソーシャルワークとの関係 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

4 
講義内容 心理療法の概要と実際（1）精神分析 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

5 
講義内容 心理療法の概要と実際（2）来談者中心療法 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

6 
講義内容 心理療法の概要と実際（3）行動療法・認知行動療法 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

7 
講義内容 心理療法の概要と実際（4）家族療法 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

8 
講義内容 心理療法の概要と実際（5）ブリーフ・サイコセラピー 
該当する到達目標 予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
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1,2 復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

9 
講義内容 心理療法の概要と実際（6）遊戯療法 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

10 
講義内容 心理療法の概要と実際（7）心理劇 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

11 
講義内容 心理療法の概要と実際（8）動作療法 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

12 
講義内容 心理療法の概要と実際（9）SST（生活技能訓練） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

13 
講義内容 心理療法の概要と実際（10）福祉現場におけるセラピューティック・アクティビティ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

14 
講義内容 心理療法の概要と実際（11）その他の心理療法 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書の該当箇所を精読する。予習課題に解答する。 1.5時間 
復習 教科書の該当箇所・配布資料・ノートを再読する。復習課題に解答する。 1.5時間 

備

考 

・各福祉士の国家試験で頻出の範囲である。履修して、しっかりと学習してほしい。 
・心理学を履修済であることを前提に授業を進める。 
・宿題の提出は、C-learningによる。 
・オフィスアワー（後期）：月曜4限、火曜4限   研究室：8号館4階405室 
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科目名 トータルボディトレーニング（専門展開科目） SWA314 実技 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大家 千枝子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 基本的な運動プログラム作成の知識や機器の活用方法を学び、トレーニングを実践する。また運動前後の

ストレッチングや機器を使わないレジスタンストレーニングの方法を身につける。このほか、介護業務で発生

しやすい腰痛に対して、介護作業別の対策および腰痛予防エクササイズを知り、腰痛になりにくい体をつくる

ためのエクササイズについて学ぶ。 
到達目標 1.機器の名称、使い方やエネルギー消費量の算出方法などについて理解し、説明できる。 

2.前後の体操を含めて、自分に合った適切な負荷（強度や回数）を選んでトレーニングできる。 
3自分の健康・体力について関心・興味をもち、自らすすんでフィットネス活動を実践できる（課外も含む）。 
4.授業の性質や履修者の中での個人の役割を理解、意識し、行動できる。 
5.トレーニングの効果を実感できる（体力の向上、筋肉量・体脂肪量の調節、精神面など）。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業ごとの取り組みを反映した実践点50％、最終日のテスト25％、半期間のトレーニング成果15％、記録・

提出物10％。 
課題に対する

フィードバック 

授業中に使用したフィジカルデータファイルは試験期間終了後に各個人へ返却する予定。 

使用教材 プリント適宜配布。参考文献適宜紹介。以下、資料の要点のみ配布予定。 
「介護業務で働く人のための腰痛予防のポイントとエクササイズ」、中央労働災害防止協会、2010年、10月 

1 
講義内容 ガイダンス・ルーブリックの作成 
該当する到達目標 

3,4 
予習 シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 0.5時間 
復習 講義内容、到達目標、学位授与方針、成績評価方法などを確認する。 0.5時間 

2 
講義内容 体組成測定、体力テスト（1回目） 
該当する到達目標 

3,4 
予習 測定項目を確認し、暴飲暴食や寝不足を控える。 0.5時間 
復習 測定項目とそれらの正しい測定方法、測定機器の使い方を復習して覚える。 0.5時間 

3 
講義内容 結果の評価、機器の正しい使用方法 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 配布された資料に目を通しておく。 0.5時間 
復習 体組成と体力の結果から、自身の生活を見直し、健康的な生活をこころがける。 0.5時間 

4 
講義内容 ウォーキング・ジョギングと運動前後の体操 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 実施内容を確認し、ウォーキングやジョギングについて調べておく。 0.5時間 
復習 学んだストレッチや体操を実践してみる。 0.5時間 

5 
講義内容 介護作業別の対策および腰痛予防エクササイズ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 配布された資料に目を通しておく。 0.5時間 
復習 学んだ予防エクササイズを実践してみる。 0.5時間 

6 
講義内容 フィットネス機器を使ったトレーニング（基本） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 配布された資料に目を通しておく。 0.5時間 
復習 課外活動としてフィットネスルームで運動する。または生活活動を増やす。 0.5時間 
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7 
講義内容 油圧マシンを使ったウェルラウンドエクササイズ（基本） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 配布された資料に目を通しておく。 0.5時間 
復習 課外活動として、フィットネスルームで運動する。 0.5時間 

8 
講義内容 油圧マシンを使ったウェルラウンドエクササイズ（応用） 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5, 
予習 配布された資料に目を通しておく。 0.5時間 
復習 課外活動としてフィットネスルームで運動する。または生活活動を増やす。 0.5時間 

9 
講義内容 運動処方の現状とレジスタンストレーニングの実際 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 配布された資料に目を通しておく。 0.5時間 
復習 課外活動としてフィットネスルームで運動する。または生活活動を増やす。 0.5時間 

10 
講義内容 フィットネスプログラムの作成と実践 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 フィットネスプログラムを検討する。 0.5時間 
復習 課外活動としてフィットネスルームで運動する。または生活活動を増やす。 0.5時間 

11 
講義内容 フィットネスプログラムの作成と実践 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 フィットネスプログラムを検討する。 0.5時間 
復習 課外活動としてフィットネスルームで運動する。または生活活動を増やす。 0.5時間 

12 
講義内容 体組成・体力測定（2回目） 
該当する到達目標 

3,4 
予習 測定項目を確認し、暴飲暴食や寝不足を控える。 0.5時間 
復習 測定結果と自身の生活を振り返る。 0.5時間 

13 
講義内容 フィットネスプログラムの作成と実践 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 フィットネスプログラムを検討する。 0.5時間 
復習 課外活動としてフィットネスルームで運動する。または生活活動を増やす。 0.5時間 

14 
講義内容 ウォーキング（大学周辺） 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 歩きやすい服装とシューズを準備する。 0.5時間 
復習 課外活動としてフィットネスルームで運動する。または生活活動を増やす。 0.5時間 

15 
講義内容 まとめ・フィジカルデータファイルの提出・ルーブリックを使った自己採点 
該当する到達目標 

1,2,3,4,5 
予習 シラバスの内容を読みなおして、目標の到達度を確認する。 0.5時間 
復習 課外活動としてフィットネスルームで運動する。または生活活動を増やす。 0.5時間 

備

考 

オフィスアワー・・・火曜日12:00～14:30、１号館（健康福祉学部）、3Ｆ、302研究室、3Ｆエレベータ前ポスト有。 
受講上の注意・・・①トレーニングシャツ、パンツ、室内用運動シューズを着用すること（ジーンズや普段着での受講

は不可）。②実技で配慮を必要とする学生は初回のガイダンスで担当教員へ申し出ること。③貴重品の管理は各自

で行うこと。 
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科目名 こころとからだのしくみⅠ（専門展開科目） SWA315 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

佐野 雪江 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 社会福祉コース選択 2単位、介護福祉コース必修 2単位 
講義目標 「こころとからだのしくみ」は、介護サービスを実際に提供する際の根拠を学び、理解していくためのもので

ある。介護を必要とする人は増加し、多様化している。これらに応えられる様、基礎を学び、実践に応用で

きる力を養うことを目標とする。 
到達目標 1.こころのしくみの基礎概念（人間の基本的欲求・社会的欲求、自己概念と尊厳、学習・記憶・思考 

感情・動機づけ・適応等）について理解できる。 
2.からだのしくみの基礎事項（生命維持・恒常性のしくみ、人体各部の名称、ボデイメカニクス、関 
  節可動域等）について理解できる。 
3.実践に直接関連する基礎的知識 （移動、身じたく、入浴・清潔保持、食事、排泄、睡眠等、利用者の生活・

自立支援に必要な介護等）や、機能低下、障害がおよぼす影響、医療職との連携等 
  について理解できる。 
4.死にゆく人のこころとからだのしくみ（「死」の捉え方、終末期から死に至る体の理解、「死」に対 

するこころの理解、医療職との連携等）について理解できる。 
学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験７０％、レポート及び小テスト３０％    総合評価６０％以上で合格とする 
課題に対する

フィードバック 

レポート及び小テストにはコメントをつけて返却する。定期試験については試験後に課題の意図の説明と

全体の講評を行う。 
使用教材 教科書「こころとからだのしくみ」：新介護福祉士養成講座１４（中央法規）ＩＳＢＮ１９７４-４-８０５８-３９４３-０ 

講義資料・参考資料等は、随時プリントして配布する。 

1 
講義内容 ガイダンス  
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の前書きシラバスの内容を読み講義の目標などを理解する。 1.5時間 
復習 講義内容、到達目標、成績評価方法等を確認する。 1.5時間 

2 
講義内容  こころのしくみの理解 １ 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書：１章１-１、１-２に目を通す（Ｐ１０～Ｐ１７） 1.5時間 
復習 人間の欲求や自己実現・尊厳について理解する。 1.5時間 

3 
講義内容  こころのしくみの理解 ２ 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書：１章１-２～１-３に目を通す（Ｐ２０～Ｐ３２） 1.5時間 
復習 脳のしくみ、学習・記憶・思考・感情・認知、意欲について理解する。 1.5時間 

4 
講義内容  からだのしくみの理解 １ 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書：２章２-１に目を通す（Ｐ３６～Ｐ４２） 1.5時間 
復習 生命維持・恒常性のしくみ、バイタルサインについて理解する。 1.5時間 

5 
講義内容  からだのしくみの理解 ２ 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書：２章２-１に目を通す（Ｐ４３～Ｐ６２） 1.5時間 
復習 体の部位の役割（細胞・遺伝、脳・神経、骨・筋肉等）について理解する。 1.5時間 

6 講義内容  からだの動き 
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該当する到達目標 

3 
予習 教科書：２章２-２に目を通す（Ｐ６３～Ｐ７２） 1.5時間 
復習 機能低下、骨・関節・筋肉の働き、ボデイメカニクスについて理解する。 1.5時間 

7 

講義内容  身じたくに関連したしくみ １ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：３章３-１に目を通す（Ｐ７６～Ｐ８７） 1.5時間 
復習 身じたくのしくみ、身じたくの効果、こころのしくみ、からだのしくみについて

理解する。 
1.5時間 

8 

講義内容 身じたくに関連したしくみ ２ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：３章３-２、３-３に目を通す（Ｐ８８～Ｐ１０２） 1.5時間 
復習 機能低下が及ぼす体への影響と変化の気づき、観察のポイント対応につ

いて理解する。 
1.5時間 

9 
講義内容  移動に関連したしくみ １ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：４章４-１に目を通す（Ｐ１０６～Ｐ１１２） 1.5時間 
復習 基本的な姿勢や体位、移動に関連したこころのしくみについて理解する。 1.5時間 

10 
講義内容  移動に関連したしくみ ２ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：４章４-２に目を通す（Ｐ１１２～Ｐ１１８） 1.5時間 
復習 仰臥位、座位、立位、歩行、車いす移動について理解する。 1.5時間 

11 
講義内容  移動に関連したしくみ ３ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：４章４-２、４-３に目を通す（Ｐ１１９～Ｐ１３０） 1.5時間 
復習 機能低下が移動に及ぼす影響と観察のポイント・対応について理解する。 1.5時間 

12 
講義内容  食事に関連したしくみ １ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：５章５-１、に目を通す（Ｐ１３４～Ｐ１４０） 1.5時間 
復習 からだに必要な栄養素、摂食と嚥下運動等について理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 食事に関連したしくみ ２ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：５章５-１、５-２に目を通す（Ｐ１３４～Ｐ１５９） 1.5時間 
復習 消化器のしくみ、食事の種類、機能低下について理解する。 1.5時間 

14 

講義内容 食事に関連したしくみ ３ これまでのまとめ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：５章５-２、５-３に目を通す（Ｐ１３４～Ｐ１６９） 1.5時間 
復習 観察ポイント、緊急性を伴う異常、医療職との連携ついて理解する。 

 
1.5時間 

15 
講義内容  これまでのまとめと、試験対策 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 これまでの授業内容を整理し、理解不足を確認しておく 1.5時間 
復習 まとめを通して試験勉強を行う 1.5時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 こころとからだのしくみⅡ（専門展開科目） SWA316 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

佐野 雪江 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 社会福祉コース選択 2単位、介護福祉コース必修 2単位 
講義目標 「こころとからだのしくみ」は、介護サービスを実際に提供する際の根拠を学び、理解していくためのもので

ある。介護を必要とする人は増加し、多様化している。これらに応えられる様、基礎を学び、実践に応用で

きることを目標とする。 
到達目標 1.こころのしくみの基礎概念（人間の基本的欲求・社会的欲求、自己概念と尊厳、学習・記憶・思考 

感情・動機づけ・適応等）について理解できる。 
2.からだのしくみの基礎事項（生命維持・恒常性のしくみ、人体各部の名称、ボデイメカニクス、関 
  節可動域等）について理解できる。 
3.実践に直接関連する基礎的知識 （移動、身じたく、入浴・清潔保持、食事、排泄、睡眠等、利用者の生活・

自立支援に必要な介護等）や、機能低下、障害がおよぼす影響、医療職との連携等 
  について理解できる。 
4.死にゆく人のこころとからだのしくみ（「死」の捉え方、終末期から死に至る体の理解、「死」に対 

するこころの理解、医療職との連携等）について理解できる。 
学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 定期試験７０％、レポート及び小テスト３０％    総合評価６０％以上で合格とする 
課題に対する

フィードバック 

レポート及び小テストにはコメントをつけて返却する。定期試験については試験後に課題の意図の説明と

全体の講評を行う。 
使用教材 教科書「こころとからだのしくみ」：新介護福祉士養成講座１４（中央法規）ＩＳＢＮ１９７４-４-８０５８-３９４３-０ 

講義資料・参考資料等は、随時プリントして配布する。 

1 
講義内容 入浴・清潔保持に関連したしくみ １ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：６章６-１、に目を通す（Ｐ１７２～Ｐ１８３） 1.5時間 
復習 入浴・清潔の意義と効果、皮膚のしくみについて理解する。 1.5時間 

2 
講義内容 入浴・清潔保持に関連したしくみ ２ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：６章６-１、６-２に目を通す（Ｐ１７２～Ｐ１９４） 1.5時間 
復習 機能低下（皮膚、視覚、運動、等）がおよぼす影響について理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 入浴・清潔保持に関連したしくみ ３ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：６章６-２、６-３に目を通す（Ｐ１８４～Ｐ２０６） 1.5時間 
復習 観察のポイントと気づきと対応（医療職との連携）について理解する。 1.5時間 

4 
講義内容  排泄に関連したしくみ １ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：７章７-１、に目を通す（Ｐ２０８～Ｐ２１９） 1.5時間 
復習 正常な排泄行為、排尿のしくみ、排便のしくみについて理解する。 1.5時間 

5 

講義内容 排泄に関連したしくみ ２ 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 教科書：７章７-１、７-２に目を通す（Ｐ２０８～Ｐ２３０） 1.5時間 
復習 心身の機能障害（尿失禁や、便秘・下痢等）について理解する。 

 
1.5時間 

6 講義内容 排泄に関連したしくみ ３ 
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該当する到達目標 

2,3 
予習 教科書：７章７-１、７-２、７-３に目を通す（Ｐ２０８～Ｐ２３９） 1.5時間 
復習 排泄日誌の書き方、便秘・下痢・皮膚等の観察、使用用具の確認の仕方等

について理解する。 
1.5時間 

7 
講義内容  睡眠に関連したしくみ １ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書：８章８-１、に目を通す（Ｐ２４２～Ｐ２３９） 1.5時間 
復習 睡眠の役割や睡眠のリズム、こころのしくみについて理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 睡眠に関連したしくみ ２ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書：８章８-１、８-２に目を通す（Ｐ２４２～Ｐ２５８） 1.5時間 
復習 加齢、疾患、薬物等による睡眠障害について理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 睡眠に関連したしくみ ３ 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書：８章８-１、８-２、８-３に目を通す（Ｐ２４２～Ｐ２６６） 1.5時間 
復習 睡眠日誌、不眠への対応について理解する。 1.5時間 

10 
講義内容  死にゆく人に関連したしくみ １ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書：９章９-１、に目を通す（Ｐ２６８～Ｐ） 1.5時間 
復習 「死」の捉え方について理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 死にゆく人に関連したしくみ ２ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書：９章９-１、９-２、に目を通す（Ｐ２６８～Ｐ２６６） 1.5時間 
復習 「死」に対するからだの変化について理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 死にゆく人に関連したしくみ ３ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書：９章９-２、９-３に目を通す（Ｐ２４２～Ｐ２６６） 1.5時間 
復習 「死」にたいするこころの変化について理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 死にゆく人に関連したしくみ ４ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書：９章９-３、９-４に目を通す（Ｐ２４２～Ｐ２９６） 1.5時間 
復習 終末期ケアとグリーフケアを理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 これまでのまとめと試験対策 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書：６章６-１～９章９-４に目を通す（Ｐ１７２～Ｐ２９６） 1.5時間 
復習 これまでの内容（入浴・清潔保持、排泄、睡眠、「死」）を確認し、理解する。 1.5時間 

15 
講義内容  これまでのまとめと、試験対策 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 これまでの授業内容を整理し、理解不足を確認しておく 1.5時間 
復習 まとめを通して試験勉強を行う 1.5時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
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科目名 障がい者スポーツ論（専門展開科目） SWA317 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

大塚 光彦 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 障がい者スポーツは、障がいの特性を理解し、一般に親しんでいるスポーツのルールを、少し工夫するだけ

で障がい者（児）・高齢者等対象者に合わせて、誰にでも楽しく安全に安心してできるもので、「適応する」とい

う意味でアダプテッドスポーツ（adapted sports）とも呼ばれている。また三障がい（身体・知的・精神）のスポ

ーツ・レクリエーションを幅広く知ることにより、基本的な障がいの種類や特徴を学ぶ。また障がい者スポー

ツの歴史や制度等、パラリンピック(夏・冬季)競技の DVD による学習と実技も組み入れ、各種競技を知るこ

とにより、指導上の留意点と安全な指導法を習得する。2020 年東京パラリンピックを見据え、一人でも多くの

障がい者をスポーツの場へ誘い出すきっかけづくりを支援できるようにすることを目指す。 
到達目標 1.障がいの特性に応じたスポーツの指導ができる。 

2.対象者に合わせて、楽しく安心して安全に指導できる 
3.きっかけづくりを支援できる。 
4.基本的な技術を習得する。 

学位授与方針

との対応 

 豊かな人間性 
 基礎的知識力 
 問題解決能力・コミュニケーション能力 
 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業６０％ 筆記（ミニレポート・試験）４０％ 
課題に対する

フィードバック 

①ミニレポートには随時総合的にコメントする。 
②随時課題等の説明をする。 

使用教材 公益財団法人  日本障がい者スポーツ協会  障がい者スポーツ指導教本初級・中級 
 講義のPP資料及び関係資料を随時配布 

1 

講義内容 障がい者スポーツの意義と理念について 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書P１０～１３を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。 
 １時間

 １時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 

2 

講義内容 組織と制度について 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P１３～１７を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）ア行の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）ア行の復習 ２時間 

3 

講義内容 車いすの操作方法及び介助方法について（実技） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P７８・P１０４を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）カ行の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）カ行の復習 ２時間 

4 

講義内容 パラリンピック競技（夏・冬季）について 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書前書き及びP１５を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）サ行の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）サ行の復習 ２時間 

5 
講義内容 全国障害者スポーツ大会について 
該当する到達目標 予習 教科書P６４～７１を読んで講義の目標等を理解する。 １時間 
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1,2,3,4 専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）タ行の予習 １時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）タ行の復習 ２時間 

6 

講義内容 全国障害者スポーツ大会競技種目について（伴走・実技） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P７９を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）ナ行の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）ナ行の復習 ２時間 

7 

講義内容 知的障がい者とスポーツ・レクリエーションについて 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P４４～４９を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）ハ行の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）ハ行の復習 ２時間 

8 

講義内容 精神障がい者とスポーツ・レクリエーションについて 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P５０～５３を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）マ行の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）マ行の復習 ２時間 

9 

講義内容 全国障害者スポーツ大会競技種目について（FD・実技） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P９２～９５を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）ヤ行の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）ヤ行の復習 ２時間 

10 

講義内容 障害の理解とスポーツについて 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P３４～３９を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）ラ行の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）ラ行の復習 ２時間 

11 

講義内容 安全管理について 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P５４～６２を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）ワ行の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）ワ行の復習 ２時間 

12 

講義内容 重度障がい者のスポーツについて（ボッチャ・実技） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P２２８～２３３を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）の復習 ２時間 

13 

講義内容 障がいに応じたスポーツの工夫について 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P２２２～２２７を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）の復習 ２時間 

14 

講義内容 ボランティア論について 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書P２８～３１を読んで講義の目標等を理解する。 

専門用語の意味を理解しておくこと。資料による手話（指文字）の予習 
１時間 

１時間 
復習 講義内容、到達目標等を確認する。 資料による手話（指文字）の復習 ２時間 

15 

講義内容 障がい者との交流（実技） 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書 P２３４～２３５を読んで講義の目標等を理解する。（ゲストととして、元ﾊﾟﾗ

ﾘﾝﾋﾟｯｸﾒﾀﾞﾘｽﾄ予定） 
専門用語の意味を理解しておくこと。 

１時間 

１時間 

復習 講義内容、到達目標等を確認する。 ２時間 
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備

考 
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科目名 介護概論（専門展開科目） SWA318 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

渡辺 洋子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 わが国は、2000（平成 12）年より介護保険制度が実施され、施設や在宅における介護サービスを、複数の

職種が連携し、一定の質に維持することが期待されている。とりわけ介護職員は、要介護状態にある利用者

の生活に常に寄添い、日常生活を支援している。そのため介護の変遷や機能、関係法規を理解し、要介護

状態にある様々な利用者の生活全般、支援や介護方法をより深く理解する。また社会福祉士及び精神福祉

士として、地域や施設等で幅広く、多くの職種と情報を共有し、連携できる能力を習得する。 
到達目標 1．介護の概念、変遷と関係法規から、介護の役割及び機能を説明できる。 

2．自身や他者の「生活観」を理解し、年齢層や要介護状態の有無による生活像を説明できる。 
3．様々な要介護状態の「利用者」の生活実態、支援・介護方法を説明できる。 
4．介護過程の定義やその過程から、狭義の介護サービス提供を説明できる。 
5．介護にかかわる制度沿革から、介護サービス提供の特徴を説明できる。 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
  専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業参加度40％・ミニレポート 20％・レポート 40％（2回） 
課題に対する

フィードバック 

ミニレポートは、翌週の講義の冒頭で紹介し、学習目標の到達度を確認する。また疑問質問は受講者に共有

し、状況により知識を補足する。 
レポートは、自身の「生活観」や「ケア観」との差異について学ぶ機会を得られるように、グループ演習で教材

として採用する。なおレポートは匿名とし、了解の得られたレポートのみを採用する。 
使用教材 指定の教科書なし・図書館の蔵書等で主体的に学んでほしい 

講義の際に、レジュメと資料を作成し、毎回、配布する 

1 
講義内容 ガイダンス・「介護とは？」 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスを精読し、学習目標を理解する・開講日時を確認する 1時間 
復習 講義内容、到達目標、評価方法等を確認する 1.5時間 

2 
講義内容 介護の概念 
該当する到達目標 

1 
予習 図書館の蔵書等で「介護の概念」の意味、該当するキーワードを学ぶ 1時間 
復習 介護の主要な概念を理解する 1.5時間 

3 
講義内容 介護の変遷と関係法規 
該当する到達目標 

1 
予習 図書館の蔵書等で「介護の変遷と関係法規」についてリサーチする 1時間 
復習 介護の変遷から主要な関係法規の成立から改正までを理解する 1.5時間 

4 
講義内容 生活の理解 
該当する到達目標 

1,2 
予習 図書館の蔵書等で「生活」の意味をリサーチし、自身の生活観をまとめる 1時間 
復習 他者のレポートから「生活観」を抽出し、自身との差異を理解する 1.5時間 

5 

講義内容 高齢者の生活と介護 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 図書館の蔵書等で「高齢者の生活」をリサーチし、その概観を学ぶ 1時間 
復習 人が「老いる」ことを多方面から捉え、介護予防や生きがい対策、介護方法を理

解する 
1.5時間 
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6 
講義内容 障害分類と特徴・高次機能障害者の生活と介護 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 図書館の蔵書等で「障害の捉え方」や「高次機能障害の特徴」を学ぶ 1時間 
復習 障害の分類とその特徴や、高次機能障害者の生活と介護方法を理解する 1.5時間 

7 
講義内容 内部障害者の生活と介護①心機能・呼吸機能・腎機能・排泄機能の障害 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 図書館の蔵書等で心臓、呼吸器、腎臓、小腸及び大腸、膀胱の機能を学ぶ 1時間 
復習 内部障害となる原因疾患及び生活像、介護方法を理解する 1.5時間 

8 
講義内容 内部障害者の生活と介護②肝機能・視覚機能・聴覚言語機能・免疫機能不全 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 図書館の蔵書等で肝臓、視覚、聴覚及び言語機能を学ぶ 1時間 
復習 内部障害となる原因疾患及び生活像、介護方法を理解する 1.5時間 

9 
講義内容 精神障害者の生活と介護 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 図書館の蔵書等で「精神障害の概観」を学ぶ 1時間 
復習 精神障害者の生活像、介護方法を理解する 1.5時間 

10 
講義内容 肢体不自由児者の生活と介護 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 図書館の蔵書等で「肢体不自由の概観」を学ぶ 1時間 
復習 肢体不自由児者の生活像、介護方法を理解する 1.5時間 

11 
講義内容 知的障害児者の生活と介護 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 図書館の蔵書等で「知的障害の概観」を学ぶ 1時間 
復習 知的障害児者の生活像、介護方法を理解する 1.5時間 

12 
講義内容 介護過程の理解①理論編 
該当する到達目標 

2,3,4 
予習 図書館の蔵書等で「介護過程の定義やキーワード」をリサーチする 1時間 
復習 介護過程を概観し、その過程を理論的に理解する 1.5時間 

13 
講義内容 介護過程の理解②実践編 
該当する到達目標 

3,4 
予習 図書館の蔵書等で「介護過程の定義やキーワード」をリサーチする 1時間 
復習 事例を通して、介護過程の理論と実践を相互に理解する 1.5時間 

14 

講義内容 介護サービス提供と連携 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 図書館の蔵書等で「介護サービス提供の概観と連携」の意味を学ぶ 1時間 
復習 要介護状態の高齢者や障害者がサービスを提供される過程や多職種連携を理

解する 
1.5時間 

15 
講義内容 介護保険制度及び改正の重要性 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 図書館の蔵書等で「介護保険制度成立の背景及び改正点を学ぶ 1時間 
復習 介護保険制度成立の背景及び改正点を包括的に理解する 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：火曜2時限（重複を避けて時間を確保するために、メール等で、ご予約ください。） 
研究室：1号館5階505  
予習や復習は、試験前の学習で補完してください。 
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科目名 総合演習Ⅰ（卒業研究及び演習） SWT401 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

社会福祉学科教員 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 これまでの学習の成果を深めていくために、専門分野における演習を実施し、より専門的な学習、知識の獲

得することができる。 
到達目標 研究の基礎を理解することができる。研究テーマを選定し、研究計画が立てることができる。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓ 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 研究テーマの立案，研究計画に関する課題の提出 100％ 
60％以上を合格とする． 

課題に対する

フィードバック 

教員ごとによる 

使用教材 必要に応じて指示する 
講義内容 初回の講義時間に講義全体についてのオリエンテーションを行う 

予習 毎回指示する。 8時間 
復習 毎回指示する。 8時間 

備考 教員ごとにより異なるので、確認すること 
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科目名 総合演習Ⅱ（卒業研究及び演習） SWT402 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

社会福祉学科教員 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 総合演習を担当する教員と参加する学生による関心や問題意識に応じてディカッション、文献・資料収集、フィ

ールドワーク等で得たデータ処理・整理してまとめることができる。 
到達目標 社会福祉学科研究発表会にて学生全体でまとめた成果をプレゼンテーションができる。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓ 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 授業内容に応じて①ディカッション、②文献・資料収集、③フィールドワーク等で得たデータ処理・整理してまと

める 100％，60％以上を合格とする． 
課題に対する

フィードバック 

教員ごとによる 

使用教材 必要に応じて指示する 
講義内容 初回の講義時間に講義全体についてのオリエンテーションを行う 

予習 毎回指示する。 8時間 
復習 毎回指示する。 8時間 

備考 教員ごとにより異なるので、確認すること 
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科目名 総合演習Ⅲ（卒業研究及び演習） SWT403 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

社会福祉学科教員 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 前期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 これまでの学修の成果を深めていくために、専門分野における演習を実施し、より専門的な学修を行うことで

社会福祉従事者として問題解決能力の実践方法を理解する。知識の獲得を目的とする。 
到達目標 これまでの学修の成果を深めていくために、専門分野における演習を実施し、より専門的な学修、知識の獲

得を目的とする。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓ 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 ①専門分野における演習の取り組み，②課題に取り組むことによる，より専門的な学修、知識の獲得，等によ

り評価 100％，60％以上を合格とする． 
課題に対する

フィードバック 

教員ごとによる 

使用教材 必要に応じて指示する 
講義内容 初回の講義時間に講義全体についてのオリエンテーションを行う 

予習 毎回指示する。 8時間 
復習 毎回指示する。 8時間 

備考 教員ごとにより異なるので、確認すること 
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科目名 総合演習Ⅳ（卒業研究及び演習）） SWT404 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

社会福祉学科教員 
 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 後期 必選・単位数 必修 1単位  
講義目標 これまでの学修の成果を深めていくために、専門分野における演習を実施し、社会福祉従事者として問題解

決の実践に取り組むことができる。 
到達目標 各自あるいは複数による学生の研究テーマについて成果を文章化し、社会福祉学科研究発表会にてプレゼ

ンテーションを行うことができる。 
学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
✓ 学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 ①ゼミごとのテーマに沿った，より専門的な学修、知識の獲得，②研究発表会でのプレゼン，など 100％ 
60％以上を合格とする． 

課題に対する

フィードバック 

教員ごとによる 

使用教材 必要に応じて指示する 
講義内容 初回の講義時間に講義全体についてのオリエンテーションを行う 

予習 毎回指示する。 8時間 
復習 毎回指示する。 8時間 

備考 教員ごとにより異なるので、確認すること 
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科目名 卒業研究（卒業論文）（卒業研究及び演習） SWT405 演習 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

社会福祉学科教員 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 4年 通年 必選・単位数 選択 4単位  
講義目標 卒業研究は、4 年間の講義や現場実習等の成果の集大成として、学生が自分で選択した分野に関わるテー

マについてさらに深く研究し、その成果をまとめるものである。その過程を通じ、社会福祉の専門職として求

められる研究能力や課題解決・改善能力を身につける。各自が研究テーマを設定し、研究計画を立案、文献

検索や調査、フィールドワーク等さまざまな過程を経て、最終的には研究結果を論文としてまとめることを目

標とする 
到達目標 1.社会福祉分野における課題を発見することができる 

2.発見した課題に対し研究計画を立案することができる 
3.立案した研究計画に基づき、課題についてさまざまな手法を用いて探求することができる。 
4.研究の結果を論文としてまとめることができる 

学位授与方針

との対応 

  豊かな人間性 
  基礎的知識力 
  問題解決能力・コミュニケーション能力 
  学際的な視点から取り組む力 
✓ 応用・実践する能力 
✓ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 研究の過程及び提出された卒業論文により総合的に評価する 
課題に対する

フィードバック 

研究の過程で随時行う 

使用教材 授業中に指示する 
講義内容 担当教員の指導により研究活動を行う 

予習 適宜実施 適宜実施 
復習 適宜実施 適宜実施 

備考 卒業研究は原則として総合演習Ⅲ及びⅣの担当教員（アドバイザー）の指導で行うものとする。科目の履修

にあたっては事前に教員に相談すること。また、総合演習の担当教員以外に指導を求める場合は、アドバイ

ザー及び指導を受けたい教員に事前に相談すること。卒業研究では授業時間以外の学修が前提となる。各

自が自覚を持って取り組むこと。 
担当教員のオフィスアワーについては総合演習と同様である 
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科目名 生涯学習社会と図書館（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

斎藤 順二 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 生涯学習及び社会教育の本質と意義の理解を図り、学校教育・家庭教育等との関連、並びに社会教育施

設、専門的職員の役割、学習活動への支援等の基本について理解できる。 
到達目標 1.高齢社会の到来で、従来の学歴社会から生涯学習社会への移行が進展している現況を理解できる。 

2.図書館は社会生活で「知の拠点」として大きな役割を果たすことが求められていると認識している。 
3.図書館にあって、地域住民の課題解決と学習支援サービスに対応できる司書を目指す。 

学位授与方針と

の対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 まとめのミニレポート（各ＵＮＩＴの要約と朗読ＣＤの感想） 
課題に対する 

フィードバック 

まとめのミニレポートは毎回提出してもらい、次回採点・評価して返却する。 

使用教材 朝比奈大作編著『図書館員のための生涯学習概論』（日本図書館協会）定価（1900円＋税） 

1 
講義内容 生涯学習と社会教育 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書のＵＮＩＴ１に目を通す。 １時間 
復習 生涯学習へのアプローチ 1.5時間 

2 
講義内容 〈社会〉と（教育） 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書のＵＮＩＴ２に目を通す。 １時間 
復習 生涯学習の展開と学習の実際を理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 〈社会教育〉の始まり 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書のＵＮＩＴ３に目を通す。 １時間 
復習 生涯学習社会の役割と連携を理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 誰のための教育か？ 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書のＵＮＩＴ４に目を通す。 １時間 
復習 生涯学習振興施策の立案と推進を理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 誰が〈教育する〉のか？ 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書のＵＮＩＴ５に目を通す。 １時間 
復習 社会教育の意義・発展・特質を理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 公教育とは何か？ 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書のＵＮＩＴ６に目を通す。 １時間 
復習 社会教育行政の意義・役割を理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 戦後日本の教育政策 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書のＵＮＩＴ７に目を通す。 １時間 
復習 自治体の制度と教育関連法規を理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 教育の自由 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書のＵＮＩＴ８に目を通す。 １時間 
復習 社会教育の内容・方法・形態を理解する。 1.5時間 
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9 
講義内容 ユネスコの生涯教育論 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書のＵＮＩＴ９に目を通す。 １時間 
復習 学習への支援と学習成果の評価と活用を理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 学校教育と生涯教育。 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書のＵＮＩＴ10に目を通す。 １時間 
復習 社会教育施設・生涯学習関連施設の管理・運営を理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 社会教育と生涯教育 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書のＵＮＩＴ11に目を通す。 １時間 
復習 社会教育指導者の役割を理解する。 1.5時間 

12 
講義内容 生涯教育理念の普及と変質 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書のＵＮＩＴ12に目を通す。 １時間 
復習 生涯学習の実際（群馬県生涯学習センター・指導者バンク）を理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 わが国における生涯学習論の展開 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書のＵＮＩＴ13に目を通す。 １時間 
復習 生涯学習の実際（高崎市生涯学習推進本部の学習推進計画）を理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 わが国における生涯学習理念の普及と変質 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書のＵＮＩＴ14に目を通す。 １時間 
復習 生涯学習の実際（講演会・放送大学・フィールドワーク等）を理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 生涯学習体験報告会 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 まとめのレポート １時間 
復習 私の生涯学習計画をまとめて発表する。 1.5時間 

備

考 

司書資格科目 
予習復習時間の不足時間については各自補完すること。 
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科目名 図書館概論（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

井ノ口 雄久 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 図書館の機能・意義・役割を理解し、図書館の歴史や現状、図書館職員、図書館の自由、各種及び各国の図

書館や類縁機関について学び、今後の図書館を巡る課題や展望を考察する 
到達目標 1.図書館とは何かまた図書館の理論や諸制度の基本を習得する 

2.図書館を知的関心の対象として、図書館について深く考える 
3.図書館という機関をもつ社会的意味を広い視野から説明できるようになる 

学位授与方針

との対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 毎回の課題提出 40％、レポート２回60％で評価する。総合評価60％以上を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

毎回の課題と授業の振り返りの提出を受けて、次回の授業で学生の疑問点やさらに解説が必要な事項につ

いて解説する。レポートは課題に対して評価できる点、不足している点のコメントを付けて返却する。 
使用教材 教科書「図書館の基礎と展望」二村 健著（学文社） 

ISBN978-4-7620-2191-6 
次回の課題と必要に応じて、資料をプリントして配布する 

1 

講義内容  
該当する到達目標 

1 
予習 シラバス、教科書の諸言・巻頭言を読んで、講義の目標などを理解する。 

第1章第1～4節に目を通す。 
1時間 

復習 講義内容、到達目標、成績評価方法などを確認する。図書館の現状を確認する。 1.5時間 

2 
講義内容 図書館の構成要素と機能および図書館サービス 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第2章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館の要素および機能、さらに図書館サービスの概要を理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 図書館の業務モデル 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第3章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館システムと図書館業務のモデルについて理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 図書館の社会的意義 
該当する到達目標 

1,3 
予習 第4章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館の社会における存在価値について理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 文化を伝承し保存する図書館」 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第5章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館の歴史を通して、図書館の社会的使命について理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 公共図書館の成立と展開 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第6章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 公共図書館が生まれた背景やその後の展開について理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 わが国における公共図書館の成立と発展 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第7章第1～2節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 日本の公共図書館の生まれた背景とその後の発展について理解する。 1.5時間 
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8 

講義内容 わが国における公共図書館の展開 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第8章第1～2節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 日本の公共図書館が質量ともに大きく飛躍し多方面にわたって展開したこと、ま

た社会生活における科学技術の進歩との関係で図書館も変化してきていることを

理解する。 

1.5時間 

9 

講義内容 図書館の種類と利用者(1) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第9章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 社会には様々な種類の図書館が存在していること、また、この章では国立図書

館と公立図書館の任務と活動について理解する。 
1.5時間 

10 

講義内容 図書館の種類と利用者(2) 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第10章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 様々な図書館のうち、この章では大学図書館、学校図書館、専門図書館につい

て理解する。 
1.5時間 

11 

講義内容 図書館の類縁機関と図書館関連団体 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第11章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館と似た施設の存在、また図書館と行政との関わり、さらに図書館の関連団

体について理解する。 
1.5時間 

12 
講義内容 図書館員とライブラリアンシップ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第12章第1～4節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館員の実態とその役割について理解する。 1.5時間 

13 

講義内容 知的自由と図書館 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第13章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 民主主義社会において、図書館は必要な存在であり、その存在意義の重要な視

点である「図書館の自由」について理解する。 
1.5時間 

14 

講義内容 図書館の課題 
該当する到達目標 

2,3 
予習 第14章第1～4節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 公共図書館をはじめ、様々な図書館が存在しているが、それぞれ多くの課題を抱

えている。その課題について考える。 
1.5時間 

15 
講義内容 展望 
該当する到達目標 

2,3 
予習 第15章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館界の歴史や流れを踏まえて、合理的な予見を考える。 1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：適宜受け付ける。  
予習・復習については、各自で補完すること。 
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科目名 図書館制度・経営論（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

井ノ口  雄久 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 図書館の関係法規、図書館政策のもと図書館計画、図書館経営、サービス計画、図書館評価、図書館形態

について課題や展望を考察する。 
到達目標 1.生涯学習社会における図書館という視点を重視して、図書館経営や制度に関わる組織、管理・運営、各種

図書館計画について学ぶ 
2.図書館マネジメントや制度的背景について説明できるようになる 

学位授与方針

との対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 毎回の課題提出 40％、レポート 2回60％で評価する。総合評価60％以上を合格とする。 
課題に対する

フィードバック 

毎回の課題と授業の振り返りの提出を受けて、次回の授業で学生の疑問点やさらに解説が必要な事項につ

いて解説する。レポートは課題に対して評価できる点、不足している点のコメントを付けて返却する。 
使用教材 教科書「図書館制度・経営論」手嶋 孝典編著（学文社） 

ISBN978-4-7620-2195-4 
次回の課題と必要に応じて、資料をプリントして配布する。 

1 

講義内容 ガイダンス 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバス、教科書の諸言・巻頭言を読んで、講義の目標などを理解する。 

第1章第1～4節に目を通す。 
1時間 

復習 講義内容、到達目標、成績評価方法などを確認する。図書館の上位法である憲

法、教育基本法、社会教育法、公立図書館の根拠法である図書館法について理

解する。 

1.5時間 

2 
講義内容 図書館法逐条解説 (1) 総則 
該当する到達目標 

1 
予習 第2章第1～4節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館法の総則について理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 図書館法逐条解説 (2) 公立図書館および私立図書館 
該当する到達目標 

1 
予習 第3章第1～7節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館法の公立図書館と私立図書館について理解する。 1.5時間 

4 

講義内容 地方自治体の図書館関連条例など 
該当する到達目標 

1 
予習 第4章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 近代公共図書館の５原則や日本の公立図書館に関連する法令・例規、さらに内

規・要綱・マニュアル等について理解する。 
1.5時間 

5 

講義内容 他館種の図書館に関する法律など 
該当する到達目標 

1 
予習 第5章第1～5節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 公共図書館以外の日本の学校図書館、国立国会図書館、大学図書館、その他の

図書館に関連する根拠法等について理解する。 
1.5時間 

6 
講義内容 図書館サービス関連法規 
該当する到達目標 予習 第6章第1～5節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
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1 復習 日本の図書館サービスに関連する法令について理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 図書館政策（国、地方自治体） 
該当する到達目標 

1 
予習 第7章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 日本の国及び地方自治体の図書館政策について理解する。 1.5時間 

8 

講義内容 公共機関・施設の経営方法と図書館経営 
該当する到達目標 

1 
予習 第8章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 経営全般、公的機関の組織・経営方法について考え、その上で公立図書館の経

営と運営について理解する。 
1.5時間 

9 

講義内容 図書館の組織・職員 (1) 
該当する到達目標 

1 
予習 第9章第1～4節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 日本の教育委員会や公立図書館の組織構成、、図書館長の役割及び図書館員

の人事管理、さらには図書館の在り方について理解する。 
1.5時間 

10 

講義内容 図書館の組織・職員 (2) 
該当する到達目標 

1 
予習 第10章第1～3節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館は図書館員だけでなく、図書館外部の協力なくして運営はできない。図書

館の諮問機関としての図書館協議会や図書館を支える団体さらに図書館ボラン

ティアについて理解する。 

1.5時間 

11 
講義内容 図書館の施設・設備 
該当する到達目標 

1 
予習 第11章第1～4節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 システムとしての図書館の施設・設備について理解する。 1.5時間 

12 

講義内容 図書館のサービス計画と予算の確保 
該当する到達目標 

1 
予習 第12章第1～2節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館サービス・図書館財政の定義を確認し、図書館サービス計画の策定と実

際、さらに図書館の予算編成について理解する。 
1.5時間 

13 

講義内容 図書館業務／サービスの調査と評価 
該当する到達目標 

1 
予習 第13章第1～2節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 図書館業務が図書館の目的を効率的に達成するために、調査および評価が必

要である。その調査と評価について理解する。 
1.5時間 

14 

講義内容 図書館の管理形態の多様化 
該当する到達目標 

1,2 
予習 第14章第1～5節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 近年、図書館の管理運営や業務を外部に委ねる動きが多くなってきた。外部化

（アウトソーシング）の形態である業務委託、指定管理者制度、PFIの問題点につ

いて理解する。 

1.5時間 

15 

講義内容 展望 
該当する到達目標 

2 
予習 第15章第1～2節に目を通して、課題を整理する。 1時間 
復習 これまで、図書館法とその関連法規、制度、政策、経営等を学んできたが、まとめ

として、図書館が抱えている課題と今後の展望について考える。 
1.5時間 

備

考 

オフィスアワー：適宜受け付ける。 
予習・復習については、各自で補完すること。 
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科目名 図書館情報技術論（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

田村 拓郎 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 近年の情報機器の多様化や進歩には目覚しいものがある。図書館においても CD、DVD、コンピュータソ

フトなどの多様なメディアやコンピュータに代表される各種の情報機器が整備されてきている。また、これ

らの図書館資料にネットワーク情報資源を加えて、図書館情報資源としてとらえる必要がある。図書館業

務に必要な基礎的な情報技術を修得するために、コンピュータ等の基礎、図書館業務システム、データベ

ース、検索エンジン、電子資料、コンピュータシステム等について解説し、利用法について学修する。  
 

到達目標 1.図書館業務やサービスに必要な、情報機器やコンピュータシステムの知識を習得できる。 
2.実際にコンピュータ等を利用し検索などができる。 

学位授与方針

との対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 課題提出状況(70％)、学習姿勢(30％)で評価する。 
課題に対する

フィードバック 

課題発表を行い、受講生同士の質疑応答を行なう。 

使用教材 図書館情報技術論 

1 
講義内容 講義全体のガイダンス 
該当する到達目標 

1 
予習 不要  0時間 
復習 不要  0時間 

2 
講義内容 コンピュータとネットワークの基礎 
該当する到達目標 

1 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

3 
講義内容 LANの構成、プロトコル 
該当する到達目標 

1 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1.時間 

4 
講義内容 コンピュータシステムの管理 
該当する到達目標 

1 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

5 
講義内容 データベースの仕組み 
該当する到達目標 

1 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

6 
講義内容 図書館業務システムの仕組み 
該当する到達目標 

1,2 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

7 
講義内容 図書館における情報技術活用の現状 
該当する到達目標 

1,2 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

8 講義内容 電子資料 
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該当する到達目標 

1 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

9 
講義内容 電子資料の管理技術 
該当する到達目標 

1 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

10 
講義内容 電子図書館とデジタルアーカイブ 
該当する到達目標 

1 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

11 
講義内容 情報技術と社会 
該当する到達目標 

1 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

12 
講義内容 インターネットと図書館 
該当する到達目標 

1,2 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

13 
講義内容 最新の情報技術と図書館 
該当する到達目標 

1,2 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

14 
講義内容 Web2.0とLibrary2.0 
該当する到達目標 

1,2 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

15 
講義内容 展望、まとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 該当する部分の教科書を読んでおくこと。 0時間 
復習 講義内容に関する課題を行い提出すること。 1時間 

備

考 

毎回課題を出すため、授業時間外にPC室を積極的に利用すること。自宅のPCを用いて仕上げて来ても良い。長

期休暇中に復習の補完となる課題を行なう。 オフィスアワー：月曜日4限、金曜日 3限 
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科目名 図書館サービス概論（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

太田 克子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 図書館サービスの考え方を理解し、様々なサービスを展開する上での知識と技術を学ぶ 
到達目標 1.公共図書館が行っている様々なサービスの意義を理解する 

2.住民を支援するサービス展開ができる知識と技術を習得する 
学位授与方針

との対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験６０％ ミニレポート３０％ 授業貢献度１０％ 総合評価６０％以上を合格とする 
課題に対する

フィードバック 

ミニレポート二はコメントを付けて返却する。 
 

使用教材 『図書館サービス論』小田光宏編著（JLA） 

1 
講義内容 オリエンテーション 図書館サービスの概要 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ１０～ｐ１７を読んでおくこと 1.5時間 
復習 図書館で自分の受けたサービスを書くこと 1時間 

2 
講義内容 図書館サービスの意義 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ１８～ｐ２５を読んでおくこと 1.5時間 
復習 図書館サービスの種類を書くこと 1時間 

3 

講義内容 図書館サービスとマネージメント 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ２６～ｐ５３を読んでおくこと 1.5時間 
復習 ｐ４４～４５を見て、自分が担当となる部署を１つ選び、具体的な業務をなるべく多

く書いてくること 
1時間 

4 
講義内容 来館者へのサービス（１） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ５４～ｐ６９を読んでおくこと 1.5時間 
復習 資料提供サービスの意義を書いてくること 1時間 

5 

講義内容 来館者へのサービス（２） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ７０～ｐ８１を読んでおくこと 1.5時間 
復習 各自図書館で全くの他人が受けているサービスを観察して評価し、ミニレポート

にすること、 
4時間 

6 
講義内容 利用空間の整備 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ８２～ｐ９１を読んでおくこと 1.5時間 
復習 図書館のサイン・地図について感想。意見を書いてくること 1時間 

7 
講義内容 貸出サービスの構造 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ９２～ｐ１１３を読んでおくこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ１０３を読むこと 1時間 

8 
講義内容 資料提供の展開 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ１１４～ｐ１４９を読んでおくこと 1.5時間 
復習 双方向の情報サービスのアイデアを考えてくること 1時間 
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9 
講義内容 情報提供 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ１５０～ｐ１６９を読んでおくこと 1.5時間 
復習 地域に向けた情報発信の方法を考えてくること 1時間 

10 
講義内容 利用対象に応じたサービス（１）1 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ１７０～ｐ１８２を読んでおくこと 1.5時間 
復習 高齢者サービスの企画を立て実現するためのレポートを書く 1時間 

11 
講義内容 利用対象に応じたサービス（２） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ１９０～ｐ２０１を読んでおくこと 1.5時間 
復習 多文化サービスの企画を立て実現するためのレポートを書く 1時間 

12 
講義内容 多様な利用者サービス 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ２０２～ｐ２２２を読んでおくこと 1.5時間 
復習 学校支援の企画を立て実現するためのレポートを書く 1時間 

13 
講義内容 利用者との交流 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ２２２～ｐ２３７を読んでおくこと 1.5時間 
復習 本学の図書館ツアーの構想を書く 1時間 

14 
講義内容 図書館サービス論のまとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ２０５「ユネスコ公共図書館宣言」を読んでおくこと  1時間 
復習 住民にとって図書館が情報基盤として機能するためのコレクションを考えてくる 1.5時間 

15 

講義内容 図書館サービス論のまとめと評価 
該当する到達目標 

1 
予習 住民にとって図書館が情報基盤として機能する職員スキルアップについて考えて

くる 
1.5時間 

復習 「アメリカ社会に役立つ図書館の１２か条」（アメリカ図書館協会）をよむこと（『図

書館のめざすもの』に収録） 
1時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
『夜明けの図書館』埜納タオ著（双葉社）を読んで授業に臨んでほしい。（本学図書館所蔵） 
『図書館のめざすもの』竹内さとる著（日本図書館協会）（本学図書館所蔵） 
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科目名 情報サービス論（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

太田 克子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 図書館における情報サービスの意義を理解し、情報検索とレファレンスのサービス方法を学習する 
到達目標 1.図書館における情報サービスの意義を理解する 

2.情報サービスの種類と内容を理解する 
3.各種情報源の特徴と利用法を理解する 
4.レファレンスサービスにおける回答の方法を学び、実践的に対応できるようになる 
5.発信型情報サービスの意義を理解する 

学位授与方針

との対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 試験７０％ ミニレポート１０％ 授業貢献度２０％ 総合評価６０％以上で合格とする 
課題に対する

フィードバック 

ミニレポートにはコメントをつけて返却する 

使用教材 『情報サービス論』（学文社） 

1 
講義内容 オリエンテーション  情報サービスの意義 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ６～ｐ１１を読んでおくこと 1時間 
復習 各自図書館に出向き、どのような情報提供がなされているかを見る 1.5時間 

2 
講義内容 図書館における情報サービス 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ１２～ｐ１７を読んでおくこと 1時間 
復習 情報サービスの種類をまとめる 1.5時間 

3 
講義内容 図書館における情報サービスの理論的展開 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ１８～ｐ２３を読んでおくこと 1.5時間 
復習 図書館の種類と重視される情報サービスについてまとめる 1時間 

4 
講義内容 レファレンスサービスの理論と実践 
該当する到達目標 

3,4 
予習 教科書ｐ２４～ｐ３１を読んでおくこと 1.5時間 
復習 レファレンスプロセスを図にまとめる 1時間 

5 
講義内容 レファレンスサービスの実際 
該当する到達目標 

3,4 
予習 教科書Ｐ３２～ｐ３７を読んでおくこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ３３のレファレンスインタビューについてまとめること 1時間 

6 
講義内容 情報検索サービスの理論と方法 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 教科書ｐ３８～ｐ４３を読んでおくこと 1.5時間 
復習 論理演算についてまとめること 1時間 

7 
講義内容 各種情報源の特質と利用法（１） 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書ｐ４４～ｐ５１を読んでおくこと 1.5時間 
復習 各自図書館やPCルーム等を利用して特許検索すること 1時間 

8 
講義内容 各種情報源の特質と利用法（２） 
該当する到達目標 予習 教科書ｐ５２～ｐ５７を読んでおくこと 1.5時間 
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3 復習 各自図書館とPCルーム等を利用して論文検索すること 1時間 

9 
講義内容 各種情報源の特質と利用法（３） 
該当する到達目標 

3,4 
予習 教科書ｐ５８～ｐ６３を読んでおくこと 1.5時間 
復習 各自図書館やPCルーム等を利用して国会図書館デジタルデータ検索をすること 1時間 

10 
講義内容 各種情報源の評価と解説 
該当する到達目標 

3,4 
予習 教科書ｐ６４～ｐ７１を読んでおくこと 1時間 
復習 レファレンスブック１冊を選んでPOPを作成する 1.5時間 

11 
講義内容 各種情報源の組織化 
該当する到達目標 

3,4,5 
予習 教科書ｐ７２～ｐ７７を読んでおくこと 1.5時間 
復習 あなたがカナダに留学するとして、必要な本を検索してリストにすること 1時間 

12 

講義内容 発信型情報サービスの意義と方法 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 教科書ｐ７８～ｐ８５を読んでおくこと 1.5時間 
復習 あなたが図書館員として発信型サービスをするとする。企画を一つだけミニレポ

ートにしてみること 
1時間 

13 

講義内容 情報サービスにかかわる知的財産権の基礎知識 
該当する到達目標 

1,2,5 
予習 教科書ｐ８６～ｐ９１を読んでおくこと 1.5時間 
復習 著作権侵害について意見の分かれるものがある。それについて意見を書いて提

出 
1時間 

14 
講義内容 図書館利用教育と情報リテラシーの育成 
該当する到達目標 

1,5 
予習 教科書ｐ９２～ｐ９７を読んでおくこと 1時間 
復習 自分の読書体験をパワーポイント５枚で制作してくる 1.5時間 

15 
講義内容 展望（制作物発表を含む） 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ９８～ｐ１０４を読んでおくこと 1.5時間 
復習 ｐ１０３を読んで、情報の専門家として目標を考えてみる 1時間 

備

考 

『夜明けの図書館』埜納タオ著（双葉社）（本学図書館所蔵）を読んで臨んでほしい。 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
オフィスアワー： 
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科目名 児童サービス論（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

小柳 聡美 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 後期 必選・単位数 選択 2単位  
講義目標 児童サービス(対象は乳幼児からヤングアダルトまで)の概要と意義、担当者の専門的職務、歴史的変遷と発

展内容、児童資料の特色と選択、発達と学習への「読書」の役割、児童コレクションの形成と管理、さらにヤン

グアダルトサービスの概要と資料の特色を認識する。 
到達目標 1.公共図書館における児童サービスの重要性を理解する。 

2.児童資料の類型について理解し、選択・評価できる。  
3.公共図書館を利用する児童のニーズを理解し、対応できる能力を身につける。 
4.子どもと本を結びつけることの重要性を理解し、援助できる。 

学位授与方針

との対応 

- 豊かな人間性 
- 基礎的知識力 
- 問題解決能力・コミュニケーション能力 
- 学際的な視点から取り組む力 
- 応用・実践する能力 
- 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験７０％、オリジナル図書館案内(児童向け)の作成２０％、授業参加度１０％で評価する。 
総合評価６０％以上を合格とする。なお詳しい評価基準は、初回講義時に提示する。 

課題に対する

フィードバック 

提出物は講義内で発表時間を設け、講評する。 
筆記試験の意図は、第１回の講義で説明する。 

使用教材 教科書『児童サービス論』ＪＡＬ図書館情報学テキストシリーズⅢ６ 堀川照代 編著（日本図書館協会）     
ＩＳＢＮ９７８－４－８２０４－１３１５－８ 

1 

講義内容 児童サービスの概要と意義 
該当する到達目標 

1 
予習 シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 

なぜ司書資格を取得しようと考えたか、という点を交えて自己紹介が出来るよう

にしておく。 

1.5時間 

復習 教科書p.９～p.１８を読む。 1.5時間 

2 

講義内容 児童サービス担当者の専門的職務 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書p.１９～p.３９に目を通す。 1.5時間 
復習 児童サービス担当者の専門性を理解する。 

教科書p.２５５～p.２６１を読む。 
1.5時間 

3 
講義内容 児童資料の類型 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書p.４０～p.４２に目を通す。 1.5時間 
復習 児童資料の形態と内容を理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 児童資料の特色と選択１ 絵本の種類とグレード 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書p.４３～p.４８に目を通す。 1.5時間 
復習 学んだ種類の絵本を、図書館等で探し、読む。 1.5時間 

5 
講義内容 児童資料の特色と選択２ 児童文学・創作児童文学、昔話・伝承文学、詩 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書p.４９～p.５８に目を通す。 1.5時間 
復習 紹介された作品の中から１作品を選び、読む。 1.5時間 

6 
講義内容 児童資料の特色と選択３ ノンフィクション、レファレンスブック 
該当する到達目標 予習 教科書p.５９～p.７９に目を通す。 1.5時間 
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1,2 復習 レファレンスブックとは何か理解する。 
図書館においてレファレンスブックの位置を確認する。 

1.5時間 

7 
講義内容 児童資料の特色と選択４ 児童資料の出版と流通 
該当する到達目標 

1,2 
予習 児童資料に限らず、現在の出版と流通について調べておく。 1.5時間 
復習 児童資料の出版と流通について理解する。 1.5時間 

8 
講義内容 児童資料の特色と選択５ 児童コレクションの形成と評価 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書p.８０～p.９２に目を通す。 1.5時間 
復習 児童コレクションの形成について理解し、評価できるようにする。 1.5時間 

9 
講,義内容 児童サービスの業務１ 資料提供サービス 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 教科書のp.９３～p.９８に目を通す。 1.5時間 
復習 資料提供サービスについて理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 児童サービスの業務２ 情報サービス 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書のp.９９～p.１０４に目を通す。 1.5時間 
復習 情報サービスについて理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 児童サービスの業務３ 乳幼児サービス 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書のp.１７４～p.１８８に目を通す。 1.5時間 
復習 乳幼児サービスについて理解する。 1.5時間 

12 

講義内容 児童サービスの方法・技術(読み聞かせとストーリーテリング) 
該当する到達目標 

1,3,4 
予習 教科書のp.１５５～p.１７３に目を通す。 1.5時間 
復習 次週、読み聞かせの実践で使用する絵本(１～３冊)と、ストーリーテリングしてみ

たい作品を選ぶ。 
1.5時間 

13 
講義内容 絵本読み聞かせ指導 
該当する到達目標 

1,4 
予習 選んだ絵本、作品を読む練習をする。 1.5時間 
復習 読み聞かせの方法について理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 ヤングアダルトサービスの概要と資料の特色 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書p.１８９～p.２０７に目を通す。 1.5時間 
復習 ヤングアダルトサービスとは何か理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 児童サービス対象者向けオリジナル図書館案内の提出・発表 
該当する到達目標 

1,3 
予習 図書館案内の作成。 1.5時間 
復習 全講義の振り返り。 1.5時間 

備

考 

生涯学習の一環としての児童サービスの重要性を理解するとともに、どのようにすれば子ども達に読書の楽しさと

喜びを伝えられるかについて学ぶ授業です。特に各自がオリジナルの図書館案内を作成することによって、児童

サービスの内容を認識でき、キャリアプランへの構築へと繋がります。 
近隣の公共図書館を来館し、現在の児童サービスの現状を実際に見聞して来てください。 
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科目名 情報サービス演習（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

太田 克子、田村 拓郎 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 通年 必選・単位数 選択 4単位 
講義目標 情報サービスの設計から評価までの各種の業務、質問回答、情報源の評価、情報検索の実際、発信型情報

サービスの実際の演習を通して、実践的な能力を養成する 
到達目標 1.蓄積された大量の情報の中から必要な情報を迅速・的確に検索する技能を習得する 

2.レファレンスインタビューの事例を体験し、利用者とのコミュニケーションを確立する 
学位授与方針

との対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 毎回のレポート ８０％ 授業貢献度２０％  
課題に対する

フィードバック 

レポートにコメントをつけて返却する。 

使用教材 『情報サービス論』（学文社） 

1 
講義内容 オリエンテーション 情報検索の基礎知識 
該当する到達目標 

1 
予習 レファレンスとは何か調べる 1.5時間 
復習 レファレンスシートのフォームの回答項目に過不足はないか確認する 1時間 

2 
講義内容 レファレンスプロセス 
該当する到達目標 

1 
予習 前回の授業で与えられたレファレンス課題に回答の方針を立てる 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題に回答のプロセスが分かるように回答する 1.5時間 

3 
講義内容 特定事実を探す 
該当する到達目標 

1 
予習 各自図書館で年鑑・クロニクル等を見ておくこと 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題（特定事実を探す）に回答する 1.5時間 

4 
講義内容 人物・団体情報を探す 
該当する到達目標 

1 
予習 各自図書館で、人名辞典・名鑑等を見ておくこと 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題（人物・団体情報）に回答する 1.5時間 

5 
講義内容 地名・地理・地図を探す 
該当する到達目標 

1 
予習 各自図書館で地名辞典・地図等を見ておくこと 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題（地名・地理・地図）に回答する 1.5時間 

6 
講義内容 法律・統計情報を探す 
該当する到達目標 

1 
予習 各自図書館で六法全書・統計書等を見ておくこと 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題（法律・統計情報）に回答する 1.5時間 

7 
講義内容 政治・経済情報を探す 
該当する到達目標 

1 
予習 各自図書館で全国市町村要覧・経済白書等を見ておくこと 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題（政治・経済）に回答する 1.5時間 

8 
講義内容 言葉・読み方の情報を探す 
該当する到達目標 

1 
予習 各自図書館で辞典等見ておくこと 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題（言葉・読み方）に回答する 1.5時間 

9 講義内容 新聞記事を探す 
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該当する到達目標 

1 
予習 各自図書館で、新聞や新聞縮刷版、CD-ROM等を見ておくこと 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題（新聞記事）に回答する 1.5時間 

10 
講義内容 雑誌記事・論文を探す 
該当する到達目標 

1 
予習 各自図書館で雑誌バックナンバー、紀要等を見ておくこと 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題（雑誌記事・論文）に回答する 1.5時間 

11 
講義内容 書誌情報を探す 
該当する到達目標 

1 
予習 各自図書館でＯＰＡＣを使ってみること 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題（書誌情報）に回答する 1.5時間 

12 
講義内容 郷土資料を探す 
該当する到達目標 

1 
予習 各自図書館の郷土資料コーナーを見ておくこと 1時間 
復習 各々に与えられたレファレンス課題（郷土資料）に回答する 1.5時間 

13 
講義内容 レファレンスインタビュー 
該当する到達目標 

2 
予習 レファレンスをするときの利用者の心理を想定してくること 1時間 
復習 レファレンスを受ける図書館員の期待される姿をまとめること 1.5時間 

14 
講義内容 情報サービス（レフェラルサービス・メールマガジン・パスファインダー等） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 利用者の立場でどのような発信型情報サービスを受けたいか考えてくること 1時間 
復習 図書館で ILLの手続きを調べてミニレポートにする 1.5時間 

15 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 自分に気に入ったレファレンスブックを１つ選んで、解題を書いてくること 1.5時間 
復習 情報サービスを通して、利用者も図書館員も育つ図書館の姿を考えること 1時間 

16 
講義内容 情報検索の概要 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当部分をよんでおくこと。 0時間 
復習 課題を行ない提出すること。 0.5時間 

17 
講義内容 情報検索システムの基本機能 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当部分をよんでおくこと。 0時間 
復習 課題を行ない提出すること。 0.5時間 

18 
講義内容 OPACによる検索の実際 
該当する到達目標 

2 
予習 検索課題、資料の作成 2時間 
復習  0時間 

19 
講義内容 主要なサーチエンジンの概要 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当部分をよんでおくこと。 0時間 
復習 課題を行ない提出すること。 0.5時間 

20 
講義内容 サーチエンジンによる検索の実際 
該当する到達目標 

2 
予習 検索課題、資料の作成 3時間 
復習  0時間 

21 
講義内容 情報検索の実際 
該当する到達目標 

2 
予習 検索課題、資料の作成の作成 3時間 
復習  0時間 

22 
講義内容 シソーラスの利用 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当部分をよんでおくこと。 0時間 
復習 課題を行ない提出すること。 1時間 

23 
講義内容 検索システムの仕組み 
該当する到達目標 予習 教科書の該当部分をよんでおくこと。 0時間 
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1 復習 課題を行ない提出すること。 0.5時間 

24 
講義内容 検索システムの仕組み２ 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当部分をよんでおくこと。 0時間 
復習 課題を行ない提出すること。 0.5時間 

25 
講義内容 論文検索の概要 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当部分をよんでおくこと。 0時間 
復習 課題を行ない提出すること。 0.5時間 

26 
講義内容 論文検索 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書の該当部分をよんでおくこと。 0時間 
復習 課題を行ない提出すること。 0.5時間 

27 
講義内容 論文検索の実際 
該当する到達目標 

2 
予習 検索課題、資料の作成 2時間 
復習  0時間 

28 
講義内容 論文検索の実際２ 
該当する到達目標 

2 
予習 検索課題、資料の作成 3時間 
復習  0時間 

29 
講義内容 発表資料作成 
該当する到達目標 

1,2 
予習 発表課題の企画を考えてくること。 3時間 
復習  0時間 

30 
講義内容 課題発表、まとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 発表資料の作成、発表練習。 5時間 
復習  0時間 

備

考 

長期休暇中に予習、復習の補完となる課題を課す。 
オフィスアワー：（田村）月曜日4限、金曜日 3限 
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科目名 図書館情報資源概論（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

斎藤 順二 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 前期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 高度情報化社会の進展に伴い、図書館環境も大きく変わりつつある。ここでは、印刷資料・非印刷資料・電

子資料とネットワーク情報資源について、類型と特質、選択・収集・保存等、図書館業務に必要な情報資源

に関する知識の基本について理解できることを目標にする。 
到達目標 1.多様化する図書館情報資源（印刷メディア）の有効活用を考えることができる。 

2.多様化する図書館情報資源（非印刷メディア）の有効活用を考えることができる。 
3.多様化する図書館情報資源（電子メディア）の有効活用を考えることができる。 

学位授与方

針との対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 まとめのミニレポート（各ＵＮＩＴの要約と朗読ＣＤの感想） 
課題に対する

フィードバッ

ク 

まとめのミニレポートは毎回提出してもらい、次回採点・評価して返却する。 

使用教材 馬場俊明編著『図書館情報資源概論』（日本図書館協会）定価（1900円+税） 

1 
講義内容 図書館情報資源の意義 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書のＵＮＩＴ１に目を通す。 １時間 
復習 図書館情報資源の定義と類型について理解する。 1.5時間 

2 
講義内容 図書館情報資源と図書館の自由 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書のＵＮＩＴ２に目を通す。 １時間 
復習 表現の自由と検閲の問題を理解する。 1.5時間 

3 
講義内容 印刷資料の類型と特質 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書のＵＮＩＴ３に目を通す。 １時間 
復習 図書・雑誌・新聞の特質を理解する。 1.5時間 

4 
講義内容 非印刷資料の類型と特質 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書のＵＮＩＴ４に目を通す。 １時間 
復習 映像・音声資料の特質を理解する。 1.5時間 

5 
講義内容 電子資料の類型と特質 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書のＵＮＩＴ５に目を通す。 １時間 
復習 電子メディアの特質を理解する。 1.5時間 

6 
講義内容 ネットワーク情報資源の類型と特質 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書のＵＮＩＴ６に目を通す。 １時間 
復習 通信メディアの特質を理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 地域資料・行政資料 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書のＵＮＩＴ７に目を通す。 １時間 
復習 政府刊行物・灰色文献についても理解する。  

8 講義内容 情報資源の生産（出版）と流通 
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該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書のＵＮＩＴ８に目を通す。 １時間 
復習 主な出版社の基本的な知識を理解する。 1.5時間 

9 
講義内容 図書館業務と情報資源に関する知識 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書のＵＮＩＴ９に目を通す。 １時間 
復習 主な著者の基本的な知識を理解する。 1.5時間 

10 
講義内容 コレクション形成の理論 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書のＵＮＩＴ10に目を通す。 １時間 
復習 資料の選択・収集について理解する。 1.5時間 

11 
講義内容 コレクション形成の方法 
該当する到達目標 

3 
予習 教科書のＵＮＩＴ11に目を通す。 １時間 
復習 選択ツールの利用・選定を理解する 1.5時間 

12 
講義内容 人文・社会科学分野の情報資源とその特性 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書のＵＮＩＴ12に目を通す。 １時間 
復習 各分野の情報資源を理解する。 1.5時間 

13 
講義内容 科学技術・生活分野の情報資源とその特性 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書のＵＮＩＴ13に目を通す。 １時間 
復習 各分野の情報資源を理解する。 1.5時間 

14 
講義内容 資料の受入・除籍・保存・管理 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書のＵＮＩＴ14に目を通す。 １時間 
復習 資料の補修・配架・展示・点検等も理解する。 1.5時間 

15 
講義内容 学習の整理と展望 
該当する到達目標 

1,2,3 
予習 教科書のＵＮＩＴ15に目を通す。 １時間 
復習 近未来の図書館構想も視野に入れて理解を深める。 1.5時間 

備

考 

司書資格科目 
予習復習時間は、各自で補うこと。 
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科目名 情報資源組織論（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

太田 克子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 1年 後期 必選・単位数 選択 2単位 
講義目標 利用者が資料情報に迅速かつ的確にたどり着けるように多様な情報資源の組織化を行うための技術の意

義・機能を理解する。 
到達目標 1.情報資源を組織化する意義を理解する 

2.記述目録法を理解する 
3.主題目録法（分類・件名）を理解する 
4.その他、図書記号の付与排架等組織化に関する技術を理解する 

学位授与方針

との対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 試験８０％ ミニレポート１０％ 授業貢献度１０％ 総合評価６０％以上を合格とする 
課題に対する

フィードバック 

ミニレポートにコメントをつけて返却する 

使用教材 『情報資源組織法』志保田務ほか編著（第一法規） 

1 
講義内容 オリエンテーション 情報資源組織化の意義 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ１～ｐ３３を読んでおくこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ７の受入の流れを理解すること 1時間 

2 
講義内容 目録法総論・書誌コントロール 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書Ｐ３５～ｐ４５を読んでおくこと 1.5時間 
復習 書誌コントロールを解説するミニレポートを作成する 1時間 

3 
講義内容 和資料記入の作成（単行資料） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書Ｐ４７～ｐ９０を読んでおくこと 1.5時間 
復習 課題の単行レベルの記述をすること 1時間 

4 
講義内容 和資料記入の作成（全集） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書Ｐ４７～ｐ９０を読んでおくこと 1.5時間 
復習 課題の単行レベル・集合レベル・構成レベルの記述すること 1時間 

5 
講義内容 和資料記入の作成（復習） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書Ｐ４７～ｐ９０を読んでおくこと 1.5時間 
復習 復習課題の記述をすること 1時間 

6 
講義内容 和資料記入の作成（逐次刊行物・その他の資料） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ９１～１１８を読んでおくこと 1.5時間 
復習 本学紀要の記述をすること 1時間 

7 
講義内容 アクセスポイント（著者） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ１１８～ｐ１３１を読んでおくこと 1.5時間 
復習 アクセスポイント（著者）について整理すること 1時間 

8 
講義内容 アクセスポイント（タイトル） 
該当する到達目標 予習 教科書ｐ１１８～ｐ１３１を読んでおくこと 1.5時間 
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1,2 復習 アクセスポイント（タイトル）について整理すること 1時間 

9 
講義内容 洋資料記入の作成 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ１３３～ｐ１６１を読んでおくこと 1.5時間 
復習 課題（洋書）の出版社と注記を記述すること 1時間 

10 
講義内容 主題目録法（件名と分類記号） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ１６３～ｐ１８５を読３３おくこと 1.5時間 
復習 書架分類と書誌分類の特徴をまとめること 1時間 

11 
講義内容 日本十進分類法 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書ｐ１８６～ｐ２０１を読んでおくこと 1.5時間 
復習 分類表第２次区分を覚えること 1時間 

12 
講義内容 分類作業 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書ｐ１８６～ｐ２０１を読んでおくこと 1.5時間 
復習 分類表第２次区分を覚えること 1時間 

13 
講義内容 分類規定 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書ｐ２０２～ｐｐ２５７を読んでおくこと 1.5時間 
復習 分類表第２次区分を覚えること 1時間 

14 
講義内容 図書記号の付与と排架並びに図書以外の資料の保存 
該当する到達目標 

1,4 
予習 教科書ｐ２５８～ｐ２６９を読んでおくこと 1.5時間 
復習 分類表第２次区分を覚えること 1時間 

15 
講義内容 ネットワーク情報資源の組織化とネットワークとまとめ 
該当する到達目標 

1,2,3,4 
予習 教科書のｐ２７３～ｐ２７７を読んでおくこと 1.5時間 
復習 利用者が求める情報を迅速・的確に取り出せるために、さらにできることを考える 1時間 

備

考 

予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
オフィスアワー： 
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科目名 情報資源組織演習（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

太田 克子 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 2年 通年 必選・単位数 選択 4単位 
講義目標 図書館の実際の業務を想定して、情報資源の組織化に関する実習を行う。利用者が資料・情報に迅速かつ

的確にたどりつけるように，多様な情報資源の組織化を行うための実践的なスキルを習得する。さらに、こ

の過程を通して利用者の資料･情報探索のニーズを考え、図書館の対応のあり方を考える。 
到達目標 1.『日本目録規則』（NCR）に準拠し情報資源の目録記述ができる。 

2.『日本十進分類法』（NDC）と『基本件名標目表』（BSH）に準拠し、情報資源の主題分析、分類作業、件名

付与ができる。 
学位授与方針

との対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 試験７０％ ミニレポート２０％ 授業貢献度１０％ 総合評価６０％以上を合格 
課題に対する

フィードバック 

ミニレポートにコメントをつけて返却する 

使用教材 『情報資源組織演習』（ＪＬＡ図書館情報学テキストシリーズⅢ１０）和中幹夫ほか著（ＪＬＡ） 

1 
講義内容 オリエンテーション 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ１～ｐ２３までを読んでおくこと 1.5時間 
復習 課題について集合レベル単行レベル構成レベルの書誌要素を整理すること 1時間 

2 
講義内容 目録法の総則と図書の記述 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ２４～ｐ３２を読んでおくこと 1時間 
復習 課題（タイトルの記述）を解くこと 1.5時間 

3 
講義内容 図書の記述 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ２８～ｐ４６を読んでおくこと 1.5時間 
復習 課題（形態、注記の記述）を解くこと 1時間 

4 
講義内容 継続資料の記述 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ４７～ｐ６２を読んでおくこと 1.5時間 
復習 各自図書館に出向き、継続資料を手にとり、記述すること 1時間 

5 
講義内容 復習・予備 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ１～ｐ６２を読んでおくこと 1.5時間 
復習 課題（記述）を解くこと 1時間 

6 
講義内容 各種資料の記述 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ６３～ｐ７６を読んでおくこと 1.5時間 
復習 各自図書館に出向き、紙芝居、映像資料を手にとり、記述すること 1時間 

7 
講義内容 標目、典拠及び排列（１） 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ｐ７７～ｐ８０を読んでおくこと 1.5時間 
復習 課題（アクセスポイント）を解くこと 1時間 

8 
講義内容 標目、典拠及び排列（２） 
該当する到達目標 予習 教科書ｐ８１～ｐ９５を読んでおくこと 1.5時間 
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1 復習 課題（アクセスポイント）を解くこと 1時間 

9 
講義内容 ＭＡＲＣフォーマット、コンピュータ目録 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ９３～ｐ１０３、ｐ１２６～ｐ１３９を読んでおくこと 1.5時間 
復習 課題に従ってＯＰＡＣ操作をする 1時間 

10 
講義内容 コンピュータ目録、メタデータ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ｐ１４０～ｐ１４９を読んでおくこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ１４９の問１１を解答すること 1時間 

11 
講義内容 主題組織法、日本十進法の概要（１） 
該当する到達目標 

2 
予習 ＮＤＣ１０版 第２次区分表を覚えてくること。確認テストをします 1.5時間 
復習 課題（形式区分）を解くこと 1時間 

12 
講義内容 日本十進分類法の概要（２） 
該当する到達目標 

2 
予習 ＮＤＣ１０版 第２次区分表を覚えてくること。確認テストをします 1.5時間 
復習 課題（地理区分）を解くこと 1時間 

13 
講義内容 日本十進分類法の概要（３） 
該当する到達目標 

2 
予習 ＮＤＣ１０版 第２次区分表を覚えてくること。確認テストをします 1.5時間 
復習 課題（言語区分、言語共通区分、文学共通区分）を解くこと 1時間 

14 
講義内容 分類記号付与の実際（１） 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ１７８～ｐ１８９を読んでおくこと 1.5時間 
復習 課題（分類規律）を解くこと 1時間 

15 
講義内容 分類記号付与の実際（２） 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ１７８～ｐ１８９を読んでおくこと 1.5時間 
復習 課題（分類規律）を解くこと 1時間 

16 
講義内容 分類してみよう １類 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ１９３～ｐ１９７を読んでおくこと、ｐ１９７を解くこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ１９８を解くこと 1時間 

17 
講義内容 分類してみよう ２類 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ１９９～ｐ２０２を読んでおくこと、ｐ２０２～２０３を解くこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ２０４を解くこと 1時間 

18 
講義内容 分類してみよう ７類 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ２０５～ｐ２０８を読んでおくこと、ｐ２０８～２０９を解くこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ２１０を解くこと 1時間 

19 
講義内容 分類してみよう ８類 ９類 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ２１１～ｐ２１３を読んでおくこと、ｐ２１４～２１５を解くこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ２１６を解くこと 1時間 

20 
講義内容 分類してみよう ３類（１） 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ２１７～ｐ２２１読んでおくこと、ｐ２２１を解くこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ２２２を解くこと 1時間 

21 
講義内容 分類してみよう ３類（２） 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ２２３～ｐ２２６を読んでおくこと、ｐ２２７を解くこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ２２８を解くこと 1時間 

22 
講義内容 分類してみよう ４類 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ２２９を読んでおくこと、ｐ２３３を解くこと 1.5時間 
復習 課題（４類）を解くこと 1時間 
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23 
講義内容 分類してみよう ５類 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ２２９～ｐ２３２を読んでおくこと、ｐ２３４を解くこと 1.5時間 
復習 課題（５類）を解くこと 1時間 

24 
講義内容 分類してみよう ６類 ０類 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ２３５～ｐ２３７を読んでおくこと、ｐ２３７～ｐ２３８を解くこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ２３９を解くこと 1時間 

25 
講義内容 分類してみよう 総合 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ２４０～ｐ２４３を解くこと 1.5時間 
復習 教科書ｐ２４４～ｐ２４５を解くこと 1時間 

26 
講義内容 所在記号 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ２４６～ｐ２５０を読んでおくこと 0.5時間 
復習 公共図書館で所在記号を実際に見て報告すること 2時間 

27 
講義内容 件名法 
該当する到達目標 

2 
予習 教科書ｐ２５１～ｐ２５９を読んでおくこと 1時間 
復習 課題（件名付与）を解くこと 1.5時間 

28 
講義内容 件名付与してみよう 
該当する到達目標 

2 
予習 図書館でBSHをみておくこと 1時間 
復習 課題（件名付与）を解くこと 1.5時間 

29 
講義内容 コンピュータで検索してみよう 
該当する到達目標 

1,2 
予習 Cimii,NDL-OPACなど情報資源組織かの効果を見ておく 1時間 
復習 PCルーム室で操作したことを各自確認する 1.5時間 

30 
講義内容 まとめ 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書全般を見て疑問点を書いておく 1.5時間 
復習 課題を解くこと 1時間 

備

考 

『日本十進分類法第１０版』第２区分表を覚えて受講してください。 
予習・復習については、試験前の学習で補完すること。 
オフィスアワー： 
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科目名 図書館サービス特論（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

小柳 聡美 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 1単位  
講義目標 司書資格取得必修科目で学んだ内容を実際に司書業務の中に活かすには、カウンターサービス並びにフロ

アーワークに必要なコミュニケーション能力を伸ばすことが不可欠である。特に日本人に固有なノンバーバ

ル・コミュニケーションの理解と将来の超高齢化・少子化を考慮しながらのコミュニケーション能力の育成によ

り、生涯学習としての図書館利用を促せるサービス環境の構築を目指す。 
到達目標 1.対人業務に必要なコミュニケーション能力を学び、その能力を具体的に修得できる。 

2.コミュニケーションの定義を正確に理解する。 
3.多種多様な利用者に対し、円滑なコミュニケーションが実現できる対応力を身につける。 

学位授与方針

との対応 

- 豊かな人間性 
- 基礎的知識力 
- 問題解決能力・コミュニケーション能力 
- 学際的な視点から取り組む力 
- 応用・実践する能力 
- 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 筆記試験７０％、授業時間内提出物２０％、授業参加度１０％で評価する。 
総合評価６０％以上を合格とする。なお詳しい評価基準は、初回講義時に提示する。 

課題に対する

フィードバック 

提出物は講義内で発表時間を設け、講評する。 
筆記試験の意図は、第１回の講義で説明する。 

使用教材 教科書『コミュニケーション学入門』大田信男（大修館書店） 
ＩＳＢＮ４－４６９－２１１８６－９ 

1 

講義内容 コミュニケーションの必要性 
該当する到達目標 

1,2 
予習 シラバスの内容を読んで講義の目標などを理解する。 

なぜ司書資格を取得しようと考えたか、という点を交えて自己紹介が出来るよう

にしておく。 

２時間 

復習 教科書第１章を読み、コミュニケーションとは何かを理解する。 ２時間 

2 

講義内容 ノンバーバル・コミュニケーションのメッセージ性 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書第３章に目を通す。 ２時間 
復習 バーバル・コミュニケーション、ノンバーバル・コミュニケーションとは何か理解す

る。 
２時間 

3 
講義内容 マス・コミュニケーションと社会 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書第５章に目を通す。 1.5時間 
復習 マス・コミュニケーション、マス・メディアとは何か理解する。 ２時間 

4 
講義内容 若者文化とコミュニケーション 
該当する到達目標 

1,3 
予習 教科書第９章に目を通す。 1.5時間 
復習 （現在「若者」である）自分にとっての若者文化とは何か考察する。 ２時間 

5 

講義内容 図書館サービスとコミュニケーションの関係 
該当する到達目標 

1,3 
予習 図書館における自身の「コミュニケーション」体験について発表できるように準備

しておく。 
1.5時間 

復習 図書館において必要なコミュニケーションとは何か考察する。 1.5時間 

6 
講義内容 カウンターサービスとフロアワークの目的と意義 
該当する到達目標 予習 教科書第４章に目を通す。 1.5時間 
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1,3 復習 カウンターサービス、フロアワークとは何か、違いも含めて理解する。 1.5時間 

7 
講義内容 情報化の進展と図書館サービス 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書１１，１２章に目を通す。 ２時間 
復習 図書館における情報化の必要性について理解する。 ２時間 

8 
講義内容 「モノ」と「コト」に付けられた「名前」 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書第２章に目を通す。 ２時間 
復習 全講義の振り返り。 ２時間 

備

考 

第２回より、導入で、前回の講義内容を４００字にまとめて発表してもらいます。 
キーワード：「ノンバーバルコミュニケーション」「フロアワーク」「カウンターサービス」「生涯学習」 
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科目名 図書館情報資源特論（司書） － 講義 
担当教員 

 

 

 

 

 

 

斎藤 順二 
 
 
 
 
 
 
 

学年・開講期 3年 後期 必選・単位数 選択 1単位 
講義目標 「図書館情報資源概論」で学んだ内容をさらに発展的に学習し理解を深める観点から、図書館情報資源に関

する領域の課題を選択し、高度化・多様化する利用者のニーズに応えられることを目標にする。 
到達目標 1.各分野の情報資源の特性を知る。 

2.各分野の情報資源にアクセスできる。 
学位授与方針

との対応 

－ 豊かな人間性 
－ 基礎的知識力 
－ 問題解決能力・コミュニケーション能力 
－ 学際的な視点から取り組む力 
－ 応用・実践する能力 
－ 専門家としての倫理性・社会福祉への貢献力 

評価方法 まとめのミニレポート（各ＵＮＩＴの要約と朗読ＣＤの感想） 
課題に対する

フィードバック 

まとめのミニレポートは毎回提出してもらい、次回採点評価して返却する。 

使用教材 『図書館情報資源概論』（継続使用） 

1 
講義内容 資料特論（灰色文献） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ＵＮＩＴ18に目を通す。 １時間 
復習 灰色文献にアクセスし、理解を深める。 1.5時間 

2 
講義内容 資料特論（政府刊行物） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ＵＮＩＴ19に目を通す。 １時間 
復習 政府刊行物にアクセスし、理解を深める。 1.5時間 

3 
講義内容 資料特論（地域資料） 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ＵＮＩＴ20に目を通す。 １時間 
復習 地域社会分野の情報資源にアクセスし、理解を深める。 1.5時間 

4 
講義内容 人文科学分野の情報資源 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ＵＮＩＴ21に目を通す。 １時間 
復習 人文科学分野の情報資源にアクセスし、理解を深める。 1.5時間 

5 
講義内容 社会科学分野の情報資源 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ＵＮＩＴ22に目を通す。 １時間 
復習 社会科学分野の情報資源にアクセスし、理解を深める。 1.5時間 

6 
講義内容 科学技術分野の情報資源 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ＵＮＩＴ28に目を通す。 １時間 
復習 科学技術分野の情報資源にアクセスし、理解を深める。 1.5時間 

7 
講義内容 生活分野の情報資源 
該当する到達目標 

1,2 
予習 教科書ＵＮＩＴ29に目を通す。 １時間 
復習 生活分野の情報資源にアクセスし、理解を深める。 1.5時間 

8 
講義内容 ＮＩＥ（教育に新聞を！）の活動報告 
該当する到達目標 

1 
予習 教科書ＵＮＩＴ38に目を通す。 １時間 
復習 ＮＩＥ活動に参加し、新聞記事をスクラップにまとめる。 1.5時間 

備 司書資格科目 
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考 予習復習時間は、各自で補完すること。 
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	担当教員

	精神保健福祉援助実習（専門展開科目）
	担当教員

	介護の基本Ⅰ（専門展開科目）
	担当教員

	介護の基本Ⅱ（専門展開科目　）
	担当教員

	介護の基本Ⅲ（専門展開科目）
	担当教員

	介護の基本Ⅳ（専門展開科目）
	担当教員

	介護の基本Ⅴ（専門展開科目）
	担当教員

	介護の基本Ⅵ（専門展開科目）
	担当教員

	生活支援技術Ⅰ（専門展開科目）
	担当教員

	生活支援技術Ⅱ（専門展開科目）
	担当教員

	生活支援技術Ⅲ（専門展開科目）
	担当教員

	生活支援技術Ⅳ（専門展開科目）
	担当教員

	生活支援技術Ⅴ（専門展開科目）
	担当教員

	介護過程Ⅰ（専門展開科目）
	担当教員

	介護過程Ⅱ（専門展開科目）
	担当教員

	介護過程Ⅲ（専門展開科目）
	担当教員

	介護過程Ⅳ（専門展開科目）
	担当教員

	介護過程Ⅴ（専門展開科目）
	担当教員

	介護総合演習Ⅰ（専門展開科目）
	担当教員

	介護総合演習Ⅱ（専門展開科目）
	担当教員

	介護総合演習Ⅲ（専門展開科目）
	担当教員

	介護総合演習Ⅳ（専門展開科目）
	担当教員

	介護実習Ⅰ（専門展開科目）
	担当教員

	介護実習Ⅱ（専門展開科目）
	担当教員

	介護実習Ⅲ（専門展開科目）
	担当教員

	医療的ケア論Ⅰ（専門展開科目）
	担当教員

	医療的ケア論Ⅱ（専門展開科目）
	担当教員

	医療的ケア論Ⅲ（専門展開科目）
	担当教員

	医療的ケア演習（専門展開科目）
	担当教員

	ケアマネジメント論（専門展開科目）
	担当教員

	地方自治論（専門展開科目）
	担当教員

	看護概論（専門展開科目）
	担当教員

	リハビリテーション論（専門展開科目）
	担当教員

	レクリエーション実技（専門展開科目）
	担当教員

	福祉レクリエーション論（専門展開科目）
	担当教員

	福祉レクリエーション援助論（専門展開科目）
	担当教員

	福祉レクリエーション援助技術（専門展開科目）
	担当教員

	障害者福祉論（専門展開科目）
	担当教員

	地域政策論（専門展開科目）
	担当教員

	医療福祉と行動科学（専門展開科目）
	担当教員

	こども論（専門展開科目）
	担当教員

	カウンセリング論（専門展開科目）
	担当教員

	トータルボディトレーニング（専門展開科目）
	担当教員

	こころとからだのしくみⅠ（専門展開科目）
	担当教員

	こころとからだのしくみⅡ（専門展開科目）
	担当教員

	障がい者スポーツ論（専門展開科目）
	担当教員

	介護概論（専門展開科目）
	担当教員

	総合演習Ⅰ（卒業研究及び演習）
	担当教員

	総合演習Ⅱ（卒業研究及び演習）
	担当教員

	総合演習Ⅲ（卒業研究及び演習）
	担当教員

	総合演習Ⅳ（卒業研究及び演習））
	担当教員

	卒業研究（卒業論文）（卒業研究及び演習）
	担当教員

	生涯学習社会と図書館（司書）
	担当教員

	図書館概論（司書）
	担当教員

	図書館制度・経営論（司書）
	担当教員

	図書館情報技術論（司書）
	担当教員

	図書館サービス概論（司書）
	担当教員

	情報サービス論（司書）
	担当教員

	児童サービス論（司書）
	担当教員

	情報サービス演習（司書）
	担当教員

	図書館情報資源概論（司書）
	担当教員

	情報資源組織論（司書）
	担当教員

	情報資源組織演習（司書）
	担当教員

	図書館サービス特論（司書）
	担当教員

	図書館情報資源特論（司書）
	担当教員



